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第一章　あたくしを侮辱することは、許さなくってよ！







　オーッホホホホホホホホホホホホホホホ……。

　みなさま、ごきげんいかが？

　いつも学校では、いかがおすごし？

　あたくし綾あや小のこ路うじ麗れい花かは、なかなか楽しい学園生活を送っていてよ。

　だって、ほら、ごらんになって。

　たてロールの髪に、ゴージャスなファッション、それにくわえてこの美び貌ぼう。

　当然、あたくしのまわりには、大勢の崇拝者がワラワラワラワラ集まってくるというわけよ。

　彼らは、あたくしの前にひれ伏し、あたくしをあがめ、たたえ、崇拝し……ああ、気分いいったらないわ！

　そもそも、あたくしの名前は麗花――麗しき花。

　少年たちが蝶ちようのように集まるのも、不思議ではなくってよ。

　ホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。

　なにか文句があって？

　……フッ。

　なければ、よろしくってよ。




　ここは花はな園ぞの学園中等部。

　あたくしのクラスは、三年一組。

「工く藤どう君っ♡」

　休み時間、ばかみたいに愛らしいキャピキャピ声がひびいた。

　史上最強のかわいこぶりっ子、山やま本もとアケミよ。

　呼ばれた工藤君は、恐怖にこおりつく。

　その間に、アケミは軽やかな足どりで、彼に接近。

　じつは、彼女、愛のためなら手段を問わないのよね。

　よって、おさななじみの工藤君は、昔から、愛されると同時にひどい目にあってきたのよ。

「工藤君っ♡　左手、出して」

「え？　な、なんで？」

「ん・もうっ。いいから、いうとおりにしてっ」

　工藤君ファンの女の子たちのけわしい視線が集中する中、アケミはかわいいおさげ髪をブンブン振って、抗議する。

　工藤君は、ますます、表情をこわばらせる。

　じつは、彼、積極的にアタックしてくる女の子を、大の苦手としているのよ。

　おそろしいほどハンサムで、「花園学園の王子さま」とまで呼ばれ、モテモテであるにもかかわらず。

　で、ついに彼はアケミに屈し、左手をおずおずと出す。

「目、つぶって♡」

　工藤君は、もう観念したように、ギュッと目をとじた。

　アケミはニマーッと笑うと、ポケットからなにかを取りだした。

　おお！

　あれは、プロミスリング！

　しかも、ピンク＆水色というメルヘンチックな色あい。

　教室はざわめきにつつまれる。

　アケミはそれを工藤君の手首にまきつけ、ギュッギュッギュッと、ぜったい外れないように、強くむすんだ。

「はい。目、開けて」

　アケミはニッコリ。

　工藤君は、手首を見て、ぼうぜんとする。

　そこで、アケミは、両手のにぎりこぶしを口もとにそえた「ぶりっ子ポーズ」で大宣言。

「それが切れたとき、あたしと工藤君は、両思いになれるの♡」

　なんという、したたかな女！

　だいたい、ふつう、それって自分の手首にむすぶものではなくって？

　こんな非人道的な使いかたが許されるもの？

　工藤君は、魂がぬけたような表情で手首を見つめ、うわごとのようにつぶやく。

「プロミスリングって……プロミスリングって……そういうものなのか？」

「ちがうような気がするけど……」

　親友のアクタガワが、ずり落ちた黒ぶちめがねを直しながら、あきれたようにコメントする。

　一方、工藤君のもうひとりの親友であり、そのうえおさななじみでもあるお杉すぎ君は、むっつりとだまりこんだまま。

　じつは、この硬派の彼は、工藤君に友情以上の思いを寄せているのよね。

　教室のみんなは、ザワザワと言葉をかわす。

「山本さん、かわいい顔して、なんて卑劣な手を……」

「これで、工藤は、首輪をつけられた犬もおなじ！」

「いいえ！　女の子にとっては、ツバをつけられたごちそうよ！」

「それにしても、サッカー部員で、プロミスリングをこれ見よがしにむすんでるやつって、なんとなく、いやみだよなぁ」

　そんな中、アケミはあいかわらずの調子で、

「早く切ってね、工藤君♡」

　さらにそこへ、鈴すず木き軍団の三人が無責任に、はやしたてる。

「ヒューヒュー！　工藤ったら、やるぅ！」と、鈴木その一。

「いいかげん、ビシッと決めろよ、工藤！　うっとうしいぞー！」と、鈴木その二。

「超モテモテ男、苦悩しております！」と、鈴木その三。

　あいかわらず、三人そろって、いい性格してるわねぇ。

「どうするんだよっ。いつかは切れるに決まってるぞ」

　アクタガワは工藤君にささやく。

「どうするったって……」

　工藤君は、ほとんど泣きそうな顔。

　そのとき。

　お杉君が、おもむろに、家庭科の裁縫箱から、なにかを取り出した。

　それは……糸切りばさみ！

　彼は無愛想な口調で、工藤君にいった。

「手、出せ」

　教室は、またもやざわめきにつつまれる。

　ところが――。

「切れたら、あたしと工藤君は両思いよ！」

　アケミは勝ちほこったように宣言する。

　どうでもいいけどねぇ、工藤君の意思に反して、なにが「両思い」よ。

　ぶりっ子にとっては、人の心よりも、おまじないや願かけが優先されるというわけ？

　お杉君は手をとめ、少々、考える。

「お杉……」

　工藤君は、すがりつくような目で、お杉君を見あげる。

　無言のまま、お杉君は、はさみを机のうえに置いた。

　そして、今度は、プロミスリングを両手でつかむと、グッと左右に引っぱる。

　野蛮にも、引きちぎるつもりね。

「いかなる手段によっても、切れたら両思いよ！」

　アケミに言われ、お杉君は手をはなす。

　そして、ちょっとの間、考えこむ。

　それから、唐突に、工藤君にボソッと、

「アメリカ大使館に逃げこもう」

「プロミスリングに治外法権は通用しないわよ！」

　なぜか、アケミは、お杉君に対しては強い。

　けど、お杉君も、負けてはいない。

「工藤、ふたりで、国境を越えよう」

　工藤君は、とほうにくれた顔で、お杉君を見あげる。

　これは、ふたり手に手をとって、外国に高飛びしかねないわね。

　あやしい雰囲気に、アクタガワは顔をひきつらせてる。

　じつは、彼、工藤君に対するお杉君の愛を知っているのよ。

「亡命しても、むだよ！」

　アケミのきびしい言葉に、アクタガワはホッとしたように胸に手をやる。

　やっぱり、工藤君、絶体絶命ね。

　しかたないわ。

　ここは、綾小路麗花の出番のようね。

　あたくしは立ちあがった。

「アケミさん」

「な、なに？」

　早くも被害者態勢に入ったアケミは、おずおずとふりむく。

　美しい悪役いじわるお嬢さまにいじめられる、自称・ドジでおっちょこちょいで明るい女の子、というわけね。

　ならば、こっちも盛りあげてさしあげてよ。

　あたくしは前に出て、うでぐみをした。

　忠実なしもべ・佐さ伯えきが、スッとあたくしの背後に従う。

　ヌボーッと背が高くて、ビン底めがねに、ひっつめのポニーテール。

　ファッション・センスがなきに等しいその身なりも、あたくしを引き立てるがため。

　そんな佐伯を背後に、あたくしは堂々と切り出した。

「あたくしにことわりなく、工藤君に変なものむすびつけないでくださらない？」

「で、でも、あたしと工藤君は、おさななじみだもんっ」

　ふんっ。

　出たわね。

　ぶりっ子の最終兵器「おさななじみだもん」が。

　でも、切り札は、こっちにあってよ。

「フッ。あたくしは、スーパー小路こうじ屋の社長令嬢。工藤君は、スーパー小路屋練馬店の店長さんの息子。つまり、あたくしは、彼のお父様のつとめ先の社長令嬢よ。すなわち、工藤君は髪の毛ひとすじまで、綾小路家のものということ。おわかり？」

「あ、綾小路さん、『すなわち』っていったって……それ、全然、論理的じゃないよ……」

「おだまり、アクタガワ！」

　あたくしは、うるさい外野をしかりつけた。

　そして、アケミに向かって、

「勝手に、あたくしのとりまきにモーションかけないでいただきたいわね」

「工藤君は綾小路さんのとりまきなんかじゃないもんっ！」

「あら。『とりまき』じゃなければ『親衛隊』といえばよろしいかしら？　たしか、工藤君とお杉君とアクタガワ君はあたくしの親衛隊だと、以前から強くいっておいたはずだけど、あなた、おわすれかしら？」

　すると、またもや、アクタガワが、

「そんなの、ありかよーっ！　どうして、ぼくたちが、綾小路さんの親衛隊なんだよーっ！　ぼくは、そんなの、いやだからなっ！」

「おだまりっ！」

　あたくしがしかりつけると、アクタガワは、工藤君とお杉君に、

「おまえらも、なんとかいえよっ！　いつも、ぼくばっかり、綾小路さんにいじめられてるじゃないかっ！」

　うるさい子ねっ。

　あたくしは無視して、アケミをにらみつける。

　アケミも、ぶりっ子しながらも、懸命ににらみかえしてくる。

　はげしい火花が散る。

　鈴木軍団は、またもや、ヒューヒュー盛りあげる。

　そのとき。

「あ、あのっ！」

　工藤君が、思い切ったように、立ちあがった。

　みんなの視線は、彼に集中。

　とたんに、工藤君は戸惑ったように、視線を床におとしてしまう。

　だけど、彼は、つっかえつっかえ、言葉をはきだした。

「あの……アケミちゃんはかわいいし、綾小路さんは美人だし……おれ、ふたりとも魅力的だと思う。けど……」

　けど？

「おれ、ほかに、好きな人、いる」

　なんですってっ？

　これが、内気な工藤君の言葉？

　教室は、ざわめきにつつまれる。

　すでにアケミは大ショックの表情。

　工藤君は、チラッとお杉君を見た。

　お杉君は真剣な面持ちで、うなずいた。

　ま、まさか、ひょっとして、このふたり……！

　アクタガワも、それを察したらしく、青ざめる。

「お、おまえら、まさか、すでに……」

　お杉君は、答えのかわりに、かすかに微ほほ笑えんだ。

　アクタガワは、ますます青くなり、

「よ、よせ、工藤」

「おれが……おれが、好きなのは……」

「やめてくれーっ」

「おれが好きなのは……」

　そして、工藤君がビシッと指さしたのは――。

「鈴木だっ！」

　ズル……。

　お杉君は、その場に、へたりこんだ。

「しっかりしろっ、お杉っ。生きてるかっ？」

　アクタガワはお杉君の安否を気づかい、ささやき声で問う。

「おまえ、さっきの意味ありげな態度は、一体、なんだったんだよっ？　あいかわらず進展ナシのくせに、どうして、ひそかに視線を交わしたりするんだよっ？」

「……」

　答えようとしないお杉君に、アクタガワは、さらに声をおとしてきく。

「期待したんだな？　おまえ、少しは期待してたんだな？　工藤がおまえの気持ちに気づいてるんじゃないかって」

　お杉君はめずらしく力なくうなずく。

「ばかだなっ。ばかだよ、おまえ」

　お杉君は、もう、再起不能。

　また、大きな打撃を受けたのは、彼だけではなかった。

　鈴木軍団は、三人そろって、その場に硬直していた。

　シーンとした中、佐伯は工藤君にくそまじめな調子できく。

「鈴木君って……どの鈴木君ですか？」

「鈴木……竜りゆ二うじだっ！」

「うわぁぁぁぁーっ！」

　狂おしい苦く悶もんの叫びをあげつつ、頭をかかえて床にひざをついたのは、鈴木その二。

「お、おまえ、そうだったのかっ？」

「フケツ！　竜二なんて、もう、知らないからっ！」

　その一とその三は、ザザッとはなれる。

　クラスのみんなは、シーンと沈黙。

　無理もないわね。

　ふつうの男の子の発言としても、充分、衝撃的なのに、それが学園のプリンスの口から出た言葉なんですもの。

「くそーっ。工藤、とりけせーっ」

　その二は、怒りにふるえつつ、顔をあげる。

　すでに、目には、涙がにじんでいる。

　クールな印象のハンサムが、だいなしね。

　そこに、アケミが、彼以上に目をウルウルさせながら、わりこんだ。

「ひどい……ひどいわ、鈴木君！　フケツよ！」

「な、な、なんで、山本さん、工藤じゃなくておれを責めるんだよぉ！」

「だって、鈴木君ったら、杉すぎ本もと君ばかりか工藤君にまで愛されて、すごくエッチじゃないのっ！　あたし、もう、知らないっ！」

　わけのわからない論理をふりかざし、アケミは両手で顔をおおうと、ダッと教室から脱出。

「あーっ！　山本さん、逃げるんじゃねえよぉ！　ひょっとして、あんた、おもしろがってやってねえ？」

　だけど、その問いがアケミにとどいたかどうかは、定かでない。

　そして、事の元凶・工藤君は、にっこり笑うと、

「ありがとう、鈴木。おまえのおかげで、助かったよ」

「く、工藤、てめぇーっ」

「これからは、おまえさえいてくれたら、トラブルに巻きこまれても切りぬけられるね」

「ばっかやろぉぉぉーっ！　おまえの行為は、おれにとって、トラブルそのものだったぞ！」

　その二は、すでに半泣き。

　工藤君って、やや気は弱いものの、ちょっと本気を出せばすぐに勝てるのよね。

　そんな彼に、アクタガワは、責めるような口調でいう。

「さっきは、おまえ、なんで、お杉にサイン送ったんだよっ」

「鈴木はお杉のお気に入りだから、一応、ことわっておこうと思って」

　ばかねっ。

　意志の疎通、全然、できてないじゃないの。

　そこへ鈴木その二が、

「なんで……なんで、おまえら三人、おれをいじめるわけ？」

　すると、早くも立ち直ったお杉君、こたえていわく、

「愛ゆえだ」

「そうそう」

　工藤君も、端整な顔立ちにやさしい微笑み浮かべて、うなずく。

「おれ……おれ、こんなクラス、もういやだーっ！」

　鈴木その二……あわれな男ね。

　アクタガワはつかれたようにため息をつくと、工藤君に、

「あのさぁ、まえから気になってたんだけど……おまえ、ぼくやお杉や鈴木に対しては強い態度に出られるのに、どうして、山本さんや綾小路さんには、いつも弱気なわけ？」

「あれ？　そうだっけ？」

「そうだよっ。おまえ、ひょっとして、女性恐怖症なんじゃないか？」

「あ……そうか。そうだよな……。考えたら、おれ、男といるほうが、気が休まる……」

「うっ……」

　アクタガワはほっぺた引きつらせる。

　そして、またもや、教室中はざわめきにつつまれる。

「く、工藤って……そういうシュミだったのかっ？」

「いやっ！　目をさまして、工藤君！」

「お、おれ、愛されてしまったら、どうしよう……」

「工藤君があんたなんか相手にするわけないでしょっ！　ずうずうしい男ねっ！」

「どうりで、工藤君と杉すぎさま、あやしいと思ったら……」

「あら。工藤君が愛してるのは、アクタガワ君よ」

　んまっ！

　工藤君もお杉君もアクタガワも、あたくしのとりまきなのに！

　このままでは、このあたくしをさしおいて男の子三人で世界を作ってると思われてしまうわ！

　綾小路麗花、最大の危機よ！

　そのとき、アクタガワが、いきなり、はきすてるようにいった。

「な……なにもかも、綾小路さんのせいだよっ」

「な、なによっ？」

「みんなみんな、綾小路さんがいけないんだ！」

「ちょっと！　なにがあたくしのせいだとおっしゃるのっ？」

「綾小路さんのせいで、ぼくのまわりの男は、みんな、女ぎらいや女性不信や女性恐怖症になって、ついにはホモになっちゃうんだっ！」

「んまっ！　失礼ねっ！　それをいうなら、あなたの素顔が女の子みたいにかわいいから、男の子たちがそっちの道にフラフラそれてしまうのではなくってっ？」

「ち、ちがうよぉ！」

　アクタガワは否定したけど、すでに、みんなの視線は彼に集中。

「わーっ！　綾小路さん、とりけしてよっ！」

　みんなのヒソヒソ攻撃がはじまるまえに、彼はあたくしにすがりつく。

「ふんっ。だったら、あなたたち三人があたくしの親衛隊だということを、みとめることね」

　アクタガワは、絶句した。

　けど、三秒後には、

「わかった！　みとめます！　ぼくも工藤もお杉も、綾小路麗花さまを心から崇拝しておりますっ！」

　ふっ。

　自分たち三人に関するあやしいうわさが生まれることを、なにがなんでも、くいとめるつもりね。

　そのとき、お杉君がボソリと、

「おれは、できれば、岡おか野のさんを崇拝したい」

　ワナワナワナ……。

　どこまで、うっとうしい人なのっ！

　拓たく人とは、あたくしの彼氏（＝第一の家来）よ！

　あたくしはうでぐみをし、長身のお杉君をにらみつけるため、ツンとあごをそらせる。

「お杉君、拓人を崇拝したいというのは、どういう意味？」

「岡野さんみたいに善良でかっこいい人を独占するなんて、お嬢さん、ずるいです」

「な、なにが、ずるいのよっ！　拓人はあたくしに独占されるがために、この世に生をうけたのよっ！　あなたには、指一本たりとも拓人にふれる権利はなくってよ！」

「……すみません。おれ、じつは、きのう、岡野さんの手をにぎってしまいました」

　ぷっつん。

　あたくしの中で、なにかが切れた。

「工藤君っ」

「え？」

　戸惑う工藤君の手首を、あたくしはつかんだ。

「校内デート、しましょ」

「ええっ？　な、なんでっ？」

　あたくしは、そのまま、歩きだす。

「単なる、おかえしよ」

「えっ！　おれ、なにか、悪いこといったっけ？」

「お杉君に対するおかえしよっ」

「ええっ？　どうして、お杉のいったことで、おれに……。これって、ひょっとして、連帯責任ってやつ？」

　鈍感な人ねっ。

　あなたがお杉君に想われているから、これがお返しになるんじゃないのっ。

　だいたい、あなたがこんな調子じゃ、お杉君があわれで、復ふく讐しゆうする気も失せるわよっ。




＊




「あ、綾小路さん、まってよぉーっ！」

　数メートルうしろから、アクタガワのなさけない声。

「もーうっ！　綾小路さん、ひどいよぉ！　なんで、こんなにたくさんのもの、学校に置いてたんだよぉ！　いくらなんでも、これ、重すぎるよーっ！」

　両手に大荷物をぶら下げた彼は、すでにヨロヨロ状態。

　ヒマラヤスギの下で柔軟体操をしていた陸上部の子たちが、彼にあわれみの視線を向ける。

　そして、あたくしの背後に従う佐伯も、おずおずと、

「あの……麗花さま。わたし、アクタガワ君を手伝います」

「おやめ！　あたくしのとりまきを甘やかすことは、許さなくってよ！」

「は、はい……」

　ところが、このやりとりは、アクタガワに聞こえていた。

「なんで、ぼくだけに、こんなことさせるんだよぉ！　とりまきなら、お杉も工藤もいるじゃないかっ！　力仕事なら、あいつらにたのめよぉ！　はっきりいって、ぼくは、かよわいんだからなっ！」

「おだまりっ！　あたくしのとりまきなら、文芸部でクズみたいな文章書くことより、あたくしに召し使われることによろこびを見出してはいかがなのっ？」

「クズみたいな文章とは、なんだよーっ！」

　アクタガワは抗議の声をあげながら、ついに、しゃがみこんだ。

「あなたねぇ、つべこべおっしゃるエネルギーがあるなら、一歩でも多く歩いたらいかがなのっ？」

「あのさぁ……これ、みんな、綾小路さんの荷物なんだよっ。わかってる？」

「あなたこそ、あたくしの崇拝者だという自覚がたりないのではなくって？」

「だって、ぼくは綾小路さんを崇拝しちゃいないんだから、しょうがないじゃないかっ」

「なんですってっ？」

　あたくしは怒りの表情を作って、アクタガワのところまでツカツカと歩いていった。

　アクタガワはちょっと、おびえたような顔をしたものの、

「こ、こんな重い荷物を押しつける人なんか、ぼくは崇拝しませんからねっ！」

　そして、バッと立ちあがった。

「だって、はっきりいって、綾小路さんよりぼくのほうが、スリムで非力でかよわいんだぞっ！　もっと大切にあつかってほしいものだね！」

　バシッ！

　華麗なる平手打ちを受け、アクタガワはよろめいた。

　フェンスで体をささえ、地面にへたりこむのをかろうじてふせいだ格好。

　黒ぶちめがねは、ずり落ちている。

「いっ……たーいっ」

　左ひだ頰りほおを両手でおさえ、彼はしぼり出すようにいった。

　いつもより痛いのは、あたりまえ。

　許しがたい発言に見合うだけの報復措置をとらせていただいたんですもの。

　そこへ、佐伯が、同情をにじませた口調で、しみじみと、

「一生のうちで、いちばん多く麗花さまの平手打ちを受けるのは、きっと、アクタガワ君ですね」

「ふんっ。平手打ちではものたりないほどだわ」

　そして、アクタガワにはピシャリと、

「なんなら、口はわざわいの元ということを、あなたの体にみっちりと教えこんでさしあげてもよろしいのよ。いかが？」

「わーんっ。綾小路さんの、いじめっこ！」

「いじめっこではなくってよ！　あたくしは華麗なるいじわるお嬢さまよ！」

「め、めちゃくちゃいうなよぉ！」

「めちゃくちゃ？　このあたくしの悪の美学が、めちゃくちゃですって？　これ以上あたくしを侮辱することは、許さなくってよ！」

　あたくしは、ふたたび、右手をふりあげた。

　アクタガワはフェンスに背中をくっつけたまま、ギュッと目をとじると、思いっきり、

「わーんっ！　茶道部の綾小路麗花さんが、暴力をふるいますーっ！　テニス部のみなさん、助けてくださーいっ！」

　ハッ！

　フェンスのむこうは、テニスコート！

　男子硬式テニス部のゲームを、女子までがむらがって見物しているところだった。

　ダブルスの試合で、ネットのむこう側には、部長＆副部長のペア。

　そして、彼らの相手をしているのは――。

　あの、やたらとさわやかな雰囲気のうしろ姿は、拓人だわ！

　そして、彼とペアを組んでいる、派手な柄シャツは、親友のシイちゃん！

　すでに、何十人もの見物人の視線は、こっちにそそがれている。

「また、アクタガワ君、綾小路さんに遊ばれてるわ」

「おれがあいつだったら、すでに生きてないぜ」

「シッ。目をあわせるなっ。いちゃもんつけられるぞっ」

　ワナワナワナワナ……。

　やってくれたわね、アクタガワ！

　拓人は、まだ、こっちには気づいてない。

　彼は左サイドを守っている。

　一見、フワーッとした優雅な動きだけど、じつはビシバシ、敵には情け容赦ない。

　表情は見えないけど、きっと、にこやかに愛想ふりまいているにちがいない。

　だから、人呼んで「宮様テニスの岡野」。

　彼、中等部時代は、テニス部にいたのよ（あたくしは知らなかったけど）。

　で、今は花園学園高等部の二年生で、園芸部なんてジジくさいところに所属しているのよね。

　大きくそれたボールを目で追い、拓人はふりかえった。

「あれっ？　麗花ちゃん！」

　うっ！

　気づかれた！

「あ。佐伯ちゃんに、アクタガワ君も！」

「岡野さーんっ！　綾小路さんが、いじめますぅー」

「いいつけるんじゃないわよっ！」

　あたくしは、ささやき声でアクタガワをしかりつけたけど、すでに拓人はすぐそこまで来ていた。

「麗花ちゃん、アクタガワ君をいじめちゃだめだよ」

　きまじめな表情でいってから、拓人はニコーッと人のよさそうな笑顔になる。

「いじめてなんかいないわよっ！　労働のよろこびを味わわせてあげてたのよっ！」

　あたくしはいったけど、アクタガワが横から、

「こき使われて、いじめられていたんですっ。この荷物、全部、持たされていたんですよぉ！」

　こ、この、おしゃべり男は……！

　だけど、拓人はベンチを指さしながら、あっさりと、

「荷物なら、あそこに置いといて。あとで、ぼくが麗花ちゃんのうちまで持っていってあげるよ」

　そこへ、すかさず、お調子者のシイちゃんが、

「あーっ！　岡野が、また、麗花さまを甘やかしている！」

「おだまり、この無礼者っ！　あたくしは、他人に甘やかされる立場ではなくってよ！　反対に、あたくしが拓人を甘やかしているほどよ！」

　すると、拓人がニコニコしながら、シイちゃんに、

「麗花ちゃんのいうとおりだよ。シイちゃんは、麗花ちゃんを誤解してない？」

「岡野……おまえ、強いよ。強すぎるよ。ぜったい、長生きするよ。麗花さまと末ながくお幸せにな。麗花さまも、きっと、長生きするから」

「うん。ありがとう」

　な、なにいってるのよ、この人たち！

「あたくしが長生きするですって？　それ、どういう意味よ？　シイちゃんさん」

「麗花さま……いいかげん、その『ちゃん』と『さん』を同時につけるの、やめてくださいよ」

「質問の答えになってないわよ、シイちゃんさん」

「……やっぱり、麗花さま、長生きしますよ。でも、おれは正直で善良で二枚目だから、薄命だと思います。どうか、おれができなかった分も、岡野を大切にしてやってください」

「どこか薄命よ？　長寿世界一ギネス掲載確実の間違いではなくって？」

「麗花さま、どうか、まじめにきいてください。岡野はおれほどではないにせよ、純粋で善良な人間です。ルックスも、ごらんのとおり、おれほどではないにせよ、いい線いってます。はっきりいって、こいつは、きわめて人気があります。岡野をねらっている女の子も、まだまだいます。うかうかしてると、横どりされますよ。だから、いいですか？　そうならないように、岡野を大切にするんですよ」

「まじめな顔でいえば、まじめな発言とみなされる――と思ったら、大間違いよ」

「おれは、まじめですよ」

「おふざけになるのも、たいがいにしてちょうだい！」

　あたくしは、シイちゃんをピシャリとしかりつけ、それから、

「佐伯、アクタガワ、行くわよ！」

　すると、拓人がおっとりと、

「あ。荷物は、いいからね。ぼくが持っていくから」

「ばかおっしゃらないでちょうだい。荷物運びは、あたくしの部下の仕事よ。あなたは、まだ、ご自分の立場をわきまえていらっしゃらないようね」

「え？　立場？」

「そうよ。あなたは、荷物運びをすべき立場ではないのよ。いいこと？　あなたは、この綾小路麗花のお目にとまった幸運な男なのよ。あきらかに、まわりの人間とは一線を画するのよ。もっともっと、堂々としていただきたいものね」

「ええっ？　そんなの、つまらないよ！」

　拓人がいうと、佐伯もしみじみと、

「たしかに、どうどうとえらそうにしている拓人さんなんて、つまらないような気がします」

「っていうより、すごく変だよ。すごくやだよ」

　アクタガワも、深刻な顔でいう。

「ほら。みんな、ああいってることだし……。やっぱり、ぼく、堂々としたくないなぁ」

「あら、そう。じゃあ、好きになさればよろしいわ！　今までどおり、この綾小路麗花を特別視することもなく、だれかれかまわず、愛想ふりまいていればよろしいわ！」

　あたくしは、クルリと背を向けた。

「佐伯、アクタガワ、行くわよ！　荷物は、ふたりで分けて持ってちょうだい」

「はい、麗花さま」

「あー、よかった。荷物、半分になる。佐伯さん、助かったよー」

　ふんっ。

　なによ、なによ、なによ！

　どうして、拓人ったら、だれに対してもバカみたいに愛想がいいの？

　少しは、他の者のように、このあたくしを特別視してはいかがなのっ？

　だいたい、この人、あたくしの彼氏だっていう自覚さえも、ないのではなくって？

　結局、あたくしのまわりの男の子は、無礼者ばかりなんだわ！

「麗花ちゃーん！」

　うるさいわねっ。

　……でも、無視するわけにはいかないわね。

　あたくしは、ふりかえった。

「まだ、なにかご用？」

「あのさぁ、麗花ちゃんは、ぼくにとって特別だよ。なのに特別視しないようにするなんて、すごくむずかしいよ」

「な、なんてこと、おっしゃるのよ！」

　まわりの、その他大勢が、ざわめく。

　拓人ったら、こんなところであんなこというなんて、おめでたいのもいいかげんにしてほしいわ！

　ほっぺた、カーッとあつくなっていく。

　どうしてくれるのよっ！

「それから、だれかれかまわず愛想ふりまくのも、すごくむずかしいよ。せめて、麗花ちゃんとシイちゃんと佐伯ちゃんとアクタガワ君と工藤君と杉本君と貴たか子こちゃんとミツグちゃんと育いくちゃんとアキさんと咲さく羅ら先生と百ひや太くた郎ろうと川かわ村むらと岩いわ田たさんと不知火しらぬいさん全員に愛想ふりまくのだったら、いつもやってるから、平気なんだけどなぁ」

「それを『だれかれかまわず愛想ふりまく』っていうのよっ！」

「ええっ？　そうだったのっ？」

　おっとりした拓人が、めずらしく驚きよ愕うがく。

　あきれた人ね。

　あたくしは、ふたたび、背を向けた。

　背後で、シイちゃんと拓人のやりとりが聞こえる。

「岡野よぉ。ついでにいわせてもらうと、おまえって、すでに充分、堂々としてねえか？」

「ええっ？　そう？」

「だって、麗花さま相手に、あんなにひどいボケかます無礼者って、いないぜ」

「えっ？　ほんとっ？」

　うっ……。

　もう、これ以上、聞こえないふりなんて、できないわ！

「シイちゃんさん！　変なふうに拓人をおどさないでちょうだいっ！」

「わーっ！　これで完全に、おれは麗花さまににらまれたぞ！　岡野、どうしてくれるんだよーっ」

「ぼくはもう、知らないよ」

「岡野の薄情者ーっ！」

「シイちゃんさん！　あなた、少しは反省なさったらっ？」

　まったくもう、調子狂って、イライラするったらないわ！

　どうして、この世には、こんなにも無礼者が多いのかしら！











第二章　あの男は、あたくしのしもべよ







　翌日の帰り道。

　あたくしは、ひとり、考えごと。

　なんだか、最近は、自分のかがやかしい地位をたもつのにも、ひと苦労なのよね。

　だって、世の中には、無礼者が満ちあふれているんですもの。

　だいたい、拓たく人とも工く藤どう君もお杉すぎ君もアクタガワも、あたくしを引きたてるという点では、まったく使いものになってないわ。

　ここは、新たな人材がほしいところね。

　スーパー小路こうじ屋の将来をになうあたくしにとって、優秀な人材の確保は大きな課題ですもの。

「どろぼーっ！」

　え？　なに？

　この声は、まさか……シイちゃん？

　声がしたほうを向いた瞬間、

「お嬢さま！」

　いきなり、だれかが、あたくしの足にすがりついてきた。

「お嬢さま！　ご主人さま！　女王さま！」

　まあ！

　この道端で、あたくしの生来の威厳を見きわめるとは、なんて人を見る目のある方なのかしら！

　でも、この子、どう見ても小学生だわ。

「おねがいですっ！　助けてくださいっ！」

「えっ？」

「助けてくれたら、おれの兄を献上いたします！」

　なんですって？

「学生服のよく似合うピチピチの中学三年生ですっ！　はっきりいって、おれに似てハンサムですっ！」

　ふーん。

　この子、つりあがった目がちょっときつそうだけど、悪くない顔立ちだわね。

「麗れい花かさまーっ！　そのガキ、つかまえてくれーっ！」

　声の主は、やっぱりシイちゃんだった。

「げっ！　知りあいかよっ？」

　男の子はつぶやき、すかさず逃げる体勢になる。

「お待ちなさい」

　あたくしは、その子のうでをガシッとつかまえた。

「心配することはないわ。あの男は、あたくしのしもべよ。あたくしのいうことなら、なんだってきくわ」

「た、たすけてくださいっ。ほんの出来心だったんです」

「あなた、一体、なにをなさったのよ？」

「そいつ、おもちゃを万引きしやがったんですよ、麗花さま」

　男の子のかわりに、シイちゃんがこたえる。

　そして、その子の胸ぐらをグッとつかむと、

「このクソガキ！　どこの学校だっ？　ええ？　名前はなんてんだっ？　住所は？　電話番号は？　正直にこたえろっ！」

「ごめんなさい、ごめんなさいっ！　反省してますっ！　もう、二度としませんっ！」

「ばかやろっ！　あやまってすむなら警察はいらないし、おれだって銀行強盗で生計を立ててるわっ！」

「シイちゃんさん、おやめなさい」

　あたくしは毅き然ぜんとした態度で、シイちゃんを制した。

「一体、どうなさったっていうのよ？　どうして、あなたが、おもちゃを万引きした小学生を追いかけていらっしゃるわけ？」

「おれのバイト先で、こいつ、万引きしやがったんですよ」

「あなたのバイト先って……図書館じゃないわよねぇ？」

「それとは別のバイトです。ほんとは、おれの友達がバイトしてる店なんですけど、そいつが今日は都合が悪くなって、おれがかわりにバイトやってるんですよ。『大人のための子供のおもちゃ屋』っていう店です」

「あなた、けっこう、いかがわしいアルバイトもなさっているのね」

「『大人の』じゃなくて『大人のための子供の』おもちゃ屋です。昔なつかしいおもちゃを売ってる店ですよ。アンティーク・ショップです」

「で、なにを盗まれたの？」

「こいつですよ」

　シイちゃんは、男の子の手首をつかんで、あたくしに見せた。

　彼がしっかと手ににぎっていたのは、なんと、女の子のお人形。

「初代のリカちゃん人形です」

　シイちゃんはいいながら、それをうばい返そうとする。

「こらこらこらっ。とっとと、返せっ！」

「やなこった！」

「なにぃっ？」

「こいつは、もともと、おれのだったんだっ！　バカな兄貴が、売りとばしやがったんだっ！　返してほしいのは、こっちだぜ！」

「この野郎！　全然反省してないじゃねえかっ！」

「おれは、もっと値段があがってから、マニアと直接交渉して、もうけるつもりだったんだぜ！　それが、あんなあやしげな店に、安値で売りとばされて、リカちゃんも泣いてるぜ！」

「じゃあ、てめえが買いもどせばいいだろっ！」

「いたいけな小学生が、あんな大金、出せるかよっ！」

「お年玉は貯金してないのかっ？」

「うちの親しん戚せきは、みんな、ケチばかりなんだよっ！　だから、兄貴も貧しさのあまり、勝手に弟のおもちゃを売りとばすようなケチな野郎になりさがっちまったんだっ！」

　な、なんて見苦しい争いなのかしら。

　わずかな金のために、こんなに激しい攻防がくりひろげられるなんて！

　リッチで豊かなあたくしには理解しがたい現実だわ。

　パンパン！

　あたくしは、手を打った。

　ふたりは、ハッとこちらを見る。

　そこで、あたくしは、落ち着いた口調で切り出す。

「その人形は、あたくしが買いとらせていただきます。よろしいわね？」

「れ、麗花さま……どういうつもりですか？」

「この子が充分反省したら、返してさしあげるわ。シイちゃんさんは、ご心配なさらないで。もう、こんなバカなまねはしないよう、あたくしがこの子に人の道を教え説きます」

「ええっ？　麗花さまが、人の道をっ？」

「なにか文句があって？」

「あ、いや、ありません」

　シイちゃんは、あわてて首をふる。

　そこで、あたくしは、お財布からお札を取り出し、彼に渡した。

　いつかおのれの豊かさを誇示するために使うこともあるだろうと、お財布に入れておいた万札。

　こんなに早く使うことになろうとは……。

　アデュー、福沢諭吉。

　悲しくなんかなくってよ。

　かわりの男なら、綾あや小のこ路うじ家の金庫に、あなたのクローンがいくらだっているはずよ。

　あたくしのお財布には、もはや夏目漱石しかいないけど。

「おつりは、よろしくってよ。チップだと思って、とっておいてちょうだい」

「でも、麗花さま……」

「まだ、なにか、文句がおあり？」

「このガキ、あまり甘やかさないほうがいいと思いますが」

「ふっ。あたくしを見くびらないでちょうだい。あなたに心配されるほど、あたくし、甘い人間ではなくってよ」

「えっ？」

「この子には、とことん、感謝を態度で示していただきます。それなりのことは、していただくつもりですわ」

　すると、たちまち、シイちゃんは深刻な顔になった。

「麗花さま……小学生の男の子に、いけないことしないでくださいよ」

「シイちゃんさん、あなた、あたくしの平手打ちを味わいたいのかしら？」

「い、いえ、とんでもないです」

　シイちゃんはいってから、男の子に、

「おまえ、きっと、あとで後悔するぞ」

　どういう意味よ？

「じゃあ、麗花さま、あとはおねがいしますよ。おれは、これで失礼します。まいどありぃ！」

　彼は一万円札をヒラヒラさせ、そして、去っていった。

　あたくしの手には、旧型のリカちゃん人形。

　男の子は、おびえの混じった目であたくしをまじまじと見つめ、

「あの……いけないことをしたいのなら、おれじゃなくて、兄にしてください」

　あたくしは、その無礼な願い出をサラリと無視。

「あなたねぇ、万引きなんて、みじめったらしいこと、二度となさるんじゃなくってよ。こんなことは、プライドの低い者がすることよ。まだ物もの乞ごいのほうがマシよ。おわかり？」

「はい。もう、二度としません」

　彼は、神妙な顔つきでこたえる。

「あなた、お名前は？」

「キヨシローです」

「苗みよ字うじは？」

「……」

　キヨシローはだまりこんだ。

　あたくしが親に言いつけるとでも思っているのね。

「いいたくないなら、よろしいわ。あなた、学校は？」

「……」

　今度は、学校に言いつけるとでも思っているようね。

「いいわ。学年は？」

「小学四年生です」

「あなたのお兄さまのお名前は？」

「ケンヂっていいます」

「学校はどちら？」

「……」

「あたくしは花はな園ぞの学園だけど、お兄さまもそうなのかしら？」

「ちがいます。区立中学です」

　ふっ。

　他校に家来がいるというのも、いいものよね。

　気に入ったわ。

「自己紹介が、まだだったわね。あたくしの名前は綾小路麗花。スーパー小路屋の社長令嬢よ。学校は花園学園中等部。あたくしは三年生で、茶道部所属。なにか、ご質問は？」

「あの……それ、いつ返してくれるんですか？」

　キヨシローは、リカちゃんを指さしていった。

「あたくしが、あなたのお兄さんに満足できれば、すぐに返してさしあげてよ」

「えーっ！　そいつぁ、ないぜ！　今すぐ、返してくれよぉ！」

「あら。この取り引きに不満がおありなら、あたくしはそれでもいいのよ。この人形は、あたくしがいただいておくわ」

　すると、彼はあわてて、

「不満なんて、ありません！」

「そう。なら、よかったわ。ケンヂさんには、いつからいらしていただけるのかしら？」

「明日、学校が終わってからすぐによこしますっ。もう、ビシバシこきつかってやってくださいっ！　煮て食おうと、焼いて食おうと、麗花さまの自由です！」

「いわれなくたって、わかっていてよ。それよりも、あたくし、感謝の言葉を聞いてなかったような気がするけど……」

　すると、彼はビシッと姿勢をただし、

「ありがとうございます、麗花さま。あなたの慈悲深さに感謝いたします！」

「ふっ。それでいいのよ」

　これは、明日が楽しみだわね。

　ケンヂ……どんな男の子なのかしら？

　弟と似ているというのなら、けっこう容姿には期待できそうだわね。




＊




　放課後、あたくしは、約束の場所に向かった。

　花園学園中等部の校門前。

　そこに、ケンヂはいるはず。

　ランニングから帰ってきたバドミントン部の女の子たちとすれちがった。

　彼女らは、校門のほうをチラチラ見ながら、言葉を交わしている。

「どこの中学の人だろ？」

「ズバリ好みだわ。ツバつけてこようかしら」

「彼、デートの待ちあわせだったりして」

「えーっ！　そんなの、許さないわよ！」

　もしかして、ケンヂのこと？

　あたくしは、校門の外に目をうつす。

　……いた！

　この学校ではやたらと目立つ学生服姿！

　背は、工藤君よりは確実に高いけど、お杉君ほど高いわけではない。

　目は、キヨシローにそっくりで、もっときついかんじがする。

　どこか野性的で鋭い印象。

　飼いならされてはいない、狼のような……。

　これは、花園学園にはいないタイプの男の子だわ！

　はっきりいって、気に入ったわ。

　あたくし、なにがなんでも、彼を配下においてさしあげてよ！

「あんた、綾小路さん？」

　あら。

　彼のほうから声をかけてきたわ。

「その時代錯誤なたてロール……綾小路麗花さんだろ？」

「失礼ね。時代錯誤ではなくって、レトロといってほしいわね、ケンヂ君」

　あたくしが名を口にすると、ケンヂはぶすっとした顔のまま、

「弟が世話になったな」

「あら。わざわざ、おわびや感謝の気持ちを言葉であらわしてくださらなくてもけっこうよ。ここに来てくれたことで、あなたはそれを示してくださったんですもの」

「……」

　彼、無愛想というよりは、きっと不機嫌なのね。

　まあ、弟があんな、みみっちい行ないをしたのだから、無理もないわ。

　ここは、あたくしも、プライドの高さを誇示しないよう、ひかえめに接したほうがよさそうね。

　きっと彼には、今まであたくしのようにゴージャスで麗しくほこり高い女の子に接するチャンスはなかったにちがいないもの。

　ショックをあたえては、気の毒というものよ。

「で、おれ、なにをすればいいわけ？」

「そうねぇ……」

　と、ここで絶妙な間をおくのが、ポイント。

　これぞ、お嬢さまの余裕よ。

「さっさと決めてくれないか。おれ、モタモタしてる女、きらいなんだよ」

　あら。

　なかなか気が強そうじゃないの。

　花園学園の生徒だったら、無礼者とみなし、ただちに華麗なる平手打ちをプレゼントしているところだけど、まあ、初対面だから大目に見てさしあげるわ。

　ああ、あたくしって、なんて寛大なのかしら。

　われながら、スーパー小路屋の社長にふさわしい大人物だわね。

「じゃあ、手はじめに、デートしていただこうかしら」

「……マジかよ？」

　あら。

　なにか、不満がおありのようね。

　だけど、ここは特別に、聞こえなかったふりをしてさしあげるわ。

「花園公園に行きましょう。広い池があって、ボートもあるのよ。それにふたりで乗りましょう」

「で、おれがこぐのかよ？」

「あたりまえじゃないの」

　すると、ケンヂは小さく舌打ちしてから、ブツクサと、

「だから、女と行動するのは、いやなんだよ。自分からは動こうとはしねえし、そのくせ、ずうずうしい要求をしやがる。こっちは、いいこと、全然ねえよ」

「言いたいことがあるなら、はっきりおっしゃってちょうだい。それでは聞こえなくってよ」

「別に、あんたに言いたいことなんて、ねえよ。共通の話題なんて、なさそうだしな」

　ムッ。

　なにかにつけて、無礼で身のほど知らずな男だわね。

　これは、きっと、弟のキヨシローとは険悪な仲なんだわ。

　でなければ、この美しいあたくしを邪険にできるわけがあるものですか。

　だけど、見ていらっしゃい。

　見事、とりこにしてさしあげてよ。

　ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。

「ねえ。あなたのお名前、まだ聞いてなかったわ」

「ケンヂ」

　歩きながら、こっちを向きもせずに、彼はぶっきらぼうにこたえる。

「フルネームよ」

「あんたに苗字は教えないって、弟と約束したんだ。住所も電話番号も学校もな」

「あら。けっこう、弟さん思いなのね」

「教えたらきっとゆすられるって、キヨシローがほざくからだよ」

「んまっ。あなた、もっと、きちんと弟さんを教育したほうがよろしいのではなくって？」

「おれも、キヨシローのいうとおりだと思ったんだよ」

　あたくしは、グッと手をにぎった。

　そうして、ひそかに、怒りを静める。

　今、あたくしが激怒しては、彼はびびりまくって、家来になるまえに逃げてしまうにちがいないわ。

　ここは、がまんよ。

　スズメがザルの下の米をついばむまで、棒にむすんだヒモを引っぱってはいけないのと、おなじことよ。

　あたくしたちは、公園に入った。

　木立のむこうは、長い橋のかかった、大きな池。

　あっちこっちに水鳥が優雅に浮かび、しかし、水中では必死に足を動かしている。

　カップルが楽しげにボートのうえで笑いさざめき、しかし、男のほうは彼女のご希望の場所めざして必死にオールを動かしている。

　なんて心あたたまる光景なのかしら。

「おれに、あれをやれっての？」

「そうよ。ほかのカップルに負けないように、楽しそうに笑いあうのよ。すてきでしょ？」

「冗談じゃねえぜ」

　ケンヂは、さもいやそうに、表情をゆがめる。

「あんなの、できるかよ。ばかみてぇに、イチャコラ、イチャコラ、イチャコラ、イチャコラと。さも、うらやましがれといわんばかりに。おれは、いやだからな」

　あら。

　けっこう、骨がある男ね。

　なかなか、おもしろくなってきたじゃないの。

　まあ、せいぜい、あたくしの手の中で、あがいてみることね。

　あとで、身のほどというものを、みっちり理解させてあげてよ。

「まあ、あなたがいやだとおっしゃるなら、しかたないわね。でも、こちらがリカちゃん人形に払った分は、おつきあいいただくわよ」

「こんなことやって、あんた、楽しいわけ？」

「ええ、楽しいわ」

　だって、あなたの反応、斬ざん新しんで刺激的なんですもの。

　ケンヂは、フッと笑った。

　今度は、なにをおっしゃるおつもりかしら？

「いい気なもんだよな」

「なんですって？」

「あんた、なんでも自分の思いどおりになるって、信じてる」

　あら。

　実際、すべては、あたくしの思いどおりになるものよ。

　変なことをいう人ね。

「はっきりいって、おれは、お育ちのいい坊ちゃん嬢ちゃんが、大っきらいなんだよ」

　いじわるにしては、陳腐ないいまわしだわね。

「さっきだってそうだ。どいつもこいつも、なんの苦労もなさそうなマヌケ面で、ジロジロ見やがって。私立中学の坊ちゃん嬢ちゃんが、なめるんじゃねえよ。むかつくぜ」

「ジロジロ見られるのは、あたりまえよ。そんな格好で、校門の前に立っているんですもの」

「なに？」

「いい？　セーラー服や学生服は、私服の学校の生徒をいたずらに刺激するものなのよ」

「あんたの学校は、変態の巣そう窟くつかよ？」

「変態ですって？　ふんっ。そこまで色気をふりまく格好で校門の前に立っていた人からは、いわれたくない言葉だわね。はっきりいって、あの場所では、あなたのいでたちは、とってもいかがわしく見えていたわよ。すっぽんぽんのほうが、まだマシなぐらい」

「うそつけ」

　ケンヂは、顔をひきつらせ、あたくしを見た。

「あら。私立中学に通うお育ちのいいお嬢ちゃんが、うそをつくとでもお思い？」

　さらに、ケンヂは、顔をこわばらせた。

　はじめてなにかに気づいたかのように。

　やっと、あたくしが甘やかされた「お嬢ちゃん」ではなく、華麗なる「お嬢さま」だということが、理解できたようね。

　だけど、おそれることはなくってよ。

　あたくし、自分の家来にたいしては、けっこう寛大なところもあるのよ。

　ホホホホホホホホホホホホ……。

　そのとき、とつぜん。

　あたくしは、いわゆる怪あやしの気配をかんじた。

　なにかがこちらに近づいてくる！

　もしや、天変地異？

　まさか、魑ち魅み魍もう魎りよう？

　よもや、受験戦争？

　一体、なにが……？

　その正体が、遊歩道のむこうに、小さく見えた。

　あれは、花園学園中等部の柔道部！

　まずいわ！

　他校の男の子とデートしているところなんかを、お杉君に見られてたまるものですか！

「ケンヂ君、かくれてっ」

　あたくしは、ささやいた。

　けど、そのときには、すでに、彼は茂みの陰にしゃがみこんでいた。

　で、ランニングしている柔道部員たちのほうを、のぞき見ている。

　妙に気のきいた人だわね。

　あたくしも、彼とおなじように、茂みに身をかくす。

　部長のお杉君とならんで先頭を走っているのは、副部長の「茶帯のチャトラン」だわ。

　まだ距離があるから、ここからだとよくわからないけど、じつは、柔道部員というよりは湘南あたりのお軽いサーファーといった容姿の男の子なのよ。

　髪が生まれつき茶色で、しかも、後頭部の一部が黒くてそれがトラ縞になっているものだから、初等部のころから「チャトラン」と呼ばれていたとか。

　それがさらに、柔道で茶帯をとったから、「茶帯のチャトラン」という通り名になったのよ。

　そのチャトランが、とつじょとして号令をかけた。

「花園学園中等部女子バレー部のまね！」

　すると、それまでひたすら硬派な雰囲気で黙々と走っていたのが、なんと、急に女の子の声色をつくって、

「ファイト、オーッ、ファイト・オー、ファイト・オー、ファイト・オー」

　な、なんて、おばかさんな人たちなの！

　さわやかな公園で、こんな無気味なことをするなんて！

「おらぁ！　二年！　まじめにやれぇ！」

　チャトランがしかりとばすと、笑いながら走っていた二年生たちが、口々に、

「チャトラン先輩っ。まじめになんて、やれませんよっ」

「笑えるーっ」

「先輩、みんな、うますぎるんだもんっ」

　そこへ、すかさず、チャトランのはげしい叱しつ責せきがとぶ。

「ばかものぉ！　自分でやって、受けるな！　吹くな！」

「でも、おれたち、お笑いタレントめざしてるわけじゃないんですよぉ」

「つべこべいうな！　つぎ、行くぞっ！　花園学園中等部女子軟式テニス部のまね！」

「ファイトー、ファイ・トー・ファイ・トー・ファイ・トー」

「おらぁ！　一年！　まじめにやれぇ！」

　で、今度は、赤面しながらやっていた一年生たちが、口々に、

「チャトラン先輩、おれ、恥ずかしいですよぉー」

「こういう、精神的なしごきは、やめてくださいっ」

「そうですっ。肉体的なしごきなら、いくらだってたえられますっ。でも、こういうのは、おれ、だめなんですよぉ！」

　あわれな子たち。

　生まれてたった一三年目で、地獄を見たわね。

「この未熟者め！　杉すぎ本もとを見ならえ！　杉本を！　さっきから、眉ひとつ動かさないぞ！」

「そんなこといったって、杉本先輩、声出してないじゃないですかー」

「ばかものぉ！　宝塚のステージは、ひとりの花形スターをきらびやかにかざりたてる構成になっているんだ！　まわりの者はすべて、スターを盛りあげるために、ステージに立つんだ！　杉本は、わが花園学園柔道部のスターだ！　おれたちは、杉本の男らしさを強調するために存在しているんだ！　きさまら、それをわすれるなっ！」

「でも、おれたち、タカラジェンヌじゃありませんよぉ」

「おいっ！　杉本！　一年がなにやらブツクサほざいてるぞ！　おまえ、ガツンといってやれっ！」

　すると、それまで先頭を黙々と走っていたお杉君は、いきなり、パタリと止まった。

　あとにつづく部員たちも、急停止。

　みんな、肩を大きく上下させている。

　それぞれ、女の子の声色をつくったり、ケラケラ笑ったり、先輩に抗議したりしていたのだから、無理もないわね。

　そんな中で、お杉君だけは、息を切らせていない。

　彼は、ゆっくりと、チャトランのほうに向いた。

　そして、重々しい口調で、

「おまえの気持ちはありがたい。しかし、おれは別に、うれしくはない」

「な、なんですってっ？」

　チャトランは、いきなり女の子の声色をつくって、自分のほっぺたを両手でつつむ。

　そこに、お杉君は、さらに重々しく、言いきかせるように、

「チャトラン。おれは、正直いって、いやでもない。しかし、うれしくもないんだ」

「ひどい……」

　チャトランは、よろめいた。

「なにさ、なにさっ。どうせ、チャトランは、工藤君ほどハンサムでもないし、アクタガワ君ほどかわいくもないわよっ。はっきりいって見かけは、硬派な柔道部員っていうよりは、お軽いサーファーだしさ。でも、だからって……だからって、副部長のチャトランより、なんの関係もない野球部の鈴すず木き竜りゆ二うじ君のほうがいいだなんて、あんまりだわ！」

「おれは、そこまで言ってない」

「ごまかさないで！　もう、杉すぎさまなんて、知らないっ！」

　そして、ダダッと駆けだした。

　その速いこと、速いこと。

　みるみるうちに、チャトランの姿は、木立の間に消えてしまった。

「杉本先輩、追わなくていいんですかっ？」

「チャトラン先輩、傷つきましたよっ！」

　後輩たちは顔色を変えた。

　けど、三年生たちは、わかりきったように、

「しょうがねえなぁ、チャトラン。ひとりで盛りあがっちゃって」

「ほっとけ、ほっとけ。いちいち、あいつのペースにあわせていたら、長生きできねえぜ」

「どうせ、先に着いて、ポカリ飲んでることだろうよ」

　うわさによると、この柔道部、強い人ほど性格が変だとか……。

　後輩は、苦労するわけよね。

「行くぞ」

　お杉君が声をかけ、ふたたび、柔道部員たちはランニングをはじめる。

　そして、その一見硬派なおばかさん集団は、完全に木立のむこうに消えた。

「お、おそるべし、花園学園……」

　ケンヂが、ボソリとつぶやく。

　見たら、ほんとうに青ざめているじゃないの。

「どうかなさったの？」

「……あ、あんたには関係ねえよ」

「関係あるわよ。ひょっとしたら、あなた、花園学園の生徒を嫌悪しているのではなくって？」

「そんなことはねえよ」

「うそ」

「うそじゃないっ。おれは、花園学園の生徒がきらいなんじゃない。ただ、あんたが、きらいなだけだ」

　なんですってっ？

「あんただけじゃない。おれは、女ってもんがきらいなんだよっ」

「まあ！　あなた、女性より男性がお好きなのっ？」

「へ、変な言いまわし、するなよなっ」

　ケンヂはうろたえたようにいってから、

「とにかく、おれは、ほかの男とちがって、女をチヤホヤ甘やかす趣味はねえからな。あんたら女は、すぐ、つけあがる。わがままで、ヒステリーで、すぐに泣く。泣いても要求が通らないと、わめきちらす。おれたち男とおなじ人間だとは、とても思えない。できるだけ、かかわりあいたくないもんだ。それが、こんなことになって……」

　な、なんて、失礼な男なのかしら！

　しかも、単なる身のほど知らずではないわ！

　女ぎらいを原因とする、男尊女卑！

　すべての女がすべての男よりおろかだと信じる、このセンスのなさ！

　だけど――。

　かえってそのほうが、教育する甲か斐いがあるというものよ。

　将来、社員の教育は、スーパー小路屋の社長たるあたくしにとって、大きな課題となるはずですもの。

　あたくし、負けなくってよ！

「あのさぁ、悪いけど、おれ、いそがしいんだよね」

　すでにケンヂは、投げやり口調。

　あたくしの沈黙を反省のあらわれとでも見たか、態度が大きくなったわね。

　だけど、そううまくはいかなくってよ。

「あら。逃げるおつもり？　でも、そんなことは、理由にならなくってよ」

「あのね、女の子にきついこというのっていやなんだけど、はっきりいって、おれ、迷惑なの。わかる？」

　な、なんという、人をばかにしたような言い方！

　あたくし、ここは、威厳を正したほうがよさそうね。

　これ以上、彼を増長させてたまるものですか！

「ずいぶんと強気ね。あなた、ご自分の立場がわかっていらっしゃらないのではなくって？　あたくし、なにも、弟さんを助けた恩をあなたに売ろうなんて、せこいことをするつもりはないわ。ただし、あなたをおどすことは、いくらでもしてさしあげてよ」

「な、なにぃ？」

「リカちゃんは、あたくしが買いとったのよ。あなたがあたくしを満足させてくれたら、今日にでもお返しするつもりだったわ」

　ケンヂは、ゴクリとつばを飲みこむ。

　やはり、弱点はこれね。

　いかな彼でも、兄弟仲の悪化はおそれるわけね。

「あなたの態度によっては、あたくしがリカちゃんを人形供養の炎の中に投げ入れる可能性もあってよ」

「や、やめてくれっ」

　ケンヂは青ざめた。

「おれ、あれを売りとばしたこと、本気で後悔してるんだっ」

「あら、そう」

　あたくしが冷淡に受け流すと、彼はますます、深刻な顔になり、

「おれは、最初から、あの人形の価値がわかってなかったんだ。昔叔母さんがくれたのを、おれはすぐにキヨシローにやっちまったんだ。女の子のおもちゃなんか持っているのは、恥だと思って……。それからも、あいつが大切にあの人形を机にしまっていたのを、おれはいまいましく思っていた。なんて女々しいやつなんだ、って……。けど、あれは、弟のささやかな財テクだったんだっ。あいつ、もっといい値で売れるまで、まってたんだよ」

「とても興味深いお話ねぇ」

「おれがあの人形をやったのは、あいつが三歳のときだった。今は一〇歳だ。これまでの人生の三分の二以上、あいつは、高く売れるチャンスをまっていたんだ」

「それを、あなた、よくもまあ、勝手に売りとばしたものよね。あきれた人」

「ヤケをおこしてたんだ。金がなくって、苦しくて……。親兄弟からの借金が、一万九八〇〇円。そのうえ、さらに、キヨシローからかりたのがいけなかった。最初は一〇〇〇円だったのが、今月で八〇〇〇円になっちまった」

「一〇〇〇円が八〇〇〇円に？　あなた、何年、返してなかったのよ？」

「三か月」

「たったの三か月で八倍？　なんなのよ、それは！」

「キヨシロー・ファイナンスの利率は、ねずみ算なんだ。一〇〇〇円が、一か月後には、二倍の二〇〇〇円。さらに一か月たつと、そのまた倍の四〇〇〇円。そして、三か月後には、八〇〇〇円」

「な、なんて、あこぎな！　まさに、やらずぶったくりだわ！　弟さんとはいえ、どうして、あなた、そんな悪質な金融業者とかかわったのよっ？」

「一か月以内に返せば、利息ナシだっていわれて、とびついた。けど、期日をすっかりわすれて、一か月たっちまった。それからは、坂道をころがる雪の玉のように、借金は増えていって……。あの人形を売りとばして、このまえの日曜におじいちゃんからもらった小遣いとあわせて、やっとキヨシローにかりてた分だけは、耳をそろえて返せたんだ」

　結局、キヨシローにも非があったんじゃないの。

「でも、おれは後悔した。兄としてあるまじきことをした」

「あまり、自分を責めるものではなくってよ」

　あたくしはなぐさめたけど、ケンヂはますます苦悩をにじませた表情になり、

「いや、おれは最低だ。だから、あんたにかかわっちまったのも、天罰なんだ」

「天罰じゃなくて、天恵ではなくって？」

「いや、天罰だと思えばこそ、こんなタチの悪い女とかかわるのも、辛抱できる」

　ワナワナワナワナ……。

　どこまで、口のへらない男なのっ！

「なら、とことん、辛抱していただこうじゃないの」

　あたくしは、怒りをジワジワとにじませて、こたえた。

　ケンヂは、ちょっと、おびえたような顔になった。

　けど、気丈にも、あたくしをヒタと見すえ、

「あの人形を返してくれ。たのむ。金は、あとでちゃんと払う」

「おことわりするわ」

　ケンヂはよろめき、ナメクジでも見るような目であたくしを見る。

「な、なんて性格の悪い女だっ」

「残念ながら、あたくしは、あなたがごぞんじの女の子たちとはちがうのよ。甘えながらわがまま言ってみたり、泣いてみたり、わめいてみたり――そのたぐいの、相手にコビ売りながら要求をつきつけるようなまねは、あたくし、死んでもしなくってよ！」

「……おれを、どうするつもりだ？」

「これからも、放課後はおつきあいいただくわ」

「そんなの、ありかよっ？」

「あたくしを満足させることができたら、すぐにでもリカちゃんはお返しするわ。でも、今日は失格よ。あなたは、さんざん、あたくしに不愉快な態度で接してくれたもの」

「おれだって、不愉快だったんだよっ！　おあいこだろうがっ！」

「おあいこだからって、妥協してリカちゃんをお返しするほど、あたくし、甘い女ではなくってよ」

　ケンヂは、くやしそうに顔をゆがめた。

「切り札はこちらにあるのよ。そのことをおわすれなく」

「くそっ」

「次回は、ぜったいに、あたくしを満足させてちょうだい。あたくしも、いいかげん、あなたみたいに不愉快な方とかかわるのは、いやなのよね。いっそ、人形供養にしてしまおうかしら」

「やめろっ！」

「ふっ。あたくしに命令はきかなくってよ」

「やめてくれ」

　ケンヂは、素直に言い直した。

　けど、あたくし、そう簡単に甘い顔はしなくってよ。

「ただのおねがいも、通じなくってよ。ここは『懇願』とか『哀願』とかいうレベルでないとね」

「……やめてください。おねがいです」

「ふっ。やっと、言葉のつかい方がわかったようね。あたくし、ほめてあげてよ。オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

　ああ、気分いいったらないわ！

　やっぱり、悪役いじわるお嬢さまって、やめられないわ！











第三章　あなたを恐怖によって支配することにするわ







「あ。麗れい花かちゃん」

　あたくしを見つけるなり、拓たく人とはカウンターのむこうから、無邪気に身を乗り出した。

　彼、放課後は、ここ中等部の図書館で、事務のアルバイトをしているのよね。

「今日は、麗花ちゃん、部活があるんだっけ？」

「ええ、そうよ」

「ぼくのバイトも、おなじくらいの時間に終わると思うんだ。いっしょに帰らない？」

「悪いけど、あたくし、今日は部活には出ないのよ」

「そっか。じゃあ、また今度ね」

　拓人は、ばかみたいに人のよさそうな微ほほ笑えみでいう。

　少しは残念そうな顔をしてはいかがなのっ？

　そこへ、シイちゃんが、奥の事務室から顔を出し、

「やーい。岡おか野の、麗花さまにふられてやがるー」

「え？　そう？」

　拓人がボケた反応をしかけたのを、あたくしはさえぎるため、

「シイちゃんさん！　なんの根拠もない主張をするのは、やめてくださらないことっ？」

「別に、おれは、主張なんて……」

「おだまりっ！　このあたくしにたてつくことは、拓人のお友達でも、許さなくってよ！」

「はい、はい、わかりましたよ。まったくもう、麗花さまは、こわいんだから」

「ブツクサおっしゃらないでっ！　だいたい、あなたなんて、図書館の事務より、このまえのいかがわしいお店のバイトがお似合いよ！」

「だ・か・らぁ、あれは『大人の』じゃなくって『大人のための子供の』おもちゃ屋で――」

　シイちゃんが言い終えないうちに、いきなり、拓人がシリアスな調子で、

「シイちゃんがいかがわしいところでバイトしてるのはいいとしても、どうして、麗花ちゃんがそれを知ってるの？」

「岡野……おまえ、なにが言いたい？」

「麗花ちゃんが、そんないかがわしいところに行ったの？」

　シイちゃんがこたえるまえに、あたくしは拓人をしかりつけた。

「ばかねっ！　あんないかがわしい店に、あたくしのようなほこり高い者が行くとお思いっ？　よく考えて、ものをいってちょうだい！」

「れ、麗花さま、あれ、いかがわしい店なんかじゃありませんよーっ」

　シイちゃんが必死に否定する横で、拓人はあたくしに、

「よかった。シイちゃんのいかがわしいバイト先になんか、近づかないほうがいいよ」

「岡野、おまえ、本気でいってるのか？」

「うん」

　シイちゃんの問いに、拓人はニッコリ。

「おまえ、おれがどんなところでバイトしてたって思ってるんだよ？」

「いかがわしいところ」

「いかがわしいところ、って……。おまえ、どんなのを想像してやがる？」

「見世物小屋の呼びこみ」

「見世物小屋ぁ？」

「うん。お祭りのときにテント張って『親の因果が子に報い〜』って、やるやつ。おもてでシイちゃんが『よってらっしゃい、見てらっしゃい！　恐怖の大イタチ！　お代は見てのお帰りだよー！』なんてえらそうに呼びこみしていて、実際に入ってみると、大きな板に血が塗ってあるやつがあるだけなんだ。で、シイちゃんが出てきて『これがホントの大おお板いた血ち！』とかいうの。ひどいよね」

　拓人……ひどいのは、どっちよ？

　シイちゃんは、ついにキレた。

「ばっかやろーっ！　変な想像、するんじゃねえ！」

「だって、いかにも、シイちゃんのよろこびそうなバイトじゃないか。シイちゃんのギャグって、その程度だし」

「てめえ！　純朴そうな外見して、ズケズケいってくれるじゃねえか！　そういうさわやかな顔してるやつって、いいかげんな主張をしても、簡単にまわりの支持を得られるんだよなっ！　くそっ！　結局、世論は、おれなんかより、おまえに味方するんだっ！」

「そうかなぁ？」

「なにが『そうかなぁ？』だよっ！　おまえ、自分が、どんなに育ちがよさそうで純朴そうでけがれなさそうな外見をしているか、わかってるのかよっ？　ええ？　ボケも休み休み言いやがれっ！」

「なに、おこってるんだよ。シイちゃんこそ、自分が、どんなに派手で軽薄そうでガラが悪そうに見えるか、わかってる？　そんなふうにわめくと、まるでチンピラのお兄さんだよ」

「てめえ、それ、悪気があっていってるんじゃねえだろうなぁ？」

「悪気じゃなくて、本気だよ」

　ズル……。

　シイちゃんは、カウンターのうえに突っ伏した。

「うう……岡野、てめえ……どこまで、おれに虚脱感を味わわせてくれる男だ」

「シイちゃんさん、あなた、拓人の親友でしょ？　あなたがめげて、どうするのよ？」

「麗花さま……岡野には、とことん甘いんだから」

「甘くなんかないわよっ！」

「おや？　麗花さまが照れていらっしゃる」

「ええい！　どこまで無礼な男なのっ！」

　あたくしが、声を荒らげた、そのとき。

　背後から、カウンターに、一冊の文庫本がヌッと出された。

　太だ宰ざい治おさむ『人間失格』。

　そして、その貸し出し希望者は、シイちゃんを真剣なまなざしで見すえ――。

「志し村むらさん、おねがいです」

「な、なんだよっ？」

　迫力のお杉すぎ君を前に、シイちゃんは身がまえる。

「この本をおれにかしてください」

　シイちゃんは、サッと一歩ひいた。

「な、なんなんだよ、杉すぎさまはよぉ！　図書館で本をかりるぐらいで、おねがいなんかしやがって！　近づくんじゃねえよぉ！　こわいんだよっ！　中学生のくせに、恐竜みたくグングン成長しやがって！　このティラノサウルスが！」

「おびえないでください」

　お杉君は重々しくいったけど、それは無理な注文。

「ホホホホホホホホホホホホホホホ……。ざまあごらんあそばせ！　お杉君は、あたくしの忠実な家来よ！　あたくしに対して無礼な発言をした者はすべて、お杉君が闇に葬り去ってあげてよ！」

　シイちゃんは、拓人のうしろにコソコソと逃げこむ。

　で、拓人を前に押し出しつつ、お杉君に、

「そんなに現役の男子高校生がほしいなら、この岡野拓人ピチピチの一六歳を献上いたしますっ！　だから、早く帰ってくださいっ！　おねがいです！」

　そのとき。

「ちょっと、志村君！　あなた、やかましいわよ！　いいかげん、クビにするわよ！」

　ついに、事務室から、おばさん司書の怒声がひびいた。

「ここをどこと心得てるのっ！　図書館よ！　わかってるのっ？」

「だって……だって、中学生がおれにいじわるするんですよぉ」

　シイちゃんが弁解しかけたところで、お杉君は、わざと事務室に聞こえるように、

「志村さん、そんないじわるおっしゃらないで、この本をおれにかしてください。これをかしてくれたら、おれ、なんだってします」

「志村君っ！　あなた、本の貸し出しと引きかえに、なにを要求しているのよっ？　いたいけな男子中学生に！　まったく、とんでもない先輩だわねっ！」

「ご、誤解ですよーっ」

　あいかわらず、さわがしい図書館だわね。

　ああ、それにしても、多忙なこの身がうらめしい。

　拓人をかまってあげられないなんて。

　彼にさびしい思いをさせて、あたくしって、罪な女。

　だけど、ケンヂを手放すわけにもいかないのよ。

　やっぱり、人のうえに立つのは、大変だわ。




＊




　つくづく、かんじたわ。

　このあたくしに反感を持つ者をつぶすのは、簡単。

　だけど、手なずけるのは、なかなかむずかしいのよ。

　ほら。

　このケンヂの不機嫌そうな顔が、すべてを物語っているわ。

「で、今日は、なんだよ？」

　彼はポケットに手をつっこんだまま、ぶっきらぼうに問う。

　花はな園ぞの学園中等部の校門前――という場所が、また、彼の神経を逆なでしているようね。

「さて、今日はなにをしていただこうかしらねぇ？」

「さっさと決めろよ。とろい女はきらいだって、いったはずだぞ」

　むっ。

　また、その態度？

　いつまで身のほどをわきまえない男なのかしら。

　ここは、ピシャリといってやらなくちゃ。

「その態度は、感心できないわね」

「どこがだよ？」

「あたくしにさからうとどうなるか、きちんと教えたはずなのに、もう、おわすれのようね」

「残念ながら、おれは、わすれっぽいんだ。名門私立中学のいい子ちゃんとは、頭のできがちがうものでね」

　ふん。

　陳腐な嫌味だこと。

「あたくし、甘かったようね」

「どこがだよ」

「あいにく、あたくし、名門私立中学の上品な男の子しか知らないの。だから、あなたにも、彼らに対するのとおなじように接してきたわ。だけど、それは、間違っていたようね」

　すると、ケンヂはニヤリと笑った。

「そうだよ。女にだだこねられてホイホイいうこときくほど、おれは紳士じゃねえんだ。これからは、おれを甘く見ないことだな」

「そうね。あなたを家来として教育しようとしたのが、間違っていたわ。あなたには『教育』より『調教』という言葉が、ふさわしいようね」

「な……にぃ？」

「これからは、あなたを恐怖によって支配することにするわ」

「なっ……」

　ケンヂが絶句したときだった。

　ガバッ！

　と、背後から彼に襲いかかった、ひとつの影！

「うわっ！　な、なに？」

「きさま、なにしに来た？　ええ？」

「うっ！　おまえ、茶帯のチャトラン！」

　チャトランはニマーッと笑うと、ケンヂの首にうでをまわし、ギリギリとしめつけはじめた。

「ふふふ。おおかた偵察に来たのだろうが、この茶帯のチャトラン、きさまをおめおめ帰すほど、甘くはないわ！」

　ケンヂは青ざめたものの、見み栄えっぱりゆえに、わざと落ちついた声でこたえる。

「すまないが、おれの氏名・住所・学校・電話番号は、このたてロール女には教えないでくれ」

「おやぁ？　これは異なことをおっしゃいますのぅ、二中柔道部部長のケンさん」

「わーっ！　この野郎っ！　学校名や名前はいうなってんだよーっ！」

　ふーん。

　学校名は略称「二中」。

　おそらく、区立第二中学、あるいは区立ナントカ（地名）第二中学。

　そして彼は柔道部の部長、通称・ケンさんというわけね。

　どうりで、花園学園の柔道部員たちを見て、動揺していたわけだわ。

「きさま、どんな情報を得たんだ？　ええ？　とっとと吐けっ！」

「しつこい野郎だなっ。この変態柔道部の変態副部長が……」

　言いながら、ケンヂは、チャトランの肩のあたりをガッとつかんだ。

　そして、体を回転させ、相手の足をはらい――。

「にょあーっ？」

　チャトランが、変な叫びをあげる。

　つぎの瞬間、彼の体は、地面にたたきつけられていた。

「ふっ。さすがはケンさん。見事な払い腰だ」

「……おまえ、がまんしてない？　目に涙にじんでるぞ。すごく痛かったんじゃねえか？」

「痛かったに決まってるじゃないかーっ。ケンさんのばかやろーっ！」

　チャトランがへたばりながらも抗議している間に、ケンヂはつぎの攻撃にかかった。

「四の字がため！」

「ぎゃああああああああーっ！」

　おもむろにプロレスするんじゃないわよっ！

「いててててててて……。タッチ！　タッチ！　だれか、かわってくれーっ」

　必死にのばされたチャトランの手。

　しかし、その先には、だれもいない。

　それをとりまく花園学園の生徒たちは、すべて観客。

　どうでもいいけど、このあたくしの立場は、どうなるのよ？

「だれでもいいから、かわれよーっ！　薄情者ーっ！」

　チャトランがわめいたとき。

　見物人の中から、だれかが進み出て、彼の手をポンとたたいた。

「お、おまえは……！」

　ケンヂの目が、大きく見開かれる。

「行け！　キューティー杉すぎ本もと！　おれのかたきをとってくれーっ！」

　チャトランがはっぱをかける。

　お杉君は無表情のまま、ケンヂをひたと見つめる。

　そして、重々しい口調で、

「ケンさん、おひさしぶり」

「うわっ！　よるな！」

「心にもないことを」

　おお！

　見事な心理攻撃だわ！

　ひょっとして、ひょっとしたら、このふたりはライバルなの？

「きさま、それ以上、よるなっ！」

　ケンヂは、じりじりとあとずさる。

「なにを照れている」

「照れじゃねえっ！　嫌悪だっ！」

「もう、なにもいうな。おまえの気持ちは、わかっている」

「ばかやろっ！　変態がマイペースを発揮するなっ！　迷惑なんだよっ！」

　塀まで追いつめられ、ケンヂはわめく。

　なんだか、彼、この数十秒で、完全にイメージがくずれたわね。

　野性的でかっこいい子だと思っていたら、中身は単なる三枚目じゃないの。

　見かけにだまされたわ。

　そんな彼を、チャトランはビシッと指さすと、

「杉本、こいつは二中のスパイだ！　偵察に来たんだっ！」

「なに？」

　お杉君は、眉をひそめると、

「ケンさん……そんなにしてまで、おれのことを知りたかったのか？」

「ば、ばかっ！　スパイっていえば、柔道部の情報をさぐりにくるに決まってるじゃねえかっ！　どうして、おれが、おまえ個人のことを、わざわざしらべにくるかよっ！　うぬぼれるんじゃねえっ！」

　ところが、チャトランはお杉君の背後でしみじみと、

「ケンさんが照れるとこって、はじめて見たぞ」

「だれが照れてるかよっ！」

「おれは、今どきの若者にしてはめずらしいおまえの恥じらいの姿に、心を打たれた。よって、教えてやろう。杉本の好きな色は青、好きな食べ物は寿司、好きな花はヒマワリ、好きな男はチャトラン」

　ケンヂは、塀にへばりつきつつ、

「や、やっぱり、おまえら、そういう関係なのかっ？」

「杉本には未確認だけど」

「ばかやろっ！　未確認情報をたれ流すんじゃねえよっ！　さっさと本人に確認すればいいじゃねえかっ！」

　そういう問題じゃないような気がするけど……。

　だけど、チャトランは律義にも、ケンヂの前に立ちふさがるお杉君の背中に向かって、

「杉本はおれのこと、好き？」

「ああ」

　お杉君の答えに、ケンヂは顔をひきつらせる。

　そこで、さらにチャトランは、

「ケンさんのことは、好き？」

「ああ」

　ケンヂは息を呑む。

「工く藤どうのことは、好き？」

「ああ」

「アクタガワのことは、好き？」

「ああ」

「鈴すず木きその二のことは、好き？」

「ああ」

　ついに、ケンヂはわめいた。

「いいかげん、やめろっ！　きりがねえだろうがっ！」

　それから、彼は、ひそかにあたくしに、すがりつくような視線を送ってくる。

　助けてくれというわけ？

　お杉君とチャトランに対する恐怖のため、ついに、プライドをかなぐりすてたわね。

　でも、ここは、わざと知らんぷりしてさしあげてよ。

　無礼な態度をあらためない罰よ。

「ケンさん」

　お杉君は、ケンヂをヒタと見つめる。

「おれについて知りたいなら、直接きいてくれればよかったんだ。おまえにだったら、おれは、なにもかも見せられる」

「うわーっ！　見たくねえーっ！」

　すでに、ケンヂの目は、恐怖にうるんでいる。

　うしろは花園学園中等部をかこむ塀。

　前にはお杉君が立ちふさがり、そのうしろには、チャトランが従っている。

　そして、さらに、それをとりまく花園学園の生徒たちの人垣。

　まさに四面楚そ歌かだわ。

「もう、帰してくれ……」

　精根つき果てたという風情で、ケンヂはお杉君にいった。

「おれは、こんな学校、きらいだ。もう、帰るぞ。帰らせてもらうぞ。さあ、そこをどけ」

　しかし、お杉君は、ボソッと、

「帰したくない」

「わーっ！　もう、かんべんしてくれーっ！」

　と、そのときだった。

「お杉！」

　一瞬で人を魅了する、耳に心地よい声。

　工く藤どう君だわ。

　自然と、人垣がザザッと割れる。

　彼は、そこを通って近づいてきた。

　その様子は、まるで民衆にかこまれた貴公子。

　ケンヂは、なにかに打たれたように目を見開き、身を硬くする。

　どうやら、工藤君の光りかがやくかっこよさに、度肝をぬかれたようね。

　彼をはじめて見た他校の生徒は、たいてい、こんな反応をしてくれるわ。

「お杉、一体、なにやってるんだよ？」

　親友がなにやら悪さをしているということはわかったらしい。

　工藤君は、ちょっとこまったような微ほほ笑えみを浮かべてきいた。

　健康そうに日に焼けた肌に、白い体操着がまぶしい。

　しかし、ケンヂを見たとたん、なぜか、工藤君の微笑みは消えた。

　それから、彼は、けげんそうな顔で、お杉君に目をうつした。

「工藤。この男は、なんでもないんだ」

　お杉君が重々しくいうと、ケンヂが、

「なんで、わざわざ、そういうあやしい弁解をするんだよぉ！」

　だけど、工藤君は、沈んだ声でお杉君にいう。

「なんでもないわけ、ないじゃないか。見れば、わかるよ。この人、いかにも、お杉が好きそうなタイプじゃないか」

　えっ？

　工藤君、なにが言いたいの？

　まさか、あなた、お杉君の特異な嗜し好こうにお気づきなの？　鈍感なあなたが！

　あたりは、シーンと静まりかえる。

　工藤君の発言にショックを受けたのか、ケンヂは顔をひきつらせ、へなへなと大地にひざをつく。

　そんな彼を背後に、お杉君は、

「工藤。おれは、なにも、やましいことはしていない」

「うそだ。この人、鈴木その二と、どこか似ている。それに、この見物人……。おまえ、いじめてただろ？」

　な、なんてするどい！

　さすがは、知りあってから一三年目のお友達！

「見たところ、ほかの学校の人じゃないか。おまえ、見かけが迫力あるんだから、少しは相手をおびえさせないように配慮しろよ」

　工藤君ってば、けっこう内気なくせに、お杉君には容赦ない。

　ケンヂにとっては、まさに地獄に仏だわね。

　ところが、そこでまた、ケンヂにとっては鬼にも等しいチャトランが、横やりを入れる。

「工藤、甘いぞっ！　こいつは、よその学校の柔道部員だっ！　スパイだぞっ！」

「え？」

　工藤君は、ケンヂに目をうつす。

「ちがうっ！」

　彼は、はげしく首をふった。

「おれは、スパイなんかじゃないっ！　信じてくれっ！　ほんとだっ！」

　工藤君は優雅な足どりで、ケンヂに近づいた。

　すでにケンヂは、地面に両手をつき、工藤君にすがるような目を向けている。

　工藤君はしゃがみこみ、ケンヂとおなじ目の高さになって、いった。

「信じるよ」

　おお！

　これは感動的な光景だわ！

　だいたい、工藤君、けっこう人見知りするほうなのに、ケンヂには心を開いているじゃないの！

「スパイだったら、わざわざ目立つ学生服を着てきたりしないよな」

「おまえ……いいやつだな」

　ケンヂったら、ずうずうしくも工藤君になついてるわ。

　しかも、お杉君の前で。

　なんて無謀な人なのかしら！

「でも、おれ、おまえの友達は、きらいだからな。ほんとに最悪だぞ。教育し直せよ。非常に迷惑だ。おなじ人間として、恥ずかしいくらいだ」

「お杉のことか？」

「そうだ。こんなの、野放しにするなよっ」

　初対面の工藤君に対しても、ずいぶんとズケズケいうわね。

　工藤君は、そんなケンヂに押されぎみながらも、きっぱりと、

「お杉になにされたのか知らないけど、こいつ、別に、あんたのことがきらいなわけじゃないよ。好きだから、つきまとうんだよ」

「て、てめえ、なにいってるか、自分でわかってるのか？」

「うん、わかってる」

　そして、工藤君は、お杉君に、

「お杉は、彼のこと、好きだろ？」

「ああ」

　お杉君は重々しくこたえ、工藤君はケンヂに、

「ほら、お杉だって、ああいってる。安心しろよ」

「ばかっ！　こんなのに好かれて、安心できるかよっ！」

　ケンヂのあんまりな言葉に、工藤君はちょっと困惑したような顔になった。

「ごめん。そういう心理、ちょっと理解できない」

「じゃあ、おまえは、杉本に好かれてうれしいのかよっ？」

「うれしいよ」

　なにバカなこといってるんだ、とでも言いたげに、工藤君はサラリとこたえた。

　ただし、深い意味はなく。

　それでも、お杉君は、ちょっとだけ頰ほおをゆるめた。

　今まで生きててよかったわね。

　で、工藤君は立ちあがると、お杉君に、

「おまえ、なにかと誤解されやすいタイプなんだから、気をつけろよ」

　それだけいうと、背を向け、スタスタと立ち去った。

　ケンヂを見すてたわね。

　サッカー部の練習も途中だったのでしょうし。

　ケンヂは、言いすぎたのを後悔したらしく、工藤君のうしろ姿をすがるような目で追う。

　けど、ついに工藤君はふりむくことはなかった。

　そこでチャトランは、ケンヂに、女の子の声色で抗議。

「ひどいっ！　花園学園の王子さま・工藤君になんてこというのっ！　彼、デリケートなんだからっ！　傷ついたわよっ！」

「て、てめえ、いきなり女の子になるんじゃねえよぉ！　びびるだろうがっ！」

「なによっ！　あなた、女の子より男の子のほうが好きなのっ？」

「ばかっ！　きもちわりいって、いってるだけだっ！」

「んまっ！　そんなに、あなたは、いつものチャトランが好きなのっ？　なら、もどってあげるわよ。もどってやるよ。ほーら、素顔のチャトランだ。うれしいだろ」

　チャトランはいつもの声にもどって、ケンヂを見おろす。

「うれしくねえよっ！　おれは、おまえも杉本もきらいなんだっ！　とっとと失せろっ！」

「失せろ、だと？　花園学園に偵察に来て、その言いぐさはなんだ？」

「じゃあ、さっさと、おれを帰してくれよっ！」

「ふん。ただで帰れると思ったら、大間違いだぜ」

「なにっ？」

「私服の中学の生徒をいたずらに刺激するような服装で、ここまで来ておいて。フッ……甘すぎるぜ」

「せ、制服じゃ、悪いかよっ？」

　うろたえるケンヂに、チャトランは意味ありげに笑ってみせる。

「へっへっへ。悪くはねえよ。ただ、そういう格好って『好きにしてください』って言ってるもおなじってことさ」

「て、てめえ……やはり、しょせんは杉本の仲間か」

「ふっふっふ。おまえも、仲間に入れてやろうじゃないか」

　チャトランは、じりじりとケンヂに近づく。

　お杉君は、なにもいわない。

　つまり、副部長の行動を黙認している。

「よ、よるなっ。さわるなっ」

「おそれることはない。愛があれば、だいじょうぶ」

「う、うわ……」

　ケンヂは恐怖にこおりつく。

　ただひとりかばってくれた工藤君は、すでにいない。

　そこでやっと、彼はこの偉大なる主・綾あや小のこ路うじ麗花にすがる必要性をかんじたらしい。

　彼は必死にわめいた。

「綾小路さーんっ！　こいつ、なんとかしてくれーっ！」

「なにぃ？」

　チャトランは彼にのばしかけた手をとめる。

「きさま、今、なんと……？」

「綾小路麗花さんっ！　助けてくださいっ！」

　そこで、あたくしは、くつをカツンと鳴らし、前に出た。

「チャトラン君、その子に手出ししないでちょうだい」

「あ、綾小路さん……」

「ケンヂ君は、あたくしのしもべよ。あなたの好きなようには、させなくってよ！」

「げげっ」

　チャトランは、一歩ひいて、ケンヂをまじまじと見つめ、

「おまえ……マゾだったのか？」

「ちがうっ！」

　そこで、あたくしは、ピシャリと、

「チャトラン君！　ごまかさないでちょうだい！　あなた、一体、ケンヂ君になにをなさるおつもりだったのっ？」

「ぬがそうとしただけだよ」

　そのこたえを聞いて、ケンヂは完全にこおりつく。

　見物人は、とりあえずどよめき、この場を盛りあげる。

　あたくしは、あくまでも落ちついて、チャトランをにらみつつ、

「で？」

「おれもぬぐ」

　群衆の間から「ひーっ」という引きつり声がもれる。

　ケンヂは、すでに、顔面蒼そう白はく。

「それから？」

「服をとりかえっこする」

「なんですって？」

「だって、こいつ、えらそうに学生服なんか着ちゃって、生意気なんだもんっ！」

　チャトランは、はげしく言い放つ。

「おれだって、学生服の似合うお年頃なんだぜっ！　くやしいじゃないかっ！　チャトランも、一度ぐらい、学生服、着てみたいよぉーっ！」

「ばっかやろーっ。なにかと思えば、きさま……」

　ケンヂは、おどろおどろしい口調で、チャトランにせまる。

「てめえには、似合わねえよっ！　このフニャフニャ猫っ毛！」

「な、なんだよっ！　この悪人顔！」

「どっちが悪人だ！　おまえなんか、いかにも、チャラチャラと女と遊んでますって顔しやがって！　けど、じつは遊んでねえんだよなっ！　この、見かけだけサーファー男！」

「ど、どうせ、おれは、柔道部にあるまじき色黒だよ！　柔道着が似合わねえよっ！　あんたみたいにきれいな色白の肌をしてないわよっ！」

　またまた、チャトラン、女の子モード。

「なにさなにさっ。杉さまとおそろいの帯しているからって、いばっちゃってさ！」

「なにが、おそろいだよっ！　黒帯だってだけじゃねえか！　てめえも、くやしかったら、とっとと黒帯とれよっ！」

「でも、チャトラン、茶帯がいいんだもんっ！　髪の色とのコーディネート、ちゃんと考えてるんだもん！」

　そのとき、スッと、お杉君が前に出た。

「チャトラン、もう、いい。やめろ」

「えーっ。でも、チャトラン、ものたりない」

「これ以上、ケンさんで遊ぶな。ケンさんは、綾小路さんのおもちゃだ。あきらめろ」

「だ、だれが、おもちゃだよっ！」

　すかさず否定したケンヂに、チャトランもうなずき、

「そうだよ。杉本、そりゃあんまりだよ。ケンさんは、綾小路さんのおもちゃなんかじゃない。たとえ綾小路さんだって、おなじ人間をそんなふうにあつかうはずがないよ。ケンさん、安心しろ。おまえは、おもちゃというより、奴隷だ」

「うわぁぁぁぁーっ！　もう、かんべんしてくれーっ！」

　ついにケンヂは頭をかかえ、わめいた。

　あたくしは、そんな彼に、冷たく言い放った。

「ふん。あいかわらず態度が悪いうえに、もろい精神をなさっているのね」

「綾小路さん……もう、いいだろ？　満足しただろ？　たのむよ。いいかげん、おれを解放してくれ……」

「あら。あたくしは、少しも満足してないわよ。今日のあなたは、お杉君とチャトラン君の心を満たしただけじゃないの」

　あたくしは、ピシャリといった。

　ケンヂは力なくうなだれた。

　そして、両手をグッとにぎりしめると、しぼり出すような声で、

「これが……これが、名門校の生徒のやることかよーっ？」

　それって、当然、お杉君とチャトランのことよね？

　あたくしのことではないわよねぇ？











第四章　おまえは、一生、あたくしの家来よ







　あたくしは、ロッカーから、絵の具ケースを取り出した。

　つぎの授業は美術。

　わざわざ美術室に移動しなくちゃだから、めんどくさいったらないわ。

　あたくしは、佐さ伯えきに絵の具ケースを持たせて、教室を出た。

「あの、麗れい花かさま」

　侍女のように一歩うしろから、佐伯が声をかけてくる。

「なぁに？　佐伯」

「朝、杉すぎ本もと君に、ケンヂ君のことについてきかれたんですけど……」

「え？　なんて？」

「麗花さまはケンヂ君のことをどれだけ知っているのか、と」

「おまえは、なんと答えたの？」

「わたしには答えかねますと、もうしあげました」

　シラを切ったわけね。

　いいこころがけよ、佐伯。

「お杉すぎ君ったら、なんのつもりで、そんなことをきいたのかしら？」

「さあ……。やっぱり、麗花さまとケンヂ君との関係が、気になるのでしょうか？」

「あら。考えてみれば、そうよね。お杉君の崇拝の対象であるあたくしが、ライバルであるケンヂ君に目をかけてあげているんですもの。彼がケンヂ君に嫉しつ妬としても、不思議はないわよね」

「そのようなことはないと思いますが……。杉本君はむしろ、ケンヂ君を心配しているのではないでしょうか？」

「佐伯っ！　それ、どういう意味っ？」

「あ……。も、もうしわけありませんっ。つい、わたし……」

　佐伯は、おどおどと弁解する。

　ここはあたくし、きびしい態度に出るべきだわね。

「おまえ、最近、だらけているのではなくって？　あたくしがケンヂ君の教育でいそがしいのをこれ幸いと、サボりまくって」

「そ、そんなこと、ありませんっ！　わ、わたし、麗花さまのすぐおそばで、一秒でも長く、お仕えしたいとねがっているのに……。あんまりです！」

　佐伯は声をふるわせ、うったえる。

　あいかわらず、変なところでもろい子ね。

「わかったわよ。別に、おまえの忠誠心をうたがったわけじゃないのよ。露骨にうろたえたりして、ばかね」

「だって、麗花さま、わたし……」

　おずおずと言い訳をつづけようとする佐伯に、あたくしはピシャリといった。

「おぼえておきなさい。あたくし、おまえの有能さは、よくわかっていてよ。おまえを手放そうなんて、決して考えたりはしなくってよ。だから、おまえは、一生、あたくしの家来よ。覚悟おし」

「は、はいっ」

　佐伯は、うれしそうにこたえた。

　ケンヂにも、これぐらいの態度をとってほしいものだわ。

　それにしても――。

「お杉君ったら、ずうずうしいわね。おまえからケンヂ君の情報を聞き出そうなんてっ」

「ずうずうしいというのかどうか、知りませんが――」

「ずうずうしいわよっ。だって、今朝、あたくしがお杉君に、ケンヂ君についてきこうとしたときには、なにも教えてくれなかったのよっ」

「そうだったんですか？」

「そうよ。ケンヂ君に口止めされたんですって。いまいましいったらないわ！」

「じゃあ、ほかの人にきいてみてはいかがでしょう。副部長のチャトラン君とか……」

「むだよ。すでに、ケンヂ君は柔道部には手配済み。あの人、あたくしへの情報提供を、部長命令で禁じるように、お杉君に依頼してるのよっ。まったくもう、油断ならないったらないわ！」

「ケンヂ君、弟さんとの約束を守り通したいんでしょうね」

「ふんっ。ただの保身よ」

　あの子がそんな弟思いであるわけないじゃないの。

　そのとき、いきなり、だれかのわめき声が聞こえてきた。

「やだやだやだっ！　ぼくは、ぜったいに、いやだからなっ！」

　あのやかましさは、アクタガワだわ。

　場所は、理科室のようね。

　あたくしは、中に入ろうとする佐伯を制した。

　そして、閉まっている戸のうしろで、聞き耳をたてる。

「たのむ、アクタガワ」

　お杉君が重々しく言い、さらに、工藤君がさわやか口調で、

「なあ、アクタガワ。お杉がこんなにたのんでるんだから、いいじゃないか」

「よくないっ！　お杉のたのみだからこそ、ぼくはいやなんだっ！　はっきりいって、こんな変人、なかなかいないぞっ！　おまえ、わかってるのかよっ？」

「アクタガワ、きついよ。なにも、お杉のこと、そこまでいわなくたって……」

「おまえ、どうしてお杉には甘いんだよっ！　だいたい、おまえが一三年間、甘やかしつづけてきたから、こんなやりたい放題の人間ができちゃったんだぞっ！　わかってるのか？　おまえの無責任な行動が、ひとりの人間をダメにしたんだぞ！」

「ダメにしたは、ないんじゃないか？　いくらなんでも……。それに、おれ、一三年間、お杉にベッタリだったわけじゃないよ。おなじクラスになったの、何年ぶりかだし」

「でも、おまえの存在が、お杉をこんなふうにしたんだっ！」

「なんで、おれのせいなんだよ」

　お杉君の想いを知らない工く藤どう君は、ムッとしたようにこたえる。

　だけど、当のお杉君は無言のまま。

「とにかく、ぼくは、いやだからなっ！　たとえ、ひきかえに、すっごくかわいくて才能ある女の子が文芸部に入部してくれるっていっても、ことわるからなっ！」

　アクタガワ、必死のようね。

　これだけ彼がいやがることといったら……。

「そこをなんとか、芥あくた川がわ賞しよ子うこさん」

「お杉、おまえなぁ……勝手に源氏名をつけるなってんだよーっ！」

　わかったわ。

「やっぱり、彼、女装を強要されているようね」

　あたくしがささやくと、佐伯は無言で深くうなずく。

　そして、中ではお杉君が、

「アクタガワ、たのむ。おまえしか、いないんだ。おれも工藤も残念ながら、おまえとちがって、容姿にめぐまれていない」

「そうだよ。はっきりいって、おまえ、かわいいよ」

「ばっかやろーっ！　なんで、そういう、いやなほめ方、するんだよっ！　ぼくは、おまえらみたいに、かっこよくなりたいんだよぉ！　身長一七〇センチ以上ほしいなんて、ぜいたくはいわない！　せめて、一六〇センチになりたいよぉーっ！」

　これは、魂の叫びだわね。

「アクタガワ。そもそも、これは、岡おか野のさんのためなんだ」

　んまあ！

　お杉君、どうしてアクタガワの女装が拓たく人とのためだとおっしゃるのっ？

「なにがなんでも、綾あや小のこ路うじさんから、ケンさんの気をそらす必要があるんだ」

　な、なんですってっ？

「別に、ケンさんとやらが、綾小路さんを好きになったっていいじゃないかっ！　ぼくは知らないよぉ！」

「いや。ケンさんは、目的のためなら手段をえらばない。もし、あいつが、綾小路さんを好きになったら、どうなる？　いや、実際、心ひかれはじめているのではないかと、おれは思う」

　それは当然のことよ。

　オホホホホホホホホホホホホホ……。

「となると、綾小路さんとつきあってる岡野さんは、どうなる？」

「……どうなるんだよ？」

　すると、お杉君、声をおとし、

「この世から抹殺される」

「……」

　いくらなんでも、それは誇張しすぎよ。

　だいたい、ケンヂが拓人に手出しするのを、あたくしがだまって見ているわけないじゃないの。

　よっぽど、お杉君、アクタガワに女装させたいのね。

「……あのなぁ、お杉。岡野さんが、この世から抹殺されるわけないじゃないか。はっきりいって、岡野さんは、おまえなんかよりずっと強い人間だよ。でなけりゃ、なんで、綾小路さんなんかとつきあえるんだよ」

　ワナワナワナワナワナ……。

　アクタガワ、あなたを平手打ちできないこの状況が、とっても残念よ。

「しかし、ケンさんは、おれたちの想像を絶する凶悪な人間だ。あいつは、公立校に通ってるんだぞ。いわば、受験戦争の激戦地で、日々、敵を葬り去っているのだ。校則もきびしい。やつは、学生服を着ている。制服があるなんて、まさに軍人だ」

「けど、制服なんて、マクドナルドのおねえさんだって着てるぞ」

「あれは、ライバル店との戦争のための軍服だ。敵はロッテリアやモスバーガーやケンタッキーだ。それぞれの店のおねえさんたちは、天下の公道で、爆弾投下もおこなっているじゃないか」

「な、なんだよ、それ？」

「お得な割引券を、通行人にくばっている。あれがそうだ。ケンタッキーのカーネルさんの人形なんて、対戦車砲にも等しい強力な武器だ」

「お杉、おまえ……たまに、よくしゃべると思うと、そんなくだらないことしかいわないんだな」

　まったくだわね。

　お杉君は、なおもつづける。

「とにかくケンさんは、おなじ人間を蹴けおとし、倒し、葬り去る訓練を受けてきた。心はすさみ、血も涙もない人間になっている。しかし、われわれが彼を責めることはできない。それが戦争というものなのだ」

「でも、ぼくたちの進学だって、完全なエスカレーター式じゃないよ。推薦入試でも、落とされる可能性、あるじゃないか」

「おれたちとケンさんとでは、レベルがちがいすぎる。おれたちが、どこぞの被災地で土木作業をするのが関の山である自衛隊だとすれば、ケンさんは、アメリカ陸軍の特殊部隊グリーン・ベレーだ。それぐらい、ギャップがあるんだ」

「そ、その、グリーン・ベレーに、どうして、ぼくがモーションかけなくちゃなんだよぉ！　こんなのって、ありかよぉ！」

「同志ジルベール、これが今回のきみの任務だ」

「勝手にコードネームつけるなよっ！」

「命令はぜったいだ」

「お杉、おまえなぁ……」

「お杉ではない。閣下と呼びたまえ」

　さすがのアクタガワも、ついに絶句。

　そして、工藤君が、ため息まじりに、

「あーあ。とうとう、アクタガワ、お杉をおこらせた」

「どこが、おこってるんだよ。いつもとおなじじゃないか。なぁ、お杉？」

「……」

「なんで『うん』っていってくれないんだよ」

　すると、工藤君、きっぱりと、

「お杉、本気でおこってるもん」

「な、なんで、お杉がおこるんだよっ！　おこりたいのは、こっちだよっ！」

「って、いいながら、アクタガワ、さっきからおこってるじゃないか。お杉が機嫌そこねるのも、無理はないよ。お杉がキレると、こわいよ」

「こ、これ以上キレること、できるのかよっ？」

「おれ、ガキのころ、めちゃくちゃなぐられたこと、何度もあるよ。ほんとに殺されるんじゃないかって思ったよ」

「お、おまえ、一体、なにやったんだよ？」

「振るだけで芯が出るシャーペンを学校に持っていって、教室で『だーれかーに、だーれかーに、こーれあーげるー』って宣言したんだ」

「それだけかよ？」

「そうすると、みんなが『はい！　はい！』って、寄ってくるだろ？　そこで『はい、上げた！』っていって、シャーペン持った手を上にあげたんだ。そしたら、いきなりだよ。お杉がなぐりかかってきてさぁ、おれ、めちゃくちゃやられた。じつは、ひっかかったやつの中には、お杉もいたんだよな。あのとき、まわりのやつがとめてくれなかったら、おれ、死んでたかもしれない」

「う、うそだろ？」

「ほんとうだ」

　と答えたのは、工藤君ではなく、お杉君。

　はじめて知るふたりの凄せい絶ぜつな過去に、アクタガワは完全にびびった。

「お、お杉っ、おまえ、そんな乱暴者だったのかっ？　信じられない！　工藤をなぐるなんて、最低だっ！　オニ！　悪魔！　けだもの！」

「お杉は悪くないよ。純粋なお杉をだましたおれが、いけなかったんだ。おれたち、おたがい、ガキだったし。まあ、にたようなことは、何度もあったんだよなぁ」

「工藤、ひょっとして、おまえ、お杉をかついでは、なぐられてたのか？」

「うん」

「おまえ……けっこう、丈夫だったんだな」

「うん。でも、アクタガワは、あまり丈夫そうじゃないね」

　工藤君……さりげないおどしが、見事だわ。

　やればできるんじゃないの。

「アクタガワ」

「な、なんだよっ」

　お杉君に呼ばれ、アクタガワは、びびってる様子。

「話がある。外に出てくれ」

「やだ。ぼくは暴力反対だもん。うわ……なにすんだよぉ！　はなせよぉ！　おまえ、ずるいぞっ！　自分のほうが力があるからって！　はなせってばっ！」

　アクタガワのわめき声は、こっちに近づいてくる。

「麗花さま、こちらです」

　佐伯がとなりの理科準備室のドアを開ける。

　あたくしが入ると、佐伯もつづき、ドアをそっとしめた。

　それから、理科室の戸が開く音。

　お杉君はアクタガワを引っぱって、廊下に出たらしい。

「工藤！　工藤っ！　お杉が暴力ふるうよぉ！　とめてくれーっ！」

　だけど、工藤君の返事はない。

　そこで、お杉君は、声をひそめて切り出した。

「ひとつ、弁明させてもらう。おれは、別に、振るだけで芯が出るシャーペンがほしかったわけじゃない。ただ、工藤の持ち物がほしかっただけだ。それを肌身はなさず持っていたかっただけだ」

　これはまた、お杉君、こわい告白を……。

「どこが弁明だよっ。純粋にシャーペンほしがってたほうが、ずっと、まともじゃないかっ」

「とにかく、おれは、そういう子供だった。だから、工藤の『だれかにだれかにこれあげる』を聞き、奮い立った。やつに群がる人々をかきわけ、最前列に行き、工藤が指名してくれるのを期待した。しかし、あの工藤の返事――まさに裏切りだった。おれは失望した。あいつに心をもてあそばれたとかんじた。だから、つい、あいつをメチャメチャにしてしまった……」

「まあ、今のおまえは、そんなことしないよなぁ」

「ああ。おれは、暴力なんかより合理的な攻撃をあみだしたのだ。特に、おまえには効果的なやつをな」

「なんだよ、それ」

「みんなのまえで、だきつく」

「そ、そんなことしたら、工藤にだって、誤解されるぞ」

「工藤には、ちゃんといっておく。それよりもおまえ、おれが必死なのが、わかってるんだろ？」

「わかんない、わかんない」

「じゃあ、今すぐ、証明してやる」

「うわーっ！　やめろーっ！　はなせよっ！　この野郎っ！　わーっ！」

　お杉君、実行したわね。

「わめくな。こんなところを、他人に見られたくはないだろう？」

「見られたいわけないだろっ！」

「じゃあ、わかったな？」

「わ、わかったよぉ！　やればいいんだろっ！　やれば！　もう、はなせよぉ！」

　アクタガワ、ついにヤケおこしたわね。

「……ったく、お杉、おまえ、けっこうしつこいよなっ」

「岡野さんのためだ」

「とかなんとかいって、じつは、おまえ、そのケンさんってやつが、気に入ってるんだろっ？　そいつを綾小路さんにとられまいと考えてるんだろっ？」

「察しがいいな」

　おお！

　なんて油断ならない人なの、お杉君！

　すでに、ふたりは、工藤君の待つ理科室に戻ろうとしている。

　あたくしは、そっと佐伯にささやいた。

「いいこと、佐伯？」

「はい」

「あの三人は、おまえとちがって、あたくしに永遠の忠誠を誓ったわけではないわ。いつ裏切っても、おかしくはないわ。おまえは、そのことを、わすれてはだめよ」

「心を許すなということですか？」

「そこまではいってないわ。ただ、おぼえておいてほしいの。工藤君とアクタガワなら、ちょっとおどしをかければ、自分の良心の許す範囲で、こっちの言いなりになるわ。だけど、お杉君には、それはきかないのよ。彼が行動を決定するときの判断基準は、おもしろいかどうかということなのよ。彼があたくしのそばにいるのは、ただ、おもしろいからなのよ」

「たしかに、杉本君、いつもひそかに、おもしろがってるみたいですよね。顔には出しませんが」

「そう。だから、あの男は油断できないのよ。悪人でないことはたしかだし、いつもは礼儀正しいけど、やっかいな人よ」

「やっかい、ですか？」

「そうよ。あれにくらべれば、単純な悪人のほうが、まだあつかいやすいわよ。とにかく、いちばんやっかいなのは、変な人。これは基本よ」

「でも、麗花さま、わたしたち、みんなから変な人だと思われているようですけど……」

「佐伯っ！」

「は、はいっ」

「おまえの変なところは、そのボソボソした口調で、あたくしに不利なつっこみをするところよっ！」

「は、はい。も、もうしわけありませんっ」

「……」

「お、お許しください、麗花さま。わたし、反省してますっ。これからは、気をつけますっ」

「ふんっ。わかればいいのよ。以後、気をつけることね。まあ、直りはしないでしょうけど」

　反省を示す佐伯に対し、あたくしはクールに決めてみた。




＊




「麗花さまも、やっと、このわたくしの有能さを理解してくださったようですわね。ホホホホホホホホホホホホホホ……」

　電話のむこうで、耳ざわりな鼻声のお嬢さま笑い。

　こっちが名乗って「おねがいがあるの」と切り出したとたん、これよ。

「どうぞ、ご安心なさって、麗花さま。トラブルでおこまりの際には、この東京御令嬢クラブの工作員、東京マリアにおまかせくだされば、すぐに解決できましてよ」

「タカりんさん、その鼻声でその言葉づかい、とってもおもしろおかしくってよ」

「わたくし、タカりんではございませんわ。今は、どうか、コードネームの『東京マリア』でお呼びいただけませんこと？　放送部の有能なるレポーター・タカりんとは、世をしのぶ仮の姿！――ですのよ」

「どうでもいいから、さっさとこっちの用件をきいてはいかが？」

「あら。わたくしとしたことが、つい、うっかりと……。ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「ええい！　おやめっ！　電話であなたの声を聞かされるこっちの身にもなってちょうだいっ！」

「あら、ごめんあそばせ。では……ご用件は？」

　これで、やっと、本題に入れるわね。

　あたくしは、短くいった。

「ジルベールが動き出したわ」

「それって、アクタガワ君が杉本君から任務をうけて、いやいやながら行動しようとしているということですわよね？」

　なんで、この子、アクタガワのコードネームだけで、そこまで予測できるわけよ？

　ぶきみな人ね。

「そのとおりよ。しかも、芥川賞子さんも動きはじめてるわ」

「まあ！　またアクタガワ君、女装なさいますのっ？　ステキ！」

　どこがステキよ？

「それで、麗花さまには、どんな不都合が？」

「あたくし、最近、ある男の子を支配下においてるの。その子の弟が悪さをしたところをかばってあげて、知りあったのよ。名前はケンヂ。苗みよ字うじはわからないわ。学校は、通称『二中』。おそらく、区立第二中学とかいう名前だと思うの。制服は学生服よ。あたくしたちとおなじ中三で、柔道部の部長らしいわ。お杉君の知りあいよ。その子のところに、お杉君はアクタガワを送りこみ、モーションかけさせようとしているわけよ」

「んまあ！　おいたわしや、アクタガワさま……」

「なにが『アクタガワさま』よ。うっとうしい呼びかた、なさらないで」

「……まったくもう、麗花さん、きびしいんだから」

　東京マリアは、いきなり、タカりんモードになる。

「なぁに？　よく聞こえないわ。もっと大きな声でおっしゃっていただけませんこと？」

「な、なんでもありませんわ。ホホホホホホホホ……」

　東京マリアはごまかし笑いをしてから、

「その、ケンヂ君とやらは、杉本君のライバルではありませんこと？」

「ライバルというよりは、おもちゃね、あれは」

「では、あとでケンヂ君を笑いものにするため、杉本君は女装したアクタガワ君に、ケンヂ君の気を引かせようとしているわけですわね？」

「目的の『笑いものにするため』というところが、ちがってるわ」

「では、なんのためですの？」

「拓人を守るためだって、お杉君、話していたわ」

「まあ！　どうして、その計画が、拓人さんを守るためになりますの？」

「ふっ。そんなことも、わからないの？　あなたのおつむも、相当、ネジがゆるんで回転がおそくなってしまったようね。よろしくって？　ケンヂ君は、かなりの時間、あたくしとすごしているのよ。よって、当然のことながら、あたくしの魅力にメロメロという状態。となると、彼にとって、拓人は目のうえのコブ。彼は拓人を亡き者にしようともくろみ……ああ、あたくし、人の心を狂わせるおのれの美び貌ぼうがおそろしいわ」

「……」

「あなた、どうして、そこで絶句なさるの？」

「この世には、まだまだ科学では解明できない不可思議な現象があるものだと思いまして」

「それ、どういう意味っ？」

「あ、あら。わたくしとしたことが……失言でしたわ。ホホホホホホホホ……」

　失言をごまかすために、いちいちその声でお嬢さま笑いをされるのでは、たまったものではないわ。

「まあ、あたくしだって、拓人がケンヂ君にねらわれるっていう説を信じているわけじゃないわよ。だから、とにかくあたくしが知りたいのは、どうして、お杉君がアクタガワを使ってあたくしからケンヂ君を引きはなそうとしているのか、その本当の理由よ」

「ケンヂ君を、麗花さまの魔手から守るためではありませんこと？」

「あなた……ほんとうに、あたくしの味方？」

「あら、失礼。わたくしったら、心にもないことを。ホホホホホホホ。きっと、杉本君は、麗花さまからケンヂ君をうばいたいのですわ」

「勝手に三角関係にしないでちょうだい」

「では……杉本君は、純粋に、アクタガワ君の女装を見たいだけとか？　……ああ、どうしましょう！　わたくしのアクタガワ君が、杉本君にねらわれているわ！」

「いつ、アクタガワが、あなたのものになったのよ？　彼はあたくしの親衛隊のひとりよ！」

「麗花さまったら、あいかわらず、欲の皮がつっぱっていらっしゃいますのね」

「うるさいわねっ。とにかく、お杉君もアクタガワも工藤君も、今回ばかりは信用できないわ！　いいこと？　おぼえておいてちょうだい。ジルベールは、敵側の工作員なのよ！」

「おお！　なんということでしょう！　いとしいあの人は、敵国のスパイだなんて！」

「……なんだか、へたなスパイ小説に出てきそうなセリフね。冷戦時代の」

　東京マリアは、ちょっと絶句してから、

「そうだわ！　麗花さまがケンヂ君をいじめるうちに、ふたりの間には危険な愛が芽生えはじめたのではございませんこと？　それに杉本君は気づき、親切にも、麗花さまとケンヂ君の仲を引きさこうとしている！　きっと、これですわ！　だから、杉本君は、拓人さんのためだと主張しているのですわ！」

「……殺されたい？」

「はい？」

「あたくしに殺されたい？」

　怒りをにじませたささやき声で、あたくしはいった。

　受話器のむこうで、ごまかしのお嬢さま笑いを準備する気配。

　そこで、すかさず、あたくしはいった。

「いいことっ？　あなたは、ケンヂ君の身元を徹底的に洗ってちょうだい！　特に、お杉君とのつながりを！　これが、今回のあなたの任務よ、東京マリア！」

　そして、電話を切った。

　ああ、やっと、人生に平穏な静寂がおとずれたわ。











第五章　いつまでも化けてないで、しっぽをお出し！







　放課後、校門前に行ったけど、なぜかケンヂはいなかった。

　約束の時間、もう、すぎてる。

　ひとりたたずむあたくしを、生徒たちが興味深げにチラチラ見ながら通りすぎてゆく。

　ほこり高きあたくしが突っ立っているのが、そんなに、めずらしいわけ？

　ええい！

　みせものじゃないのよっ！

　三分間まって、あたくしは、そこをはなれた。

　この綾あや小のこ路うじ麗れい花かがウルトラマンより気が長いなんてことは、決してなくってよ。

　ああ、イライラするわ。

　ケンヂったら、一体、どうしたのかしら？

　まさか、あたくし、裏切られたの？

　だとしたら、リカちゃんの運命は、もう、決まったわね。

　きっと、あたくし、今まで甘すぎたのよ。

　いいわ。

　もう、二度と甘い顔はしなくってよ！

　ケンヂ、見ていらっしゃい！

　と、そのとき。

「まずいなぁ。約束の時間、とっくに過ぎちまったよ」

　妙にのんびりとしたケンヂの声。

　あたくしは、サッと校舎の陰に身を寄せた。

「綾小路さん、もう、激怒だろうな……。まぁ、いいか」

　な、なにが「まぁ、いいか」よっ！

　いいわけないじゃないのっ！

　ケンヂは、二階の玄関ホールにつづく階段の前で、女の子と立ち話。

　相手はサラサラのロングヘアの、ほっそりとした子。

　ピンクのＧジャンに、そろいのミニスカート。

　その下は、黒いＴシャツとタイツ、それに革ぐつ。

　この位置からは、木の枝がじゃまして、顔がよく見えない。

　あの子、だれ？

「なにか、おかしい？」

　ケンヂは、女の子にきいた。

　あたくしに対するときとはちがって、とってもおだやかに！

　ええい！

　いつもギスギスしている人が、ほんわかムードを作るんじゃないわよっ！

「ふふ。なんでもない」

　女の子は、かわいい声でこたえた。

「なんでもないわけ、ないだろ。笑ってるじゃないか」

「ただ、学生服って男らしくていいな、って思っただけ」

　女の子は明るく言って、校舎によりかかった。

　あ……あれ……アクタガワじゃないのーっ！

　ついに出たわね！

　いつわりの美少女、芥あくた川がわ賞しよ子うこさん！

　彼、めがねを外すと、素顔はまったくの美少女なのよっ！

　女の子の服（たぶんお姉さんか妹さんの）を着て、カツラまでかぶって、おまけに女の子の声色もうまいとくれば、ふつう、だまされるわ！

　早くも、ケンヂにモーションかけて、成功したわね！

　だけど、どうして、女ぎらいの人が、簡単にひっかかるのよ？

　もしかして、相手がじつは男だから、それに気づいてなくても、本能的に気を許してしまったとか？

「そんなに、学生服がめずらしいか？」

「うん。だって、うちの学校、軟派な私服ばかりだもん。センスない子は、すぐわかっちゃうし、おしゃれな男の子も、なんだか気取ってていやみだし、あとは平凡なのばかり。なんか、しらけちゃうよ」

「おれ、そんなふうに他人を見るのって、よくないと思う。その……服装で判断するっていうのは、ちょっと……」

「あ……ごめんね」

　おお！

　その、いかにも反省しているって顔をしながら、しおらしい印象も与えるという、高等技術！

　アクタガワ……男にしておくにはもったいない男だわ！

　そして、さらにさわやかに愛らしく、彼はつづける。

「男の子を恋愛対象としてしか見てなくて、いちいち品定めするなんて、いけないことだよね。自分のことは、たなに上げてさ。あたしも、ケンヂ君に賛成しちゃお」

　アクタガワ、きっと、ケンヂが女ぎらいだってこと、お杉君から知らされているんだわ。

　ボーイッシュでサバサバした女の子を装っているのは、まさに戦略！

　あなどれない男ね、アクタガワ。

「……おれ、今、言いすぎたような気がする」

「やっだなぁ。そんなことないよ」

　と、アクタガワはニッコリ。

　それから、ゆっくり、表情を消してゆき、ちょっと伏し目がちになる。

「じつはあたし、男の子に関しては、失敗したばかりなんだ」

「え？」

「ふられちゃったの」

　と、ふたたび、ニッコリ。

　しかし、今度はちょっと無理をしているかのように。

　うますぎるわ、アクタガワ！

　そのとき、あたくし、ハッと気づいた。

　校舎の二階から、こっそり様子をうかがっている、あのふたりは……お杉すぎ君と工く藤どう君！

「別れたのは、三日前。いきなりだったわ」

「そんなこと、おれに話してもいいのか？」

「いいの。だれかに聞いてほしかったから。ちがう学校の人のほうが、気が楽よ。けっこう、うわさになっちゃったし。……あたしね、すっごく男らしい柔道部の部長とつきあってたんだ」

　ぶぶっ！

　二階を見たら、工藤君は笑いを必死にこらえ、お杉君は表情をこわばらせているじゃないの。

「それ、杉すぎ本もとのこと？」

「あ。やだ。知ってるの？」

　アクタガワは目を見開き、ケンヂはすまなそうに、

「うん。おれも柔道やってるから」

「すっごい偶然！」

　アクタガワは、明るく笑う。

「あいつ、柔道、強いよ。センスあるし」

「ケンヂ君、勝てた？」

「いや、負けた」

「じゃあ、寝技かけられたでしょ？」

「ええと……たしか、そうだったと思うけど……。なんで？」

「あの人、ハンサムな人にはかならず寝技をかけるんだもん」

「……」

「知らなかった？　杉本君ってね、かっこいい男の子が大好きなの。それに、じつをいうと、あたし……男の子に彼をとられちゃったの。あなた、その子に、雰囲気似てる。鈴すず木き君っていう子なんだけど」

　アクタガワったら、最初からこれをやるつもりで、お杉君の計画を引き受けたにちがいないわ。

　二階では、工藤君が、お杉君の肩をバシバシたたきながら、声をたてずに爆笑している。

　本当は笑っていられる立場ではない人が。

　どこまでおめでたいのかしら。

　啞あ然ぜんとしているケンヂを前に、アクタガワは、なおも容赦なくつづける。

「杉本君ったら、つきあってくれって泣きながらうったえたことなんて、すっかりわすれてるんだよね。ほんと、情けをかけたあたしがバカみたい。彼、あたしの足にすがりついて、くつに口づけして、涙流して『あなたなしでは生きられない』なんてわめいて……。じつは、そんな情熱的なところに、あたし、心うごかされたの。でも、あの人、鈴木君に対しては、もっと情熱的だった……」

　アクタガワ、やりすぎよ！

　すでに、工藤君は笑うのをやめて、顔をひきつらせている。

　お杉君は、無表情のまま。

　アクタガワがここまでするとはさすがに読めなくて、彼、自分の読みの甘さをしみじみとかんじているようね。

　ケンヂは、しばしの間、こおりついていた。

　けど、感心にも、ここはなぐさめるのが礼儀だと、いきなり思いついたらしい。

「まあ、杉本のことは、なるべく早くわすれることだな。おれもあいつのことは、思い出したくない」

「えっ？　杉本君とあなた、なにか特別な関係があったのっ？」

「だから、その、寝技の関係」

「やだぁ。ケンヂ君のエッチ♡」

　その発言は減点よ、アクタガワ！

　女の子は、ふつう、そんなつっこみ、しなくってよ！

　自分でも、それにハッと気づいたらしい。

　彼は、いきなり、シリアス顔を作ると、

「じつは、あたし、そのまえに『花はな園ぞの学園の王子さま』なんて呼ばれてる男の子とつきあってたの」

　たちまち工藤君は青ざめる。

「工藤のことか？」

「あーっ。彼のことも知ってるんだー。もう、やだー」

　アクタガワは、かわいいふくれ面をつくる。

　最近、技にみがきがかかってきたわね。

「工藤君もああ見えて、かなりサイテー」

　ムッとした口調でアクタガワがセリフを吐くと、二階で工藤君が身をこわばらせる。

　ところが、ケンヂはアクタガワにキッパリと、

「あいつ、おれには、いいやつに見えたけど」

　……ひょっとして、この人、けっこうおひとよし？

　アクタガワは、その言葉がちょっとうれしかったらしく、表情をゆるめた。

「やっぱり、あたし、自分をふった相手には、きびしくあたっちゃうな」

「まあ、そんなものなんだろうなぁ」

　恋愛に関する心理はよく理解できないらしく、ケンヂはあいまいにこたえる。

「あたしね、じつは、綾小路さんに負けちゃったんだ」

　なんですって？

「工藤君、綾小路さんにとられちゃったの」

「そ、そうだったんだ……」

　ワナワナワナワナワナ……。

　どうして、あたくしが、アクタガワのライバルにならなくちゃいけないわけ？

　おふざけにならないでちょうだい！

「工藤君、ずっと、綾小路さんに目をつけられてたんだ。彼、かっこいいし、頭はいいし、スポーツ万能だし、やさしいし……。あたしとつきあいはじめても、モテモテだった。でも、あるとき、彼、綾小路さんに弱みをにぎられちゃってね」

　アクタガワ、その先の展開に、あなたの運命はかかっているわよ。

　すなわち、生きるか死ぬか。

「よ、弱みって？」

「彼、フェティシストだったの。じつは、サッカーボール・フェチなの」

　工藤君は、頭をかかえ、ズルズルとうずくまった。

　つぎの標的は、彼というわけね。

　こっちはホッとしたけど。

　ケンヂは、けげんそうな顔で、

「な、なんだよ、それ？」

「知らないの？　サッカーボールが好きで好きで、ほんとに死ぬほど好きで、どうしようもない人のこと」

「そ、そんなやつがいるのか？」

「だって、彼、サッカーボールと一緒にすごしたいがために、サッカー部に入ったんだよ。彼が好きなのはサッカーじゃなくて、ズバリ、サッカーボール。一種の変態だよ」

「あ、あの顔でか？」

「そう。あの顔で。そもそも、彼、女の子なんかより、サッカーボールを愛しているんだもん。ふつうの男の子が女の子とつきあってるときに、彼は愛情こめてサッカーボールを蹴けっているの。健全な中学生がエロ本をコソコソ買っているときに、彼はお店で新品のサッカーボールをスリスリなでているの。異常だよね」

「そうか……」

「でも、本人、楽しんでるよ。けっこう、クセになるみたい。あのザラザラとした感触が、もう、たまらないんだって。彼、キーパーじゃないから、めったにボールにさわることができないでしょ？　たまにさわると、もう、禁断の愛の世界にふみこんでしまったように、ドキドキして、頭はクラクラ、トリップ状態だって。すでにジャンキーだよ。長時間、サッカーボールに接触しないでいると、手がふるえ出すっていうし」

「な、なんか、この学校、こわいやつばかりいるな。まさか、あいつが、そんなやつだったなんて……。信じられねえ」

「彼があたしとつきあってたのだって、その性癖をかくすため。あたし、利用されちゃったの。ばかみたい」

　アクタガワは、自じ嘲ちようするように、笑ってみせる。

　被害者をよそおって、言いたいこと言ってるわね。

　見ると、二階では、お杉君が工藤君の頭をなでなでして、なぐさめている。

　ひそかにふたりで、うっとうしいこと、しないでほしいわね。

「工藤君の秘密を知った綾小路さんは、すぐに彼を脅迫してね――」

　あたくしは、ハッと身がまえた。

「それをネタに、彼女、工藤君に奴隷契約を結ばせたの。絶対服従を誓わせて、もう、やりたい放題。女王さまなんて呼ばせてたし……。でも、綾小路さんらしいよね」

「そうか……。だけど、おれ、あの女だったら、サッカーボール相手のほうが、まだマシだな」

　あたくしは、グッと両手をにぎりしめた。

　ワナワナと、その手がふるえる。

　じき、この怒りは爆発するわ。

　自分でもわかるわ。

　いまいましいことに、ケンヂはアクタガワの話を鵜う呑のみにし、すっかり青ざめている。

　調子にのったアクタガワは、なおもつづける。

「綾小路さんと工藤君はね、ふたりで倒錯の世界を作って、この世の人が考えうる背徳の極みをも、すでに超越しちゃったの。ケダモノだよね。それで、今はもう、工藤君、綾小路さんの手によってさいなまれるのが快感になっちゃったの」

　ぶちっ！

　頭の中で、なにかが切れた。

　あたくしは、その現場に、バッととびだした。

「アクタガワ！　許さなくってよ！」

「うわぁっ！」

　と、わめいたのはケンヂのほう。

　アクタガワは、その場に硬直。

「ケンヂ君、今の『うわぁ』は、一体、なに？」

「よ、よるなっ……」

「なんですってっ？　あたくしに命令する気っ？」

「ご、ごめんなさいっ」

「なにを、おびえていらっしゃるの？　変な方」

　あたくしは声を落ちつきモードにしていった。

　それから、アクタガワをにらみつける。

　アクタガワは、校舎の二階に、助けを求める視線を送った。

　けど、そこには、だれもいなかった。

「フッ。とうとう、お友達にきらわれてしまったようね」

「あ……」

　アクタガワは、真っ青になる。

　ところが、彼は、観念したりはしなかった。

　いきなり、女の子の声色で、

「みんな、みんな、麗花おねえさまがいけないのよ！」

「な、なによ、それ……」

　あたくし、思わず、ひるんでしまう。

「だって、おねえさま、最近、あたしに冷たいんだもんっ！　ケンヂ君、ケンヂ君って……。あたしのこと愛してるって言ってくれたのは、いつわりだったの？　ふたりですごしたあの夜は、一体、なんだったの？」

　命がおしくないようね、アクタガワ。

「あ、あんたら……そうだったのか？」

　今度は、ケンヂ、あたくしとアクタガワ両方におびえた視線を向ける。

　ええい！

　信じるんじゃないわよっ！

　あたくしは、一歩、アクタガワに近づいた。

　アクタガワは、思わず、あとずさる。

　そこで、あたくしは、わざと落ちついた口調で、

「賞子さん、どうして逃げるの？　あたくしのこと愛してるっておっしゃったのは、いつわりだったの？」

　アクタガワの動きは、こおりついた。

　そこで、あたくしはツカツカと歩みより、ロングのかつらをつかみ、バッとうばった。

　ケンヂは、目を見開く。

　ところが、アクタガワは、まだまだ往生際が悪かった。

　女の子の声色のまま、

「ちょっとイメ・チェンしてみたの。似合ってたでしょ？」

　髪は短くとも素顔が美少女してるから平気だと、ちゃんと自覚しているようね。

　そこで、あたくしは、つぎの攻撃にうつった。

　ガシッとアクタガワの首をつかみ、

「いつまでも化けてないで、しっぽをお出し！　さあ、いつもの声でしゃべってごらんなさい！」

「おねえさま……やめて……苦し……い……」

「まだ、絞め方が、たりないようね」

　あたくしが、さらに力を加えようとしたとき。

「綾小路さんっ！　ストップ！　ストップ！」

　あわてて、工藤君が、階段からおりてきた。

　アクタガワ、命びろいしたわね。

　ところが、工藤君の姿を目にするなり、ケンヂは、壁にひっつく。

「うわ……。サッカーボール・フェチのマゾヒスト」

「ちがうっ！」

　工藤君は、すかさず否定したけど、ケンヂは、

「よるな、変態っ！」

　と、こんなふうに嫌悪されたことのない工藤君は「ガーン」というような顔になる。

　そのとき、階段のうえのほうから、

「ケンさん、工藤に『変態』はあんまりだぞ」

「うわーっ！　変態杉本！」

　完全に、ケンヂったら、おびえきってるわね。

　お杉君は、彼をあわれむように見てから、アクタガワに視線をうつした。

　そして、重々しく、

「謀はかったな」

「へへーん、だ！　こんなことさせた、お返しだよ！」

　居直ったアクタガワの声をきいて、ケンヂは、やっとその正体を知った。

「お、お、男だったのか……？」

「そうだよ。残念でしたー」

「うわ……。よ、よるなっ！」

　ケンヂは、さらに、うわずった声を出す。

「きさまら、全員、よるなっ！　い、いいかっ？　おれは、変態に免疫がないんだっ！」

「んまっ！　なんですってっ？　あたくしをだれと心得ていらっしゃるのっ？」

「わ……。ごめんなさいっ」

　どうして、そこで、あやまるのよ。

「おれ、やだ。こんなの、やだ。もう、帰る。うちに帰る」

　うわごとのように言いつつ、ケンヂはズルズルとしゃがみこむ。

「帰らせてくれ。おれを帰してくれ。おねがいだ。たのむ。ほんとに、おれ、もう、どうかしそうなんだ……」

　限界のようね。

「ひょっとしたら、ぼくたち、よってたかって、ひとりの人間をダメにしちゃったんじゃない？」

　アクタガワが、ポツリといった。

「休暇を、一日、さしあげるわ」

　あたくしは、ケンヂの背中にいった。

「明日はいらっしゃらなくても、けっこうよ。ゆっくり休んで、また元気な姿を見せてちょうだい」




＊




　夜、電話がかかってきた。

「あら、タカりんさん。情報収集の成果はいかが？　なにか、わかって？」

「わたくし、タカりんではなくて、東京御令嬢クラブの工作員、東京マリアですわ。――なんてことは、おいといて」

　彼女は、いつになく興奮し、早口でいう。

　受話器のむこうの鼻声は、おかしいほど真剣。

「麗花さま。大変なことが判明しましたわ」

「なによ？」

「ケンヂ君の正体。麗花さま、ごぞんじではなかったの？」

「正体って、なによ？」

「あきれた……」

　信じられないという口調。

「あたくし、あなたにあきれていただくほど、あきれた人間ではなくってよ。で、正体って、なんなの？」

　東京マリアは、しばしの間、絶句してから、

「じつは、麗花さまに会っていただきたい方がおりますの。明日、その方から、ことの真相をきいてくださらない？」

「だれよ、それ？」

「ケンヂ君の弟さんですわ」

「キヨシロー君？」

「いいえ、フミヤ君といいますの。ケンヂ君とおなじ中学の一年生ですわ」

　さらに、間にひとりいたのね。

「明日の夕方五時、裏門の前に行ってくださいませ。そこに、彼はおりますわ。では、ごきげんよう」

　電話は切れた。

　なにを、もったいぶっていらっしゃるのかしら。

　変な方ね。











第六章　禁断の愛のとびらのむこうにとっととお行きっ！







　夕方五時。

　あたくしは学校の裏門に向かった。

　門の外に、男の子のうしろ姿が見えた。

　学生服を着ている。

　小柄で、やせていて、まさに中学一年生といった体形。

　あたくしは、近づいてから、声をかけた。

「フミヤ君？」

「あ。はい」

　彼はパッとふりむいた。

　その瞬間、あたくし思わず、息を呑んだ。

　似ているのよ！　そっくりなのよ！

　だれにっていうと、ケンヂにでもキヨシローにでもなくって、それは――。

「綾あや小のこ路うじ麗れい花かさんですね？　ぼく、花はな園ぞの学園の伊いじ集ゆう院いんさんという方から、ご連絡いただいたんです。兄と弟がご迷惑をおかけしたそうですね。ほんとうに、すみませんでした」

　彼はお行儀よく、ペコッと頭を下げた。

　性格も、ケンヂやキヨシローみたいなタイプというよりは、むしろ……。

　あたくしは、疑惑をあきらかにするため、きいた。

「フミヤ君、苗みよ字うじはなんていうの？」

「岡おか野のです。岡野芙ふ三み也やです」

「あ、あな、あなた、ひょ、ひょっとして、ケンヂ君のうえに、お兄さんがいらっしゃるのではなくって？」

「いますよ。花園学園高等部の二年生です。ひょっとして、ごぞんじですか？」

「お、岡野拓たく人とさんね？」

「あ。ごぞんじでしたか」

　おおおおおおおおおお！

　なんということ！

　綾小路麗花、今世紀最大のショックだわ！

　ケンヂが拓人の弟だったなんて！

　以前、弟が三人いるという話はきいてたけど、そのひとりが、まさか、あの無礼者ケンヂだったなんて！

　だいたい、全然似てないじゃないのっ！

　拓人とフミヤがそっくりで、ケンヂとキヨシローがそっくりで、しかもこの二組はまったくちがう顔立ち！

　これじゃあ、わかるわけないわよっ！

　そうだわ！

　お杉すぎ君が「岡野さんのため」とかいいながら、ケンヂをあたくしから引きはなそうともくろんだのは、拓人とケンヂが兄弟だと知っていたからにちがいないわ！

　彼は、単なるおもしろ半分で行動しているのではなかった！

　……いいえ、取り消すわ。

　彼、知っていながら、あたくしにそれを教えなかったっていうことは、やっぱり、おもしろがっていたのよ！

　完全におもしろがっていたのよ！

　しかも、それを楽しむために、ケンヂのフルネームを教えないよう、柔道部員に口止めしていたじゃないのっ！

　だいたい、どうして、ケンヂをあたくしから引きはなすことが、「岡野さんのため」なのよ！

　あたくしとケンヂが拓人にはいえないような仲になるとでも思っていたの？

　まあ、弟さんを家来として支配していたなんて、拓人にはちょっといえないことかもしれないけど……。

　でも、いくらケンヂ本人に口止めされたからとはいえ、どうして、お杉君、この事実をあたくしに教えてくれなかったのよっ！

　もう、今さら取りつくろう余地もないほど、岡野家の人間をひとり、ボロボロにしちゃったじゃないのっ！

　そもそも、お杉君だけじゃなくて、アクタガワも工藤君もいけないのよっ！

　――と、あたくしがひそかにワナワナしているところに、フミヤが、おずおずと、

「もしかして、タク兄ちゃんと交際中の花園学園中等部の方というのは、綾小路さんのことですか？」

「子供は変なかんぐりをするものではなくってよ」

「いえ。ただ、タク兄ちゃんがケン兄ちゃんに、それはそれはほこり高く美しい方と交際していただいているということを、ポロッともらしたのを知っていますので、もしやと思いまして」

「まあ！　拓人ったら、そんな言い方したら、すぐにあたくしだってわかってしまうじゃないの。正直なことは、けっこうだけど」

「やっぱり、そうなんですね」

　と、フミヤはにっこり。

　拓人みたいなヘラーッとしたおひとよし笑いではない。

　あらかじめ好感度をきちんと計算しているかのごとく、頭よさそうに見えるさわやかな微笑。

　完かん璧ぺきすぎて、ちょっと興ざめだわね。

「ことの次第は、だいたいのところを伊集院さんにおうかがいしてから、すべてキヨシローに白状させました。売りとばされた人形をキヨシローが万引きして、店員に追われて、綾小路さんに助けを求めたそうですね。それで、人形を勝手に売りとばしたケン兄ちゃんが、責任をとったそうですね」

「ええ、そうよ」

　フミヤは兄弟の悪行を思ってか、ちょっと苦々しげな顔になる。

「あれは、計画されたことです。キヨシローは、ある人物から、アドバイスを受けていたのです。人形を万引きして綾小路さんに助けを求めればいい、と」

「ある人物？　だれよ、それは？」

「キヨシローを追っていた店員を、ごぞんじありませんでしたか？」

「あっ！　シイちゃん！」

「そうです。タク兄ちゃんの友達の、志し村むらさんです」

「な、なんで、あの人が、そんなことしたのよっ！」

「志村さんは、以前から、うちに遊びに来てます。兄弟みんな、志村さんを知っています。もちろん、キヨシローも」

　ということは……。

「ケン兄ちゃんは、志村さんに、その人形がいい値で売れるときいたのでしょう。もとは自分の人形だったから、ケン兄ちゃんは深く考えず、志村さんが何度かバイトしたことがあるその店に、売ってしまったんです。その後、キヨシローがそれを知り、志村さんに返してほしいとうったえた。しかし、人形は、すでに店が買いとった後だったというわけです。そこで、志村さんが、キヨシローに入れ知恵したのです。人形が手元にもどるうえに、ケン兄ちゃんに復ふく讐しゆうする最良の方法を」

　なんてこと！

　シイちゃん、キヨシロー……よくも、あたくしを、ここまでなめてくださったわね！

「黒幕は志村さんで、キヨシローが主犯格、ケン兄ちゃんは復讐を受け、綾小路さんは利用されたのです」

「あたくしは復讐の道具だったのね！」

「お怒りは、ごもっともです。でも、キヨシローはともかくとして、ケン兄ちゃんは、あなたがタク兄ちゃんの交際相手だとは知らなかったと思います」

　フミヤは、落ちついた声でいう。

　なんだか、将来、大物になりそうな雰囲気の子ね。

「キヨシローについては、どうぞ、思うぞんぶん、しぼってやってください。あの子があなたからどんな仕打ちを受けようと、ぼくは一切、関知しませんから。わが弟ながら、ひどい悪ガキで、ぼくもいまいましく思っているんです。ちょっとは、お灸きゆうをすえてあげなくてはね」

　そして、彼は、おどろおどろしい迫力をひめた微ほほ笑えみを浮かべた。

　拓人をそのまま四歳若くしたような、かわいい顔で。

　あたくし、言葉が出ない。

「ついでに、ケン兄ちゃんも、こきつかってあげてくださいよ。あの人は、クールなふりをしていながらも、キヨシローなんかにふりまわされる情にもろい人間です。もっと強くなっていただかなくてはね」

「あなた……ほんとうに、拓人の弟？」

「この顔を見れば、わかるでしょう？」

「でも、性格がちがいすぎるわ」

　フミヤはフッと笑い、

「この姿は、いわば、カモフラージュですよ。性格をかくすための、ね。考えてもみてください。この冷徹な心が、ケン兄ちゃんやキヨシローみたいな鋭い印象の顔立ちの人に宿っていたら、まわりは警戒するでしょう？　ぼくにとっては、つごうのいい姿ですよ」

「拓人そっくりの顔で、そういうセリフ吐くのって、とってもおかしくってよ」

「まあ、人は見かけによらないということです。タク兄ちゃんの場合は、見かけどおりの中身ですがね。ちなみに、タク兄ちゃんとぼくは母親似で、あとのふたりは父親似なんです」

「ほんと、あなたの性格、拓人とは似ても似つかないわ」

「でも、タク兄ちゃんは、ぼくの誇りですよ」

「あら。素直なことも、いえるのね」

「ぼくは、タク兄ちゃんを尊敬しています。いつだって、兄のしあわせをねがっています」

「あたくしたち、その点では、気があいそうね」

「麗花さん、ぼくは、あなたが気に入りましたよ。兄を守ってくれそうだから」

「あたくしも、あなたを気に入ってよ」

　あたくしたち、フッと笑いあった。

「しょせん、キヨシローもケン兄ちゃんも、小者なんですよ。タク兄ちゃんやぼくやあなたとちがって。ぼくたち三人はきっと、将来は大人物と呼ばれるようになるんでしょうけどね」

　フミヤはポケットから、生徒手帳を取り出した。

　そして、なにか書きつけて、ページを破くと、あたくしに渡した。

「ぼくたちの名前です。おぼえておいてください。今度は、志村さんにかつがれないように」

　紙には、こうあった。

　拓人、健けん二じ、芙三也、清きよ四し郎ろう。

「拓人だけ、名前に数字がついてないわね」

「でも、いかにも最初に生まれた子の名前でしょう？」

「拓っていう字が、『開拓』の拓よね」

「それに、タクトっていうのは、ドイツ語で、指揮棒のことですよ。オーケストラで指揮者が使ってる」

「あなた方、拓人に指揮されてるの？」

「タク兄ちゃん本人は、そんなこと考えちゃいませんよ。ぼくが勝手に、タク兄ちゃんをリーダーとみとめているだけです」

「拓人って、みんなに人気があるけど、変な人には特に好かれるのね。あなた、兄弟の中で、いちばん異様な子よ」

「そうですね。特に兄を好いてくれてる麗花さんも、すごく変な人だし」

　うっ……。こ、この子、言ってくれるわね。

　あわてて、あたくし、返す言葉をさがす。

「こんなところ、タク兄ちゃんに見られるとまずいから、もう、帰りますね」

　フミヤったら、あたくしのひそかなあせりを読みとって、気をまわしたわね。

「それから、ケン兄ちゃんとキヨシローをしめあげるときには、ぼくもさそってくださいね。見学させてもらいます」

「ええ、許可するわ」

　あたくしの答えに、フミヤは満足そうに笑った。

「じゃ、失礼します」

　そして、彼は、去っていった。

　最後に見せたキビキビした身のこなしは、おっとりペースの拓人とはちがっていた。




＊




　あたくしは、すぐに図書館に向かった。

　シイちゃんに会うためよ。

　ほんとうは、校内放送で呼び出してあげたいぐらいだけど、特別に出向いてさしあげるわ。

　セカセカと歩きたいのをグッとこらえ、あたくしは堂々とした足どりでロビーをぬける。

　そして、カウンターの前に立つ。

　シイちゃんは、カウンターの中で、新刊本の整理をしていた。

　今日の彼のシャツは、大きな花がパッパ、パッパと咲いてる柄。

　彼の頭の中身を象徴してるわね。

「おっ。麗花さま、いらっしゃいませ」

　あたくしに気がつくと、シイちゃんはヘラヘラと愛想笑いをする。

　いい気なものね。

　あたくしは、一歩前に出た。

「シイちゃんさん、よくもあたくしをなめてくださったわね」

「え？　岡野に用？　少々お待ちください」

　シイちゃんは聞こえなかったふりをし、事務室のほうに向かって、

「岡野ーっ。麗花さまが――」

「あたくしはあなたに用があるのよ、シイちゃんさん」

　あたくしが言い終わるのとほぼ同時に、

「岡野君は書庫に行ってるわよー」

　事務室から、おばさん司書ののんびりとした返事。

　ふっ。

　もう、拓人に助けを求めてもむだよ。

　観念おし。

「あなたとキヨシロー君は、グルだったそうね。フミヤ君からきいたわ」

　あたくしの言葉をきいて、たちまち、彼は青ざめた。

「くそ。冷血フミヤめ」

　思わずつぶやいてから、あわてて、ごまかし笑いをはじめる。

「は……ははは……。やっと、あいつらが岡野の弟だって、わかりましたか。すぐにバレるかと思ったのに……麗花さま、けっこう、にぶかったんですね」

　バシーィィィン……。

　美しいエコーをのこし、シイちゃんの頰ほおが鳴った。

　彼はよろけ、それから左頰をおさえて、うずくまった。

「いたいーっ。きいたーっ。死ぬーっ」

　カウンターの陰で、彼はしぼり出すような声でうったえる。

　あたくしはそれを無視し、

「拓人があたくしの家来だっていうこと、キヨシロー君はごぞんじだったの？」

「お、岡野が麗花さまの彼だってことですか？　あいつ、知ってますよ。おれが教えてやったから」

「あなた……一体、なにがやりたかったの？」

「おれ、おもちゃをあつかう骨こつ董とう屋で友達のかわりにバイトすることがよくあるって、ケンヂに話したんです。そしたら、やつに、人形を買いとってほしいってたのまれただけなんですよぉ」

　あたくしが無言のままでいたら、彼はもっと話すべきだとさとったらしい。

「でも、その人形、じつはキヨシローのだったもんだから、ものすごいさわぎになったんです。キヨシローのやつは返せってギャーギャー泣くし、ケンヂはケンヂで『あれは元々おれのもんだ』って、どなりながら主張してるし。このままじゃ、骨肉の争いに発展すると思って、おれがキヨシローにこっそり知恵つけてやったんですよ」

「知恵？」

「そうです。岡野の彼女に助けを求めろ、って。『お嬢さま』って呼びかけて、ケンヂを献上するって持ちかければ、ぜったいにおもちゃを買いとってくれる、って。まあ、単なるアドバイスですよ。おまけに、ケンヂは『兄貴の彼女を見たい』って、まえからいってたんです。だから、それをかなえてやったわけですよ。おれって、けっこう、親切でしょう？」

「おふざけにならないでちょうだいっ！」

　バン！

　あたくしは、カウンターをたたいた。

　シイちゃんは、首をちぢこませる。

「あなたって人は、どこまで、おちゃらけた人なのっ？　この綾小路麗花を、なんだと思っていらっしゃるのっ？」

「ほ、ほこり高いお嬢さまだって、ちゃんとわかってますよー」

「わかっていながら、その所業。あなた、最初から、死をもかくごしていらっしゃるのね？」

「わーん。工く藤どう君、助けてーっ」

　シイちゃんが、なんの脈絡もなく、工藤君に助けを求めたところ――。

　いきなり、あたくしの背後から、

「どうして、工藤に助けを求めるんですか？」

「わーっ。なんで、おまえが出てくるんだよーっ」

　まったくだわね。お杉君、いつからそこにいたのよ？

「志村さん。どうして、工藤を呼んだんですか？」

「だって、あいつ、顔がいいんだもん。なんとなく、呼んでみたくなるじゃねえか。深い意味はねえよーっ」

　あたくしは、標的をシイちゃんからお杉君に変えることにした。

　うでぐみをし、彼をにらみつけ、堂々と切り出す。

「ケンヂ君は、拓人の弟だそうね。あなた、ごぞんじだったの？」

「はい」

　お杉君は無表情のまま、キッパリ。

「あ、あなた、知っていながら、だまっていらっしゃったのね？」

「はい。ケンさんに、たのまれたんです。いちばん下の弟が悪さをしたとかで、綾小路さんに弱みをにぎられているから、身元は教えないでほしいと」

「それよりも、あなた、おもしろがっていらっしゃったんでしょっ？」

「はい」

　ワナワナワナワナ……。

　あたくしの怒りからのがれようとする努力を最初から放棄している、この、やる気のなさ！

　許せないわ！

「あなた、さんざんあたくしのじゃまをして、しまいには、アクタガワまで使って、コケにしてくださったわよね？　あれは、どういうおつもりだったの？」

「お嬢さんとケンさんの間に愛がめばえるのを、阻止したかったのです。お嬢さんをめぐって、岡野さんとケンさんが骨肉の争いをするなんて、ドラマチックすぎて、おれには耐えられない……」

「だれも、あなたに耐えてもらいたいなんて、思っちゃいないわよっ！」

「それは残念です」

「だいたい、どうして、あたくしとケンヂ君の間に、愛がめばえるのよっ！　あたくし、そんなムードになったおぼえ、まったくなくってよ！」

「でも、おれはかんじました。危険な愛の香りを」

「危険な愛の香り？　それ、具体的に説明していただこうじゃないの」

「つまり、お嬢さんがケンさんをいたぶっているうちに、いつしか、ふたりの間には危険なきずなが生まれ、ついには手に手をとって、禁断の愛のとびらを開くことに……」

　バン！

　あたくしは、置いてあった百科事典で、カウンターをたたいた。

　お杉君はだまり、シイちゃんは身をこわばらせる。

「お杉君。いいこと？」

「はい」

「禁断の愛のとびらのむこうにとっととお行きっ！　ただし、ひとりでよ。よろしくって？　工藤君もアクタガワも鈴すず木きその二もケンヂ君も、連れて行くんじゃないわよっ！」

　お杉君は、ちょっと悲しげな顔で考えこんだ。

　それから、ゆっくりとカウンターの中に目をうつすと、

「志村さん」

「わーっ！　おれをさそうなーっ！」

　シイちゃんはわめく。

　あたくしは、背を向けた。

「じゃ、おふたりとも、なかよくね」

「あーっ。麗花さまーっ。こいつも連れてってくださいよーっ。そばにいられるだけで、こわいんですってばーっ」

　シイちゃんの声が背中にすがりついてきた。

　けど、あたくしは、それを振り切り、去った。

　お杉君……なんて油断のならない男なの！

　あの人、なにもかもわかっていて、結局、おもしろがっていたんじゃないのっ！

　だけど――。

　これ以上、あんな人、相手にするものですかっ！

　いちいち相手にしていては、この綾小路麗花の威厳に傷がつくというものよ！











第七章　あなたは自由の身になれるのよ







「ねーえ。ケンさーん。あそぼうよーっ」

　能天気な声に、あたくし思わず、足をとめる。

　背後の佐さ伯えきも、あたくしに従ってストップする。

「ねえ、ケンさん、部室に寄ってってよー」

　あれは、アクタガワ！

　校門の前であたくしを待つケンヂに、つきまとっている。

「ったく、おまえは、うるせえなぁ。チョコマカ、チョコマカと」

「だって、文芸部、だれもこなくて、たいくつなんだよぉー」

　アクタガワったら、いつのまにか、ケンヂになついてるわ！

「いいかげん、あっち行けよな」

「でもさぁ、お杉すぎも工く藤どうも、スポーツにはげんでいて、ぼく、たいくつなんだよぉ。ねえ、ケンさーん」

「おれは、オカマの遊び相手してるほど、ヒマじゃねえんだよ」

「あーっ！　なんだよ、オカマって！　だれのことだよぉ！」

「オカマじゃなければ、お・ん・な・の・こ」

　ケンヂはいじわるく、言いきかせるようにいう。

　さすがに、アクタガワもムッとした顔になる。

　けど、彼は強かった。

　フッと笑って余裕を見せると、めがねを取った。

　そして、上目づかいに、チラと彼を見あげ。

「ふーん。ケンさんは、ぼくの恥ずかしい格好、わすれられないんだ」

　そのとたん、たまたま通りかかった男子生徒四人のグループが、ギョッとしたように、彼らのほうを見る。

　それまで楽しげに笑いあっていたのを、パッとやめて。

　そして、校門前のふたりが、学生服のハンサム君と、かわいい女の子みたいな男の子という組みあわせであるのを見てとり、彼らはそそくさとそこをはなれた。

　しかも、何度もチラチラとふりかえりながら。

　ケンヂは真っ赤になって、アクタガワにつめよる。

「て、てめえ、なんてこというんだよっ！」

　けれども、アクタガワはあいかわらずの調子で、

「ぼくを見て、いやらしいこと、想像しないでくれる？　悪いけど、ケンさんって、ぼくの趣味じゃないんだ」

「なっ……」

　ケンヂが絶句した横を、今度は、女の子の集団がクスクス笑いながら通りすぎる。

「ねえ、あのふたり、なんかあやしい」

「やだ。なに想像してるのよっ」

「でも、けっこう、好みだな」

　ケンヂの顔色は、赤から青にかわった。

「お、おまえ、なんてことしてくれるんだっ！」

「だって、ケンさん、冷たいんだもん。このまえは、あんなにやさしくしてくれたのに」

「うるせえなっ。おれは今、綾あや小のこ路うじさんをまってるんだよっ。おまえなんかに用はないんだよっ」

「綾小路さんとぼく、どっちが好きなの？」

「ばかやろっ！　いいかげん、そのての発言はやめろっ！」

　このセリフ、よく、アクタガワがお杉君に言ってるわよね。

『そのての発言』とは、他人にされるといやだけど、自分がやるなら平気という、すて身のいやがらせの一種でもあるようね。

　アクタガワは、なおもせまる。

「正直にこたえて。綾小路さんとぼく、どっちが好きなの？」

「ばかっ。綾小路さんに決まっ……て……」

　そこまで言いかけ、ケンヂは言葉をとぎれさせる。

　そして、少々、考えてから、

「やっぱり、おまえのほうがマシだな。あの女にくらべれば」

「わーい！　綾小路さんに勝ったー！」

　ワナワナワナワナ……。

　ふたりそろって、命がおしくないと見えるわね。

「佐伯」

「はい、麗れい花かさま」

「ケンヂ君を連れてきてちょうだい。アクタガワは置いてくるのよ」

「かしこまりました」

　佐伯は、校門の外に走って行った。

　そして、ケンヂに声をかける。

「すみません。麗花さまがお呼びです。こちらへおねがいします」

　ところが、ケンヂはそこを動かず、やる気なさそうな声で、

「あんたさぁ、佐伯さんっていったよね？」

「はい。佐伯です」

「あんまり、綾小路さんを調子づかせないでくれる？」

　んまっ！

　まだ、無礼者症候群は完治してないようね！

「調子づかせる、とおっしゃいますと？」

「ヘコヘコしすぎなんだよ。麗花さま、麗花さま――って、まるで、あんた、家来みたいじゃないか」

「はい、家来ですから」

「……」

　絶句したケンヂに、アクタガワが横から、

「ケンさん、知らなかったの？　佐伯さん、変わり者なんだよ」

「……そうか。そうなのか。だれが先頭きって綾小路さんを増長させているか、これでやっと、わかったぜ」

　いちいち愕がく然ぜんとするんじゃないわよ、この男は。

　ケンヂと佐伯は、歩きだした。

　アクタガワは、ケンヂのうしろ姿に向かって、大きく手をふりながら、

「ケンさーん！　ぼくのこと、ずっとわすれないでねーっ」

「わすれたくても、わすれられねえよっ」

　ケンヂはふりむかずに、吐きすてるようにいった。

　そして、佐伯はあたくしに、

「麗花さま、ケンヂ君をお連れしました」

「わあ！」

　ケンヂは、とびすさった。

「こ、こんな近くにいたのかよっ？」

「いけなかったかしら？」

「いけなくねえけど、変なんだよ！　あんたの行動！」

「じゃあ、変なついでに、ひとつ、おねがいするわ」

　あたくしは、自分が最も美しくみえる角度で、ケンヂをにらみつけた。

「あなたのお兄さまを、一日、かしていただけないかしら？」

「なにぃ？」

「高等部二年の岡おか野の拓たく人とさんって、あなたのお兄さまでしょ？　あたくし、知っているのよ。へたな悪あがきはなさらないことね」

　ケンヂは、たちまち、青くなる。

「な、なんで……。兄貴は関係ないだろっ」

「あら。でも、あたくし、彼が気に入ったんですもの」

「気に入るなよっ！」

「んまあ！　なんて言い方なさるのっ？　ひょっとして、あなた、あたくしに気に入られたお兄さまにやきもちやいていらっしゃるの？」

「ばかいうなよっ。冗談じゃねえや。なんで、兄貴をいけにえにささげなくちゃならねえんだよ！　いくらなんだって、そこまでできるかよっ！」

「いけにえというのは、なによ？　いけにえというのは」

　あたくしが怒りをあらわにすると、ケンヂは素直にひるむ。

「だ、だって、はっきりいって、兄貴は、おれやあんたとちがって、善人なんだぜっ。やさしくて、おひとよしで、素直で、曲がったところがないんだ。そういう人間を、どうして、あんたなんかに……。おれにはできねえ！」

　ますます無礼な男だわね。

　拓人は、ちゃんと、あたくしのよさがわかっていてよ。

「あなたは自由の身になれるのよ」

「え？」

「このおねがいをかなえてくださったら、あたくし、あなたにあの人形を返してさしあげてよ。これは、あたくしの最後のおねがいよ」

　ケンヂは、地面に視線をおとして考えこむ。

　おのれの良心と戦っているようね。

「あなたがお兄さま思いのいい弟だっていうことは、よくわかったわ。ここで、さらに、ご自分がおりこうさんだということを証明してちょうだい。ね？　あなたにとっても、お兄さまにとっても、悪い話ではなくってよ。そうでしょう？」

「最悪の話だ」

「んまっ！　なにも、あなたのお兄さまがほしいとは、あたくし、言ってなくってよ！　ただ、一日、かしていただきたいというだけよ！　わかってらっしゃるの？　このブラコン！」

「なにぃ？」

　図星だったらしく、ケンヂは、あたくしをにらみつける。

　ふっ。まだまだ、強気じゃないの。

「あなた、花はな園ぞの学園の生徒を坊ちゃんだの嬢ちゃんだのと、さんざん軽けい蔑べつしているようなことを、おっしゃっていたわよね。でも、あれは、偏見というよりはやきもちよねぇ？　あなたのお兄さまとおなじ学校に通う人たちに対しての。そうでしょう？」

「ば、ばかいうなよっ」

「わかっているわよ。あなた、お兄さまが大好きなのよねぇ。あたくしも、あなたのお気持ちはよく理解できてよ。ほんとうに、すてきなお兄さまですものねぇ。ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「そ、そんなんじゃねえよっ」

　それにしては、動揺してるわね。

「……わかったよ。かすよ。一日、かしてやるよ」

「まあ、うれしい。あなた、やっぱり、おりこうさんね。でも、いいこと？　あたくしの名前、お兄さまには教えないでいただきたいの。ただ『会ってほしい人がいる』とだけいって、連れ出すのよ。よろしいわね」

「あのなぁ、兄貴には、ちゃんと彼女がいるんだからな。あんたとおなじ中等部の子らしいんだ。妙なまねはするなよ」

　あら。その彼女はあたくしなのに、どうしてこの人、そこまで予測できないのかしら？

　にぶい人ね。

「いいか？　彼女はすっごく美人で、すっごくやさしくて、みんなに好かれているって、兄貴はいってた。あんたなんか、太刀打ちできないぜ」

　んまっ！　なんて失礼な人なの！

　だけど……拓人ったら、あたくしのこと、そんなふうに話していたのね。

　――などと、ホンワカ気分になってる場合ではないわ。

　美人というのは事実だけど、あたくしがやさしいですって？　みんなに好かれているですって？

　そんな安っぽい評価、あたくしには必要ないわ。

　あたくしは、美しくほこり高い悪役いじわるお嬢さまなのよ！

　それがまだわからないなんて、拓人ったら、どこまでおめでたいのかしら！




＊




　あたくしが指定したデートの場所は、花園公園。

　佐伯とフミヤを従えて、あたくしは約束の場所に向かう。

　前方のベンチにならんですわってる、男の子ふたり……。

　あのうしろ姿、拓人とケンヂだわ。

　あたくしたち三人は、気づかれないように近づく。

「ねえ。ぼくに会いたがってる人って、だれだよ？　健けん二じの友達？」

「まあ、そんなとこかな」

　拓人の問いに、ケンヂは気まずそうにこたえる。

「なに、もったいぶってるんだよ。まったくもう、いちいち、健二はかっこつけるんだからなぁ」

「兄貴……悪く思うなよ」

「え？」

　あたくしと会えて、拓人が悪く思うわけないじゃないの。

　ケンヂったら、なんて、物の道理がわからない人なのかしら。

　あたくしの横で、フミヤはクスクス笑っている。

　かわいい顔して、この子、いい性格してるのよね。

　そして、佐伯は、あたくしの背後で、しみじみと、

「ケンヂ君、やっぱり、苦悩していらっしゃいますね」

「その『やっぱり』というのは、なんなの？　佐伯」

「あ。いえ、なんでもありません」

　なんでもないなら、最初から口にしないことね。

「さて、どうやって登場しようかしら？」

「うしろから、ケン兄ちゃんを『ワッ！』とおどかすのは、どうでしょう？　きっと、寿命が一〇〇年ぐらい縮まりますよ」

　フミヤが楽しげに提案する。

　まったくもう、なんて弟なのかしら。

　拓人を尊敬しているのはいいけど、これでは、ケンヂが苦労するわけよね。

　そして、佐伯は、ちょっと考えてから、

「麗花さまが、うしろから、拓人さんに『だーれだ』とやって、答えてもらうというのは、いかがでしょう？」

「なるほど。ケン兄ちゃんにショックを与えるのには、効果ありますよね。さすがは佐伯さん。ぼくも賛成です」

　フミヤは、ケンヂの不幸をねがっているとしか思えない発言をする。

　ひょっとしたら、岡野家では、長男をめぐって、次男と三男が対立しているのではないかしら。

「佐伯の案を採用するわ」

　あたくしは宣言し、ベンチにそろりそろりと近づいていった。

　佐伯とフミヤは、茂みの陰で、見守っている。

　そして、あたくしは、背後から拓人にパッと目かくしした。

「え？　だれ？」

　拓人は笑いをふくんだ声できき、ケンヂは「どわぁっ！」と、とびすさった。

　そこで、あたくしは、ケンヂに余裕の微ほほ笑えみを見せつつ、拓人にきいた。

「だーれだ？」

「麗花ちゃん！」

　拓人はうれしそうにこたえる。

　ケンヂは、目をひんむいたまま、硬直。

　あたくしは、手をはなした。

　ベンチのうしろの茂みからはみ出ているフミヤの肩は、笑いをこらえてヒクヒク動いている。

「あ、あ、兄貴、こ、この女、知ってるのかよっ？」

　拓人が答えるまえに、あたくしはどうどうと、

「ケンヂ君、『この女』とはどういう意味かしら？　じつをいうと、あたくし、拓人さんとは正式に交際しておりますのよ」

「健二と麗花ちゃん、知りあいだったんだ」

　おどろく拓人に、ケンヂは驚愕の表情を作ってせまる。

「つ、つきあってるなんて、うそだろ？　なぁ、兄貴？　うそなんだろ？」

　ところが、拓人はニコーッと笑い、

「ほんとだよ」

「うっ……」

「おどろいた？　うらやましいだろ？」

　拓人は照れるわけでもなく、ニコニコしながらケンヂに自慢する。

　なのに、無礼者ケンヂは、真剣な表情で、

「兄貴……兄貴、たのむから、冗談やめてくれっ」

「やだなぁ。冗談じゃないよ。ねえ、麗花ちゃん？」

「そうよ。あたくしたち、交際しているの。ケンヂ君、いいかげん、この現実に目を向けてはいかが？　ホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「さては、健二……おまえ、麗花ちゃんにかつがれたんだな？　やーい！　麗花ちゃんの頭のよさ、思い知ったか！」

　拓人は、完全におもしろがってしまっている。

　ケンヂはこたえずに、クルリと背を向けた。

「あー、わかった！　こんないい子が兄ちゃんの彼女だなんて、健二、信じたくないんだろ」

　拓人は、ケンヂの哀愁の背中をツンツンつっついて、自慢げにいう。

　こうして見ると、ふたりとも、背の高さはほとんどおなじ。

　拓人のほうが、ヒョロッとして、たよりないんだけど。

「あ……ひょっとして、健二、麗花ちゃんのこと、好きになりかけてたとか？」

「そんなんじゃねえっ！」

　無礼者ケンヂは、必要以上に力をこめて否定する。

　そして、あたくしをビシッと指さし、

「これが、兄貴のいう『天使みたいにやさしい彼女』かよっ？」

「なんだよ、その言い方。まるで、麗花ちゃんが天使みたいにやさしい子じゃないみたいな言い方じゃないか」

「あ、兄貴、現実が見えてるのかよっ？　ええ？」

　あたくしは、ケンヂに向かって堂々と、

「まさしく、あたくしは天使よ。ただし、あなたにではなく、拓人にとってはね。オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「な、なんて女だ……」

「あたくし、アメとムチを使いわけるの、得意ですのよ」

「こ、こんな女の、どこがいいんだ」

　そこまで言って、ケンヂはハッと目を見開く。

「ひょっとして……キヨシローのやつ、知ってたのか？　綾小路さんが兄貴の彼女だってこと……」

「知ってたよ」

　茂みのむこうでフミヤが立ちあがって答えた。

　とたんに、ケンヂは一歩引く。

「な、な、なんで、おまえまで来ているんだよっ！」

　フミヤは答えず、薄笑いを浮かべたまま、ケンヂのところまで進む。

　そして、その表情を維持したまま、彼の肩に手をかける。

「な、なんだよっ」

「ケン兄ちゃん、耳、かして」

　ケンヂが身をかがめると、フミヤはその耳にコソコソと何事かささやく。

　みるみるうちに、ケンヂの顔は、怒りの表情に変わっていった。

「シイちゃん……許せねえ！　謀はかりやがったな！」

　どうやら、ことの真相を知らされたみたいね。

「あっ。ケン兄ちゃん、逃げないでよ」

　駆けだそうとしたケンヂのうでに、フミヤがしがみつく。

「くそっ。この鬼っ子がっ」

　ケンヂは、いまいましげに、フミヤに毒づく。

　拓人は、すっかり、わけがわからなくなったらしい。

「なにかいろいろあったみたいだね」

　すると、フミヤが、

「ええ。タク兄ちゃんのお耳に入れるほどもない、つまらないことがね」

「それって、どんなこと？」

「気にすることはないよ。タク兄ちゃんは、毎日をおもしろおかしくすごしていれば、それでいいんだ。トラブルはすべて、このぼくがかたづけるから」

　フミヤはケンヂのうでにしがみつきながら、笑いをこらえてこたえる。

「兄貴！　フミヤなんかに気を許すな！　こいつは正真正銘の悪党だぞ！」

「健二！　弟になんてこというんだよ。芙ふ三み也やにあやまりなさい」

　めずらしく、拓人がきびしい顔でいう。

　ところが、フミヤはケンヂの手をはなすと、今度は拓人に歩みよりつつ、

「もう、いいんだよ、タク兄ちゃん。言いたいやつには、言わせておけば。ね？　よく、いうじゃない。弱い犬ほどよくほえる、って」

「な、なんだとっ？　この悪魔の申し子！」

　ケンヂは弟を罵ば倒とうする。

「いやだなぁ。タク兄ちゃんにとっては、麗花さんとおなじくぼくも天使なんだよ。ぼくが悪魔だとしたら、それは、ケン兄ちゃんにとっての話でしょう？」

　ケンヂは絶句し、それから、力つきる寸前の声で、

「こんな弟……もう、いやだ」

「健二っ。なさけないこと、いうんじゃないよっ。おまえがそんなだから、芙三也もおまえにいじわるいうんだよっ。根はいい子なのに」

「兄貴……一体、フミヤのどこが『根はいい子』に見えるんだよ？　それにさぁ、綾小路さんのことだけど、これが、どうして、兄貴の彼女なわけ？」

　……とことん失礼な人ね。

「おれは、こんな女、いやだぞ」

「健二っ！」

　拓人の、いつになくきびしい声に、ケンヂはビクッとした。

　ここは、拓人にまかせておけばいいわね。

「心にもないこと、いうんじゃないよっ！」

「な、なんなんだよっ！　その『心にもないこと』っていうのは！　おれは、ほんとに、こんな女、きらいなんだよっ！」

「きらいなわけ、ないじゃないかっ！　ぼくは好きだぞ！」

「兄貴……説得力ないぞ」

「説得力あるよっ！　麗花ちゃんはいい子だもん！」

「あのさ……たのむから、変なおこり方、しないでくれよ」

　それから、口の中でブツブツと、

「なんだよ。すっかりブスにいかれちまって」

「健二っ！」

　ふたたび、ケンヂは、身をこわばらせる。

「な、なんだよ。ブスをブスって言って、悪いかよ？」

「うそをつくんじゃない！　麗花ちゃんは美人だぞ！」

　ケンヂはチラッとあたくしを見て、それから、ため息まじりに、

「わかりましたよ。綾小路麗花さまは、全国民が腰をぬかすほど、お美しゅうございますよ」

　しらじらしい人ね。

　事実にはちがいないけど。

　あたくしは、パンパンと手を打って、佐伯に合図した。

　茂みの陰から、佐伯があらわれる。

「あれ？　佐伯ちゃんも来てたの？」

　おどろく拓人に、フミヤは、

「タク兄ちゃんと麗花さんの幸せのために、心をくだいている人は多いというわけだよ」

「佐伯。ケンヂ君に、例のもの、お返ししてちょうだい」

　佐伯から渡された紙袋の中を見て、ケンヂの顔は、パッと明るくなる。

　中身はキヨシローのリカちゃん人形。

「おれは、もう、自由なんだ。自由の身なんだ……」

「そうだよ、ケン兄ちゃん。あとは、それを使って、兄ちゃんをかついだキヨシローに復ふく讐しゆうする楽しみがあるよね」

　フミヤの提案に、ケンヂはニヤリとした。

　けど、すぐに、思い直したらしい。

　ささやき声で、フミヤに、

「ふん。おれとキヨシローを対立させて、その間に自分だけ力をつけて、おれたちをつぶそうって魂胆だろうが、そうはいかないぜ」

「ケン兄ちゃん、最近、察しがいいね」

「おまえは、兄貴を独り占めすることばかり、考えてやがる。油断ならねえんだよ」

「いやだなぁ。ケン兄ちゃん、ブラコンなんだから」

「てめえに言われたくねえよっ！」

　ケンヂは、バッと駆けだした。

　そして、数メートル先で、ふりかえると、ビシッとフミヤを指さし、

「いつか、きっと、おまえを倒すからな！」

「そういうセリフ、ゴキブリ見て悲鳴あげなくなってから、言ってほしいなぁ」

「て、てめえ……。そっちこそ、夜中にひとりで便所に行かれるようになってから、言えってんだ！」

　ケンヂはふたたび駆けだした。

　図星だったらしく、フミヤは真っ赤になった。

　けっこう、かわいいところも、あるんじゃないの。

「兄弟の秘密、暴露するからだよ。おまえも悪い」

　拓人はフミヤの頭をグリグリなでながら、なぐさめるような調子で注意した。

　それで、フミヤはすぐに立ち直ったらしい。

　わかった、というようにフッと笑った。

　夜中にひとりでトイレに行かれない子とは思えない、大人びた微ほほ笑えみ。

　そして、彼は、おねだり口調で、拓人にいった。

「ぼく、ボートに乗りたいなぁ」

　拓人はうなずき、財布を取り出した。

「タク兄ちゃんは麗花さんといっしょに乗るから、ぼくは佐伯さんと。いいですか？」

　最後の質問は、佐伯に対して。

「はい。わたしでよろしければ」

　佐伯は、くそまじめな顔でこたえた。

　あたくしたちは、ボート乗り場に向かった。

　空はよく晴れ、とってもいい天気。

　平和な一日になりそう。

「ぼく、佐伯さんとは、気が合いそうな気がするなぁ」

「そうですか？」

「うん。きっと将来は、佐伯さんは麗花さんの右うでとして、ぼくはタク兄ちゃんの右うでとして働くんだ。そうなったら、仲よくしてね」

「そうですね」

　なんだか、妙な組みあわせで、和気あいあいしているわね。

　拓人は、ボートに乗りながら、フミヤにきいた。

「競争する？　むこう岸まで」

「しない。タク兄ちゃんは敵じゃないもん。ケン兄ちゃんなら、負かしたいけど」

「そうか。じゃあ、ぼくとの勝負は、おまえが健二に勝てるようになってからにしたほうがいいね」

　今の言葉は、ひそかに、フミヤのプライドを傷つけたわよ。

　それから、オールを手にしてから、拓人はふたたびきいた。

「芙三也、兄ちゃんと競争しない？」

「するよ」

　プライドを傷つけられたものだから、今度はフミヤ、真剣な顔でこたえる。

「ケン兄ちゃんに勝つぐらいの実力はあるってこと、証明したいもん」

　ところが、佐伯は心配そうに、

「フミヤ君、わたしがこぎましょうか？」

　ああ……フミヤのプライド、ますます傷ついたわよ。

　あたくしは、拓人にささやいた。

「ちょっとは手加減するのよ」

「うん。そうだね」

「でも、勝つのよ。ぜったいに」

「うん」

　拓人は、うれしそうにうなずいた。

　ふっ。

　それでこそ、あたくしの第一の家来よ。

　そして……あたくしの彼よ。










文庫版あとがき







　学生のみなさん、こんにちは。元気にお勉強なさっていますか？

　それから、社会人のみなさんも、こんにちは。元気にお仕事していらっしゃいますか？

　わたくし、善良で正直な小説家・森奈津子は、このとおり病的なほど元気にお仕事しております。

　最近は小・中・高校生だけでなく、専門学校生、大学生、それに社会人の方々もファンレターをくださるので、とってもうれしゅうございます。

　よく、以前から「キャラクターの中でいちばん人気があるのは、一体だれなのかね？」というご質問をいただいてます。

　そこで、ファンレターの「このキャラが好き！」という発言を集計してみたところ、お嬢さまシリーズでは、①杉すぎ本もと、②麗れい花か、③アクタガワ、④佐さ伯えき、⑤拓たく人とという順位が判明しました。

　ただ、きちんと人気投票をしたわけではないので、この順位は正確でないかもしれません。

　投票方式によっても、ちがってくるでしょうし。

　たとえば、好きなキャラを三人あげてもらう方式にしたとすると、工藤なんて、いい線いきそうです。彼は、ナンバー・ワンにあげる人は少ないものの、杉本ファンにはちゃんと支持されているのですよ。

　あとは、東京マリア、ミツグ、育いく夫お、アキ、百ひや太くた郎ろうあたりが人気あります。

　時々、鈴すず木きその二（今回、はじめてフルネームが判明）のファンがいるのはまあいいとしても、超マイナー悪役のオタッキー大おお滝たきとか代だい官かん山やま生徒会長を「ステキ！」と言ってくれる人がいたりするのは、ほんと、世の中ってよくわかりませんね。

　たまにいる男性読者は、ほぼ、麗花派と佐伯派にわかれています。

　しかし、時々、杉本派もいらっしゃって……あなたがた、一体、何者ですかっ？

　まあ、同性の読者から支持していただけるなんて、杉本もよろこんでいることでしょう。

　今回のお話では、意外にも杉本は柔道部では浮いてない、ということが判明しましたね。

　これも、副部長のチャトラン（この名は某動物映画に由来する）が、なかなか強烈なやつだからこそ。よかった、よかった。

　このようにして杉本はどんどん増長し、社会の多数派から外れていってしまうのであった。

　ところで、杉本は変な人だが、はっきりいって紳士的だと、作者は考えている。

　拙著『あぶない学園大さわぎ』の祐ゆう介すけ、あるいは『グースカ夢見る問題児』の白しら川かわとくらべてみると、よくわかる。

　やつらとくらべれば、杉本の紳士的で禁欲的なことといったら……。

　だいたい、工藤を、同様に同性に愛されている立場にある健けん太たやミノルとくらべれば、いかに安全な人に好意を持たれているかが、証明できるというものだ。

　工藤は、健太みたいに気絶するような目にあったことはないし、押し倒されたこともないし、愛ゆえの暴力を受けたこともない。

　ただ、ご幼少のみぎり〈一〇円オレンジ・ガム事件〉〈振るだけで芯が出るシャーペン事件〉で杉本になぐられたことがあるが、あれは工藤に非があったのである（『お嬢さまの逆襲！』＆本書参照）。

　また、ミノルのように相手にとことんつきまとわれ、さんざん食い物にされ、嫉しつ妬とゆえにいたぶられ、しまいには死ぬような目にあったということもない。

　しかし、まあ、工藤とくらべると、ミノルは相当いい性格していたよなぁ。

　それでも、はっきりいって白川は欲ばりだし、祐介はケダモノだし、それを考えると、杉本なんてすぐにでも紳士の国イギリスのパブリック・スクールに入れても、恥ずかしくないほどだ。

　……いや、恥ずかしいか。

　本書の中で、杉本が図書館で太だ宰ざいをかりたその動機は、ナゾである。

　たぶん、『人間失格』などという地獄の底よりどん底な題名に感動したのだろうと、作者は考える。

　よく、学校の教師は、こういう絶望的な名作を生徒にすすめたりするが、未成年というものはけっこうまわりの大人にふりまわされて自分自身が不幸だったりするから、「この主人公、甘ったれてんじゃねーよ」という感想しか出てこなかったりするんだよなぁ。

　これでは、名作とそれをのこした先人が泣くというものではあるが。

　さて。

　このあたりで、唐突に、アクタガワ・ファンの方々に、課題をひとつ出したりしてしまおうか。

　ということで、ファンを自称するからには、彼の本名、ペンネーム、コードネーム、源氏名を言えるようにしましょうね。

　作者はファンではないが、ちゃんと言えるぞ（あたりまえだ）。ただし、数秒間、頭の中で考えてしまう。

　じつは、某美少年まんがに由来する彼のコードネームは、花はな園ぞの学園高等部のお岩いわが飼っている犬の名とおなじである（『いつでもこの世は大霊界！』参照）。

　それから、「アクタガワ」というのは、彼の文芸部におけるペンネームに由来する単なるあだ名ということになっております。本名ではありませんよ。

　はじめてこのシリーズをお読みになった方、お間違えのないように。

　ところで、シイちゃんこと志し村むら重しげ光みつは「おれは映研のリバー・フェニックスと呼ばれている」としきりに主張していましたが、悲しいことに、一九九三年一〇月三一日、リバーは二三歳の若さで帰らぬ人となってしまいました。

　本書第一章で、志村が「おれは薄命だと思う」と言ってますが、これはリバーの死を意識したものではなく、わたくしがこの部分を書いたのは、彼の死より前のことです。念のため。

　それにしても、われわれ地球上の生者は、つくづく、おしい方を失ってしまったものです。

　わたくしやあなたも含めて、生者はいずれ死者となる運命ですが、彼の死はあまりにも早すぎました（合掌）。

　今回初登場の健けん二じ、芙ふ三み也や、清きよ四し郎ろうの三人は、お嬢さまのシリーズ化が決まったころに生まれたという、けっこう古いキャラクターです。

　今まで、三人とも、登場するチャンスがなかったんですね。

　本文中、それぞれケンヂ、フミヤ、キヨシローと片仮名で表記されているのは、麗花が彼らの名前を聞いたときに、そのような片仮名名前のミュージシャンを勝手に連想したからだと思われます。

　すなわち、筋きん肉にくし少よう女じよ帯たいの大おお槻つきケンヂ、チェッカーズ（すでに解散）の藤ふじ井いフミヤ、ＲＣサクセションのキヨシローこと忌いま野わの清きよ志し郎ろうですね。

　つくづく麗花は勝手なやつです。作者が勝手なわけではない。

　そういえば、よく、お手紙で「お気に入りのミュージシャンは？」というご質問をいただきます。

　じつは、いちばん好きなのは、一九九三年八月二一日に八二歳でお亡くなりになった歌謡界の大御所、藤ふじ山やま一いち郎ろうさんです。『丘を越えて』『東京ラプソディー』『青い山脈』などの名曲で知られ、一九九二年には国民栄誉賞を受賞されています。

　ごぞんじでない方は、おじいさま・おばあさまに、きいてみてください。

　藤山さんの声は、二〇世紀日本の遺産です。

　お年を召してからのまろやかな歌声もすてきですが、若き日の初々しくも澄んだ歌声は、もう、よだれジュルジュル涙ウルウルものですわ。

　それから、歌謡曲だけでなく、ジャズも歌っていらした時期もあるので、その録音をレコード会社はかかえてないで、すべてＣＤとして売り出すべきだと思う。

　当然、わたくしが仕事中によくきいている音楽も、古い録音を中心とした藤山さんの歌声であり、もはやＢＧＭどころではなく、いっしょに歌っていたりします。

　で、そんな調子で仕事をし、つぎに出る本は『あぶない学園大さわぎ』の続編です。

　祐介ファンのみなさま、おまたせいたしました。

　たくさんのファンレター、ありがとうございます。

　それから、まだ読んでない方も、続編発売にそなえて読んでおいてくださると、とってもうれしいです。

　てなわけで、あぶない学園シリーズも、どうぞよろしく。

　つぎにお目にかかれるのは、春でしょう。それまで、みなさん、さようなら。

一九九三年一一月　　　森　奈津子　　





















第一章　美しいことって、罪なことね







　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。

　あたくしの名前は、綾あや小のこ路うじ麗れい花か。

　高級スーパーマーケットの老舗・小路こうじ屋の社長令嬢よ。

　学校は東京にある名門私立中学、花はな園ぞの学園中等部。

　おなじクラスには「花園学園の王子さま」の異名をとる超ハンサム少年・工く藤どう圭けい一いち君もいるわ。

　だけど、じつは、彼はあたくしの家来も同然。

　だって、彼のお父さまは、スーパー小路屋練馬店の店長。つまり、あたくしのお父さまの部下ですもの。

　だから、工藤君はすべてにおいて、あたくしの言いなり。

　あたくしが命じたら、彼は安やす来き節ぶし・どじょうすくいだって踊るわ。

　ああ、親の権力をバックに他人を支配するのって、なんて気持ちがいいのかしら。

　すでに、この学園は、あたくしの支配下にあるもおなじ。

　全校生徒に君臨するお嬢さま――それがあたくし、綾小路麗花！

　わかっていただけて？

　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。




　四時間目終了のチャイムが鳴り、お昼休みに突入。

　教室では、みんなそれぞれ、グループになってお弁当を広げたり、また、友達同士でお弁当を持って校庭に出たり。

　あたくしのとなりの席の工藤君は、すでに机を反対向きにして、うしろの席のお杉すぎ君と向かいあい、お弁当のつつみを広げている。

　そんな彼に向かって、あたくしはニッコリ微ほほ笑えみかけつつ、

「工藤君」

「え？」

　お弁当箱のふたを手に、彼はあたくしを見る。

　瞳ひとみには、かすかにおびえの色。

　さりげなく失礼な人だわね。

「じつは、あなたに渡したいものがあるの」

　とだけ言って、あたくしはパチンと指を鳴らす。

　それを合図に、あたくしの忠実なしもべ・佐さ伯えきが、スッと前に出る。

　背がヌボーッと高くて、ビン底めがねに、ひっつめのポニーテール。

　その地味ないでたちも、あたくし綾小路麗花を引き立てるためがゆえ。

　佐伯は、放送部からかりてきたＣＤラジカセのボタンを押す。

　ヴィヴァルディの「四季」、春のメロディーが流れはじめる。

　演奏は、もちろんイ・ムジチ合奏団。

　佐伯はてきぱきと、机のうえにあったお杉君と工藤君のお弁当をどかし、白いテーブルクロスをフワッとかける。

　つぎには、紫のバラの一輪ざし。

　それから、佐伯はしずしずと、ふたりの前にお弁当を置く。

　工藤君の前には、スーパー小路屋の〈お大だい尽じん弁当〉。お杉君の前には、元からあったお杉君のお弁当。

　工藤君たちに加わろうと、サンドイッチ片手にやって来たアクタガワは、この光景を見物しながら、つぶやく。

「あーあ。また、佐伯さんってば、綾小路さんを増長させるセッティングをしちゃって……」

　あたくしは、無言のままアクタガワをにらみつけ、彼をだまらせる。

　ふっ。

　このとおり、たてロールの髪に、フリルにレースにギャザーたっぷりのお嬢さまファッションで決めれば、向かうところ敵なしよ！

「な、なに、これ？」

　工藤君は〈お大尽弁当〉を前に、戸惑いもあらわに、あたくしにきく。

「スーパー小路屋の新製品よ。あなたに試食していただきたくて」

「でも……おれ、いいよ。自分のがあるし」

「あら。でも、あなたには、小路屋ブランドの商品を知っていただく必要があるのよ。だって、あなたの将来は、スーパー小路屋のエリート社員ですもの」

「そ、そんな……おれ、そんなこと決めてないよ」

「ふっ。あたくしが、あなたのような優秀な人材を、むざむざと逃がすとでもお思い？」

　工藤君は顔をこわばらせ、絶句する。

　成績優秀、スポーツ万能、おまけにハンサム――そのくせ、意外と気が弱いのよね。

　だけど、ここで同情は禁物。

　優秀な社員となってもらうためには、今からしっかり教育しておく必要があるのよ。

　よくいうじゃない。鉄は熱いうちに打て、って。

「さあ、この〈お大尽弁当〉を食べて、なんらかのコメントをしてちょうだい。うなぎにイクラ、マツタケ、ホタテ、エビ、栗……すべて最高級のものを使っているのよ！」

　お杉君とアクタガワは、そろってもの欲しそうな目を〈お大尽弁当〉に向けている。

　なのに、工藤君はかたくなに、

「でも、おれ……」

「ふっ。ご自分の立場をよく考えたうえで発言したほうがよろしくってよ、工藤君」

　あたくしがさらに迫力をグレード・アップさせた、そのとき。

「いやっ！　工藤君っ！」

　とつぜん、かわいこぶりっ子・山やま本もとアケミの声が響いた。

　ふっ。

　案の定、じゃまが入ったわね。

　アケミはおさげ髪をブンブンッと振りつつ、工藤君にうったえる。

「そんな心のこもってないスーパーのお弁当なんか、食べちゃイヤッ！」

「工藤君がどんな栄養素を摂取しようと、あなたには関係なくってよ」

　あたくしはピシャリと言ってやる。

　このぶりっ子、工藤君のおさななじみだとかで、以前からたびたび、あたくしの妨害をしてくれて、じゃまっけなことこのうえないのよね！

　けど、いくらぶりっ子しても、しぶとさはかくせなくってよ。

　アケミは、大きな目をうるうるさせながら、あたくしに言い返す。

「でも、あたしは、工藤君のおさななじみだもんっ」

「あら。あたくしは、彼のお父さまのつとめ先の社長令嬢よ」

「なによっ。綾小路さんなんて、そればっかり！」

「あなたこそ『おさななじみ、おさななじみ』って、過去にすがってばかり。工藤君には、もう終わったことでしかないのに。ああ、見苦しいったらないわ。オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

　あたくしは美しく、ゴジラ級破壊力の「最終お嬢さま笑い」を決めた。

　アケミは両手の握りこぶしを口もとにそえた「ぶりっ子ポーズ」で、内心の衝撃を表現している。

　あいかわらず、芸のない人ね。

　あたくしは勝利を確信し、工藤君のほうに向き直ったものの――。

「あ、あ、あなたたちっ！　なになさってるのよっ？」

　思わず、声がうら返ってしまう。

　ハゲタカのごとく〈お大尽弁当〉にむらがっている者が、約二名！

　あたくしの問いに対して、

「スーパー小路屋の〈お大尽弁当〉の試食をしてるんでーす」

　アクタガワはホタテ貝をわりばしではさんだまま、しゃあしゃあと宣言し、硬派のお杉君はとなりで口をモゴモゴ動かしながら、重々しくうなずく。

「どうして、あなた方が食べるのよっ？　これは、あたくしが工藤君のために持ってきたお弁当なのよ！」

「ぼくたち、将来はスーパー小路屋に就職しますから、研修もかねて試食をしてるんでーす」

　アクタガワが笑顔で答えると、やっぱり、お杉君はモゴモゴしながら無言でうなずく。

「おふざけにならないでちょうだいっ！」

　あたくしが一喝すると、アクタガワは硬直し、お杉君はモゴモゴしながらあたくしを興味深げに見る。

「どうして、このほこり高いあたくしが、アクタガワ君やお杉君みたいなザコを餌えづけしなくてはならないわけ？　なにが悲しくて、花園学園高等部への推薦入学もあぶない人たちを、スーパー小路屋の社員として青田買いしなくてはならないわけっ？」

「進学問題のことは言わないでよーっ！」

　アクタガワは頭をかかえてわめき、お杉君はボソッと、

「お嬢さん、それは言わない約束でございます」

「な、なにが『ございます』よっ。急に、気持ち悪い言葉づかいにならないでちょうだい！」

「気持ち悪い……それはあんまりでございます」

「だから、その『ございます』をやめなさいっていうのよっ！」

「申しわけのうございます」

「ええい！　おだまりっ！」

　ガタンッ……。

　いきなり、ドラマチックな物音。

　そちらを見やれば、アケミが「よろめきました」と言わんばかりの姿勢で、机に手をついていた。

　そして、どうしたわけか、目に涙をためて言い放つ。

「ひどい……ひどいわ！　杉すぎ本もと君もアクタガワ君も、ひどいっ！」

　なにがひどいのよ？

「綾小路さんはあたしのつっこみ役なのに……横どりしないで！」

「な、なんですってっ？　だれがあなたと漫才コンビを組んでいるとおっしゃるのっ？　ボケも休み休みおっしゃってちょうだい！」

　――って、あたくしったら、なんでつっこみ入れてるのかしら。

　アケミは両手をギュッとにぎりしめ、うったえる。

「あたしのかわいらしさは、綾小路さんのいじわるなつっこみによって、さらに磨かれることになっているのにっ！　ひどいわ！　アクタガワ君も杉本君も！」

「ごめんね」

　アクタガワが苦笑いしながらあやまると、お杉君も重々しく、

「許してください、山本さん。おれ、心から反省してます。悔いあらためます」

「ええい！　あなた方も、いちいち調子をあわせるんじゃないわよっ！」

　あたくしがふたりをどやしつけたところ、アケミがうるうる声で、

「ほら！　やっぱり、綾小路さん、アクタガワ君と杉本君につっこみを入れたわ！」

「だから、なんだっておっしゃるのよっ？」

「もう、綾小路さんなんて知らないっ！」

　ダダッ！

　アケミは教室をとびだす。

　すると、すかさず、その親友・幸さち子こが、

「アケミ！」

　と、マニュアルどおりに、傷ついたぶりっ子の後を追う。

　けど、出口で止まって、ふりかえると、

「綾小路さん。あの子、最近、不安定なんだ。たのむから、今度はちゃんと責任もって、つっこみ入れてよね」

「だから、どうして、あたくしがアケミさんのつっこみ役なのよっ！」

　あたくしが声をはりあげたときには、幸子の姿は消えていた。

　ええい！

　一体、あたくしをだれと心得ているのっ？

　どうやら、最近、全人口に占められる無礼者の割合が増えているようね。

　これは、ゆゆしき事態だわ！

　だけど……あたくし、負けなくってよ！

　こうなったら、花園学園の王子さま・工藤君がこの綾小路麗花の支配下にあるということを全校生徒に理解させ、あたくしの権力を誇示してさしあげるわ！

　あたくしは、工藤君にスッと目をうつす。

　工藤君は、ギクリと身をこわばらせる。

　ホホホホホホホホホホホホホホ……。

　あたくしは、口もとに手をそえ、お嬢さま笑いを決める。

　そして、ビシッと大宣言。

「工藤君、あたくしは未来のスーパー小路屋の経営者として、なにがなんでもあなたを手に入れてさしあげてよ！」

　ホホホホホホホホホホホホホホ……。

「四季」をバックに、あたくしの美しいお嬢さま笑いがひびきわたる。

　工藤君とアクタガワはそろって身をこわばらせ、お杉君はなぜか、ひそかにぶりっ子ポーズで大ショックを表現している。

　ふっ。

　なんとか、美しく決めることができたようね。

　ただ、硬派・お杉君のしぶいぶりっ子ポーズは、ちょっと気になったけど。
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　放課後の部室棟。

　ガラッ。

　あたくしは、ノックすることもなく、文芸部の部室の戸を開けた。

　原稿用紙にペンを走らせていたアクタガワは、パッと顔をあげる。

　室内には、部長の彼ひとりだけ。

「アクタガワ君、お茶入れてちょうだい。玉露でなくてもけっこうよ。無理なさらないで」

　ズル……。

　アクタガワの黒ぶちめがねが、ずり落ちた。

「玉露でなくてもけっこうよ――ってねぇ、いきなり来て、なんだよぉー」

「あら。なにか文句がおあり？　あたくし、これでも妥協したつもりよ」

　あたくしがにらみつけると、アクタガワはしぶしぶ席をたち、

「わかりましたよっ。お茶くみでもコピーとりでもなんでもいたしますよ、課長」

　なげやりにつぶやきながら、お茶を入れはじめる。

　どうでもいいけど、その「課長」っていうのは、なんなのよ？

　あたくしは、アクタガワの原稿用紙のたばをパラパラとめくる。

「あなた、今、どんなお話を書いていらっしゃるの？」

「人間合格」

「……どういうお話よ、それは？」

「『早く人間になりた〜い』をモットーに生きる妖よう怪かい人間ベムが、文部省認定の人間検定に合格して、めでたしめでたしの話」

「あなた、このまえも、妖怪ものを書いていたのではなくって？」

「吾わが輩はいは猫又である」

「それよ。どういう話よ？」

「酔っぱらって水がめに落ちてしまった吾輩は、じつは妖怪猫又だったので死なずにすみました。めでたし、めでたし――っていう話」

「……将来、あなたが芥川賞をとることになったら、そのときが日本の文壇の滅亡の日なのね」

「どういう意味だよ、それ？」

「あら。ほめているように聞こえてしまっていて？　だったら、もう少しわかりやすい言葉で言い直してさしあげてよ」

「いいよ。もう……」

　アクタガワはちょっとむくれて、あたくしの前にお茶を出す。

　一口飲んで、余裕を見せてから、あたくしはアクタガワに告げる。

「あたくし、ここを拓たく人ととの待ち合わせ場所にしたの。ゆっくりさせてもらうわよ」

「え？　岡おか野のさんが来るの？」

「そうよ」

「やったー！」

　アクタガワは、あからさまによろこぶ。

　岡野拓人――彼は、あたくしの家来のひとり。

　おなじ花園学園の、高等部の二年生。

　特別に目をかけてあげているから、まあ、俗に「彼氏」ともいうわね。

　それにしても――。

「アクタガワ君。どうして、あなたがよろこぶのかしら？」

「だって、岡野さん見てると、なんだか、ほのぼの気分になれるんだもん」

「勝手にほのぼの気分になるんじゃないわよ。ずうずうしい人ね。見せ物じゃないのよ」

「まーた、そうやって、綾小路さん、岡野さんをひとりじめしようとするー」

「あたりまえじゃないのっ！　あたくしには拓人をひとりじめする権利があるし、拓人にはあたくしにひとりじめされる義務があるのよっ！」

「岡野さん、かわいそう……」

「なんですってっ？」

「でも、じつは、それが岡野さんにとって幸せなんだから、人間ってわからないものだよね」

「それ以上しゃべらないほうが身のためよ、アクタガワ」

　あたくしが迫力をにじませて忠告してあげたのに、アクタガワは平然と、

「気分次第で、呼び方が『アクタガワ君』だったり『アクタガワ』だったりするの、やめてほしいよなー」

「だったら、呼びすてに統一するわよ、アクタガワ」

「それも、やだな」

「だったら、いちいち文句をいうのではなくってよ」

「わかりましたよぉ」

　アクタガワは不満げにいうと、自分のお湯飲みを持って、あたくしの向かいにすわる。

　そして、真剣な顔で切り出す。

「ねえ、綾小路さん」

「なによ」

「工藤のことだけどさぁ、あいつ、最近、ちょっと元気ないんだ」

「まあ。なにかあったの？」

「あいつさぁ、このごろ、やたらと女の子にもてて……まあ、まえから人気あったけど、最近は積極的で強引な女の子が次々と攻撃してきてさぁ。学園のプリンスだとかなんだとかさわがれていても、あの性格だろ？　気がやさしいというか弱いというか……。いつも女の子たちに押されぎみで、つかれきっちゃってるみたいなんだ」

「まあ、お気の毒。アクタガワ君が一度たりとも味わったことのない苦労よね」

「ぼくのことは、ほっといてよっ。だいたい、綾小路さんもいけないんだよっ」

「あら。どうして？」

「だって、なにかというと、工藤をひとりじめしようとするじゃないかっ。あれは、工藤ファンの女の子たちをまともに刺激してるんだよっ。綾小路さんが工藤を支配下におこうとすればするほど、女の子たちは、あせりをかんじて、工藤にせまるようになるんだよっ」

「まあ。あたくしったら……。美しいことって、罪なことね」

「ふざけてる場合じゃないよ」

　ふざけてなんかいないわよ。

　どこまでも失礼な男ね。

「工藤って、わりと素直に、綾小路さんのいうこときくだろ？　だから、同情から告白してくる女の子も出てきて、大変なんだよ。『あたしが、綾小路さんから守ってあげるっ』とかなんとか言っちゃってさ。で、工藤、ひそかに傷ついてるんだ」

　工藤君ったら、一応、自分の気の弱さを、ふがいないとは思っているようね。

　ふっ。

　あたくし、見直してあげてよ。

「そのうえ、ここのところ、ラブレターの数も急増してるんだ。なのに、工藤は、はっきりことわることもできなくて、みーんな無視してるんだよ。だから『冷たい男だ』って一部の女子の間じゃうわさされてて、それでまた、あいつ、ひとりで傷ついてるんだ」

「ようするに、せまりくる女の子を、うまくかわせばいいわけでしょ？　だったら、いい考えがあってよ」

「えっ？　なに、なに？」

　アクタガワは大きな目をまん丸にして、身を乗り出す。

　そこで、あたくしは、きっぱりと、

「お杉君と工藤君をくっつけてしまえばいいことじゃない。工藤君ファンも寄りつかなくなるわよ」

「やめてよぉぉぉーっ！」

　アクタガワはのけぞり、声をしぼり出す。

　じつは、硬派で有名な柔道部の部長・お杉君こと杉本晴はる信のぶ君は、親友の工藤君に友情以上の気持ちをいだいているのよ。

　そして、このふたり共通の親友であるアクタガワは、そのことを知っているものだから、いつもドキドキハラハラ。

　けれども、当の工藤君は平和なもので、まさかお杉君に思いを寄せられているなんて、これっぽっちも考えていないのよね。

「そんなの、ぼくは、ぜったいに許さないからなっ！」

「ひょっとして、あなた、ひとりあぶれるのがくやしいわけ？」

「冗談やめてよっ！　ぼくは、ふたりがそんなあやしい関係になるなんて、たえられないんだよっ！」

「親友ふたりのしあわせを祝福することができないなんて、あなたって、意外と心のせまい人ね」

「あ・の・ねぇ……」

　アクタガワはさらになにか言いたかったようだけど、あきらめたらしく、そこで言葉をとぎれさせてしまった。

　それから、不機嫌そうな口調で、

「だいたい綾小路さんはね、岡野さんという人がありながら、どうして工藤にちょっかい出すわけ？　あれじゃあ、工藤もかわいそうだし、岡野さんだって気の毒だよ」

「あら。工藤君も拓人も、あたくしの家来だから、その点は問題なくってよ。ついでに、あなたとお杉君も、あたくしの家来なのよ。ちゃんと自覚を持つことね」

「なんで、ぼくたちが、綾小路さんの家来なんだよぉ」

「口のききかたに気をつけたほうがよろしくってよ、アクタガワ君。あたくしは、ほこり高き綾小路麗花なのよ。おわかり？」

「ほこり高き、って……たしかに、綾小路さんって、たたけばいくらでも埃ほこりが出てきそうだよね」

「なんですってっ？」

　あたくし、華麗なる平手打ちをすべく、右手を振りあげた。

　とたんに、アクタガワ、びびって硬直しつつも、声をはりあげる。

「わーっ！　岡野さーんっ！　助けてくださーいっ！　綾小路さんがいじめますぅー！」

　ガラッ。

　いきなり戸が開き――。

　そして、本当に拓人が入ってきたじゃないの！

「麗花ちゃん、けんかはよくないよ。もう、やめようよ。ね？」

　そういって、ニッコリ笑う。

　そのお日さまみたいに明るい笑顔に、つい、あたくし、クラッときてしまったものの、とっさに軌道修正して、いつものように、

「ええい！　これは、けんかじゃなくってよっ！　ほこり高き綾小路麗花が、無礼な者に身のほどというものを教えてあげているところなのよ！」

　だけど、アクタガワが横から、拓人のペースにあわせ、

「綾小路さん、ごめんね。ぼくもいけなかったんだ。仲直りして、すべて水に流そうよ」

「ほら、麗花ちゃん。アクタガワ君も、こう言ってくれてることだし。ね？」

「ええい！　おだまり、おだまり、おだまりっ！　これは対等な者同士がする『けんか』などではなくってよっ！　もうっ！　何度いわせる気っ？　あたくしは無礼なアクタガワに態度をあらためるよう命じていたところなのよっ！」

　すると、拓人は、またニコーッと笑い、

「ごめんね、麗花ちゃん」

「どうして、あなたが、そこであやまるのよっ！　非礼をわびるべきなのは、アクタガワなのよっ！」

「じゃあ、ぼくもあやまるから、許してあげてよ。ね？」

　と、拓人がニコニコしながら手をあわせたとたん、アクタガワが顔色を変えて、

「わーっ。岡野さんがあやまることなんて、ありませんよぉ！　ごめんなさい、ごめんなさいっ！　みんな、ぼくがいけないんですっ！　綾小路さん、許してくださいっ！」

　ふっ。

　ついに折れたわね。

「わかれば、よろしくってよ。これからは、あたくしに対しどんな態度で接するべきなのか、しっかりと気をくばることね。今日のところは、拓人に免じて特別に許してさしあげてよ。ただし、一度だけよ。次があるとは思わないことね。ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

　すると、拓人がホッとしたように、

「ああ、よかった。ふたりとも、仲直りしてくれて」

「ええい！　けんかじゃないって、何度いえばわかるのよっ！　あなたって人は！」

「あ。ごめんね」

「だ・か・らぁ、軽々しくあやまるんじゃないわよっ！　どこまでもおひとよしなんだからっ！」

「ごめんね」

　拓人はフワーッと笑う。

「あやまらないでって言ってるでしょっ！　あなた、わからないのっ？」

「ごめんね。あ……また、あやまっちゃった。ごめんね。あ。また……」

「ええい！　おやめっ！　きりがないじゃないのっ！」

「ごめんね」

　もうっ！　やりにくいったらないわっ！

「岡野さん、やっぱり、強すぎる……」

　ひとりごとのように、アクタガワがボソリとつぶやいた。
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「ねえ、ねえ。どうだった？」

「まあまあ、ってとこかな？」

「おい、見せろよ」

「おれ、高等部の推薦、やばいかも……」

　定期試験の成績票を見て、みんなそれぞれ、のけぞったり、ニヤリとしたり、ホッと安あん堵どのため息をついたり。

　すでに教室はおしゃべりの渦。

　あたくしは、うしろの席の佐伯に命じる。

「佐伯、お見せなさい」

「はい、麗花さま」

　成績票には、五科目の点数、平均点、偏差値、学年平均などのデータが載っている。

　佐伯の学年順位は――二三番。

　花園学園高等部への推薦入試は、楽々合格できる点数ね。

「まあまあの点数じゃないの」

「麗花さまは、いかがでしたか？」

　あたくしは、佐伯に成績票を見せた。

　学年順位、一一番。

「さすがですね、麗花さま」

「ふっ。本気を出せば、もっといくわよ。今回は、ちょっと力をおさえたの。だって、毎回、成績優秀者として掲示板にあたくしの名前が貼り出されるのでは、みなさま、自信をなくされるでしょう？」

　この学校では、学年順位一番から一〇番までの人は掲示板に名前が貼り出されることになっているのよね。

「さすがは麗花さま」

「ふっ。あたくし、こう見えても、けっこう慈悲深いのよ。ホホホホホホホホホホホ……」

　教壇のうえで、成績票を配り終えた担任のミツグちゃんこと花園貢みつぐ先生が声をはりあげる。

「はい、静かに！　席について！」

　ちなみに彼は花園学園理事長の孫にあたる、お坊ちゃま育ちの二五歳。

　特徴――美形だけど気が弱すぎる。

　よって、大きな声を出すのも、あまり得意ではない。

「みんな、静かに！」

　ミツグちゃんのたよりなげな「静かに！」でも、一応、教室は静かになる。

　生徒たちは、みんなミツグちゃんをあわれんで、従順になってあげているのよね。

　まあ、それも、ミツグちゃんが話のわかるいい先生だからなんだけど。

「成績を見てショックを受けた人もいるかもしれないが、まだまだ間に合うからな。あきらめちゃだめだぞ」

　ミツグちゃんは真剣な顔で、うったえる。

　自分が気が弱いものだから、生徒はみな傷つきやすいと思い込んでいて、そんなところがまた、けなげなのよねぇ。

「高等部の推薦入試の募集人数は、今年も三〇〇人だからな。推薦を目指す者は、三〇〇番以内に入れるように、がんばるんだぞ！」

「はーい」

　みんな、小学一年生のような調子でこたえる。

　それから、すぐに休み時間になった。

　みんな、ワラワラと席をたつ。

「やあ、工藤君」

　とつぜん、工藤君の席の前に立ちふさがったのは――生徒会長の代だい官かん山やま昇のぼる。

　銀ぶちめがねの奥の涼やかな瞳が、キラリと光る。

　この人、けっこう油断できない男なのよね。

　すわっている工藤君を見下ろして、彼はいう。

「おめでとう。今回の試験は、きみが一番だね」

　まあ！　工藤君ったら、ついに、万年一番の代官山を負かしたんだわ！

　一応、代官山は笑顔を作ってはいるけど、ほっぺたがかすかにひきつっている。

　これは、ライバル意識の炎がメラメラだわね。

「一体、どこの塾に行ってるんだい？　それとも、家庭教師？　参考のため、ぼくに教えてくれないかい？」

「お、おれ、塾には行ってないし、家庭教師にもついてないよ」

「うそだろう？」

「本当だよ」

　代官山の迫力に工藤君は押されぎみで、おどおどと答える。

　ナンバー・ワンなら、もっと堂々としなさいよっ。

　代官山はフッと笑うと、

「いやだな。陰でこっそりガリ勉して、ぼくに差をつけるつもりかい。きみも相当、性格が悪いね」

　おお！

　これは、絵に描いたような嫌味な秀才だわ！

　代官山ったら、なかなかやるじゃないの！

　――なんて感心している場合ではないわね。

「おれ、うそなんかついてないよ」

「まだ、とぼける気かい？」

　と、そのとき。

「工藤はうそじゃないって言ってるだろ。ひがみたくなる気持ちもわかるけど、いいかげんにしておけば？　はっきり言って見苦しいよ、生徒会長」

　工藤君をかばって割って入ったのは、チビのわりに気の強いアクタガワ。

　けど、代官山はばかにしたように鼻で笑うと、

「そういうきみは、学年で何番だったんだい？」

「聞いておどろけ。二七二番だ」

　アクタガワは平然と言ってのける。

　彼の場合、弁がたつうえに文章もうまいし、頭の回転も速いのに、好ききらいがはげしくて、成績はいまいちなのよねぇ。

「二七二番だって？　ふん。お話にならないね」

「でも、ぼくにだって、おまえに勝つものはいくらだってあるぞ！」

「おや。なんだい？　興味があるねぇ」

　代官山は、いじわるな調子でいう。

　すると、アクタガワはサッと自分のめがねを取り、

「ぼくは、はっきりいって美少年だぞ」

　おお……！

　教室は、感動のうめきにつつまれる。

「アクタガワのやつ、ついに顔を武器にした……」

「かっこいいっ」

「やるじゃないの！」

　アクタガワ……強くなったわね。

　たしかに、この子、長いまつげにパッチリお目々の、美少女風美少年なのよねぇ。

　ところが、代官山も、負けてはいなかった。

　おなじように、彼もサッとめがねを取ると、

「ぼくは、はっきり言ってハンサムだよ」

　おお！

　たしかに、彼、涼やかな切れ長の目のクールなかんじのハンサムだわ！

　代官山は、勝ちほこったように、つづける。

「はっきり言って、きみよりもぼくのほうがハンサムだぞ」

「おれもそう思う」

　と、いきなり背後から重々しくコメントしたのは、お杉君。

　とたんに、代官山は、ギョッとしてとびすさる。

「す、す、杉本君っ。い、いきなり、なんなんだ、きみは！」

「はっきり言って、生徒会長には、そそられるものがある」

　あいかわらず、あぶない発言が好きな人だわねぇ。

　またしても、人々はどよめく。

「おお……」

「杉本が生徒会長にセクシュアル・ハラスメントを……」

「イヤ、イヤ、イヤッ♡」

「杉すぎさまのエッチー♡」

　お杉君は、一歩、代官山に接近。

「うわ……よ、よるなっ」

　代官山はあたふたと、あとずさる。

　そして、おびえながらも、うわずった声で彼にきく。

「だ、だいたい、杉本君、き、きみは、な、な、何番なんだっ？」

「三三八番だ」

　それを聞いて、代官山は、完全に落ちつきをとりもどした。

「はっ！　それじゃあ、到底、推薦は無理だね。もちろん、一般入試で高等部を受け直しても、合格はまず無理だな。ははっ。笑わせないでほしいね、杉本君」

　と、そのとき。

　それまで、おろおろと様子を見守るだけだった工藤君の表情が、いきなり変化した。

　キッと代官山をにらみつけ、彼はいう。

「代官山。二番のくせに、ずいぶんと偉そうな口をきいているじゃないか」

「く、工藤君……」

　いきなり工藤君にきつい言葉を浴びせかけられ、代官山はポカンとする。

　工藤君は表情を変えぬまま、冷ややかにつづける。

「くやしかったら、おれを負かして、ふたたびナンバー・ワンに返り咲いてみろよ。まあ、塾や家庭教師につかないと一番になれないやつが、今さらおれを負かせるとは思えないけどな」

「なっ……」

　代官山は真っ青になった。

「わかったなら、このクラスから出て行ってくれないか？　目ざわりなんだ」

「ず、ずいぶんと強気じゃないか。一番になったら、性格まで変わったのかい？」

「うだうだ他人にからんでるひまがあるなら、英単語のひとつでもおぼえてろよ」

　す、すごいわ、工藤君！

　ここまで言ってのけるなんて！

「くっ……。い、今に見てろよ！　本当はだれがいちばんすぐれているのか、思い知らせてやる！」

　代官山は安っぽいすてぜりふをのこし、教室を出て行った。

　工藤君は、フラーッと、いすにへたりこんだ。

　見たら、真っ青で、かすかにふるえている。

　悪役を演じるのは、彼にとってはかなりの心の負担だったようね。

　アクタガワは、工藤君に駆け寄る。

「工藤、やるじゃないか！　かっこよかったよ！」

「……ごめん、アクタガワ。お杉も、ごめん。本当は、おれがしっかりしてなくちゃいけないのに、いつも、かばってもらってばかりで……」

「なに言ってるんだよ。ぼくは代官山に腹が立ったから、言ってやっただけだよ」

　すると、お杉君も真顔で、

「おれも、代官山の顔がわりと好みだから、欲望のままに行動してみただけだ」

　たちまち、アクタガワは真っ青になり、教室のあちこちでのけぞる者が続出。

　けど、工藤君はその意味を深く考える余裕などないらしく、頭をかかえて苦悩する。

「おれ、やっぱり、もっと自分の人間関係をうまく調整しなくちゃいけないんだ。なのに、おれ、いつも弱気で、おまけに、とろくさくって――」

「おいっ！　工藤っ！」

　いきなり、教室にとびこんできた男がひとり。

　このクラスの人じゃないわね。

　筋骨隆々、中学生には見えない男子生徒。

　彼は、キョトンとしている工藤君に向かって言い放つ。

「今日という今日は、おれも、だまっちゃいないからなっ！」

「え……？　おまえ、だれだっけ？」

　工藤君が戸惑ったようにきくと、相手の男は、

「三年一〇組、木き田だ和かず男お！　陸上部所属！　趣味は大正琴！」

　ぶぶっ。

『大正琴』のひとことに、みんな、吹きだす。

　けど、工藤君は、まじめな顔で、

「あ。おれ、三年一組、工藤圭一、サッカー部所属です。趣味は、ええと……」

「自己紹介じゃねえっ！」

　木田君が声をはりあげた、そのとき。

「木田君っ！　乱暴はやめて！」

　なぜか、アケミがドラマチックにとびだしてきた。

「アケミちゃんは、だまっててくれっ。おれは……おれは、この男だけは、許せないんだ！」

　木田君は工藤君をビシッと指さす。

　けど、工藤君はおどおどと、

「え？　お、おれ、なにか悪いことしたっけ？　だったら、あやまるよ。ごめん」

「あやまってすまされる問題かっ？　おまえは……おまえは、幼稚園のころから、アケミちゃんの純情な乙女心をふみにじってきておきながら、しゃあしゃあと……！」

　怒りにふるえる木田君に、工藤君は信じられないという顔でいう。

「おまえ……アケミちゃんが好きなわけ？」

「そうだっ！」

　ひーっ！

　恥ずかしげもなく、この人は……。

　工藤君は、気弱な愛想笑いを浮かべつつ、木田君にいう。

「でも、おれ、アケミちゃんとは、なんでもないんだ。本当に」

「その態度が許せんというのだ！」

「おまえ、ひょっとして……アケミちゃんにふられたの？」

「だ、だまれ！　だまれ！　だまれーっ！」

　そこに、アケミが割りこむ。

「ふたりとも、あたしのために争わないで！」

「お、おれ、争ってなんかいないけど……」

　工藤君はおずおずと反論したものの、アケミにギロッとにらみつけられ、口をつぐむ。

「表へ出ろ、工藤！　おれと勝負だ！」

「ええっ？　なんで、アケミちゃんのことで、おれが――」

　工藤君は言いかけたけど、アケミがそれをうわまわる大声で、

「木田君、工藤君、おねがいっ！　あたしのために争わないでっ！」

「そ、そんな、おれ、アケミちゃんのことで、けんかなんて――」

「あたしのために争わないで！」

　つまり『あたしのために争って』と言いたいわけなのね。

　工藤君は、その場から動こうとしない。

　いいえ、動けないようね。

　そこに、業を煮やした木田君が、

「ええい！　面倒だっ！　ここで決着をつけてやるっ！」

　工藤君にグワッとなぐりかかった！

　しかし、工藤君はサッとかわすと――。

　バキッ！

　あざやかな右ストレートを、木田君の横っつらにたたきこむ。

　グワシャーン！

　机といすをなぎ倒し、戸を一枚外したうえで、木田君は廊下までふっ飛んでいった。

　シーン……。

　しばしの沈黙の後、みんなの間からつぶやきがもれる。

「工藤君、すごい……」

「あいかわらず、こわいやつ」

「おとなしいくせに、けんかさせると強いなんて……」

　工藤君は、真っ青になって、自分のにぎりこぶしをじっと見つめている。

　やりすぎてしまったことに、早くもブルッているようね。

　アケミはひとり、ニンマリとしている。

「お、おれ……」

　熱にうかされるように、工藤君は、低い声でつぶやく。

「もう、やだ……こんな生活……」

　でしょうね。

「おれ、こうなったら……こうなったら……」

　そこで言葉を切り、工藤君はなにかを決意したかのような様子でパッと顔をあげると――。

「もう、男しか愛さないっ！」

　と言ったのは、工藤君ではなく、いきなり割りこんできた茶帯のチャトラン！

　彼の発言に、みんな一斉にぶっとぶ。

　後頭部の髪が天然の茶黒のメッシュでトラジマに見えるうえ、柔道で茶帯をとったから、人呼んで「茶帯のチャトラン」。

　彼は、柔道部の副部長なのよね。つまり、お杉君の補佐役。

　ただし、見かけは柔道少年というよりはお軽いマリン・スポーツ少年。

　凍りついた空気の中、チャトランは頭をかかえてわめく。

「ああっ！　どうしたわけか、とつぜん、おれは工藤の代弁者になってしまった！」

「どこが代弁してるんだよ……」

　工藤君は沈んだ声で反論。

「じゃあ……工藤、一体、おまえはなんて言おうとしたんだっ？　たのむっ！　教えてくれっ！」

「おれ、もう、花園学園高等部に進むのやめて、都立受けようかな、って……」

「ええっ？」

　チャトランは両手で自分のほっぺたをつつんで驚きよ愕うがくすると、女の子の声色になって、うったえる。

「いやっ！　男子生徒の美少年率が極めて高い花園学園をやめるなんて、そんな、もったいないことしないでっ！　高等部は、この茶帯のチャトランも目指しているのよぉ！　あなた、チャトランがほしくないのっ？」

「なんだか、よけいに行きたくなくなった……」

「ひ、ひどいっ……」

　チャトランはよろめいたものの、まだまだ負けはしなかった。

「ちょっと、杉さまっ。あんたも、なにか言ってやってよ！」

　と、部長のお杉君に、応援をたのむ。

　ところが、お杉君は重々しい声で、

「おねえ言葉でおれに命令するな」

「おい、杉本っ。おまえも、なにか言ってやれっ！」

　チャトランが律義に男言葉で言い直すと、お杉君は工藤君にきく。

「工藤。どの高校、受けるんだ？」

「ああっ！　しまったーっ！」

　チャトラン、頭をかかえてわめく。

「杉本は、工藤と学区がおなじうえ、花園学園高等部の推薦入試はあぶないってクチだったんだ！　こいつ、工藤といっしょに都立高校に行って、工藤をひとりじめするつもりだっ！　アクタガワ、おまえ、なにか言ってやれっ！　おまえ、推薦はバッチリだろっ？」

「ぼく、このまえのテスト、二七二番だけど……」

「なんだか、たよりにならないなぁ」

　チャトランがつぶやいたとき。

「なんだ、このありさまは！　だれのしわざだっ？　首謀者は名乗りをあげよ！」

　外れた戸のむこうにあらわれたのは、生徒指導の花園育いく夫お先生――通称サディスティック育ちゃん！

　花園学園理事長の末息子で、ミツグちゃんの叔父にあたる数学教師。

　ちなみに、二九歳、独身。

　彼の足元には、木田君がそのまま放置されていた。

　よくよく考えたら、チャトランのせいで、状況がそれまでの本筋から外れたのよっ。

「お、おれがやりました」

　工藤君が一歩前に出たとき、木田君がヨロヨロと立ちあがり、

「先生、ちがうんですっ。工藤はおれに勝ったんですっ。悪いのはおれですっ」

「ばかもんっ！　けんか両成敗だっ！　ふたりとも、生徒指導室まで来い！」

　育ちゃんの怒声をバックに、木田君は工藤君に微笑みかける。

「工藤、おれの負けだ。アケミちゃんは、おまえのものだ」

「……いらない」

　工藤君は、弱々しくつぶやいた。ただし、アケミには聞こえないように。

「もう、こんな生活、やだ……」

　だったら、この綾小路麗花の家来であることをはっきりとみんなに向かって示すことね。

　そうすれば、だれもあなたに手出しできなくなってよ。

　ふっ。

　どうやら、状況は、あたくしに有利な方向に向かってきたようね。

　けど、そんな中、アケミはひとりで酔いしれている。

「工藤君、木田君、ごめんなさい。あたしのために……」

　この『あたしのために』っていうシチュエーション、アケミはこよなく愛しているようだけど、いつも実際には『あたしのせいで』というべき状況になっているのよね。











第二章　あたくし、寛大な主人になれる自信はあってよ







「綾あや小のこ路うじさん」

　いきなり、階段の途中、うえのほうから声がかかった。

　あたくしの行く手をふさぐように立っていたのは、三人の女子生徒。

　まん中の、ショート・カットにめがねをかけたソバカスの子は――おなじクラスの如きさ月らぎ恒つね子こ。

　右側のクルクルくせっ毛のロリータ風少女と、左側の背の高いロング・ヘアの子は、見おぼえはあるけど、名前は知らない。

　三年生のようだけど、ちがうクラスの人だわ。

　その目つきからすると、この三人、あたくしに好意をいだいてないことは、たしかなようね。

　よって、あたくし、ツンとあごをあげて言ってやる。

「なにかご用かしら？　じゃまをするつもりなら、あとにしてくださらない？　あたくし、急いでますの。ごめんあそばせ」

「待ちなっ！」

　ロング・ヘアが、するどい声で言い、あたくしの行く手をはばむ。

　あたくしは動じることなく、ゆっくりと相手を見やり、余裕で微ほほ笑えみかけてさしあげる。

「あなた、だれに対して口をきいていらっしゃるの？　言葉づかいに気をつけたほうが、身のためよ」

「う、うるさいっ。あんたねぇ、最近、目ざわりなんだよっ」

「なら、目をつぶっていらっしゃればよろしいのではなくって？　あなたがあたくしのことをどう思っていようと、あたくしは興味ありませんもの。ごめんあそばせ」

　すると、今度はクルクルくせっ毛少女が、勇気をふりしぼるかのような、思いつめた口調で、

「く、工く藤どう君のまわりを、うろちょろしないでっ！」

　なるほどね。

　工藤君ファンが、あたくしの存在を脅威にかんじて、攻撃に出てきたというわけね。

　どうでもいいけど、このくせっ毛娘、ふるえているわ。群れなくてはなにもできない気弱少女のようね。

　見ていらっしゃい。

　見事、撃退してさしあげてよ。

　あたくしは、三人を見つめて、やんわりと言ってやる。

「あなたがた三人に対し、こちらはひとり。この構図はなにを意味しているのかしら？　ひょっとしたら、あなた方は三人になって、やっとあたくしひとり分の価値に値するようになるということなのかしら？」

「ひどい……」

　とたんに、気弱くせっ毛少女はジワッと涙をにじませ、ロング・ヘアは、

「なんだとぉっ？」

　と、下品にすごむ。

　ふっ。

　なかなか盛りあげてくれるじゃないの。

　けど、いちばん油断できないのは、一言も発していない如月恒子だと見たわ。

　この人、さっき、あたくしの言葉にニヤリとしたのよね。

　あたくしは、うでぐみをし、さらにいう。

「三対一だなんて、ひきょうなことね。けど、ここは特別に大目に見てさしあげるわ。たばになってかかってきても、クズはクズですもの。あなたがたがひとりだろうと三人だろうと、こっちにしてみれば、たいして変わりはないわ」

「なにぃっ？」

　やはり、声を荒らげたのは、ロング・ヘア。

「あら、お気にさわったなら、訂正しますわ。もともと、あなたがたはクズではなかったけど、たばになることによって、おのれのプライドの低さを証明し、クズになりさがったのでしたわね。お気の毒なこと。オーッホホホホホホホホホホホホホ……」

「だ、だまれっ！　この高慢お嬢がっ！」

　と、ロング・ヘア。

　くせっ毛娘は、あたくしの美しい迫力に声も出ない様子。

　そして、恒子は……やはり、すました顔をしている。

　あたくしは、彼女の反応に注意しながら、言い放つ。

「さあ！　もっと、あたくしに、お下劣ないやがらせをなさるがいいわ！　あたくしの前に、見苦しいおこないをさらし、さらにあたくしを楽しませてちょうだい！　あなたがたが醜ければ醜いほど、あたくしの美しさは引き立ちますのよ！」

「ひ、ひどいっ！」

　くせっ毛娘が声をあげる。

「あら。ひどいのは、あなたの根性ではなくって？　群れないと戦うこともできないなんて、根性がくさっていらっしゃいますわ。ああ、やだやだ。あなたなんて、あたくしの視界に入ることすらけがらわしいわ」

「ひどいっ！」

　くせっ毛少女は両手で顔をおおうと、器用にも、そのままダダッと階段を駆けおりていってしまう。

　ロング・ヘアはあわてて後を追おうとしたけど、ハッと立ち止まり、顔色をうかがうように恒子を見る。

「行っておやりなさい」

　恒子がおだやかな口調で許可を出すと、ロング・ヘアはうなずき、階段を駆けおりていった。

　あたくしと目があうと、恒子は口もとで笑った。

　よって、あたくしも笑いかえし、言ってやる。

「ずいぶんと頼りにならない手下ですわね」

「お恥ずかしいかぎりです」

　恒子はやんわりとこたえる。

「如月恒子さん、あなた、どういうおつもりですの？」

「綾小路さん、お見事でした。ここまであざやかに、敵を侮辱し、葬り去ることができるとは」

「質問の答えになっていなくってよ。あなた、どういうおつもりで、あんな態度に出てきたわけ？　まさか、楽しむためではないでしょう？」

　すると、恒子は、笑みを顔面にはりつけたまま、

「綾小路さんを倒すことは、工藤君を崇拝する少女たちの夢です」

「やっぱり、あなた、工藤君ファンなのね？」

「そうです。そして、わたしは、この手であなたを倒したいのです」

「あなたのささやかな夢をぶちこわしてしまって悪かったわね」

　あたくしも、やんわりと答えてやる。

　恒子はめがねを外す。

「ごらんのとおり、わたしは、あなたのような美び貌ぼうは持ちあわせていません。おまけに、あなたのような富もありません。けれど、あなたを打ち負かすことはできますよ。日を改め、もう一度、わたしはあなたに挑戦しますよ」

「あら。あまり自信をおもてに出しては、敗れたときに恥ずかしい思いをなさいますわよ。お気をつけあそばせ」

「ご忠告、感謝します」

　恒子はニヤリと笑った。

　禍まが々まがしいものをかんじさせる微笑だわ。

　そうして、恒子は静かに去っていった。

　ふっ。

　なかなか楽しませてくれたわね。

　けど、あたくしを倒すことなんて、だれにもできなくってよ。

　なんたって、あたくしは、ほこり高きお嬢さま、綾小路麗れい花かですもの。

　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホ……。




＊




　工藤君は、おどおどしながら、あたくしを見る。

　場所は、理科準備室。簡単に言えば、理科の道具置場ね。

　たなのうえには、ビーカーやら試験管やらアルコールランプやらが、ならべられている。

　あたくしは人目をさけるため、工藤君をここに呼び出したわけ。

　ドアのところには佐さ伯えきが立ち、外から人が入って来ないように監視している。

「工藤君、これにサインしてくださらないこと？」

　あたくしは彼に一枚の紙を渡す。

「なに、これ？」

「奴隷契約書よ」

「ええっ？」

　工藤君は驚きよ愕うがくし、契約書に目をうつす。





　　　　奴隷契約書

　工藤圭けい一いちは、綾小路麗花の奴隷として、あらゆる命令に服従する義務を負う。

　また、綾小路麗花は、以後、工藤圭一の女主人として、彼を庇ひ護ごし、他者からのあらゆる迫害を排除する義務を負う。






「……」

　工藤君は絶句している。

　それから、顔をあげると、なんとか笑顔を作りつつ、

「こ、これって『家畜人ヤプー』ごっこ？」

　工藤君、それって……とっても学園のプリンスらしからぬ質問だったわよ。

「どうせなら『毛皮を着たヴィーナス』と言ってほしかったわね」

「あ。ごめん」

「ごめん、じゃないわよ。これは、ごっこ遊びではなくってよ。あたくし、本気よ」

「ええーっ！」

　なにも、そんなにもおどろかなくたっていいじゃない。

　あたくしは親切に説明してさしあげる。

「あたくしはあなたを守ってあげる。そのかわり、あなたはあたくしの命令に絶対服従なの。いかが？　あなたにとっても悪い取り引きではないはずよ」

「綾小路さん……。冗談……だよね？」

「いいえ、本気よ」

「そ、そんな、おれ、やだよっ」

　そして、彼はふりかえって、ドアの前に立つ佐伯にうったえる。

「さ、佐伯さんも、なにか言ってよっ。こんなの、間違ってるよね？」

「わたしは麗花さまの家来です。麗花さまのなさることはすべて正しいとかたく信じております」

「佐伯さん……」

　工藤君は信じられないという顔をする。

「ホホホホホ……。工藤君、あなた、佐伯という人間を、まだよく理解していらっしゃらなかったようね」

　じつは、彼、以前から佐伯にはけっこう惹ひかれていたようなふしがあったのよね。

「まあ、無理にこの契約を結べとは言わないわ。強要する手段はいくらでもあるけど、ここは対等な者同士が結んだ公正な契約という形をとりたいの。いかがかしら？　この契約書にサインをしてしまえば、あなたは平和を手にすることができるのよ。もう、積極的な女の子にも、嫉しつ妬とに狂った男の子にも、おびえる必要はなくなるのよ。あたくし、あなたの心をわずらわすすべてのものから、あなたを守ってさしあげてよ」

　工藤君は、おびえて硬直したまま。

　あたくしは、ジワジワと攻める。

「あたくし、寛大な主人になれる自信はあってよ。あなたには、かつてなかった平和な日々がおとずれるのよ」

　もうひといきだわ。

「賢明なあなたなら、どうすればご自分が幸せになれるか、もう、おわかりよねぇ。さあ、サインをしてちょうだい。ここに名前さえ書いてしまえば、楽になれるのよ。さあ……」

「あ、綾小路さんっ……お、おれ……おれ、やっぱり、いやだよ！」

「なんですってっ？」

「あ、綾小路さんの奴隷になったつもりなら、おれ、なんだってできる。どんなきたないことだって、どんなひどいことだって！」

「どういう意味よ、それっ？」

　けど、工藤君は、人がちがってしまったように、あたくしに強くうったえる。

「今の状況は、みんなみんな、おれの責任なんだっ。おれが今まで、しっかりしてなかったから、いけないんだ。だから、こんな地獄を見る羽目になったんだ！」

「なにが地獄よっ？　失礼な人ねっ！」

　あたくしが不快感を示したというのに、工藤君は動じなかった。

「綾小路さん、ありがとう。おれ、目がさめたよ！　こうなったら、おれは心を鬼にして、この状況から脱出する！　佐伯さんも、ありがとう！　これで、だれも頼りにならないってことが、よくわかったよ！」

「いいえ、どういたしまして」

　佐伯は律義に頭を下げる。

　見たら、工藤君の目、なにかに憑つかれたかのようにギラギラしてる。

「綾小路さん、佐伯さん、見ていてくれ。おれは生まれかわるから！」

　そうして、彼は出て行った。

「キレたわね、工藤君」

　思わずあたくしがつぶやくと、佐伯は、

「工藤君って、けっこう変わった性格だったんですねぇ」

「おまえに言われたのでは、工藤君もおしまいね」

　あたくしは言い、奴隷契約書をしまい込んだ。

　工藤君ったら、うまくこの場から逃げたわね。

　だけど、あたくし、決して逃がしはしなくってよ。
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　家に帰ってから、あたくしは考えた。

　ついに工藤君は、あたくしの手からのがれようとあがき始めた。

　もし、そんな彼の心理を、恒子が利用したら……。

　けっこう簡単に、工藤君は恒子のほうに行ってしまうかもしれない！

　そんなこと、させてなるものですか！

　ここはまず、タカりんに電話をして、如月恒子をマークしてもらうのがよさそうね。

　タカりん――自称「東京御令嬢クラブの工作員・東京マリア」。して、その実体は、放送部の鼻声リポーター。

「もしもし。タカりんさん？　あたくし、麗花よ」

「まあ、麗花さま！」

　受話器のむこうで、あいかわらず耳ざわりな鼻声。

「今日はなんのご用かしら？　東京御令嬢クラブの工作員、東京マリアは、いつだって麗花さまの味方ですわよ」

「タカりんさん……スパイごっこはやめてちょうだい」

　あたくしは言ったけど、電話のむこうの鼻声は、うれしそうにきく。

「今回のわたくしの任務は、どんなことですの？」

「タカりんさん……人の話、ちゃんと聞きなさいよね。スパイごっこはやめてちょうだいって言ってるでしょ？」

「あら。麗花さまこそ、わたくしの話を聞いてくださらないこと？　わたくし、さきほど、『タカりん』ではなくコードネームの『東京マリア』でお呼びくださいと遠まわしに申しあげたはずですわ」

「わかったわよっ。うるさい人ねっ」

「まあ。お気にさわったら、ごめんあそばせ。ホホホホホホホホホ……」

「鼻声でお嬢さま笑いはやめてちょうだい！」

「あら、ごめんあそばせ。ホホホホホホホホホ……」

「鼻声でお嬢さま笑いはやめてちょうだい――って、言ってるでしょっ！」

　ゼエゼエゼエ……。

　つかれるったらないわ！

「麗花さま、早く本題に入ってくださらないこと？　とっととあなたがいうべきセリフをおっしゃってくださいな。『さて。今回のきみの任務だが……』って」

「そんなこと、言わないわよっ！　いい？　命令するから、よくお聞きっ！」

「ホホホホホ……。よろしくってよ」

「あなた、如月恒子さんって、ごぞんじ？」

「ええ。麗花さまとおなじ、三年一組の方ですわよね。いつも定期試験で掲示板に名前が出ている方ですわ。かなり頭の切れる方だけど、普段はあまり目立たない――というか、わざと目立たないようにしているかんじがする方ですわね」

「あなた……よくごぞんじね」

「その如月さんが、どうなさいましたの？」

「あたくし、彼女に宣戦布告されたのよ。あなたを倒す、って」

「まあ！　麗花さまを敵にまわすなんて、まさに命知らずですわね！　お風呂にコブラをウジャウジャ入れてその中につかって三〇〇かぞえるようなものですわ！」

「面めん妖ようなたとえをしないでちょうだいっ！」

「では、リクエストにおこたえして、別のたとえをすると――麗花さまをとじこめたオリに武器も持たずにひとりで入っていくようなものですわね」

「ひとを猛獣みたいにいうんじゃないわよっ！」

　ゼエゼエゼエ……。

「いいことっ？　東京マリア！　如月恒子をマークし、妙な動きを見せたら、ただちにあたくしに知らせること！　いいわねっ？　これが、今回のあなたの任務よっ！」

　そして、あたくしは、受話器をたたきつけるようにして置いてやった。




＊




　放課後、あたくしが茶道部の活動を終え、部室で片付けをしているとき。

　ピンポンパンポーン。

　校内放送のチャイム。

　そして――。

「三年一組の綾小路麗花さま。三年一組の綾小路麗花さま。あなたの心強い味方がお待ちです。至急、放送室までお越しくださいませ。くりかえします――」

　この鼻声は、東京マリア――もとい、タカりんじゃないのっ！

　なにが「心強い味方」よっ！

　それをいうなら「自称・心強い味方」ではなくって？

　あたくしは、心の中でタカりんの言葉を訂正しながら、放送室に向かう。

　バターン！

　ドラマチックな音をさせてドアを開け、あたくし、絶妙の間をおいて落ちついた声できいてさしあげる。

「タカりんさん、お呼びかしら？」

「ふふふ……」

　背を向けていすにすわっていたタカりんは、そのまま鼻声で低く笑う。

「なに、かっこつけてるのよっ！」

　しかりとばしてやったところ、タカりんはクルリといすをまわし、こちらに向いた。

　小柄でガリガリ。それに色黒で、髪はショート・カット。

　たとえれば、ちっちゃくてかわいいコオロギってところかしらね。

　けど、なぜか今日の彼女はサングラスをかけ、そして、えらそうにひじかけにうでをのせ、脚を組んでいる。

　あやしいこと、このうえない。

「あなた、似合わないわよ、それ」

　あたくしは、きっぱりと言ってさしあげた。

　タカりんはそれにも動じず、サッと立ちあがると、サングラスを取る。

　そして、不敵な微ほほ笑えみを浮かべて、あたくしを見つめながら、

「有能とは、まさにわたくし東京マリアのためにあるような言葉」

「いいかげんやめてちょうだいっ！　スパイごっこは！」

「横暴とは、まさにあなた綾小路麗花さまのためにあるような言葉」

「ええいっ！　おやめっ！」

　すると、タカりんはいつもの調子にもどって、ぶつくさと、

「もう、麗花さん、ノリが悪いんだからー」

「あなたにのせられるような綾小路麗花ではなくってよ」

「あ。それもそうだよね」

「一体、あなた、なんの用なのよ？」

　あたくしがあきれてきくと、タカりんはニッと笑い、

「例の件だよ。如月さんが、妙な動きを見せてくれてね」

「まあ！　どんなっ？」

「まずは、これを聞いてほしいんだ」

　タカりんは、カセット・テープをあたくしに見せた。

「さっき、如月さんが工藤君を校舎の裏に連れて行って、ある話をもちかけたんだ。その会話だよ」

　彼女はテープをカセット・レコーダーにセットし、あたくしにさし出した。

　あたくしはイヤホンをつけ、再生ボタンを押す。

　屋外の雑音とともに、会話ははじまった。

『話って、なに？』

　と、工藤君。ちょっと警戒ぎみの声。

『最近、おこまりの様子だから、わたしになにかできることがあればと思いましてね』

　恒子の声だわ。

『べ、別に、おれ――』

『かくさなくたって、いいんですよ。わたしには、ちゃんとわかっていますから』

『……』

『あなたにあこがれる女の子が、最近は目にあまるほど、しつこくなってきていますよね。あなたが望んでいるわけでもないのに』

『でも……あれは、おれがいけないんだ』

『いいえ。工藤君、あなたは、悪くなんかありませんよ』

　巧妙すぎる猫なで声。

『あれはすべて、彼女らの情熱をあおる第三者がいけないんですよ』

『第三者？』

『そうです。あなたにも、おわかりでしょう？　名前をあげれば――おなじクラスの綾小路麗花さんです』

　まあ！

　あたくしを悪者にする気っ？

　たしかに、あたくしは、華麗なる悪役お嬢さまを目指しているけど……。

　あたくし、他人によって悪役にされる気はなくってよ！

『綾小路さんは、あなたを支配下に置きたがっています。おのれの権力を誇示するために、あなたを利用したがっているのです』

『うん。わかってるよ』

　んまっ！

　工藤君ったら、肯定するんじゃないわよっ！

　まあ、おのれの権力を無礼者どもに理解させるために、工藤君を使おうと思っていたことは、たしかだけど……。

『あなたは、綾小路さんの陰謀を知りながら、黙認しているのですか？』

『黙認っていうか……とにかく、中一のころから、あんなかんじだったし……。おれ、なんだか最近、綾小路さんにはなれてきちゃったよ』

　ひとを毛虫かなにかみたいにいうのではなくってよ、工藤君。

『この状況になれてしまうなんて、あなた、それでは人間の尊厳をみずから手放したもおなじですよ』

　ええい！

　どこまで失礼な人なの！

『そ、そうかなぁ？』

『ええ、そうですとも。このまま放置しておいては、状況はますます悪化するばかりです。現に、女子生徒の中からは、あなたの迷惑もかえりみずおのれの欲望のままに突き進んでくる者が大勢出てきています』

『……』

『男子生徒の中からも、あなたへの嫉妬に狂い、常軌を逸した行動に出てくる者が、続出しています。このままでは、あなたの青春はメチャメチャです。そのことだけは、わたしもキッパリ断定できます』

『じゃあ、どうすれば……？』

『わたしにおまかせいただければ、バッチリですよ』

『如月さんに？』

『そうです。わたしが、全校の女子に、工藤君にアタックしないようにと呼びかけてあげます。あなたは、以後、女の子にもてなくなるんですよ。夢みたいでしょう？』

『そうか……』

　工藤君の声が、ちょっとだけ明るさを帯びる。

　彼、よっぽど、モテモテ状態が苦痛だったみたいね。

『でも、そんなにうまくできるものかな？』

『おまかせください』

　恒子は自信満々で答える。

『あなたは、どうして女の子が目を血走らせてあなたにせまってくるか、おわかりですか？』

『え？　わ、わからない……』

　でしょうね。

　この人、自分の魅力、まったくわかってないもの。

『なぜ、女の子は、必死になるか？――それは、あなたの恋人の座が、ひとつしかないからです。そのポジションにおさまることができるラッキーな女の子は、たったひとり。あとの者は全員、あなたの彼女になることはできないのです。よって、あたかもひとつのいすをめぐって大勢の女の子がいすとりゲームをしているような、メチャクチャな状況になってしまうのです』

　そうよね。

　考えたら、工藤君のモテモテ学園生活って、ものすごい状態だったのよね。

　……ハッ！

　恒子の説に感心している場合ではなかったわ！

『ですから、わたしは、彼女らに平等にチャンスを与え、秩序を求めたいのです。考えてみてください。いすがひとつなら、みんな一斉にそこに殺到することをやめ、順番にすわればいいことでしょう？』

『え？　どういうこと？』

『工藤君と接することを求める女の子たちには、平等にその機会を与え、満足してもらうのです。そうすれば、無謀な行動に出てくる人も、いなくなります』

『で、でも、おれ、そんな大勢の女の子とつきあうことなんてできないよ』

『もちろん、あなたには、彼女らのお相手をしてあげる義務が生じます。しかし、あなたの負担は、いくらでも軽くできます。まあ、単なるお友達――話し相手といったところが、妥当でしょう』

『でも、どんなふうに、女の子たちに協力を求めればいいわけ？』

『その点は、わたしがうまくやります。ですから、まずは、わたしにおまかせください』

　ガサゴソと、紙を出す音。

『契約書です。わたしがあなたの委任を受け、事務をおこなうということが、ここに記されています。まずは目を通し、ご納得いただけるのでしたら、ここにサインをおねがいします』

　テープは、そこで終わっていた。

　あたくしは、停止ボタンを押し、イヤホンを外した。

「どう？」

「感謝するわ、東京マリア」

　あたくしがいうと、タカりんはニコッと笑い、

「がんばって戦ってね」

「ところで、工藤君は恒子の契約書にサインしたの？」

「うん」

「なんて早まったことを……」

「麗花さんの奴隷契約書よりは、ましだもん」

「ど、どうして、あなたが、それをごぞんじなのよっ？」

「それはヒミツです」

　まったく、油断ならない子ね。

「恒子は、なにをするつもりなのかしら？」

「まあ、それは、これからのお楽しみだよね」

　タカりんは楽しそうにこたえる。

　この人、あたくしがだれかと戦うのを、おもしろがっているのではなくって？

　それにしても。

　如月恒子――一体、なにをたくらんでいるの？

　まあ、いいわ。

　せいぜい、がんばってみることね。

　どうやってあたくしを倒すつもりなのか、こちらとしても興味があるもの。

　ふっ。

　楽しませていただいてよ。
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　朝、佐伯を従えて教室に入ったとき、いつもと様子がちがうことに、あたくしは気づいた。

　女の子たちはみんな水色のプリントを手に、なにか言い合っているのよ。

「麗花さま……みなさん、どうしたのでしょう？」

「わからないわ」

　あたくしは佐伯に言い、そして、パンパンと手を打つ。

　みんな、あたくしに注目。

　そこであたくし、堂々と切り出す。

「みなさま、なんのさわぎですの？」

「ちょっと、見てよ、このビラ。ばかばかしいと思わない？」

　プリントを手に、前に出てきたのは、幸さち子こだった。

　そして、その背後では、親友のアケミが目をうるませ、

「工藤君はあたしのおさななじみなのに……」

　と、いつものセリフをつぶやいている。

　あたくしは、幸子から渡されたビラを見た。




　　　　　　【万国の工藤君ファンよ、団結せよ！】

――工藤圭一君ファンのみなさまへ、緊急集会のお知らせ――　　　





　もし、あなたが工藤君ファンであれば、おききします――あなたは、現在の状況に満足していらっしゃいますか？

　否いな！

　――とお答えになったあなたは、ぜひとも、この集会にご参加ください。

　わたくしこと如月恒子は、みなさまに提案いたします――われわれ工藤君ファンの権利を守るために自主管理組織を作り、われわれの手によって運営することを。

　これは、工藤君ファンの、工藤君ファンによる、工藤君ファンのための組織です。

　そして、ここでは、構成員たる工藤君ファンのみなさまに、機会均等が約束されるのです。

　工藤君と過ごしたいのに、その機会がなかったあなた！

　工藤君に話しかけたいのに、勇気のなかったあなた！

　いつか彼がだれかのものになってしまうのではないかと、いつもヒヤヒヤしているあなた！

　さあ。

　ともに手をとり、ユートピアを作りましょう！

　そして。

　わたくしは、ここに呼びかけます――万国の工藤君ファンよ、団結せよ！

　なお、自主管理組織設立のための緊急集会は、本日昼休み、一二時半より、体育館にて開かれます。

　みなさま、お誘いあわせのうえ、ご参加ください。



三年一組　如月恒子　　　




　なるほど。

　如月恒子が動き出したわけね。

「ね？　ばかみたいでしょ？」

　けっこう気が強くてズケズケものをいう幸子は、あたくしに同意を求める。

「ふん。おもしろくなりそうじゃないの」

「全然おもしろくないよ。綾小路さんの日々の行動とくらべたら、こんなの、まともなほうだよ」

「なんですってっ？」

　あたくしがにらみつけると、幸子はニマーッと笑う。

　まったく、失礼な人なんだから！

　それまで黙っていた佐伯が、ボソッという。

「これ、工藤君はごぞんじなのでしょうか？」

「工藤は承知だよ」

　答えたのは、アクタガワ。

　そして、彼は、あたくしにうったえる。

「だから、ぼくが言っただろ。綾小路さんがいじわるするから、ついに工藤はキレちゃったんだよ。どうしてくれるんだよ？」

「あたくしのせいだとおっしゃるの？」

「そうだよ。綾小路さんと、工藤ファンの女の子と、工藤をひがんでいやがらせをしてくる男、それぞれ三分の一ずつ責任があるんだよ」

「どうして、あたくしひとりの責任が、そんなに重いわけよ？」

「それだけのことをしてきたじゃないか」

「なんですってっ？」

　とは言ったものの、あたくし、自覚はあったりするのよね。

　アクタガワは、ぶつぶつと、つづける。

「工藤ファンの子に機会均等だなんて……こんな不自然なこと、よくないよ。人間関係って、そんなふうに割り切れるものでもないだろ？　こんなことに賛成するなんて、工藤も、どうしちゃったんだよ……」

　そのとき。

「おーい、アクタガワー」

　と言いつつ教室に入ってきたのは、茶帯のチャトラン。

　彼、クラスは別なのよね。

「なあ、アクタガワ。如月さんか工藤、いる？」

「ここにはいないよ。伝言なら、あとで伝えておくよ」

　すると、チャトランはモジモジしながら、例の水色のビラを取り出して、

「これって、男も入っていいのか？」

　ぶぶっ。

「まさか……おまえ、入るつもり？」

　アクタガワは少しばかり青ざめ、きき返す。

　チャトランは、そんな相手の反応にひるんだようだったけど、いきなり、女の子の声色でアクタガワに詰め寄った。

「なによ、その目は？　なんなの？　まるで、けがらわしいものを見るような目！」

「おまえ、この自主管理組織とやらに入りたいわけ？」

「い、いいじゃないのっ！　男だから入れないなんて、そんなの差別よっ！　なにさっ！　アクタガワったら、ちょっとばかり美少年だからって、調子にのるんじゃないわよっ！　工藤君にベタベタしないでっ！　目ざわりよっ！」

　教室は、チャトランの発言に、シーンとなる。

　アクタガワは、その沈黙の中で、うわずった声をあげる。

「な……なんなんだよ、おまえ！」

「工藤君ファンよ！」

「やめろよぉっ！」

「ひどい……。ひどいわ、アクタガワ！　このチャトランに、工藤君ファンをやめろですって？」

　そこに、お杉すぎ君がやってきた。

　副部長チャトランは、たちまち、杉すぎ本もと部長にうったえる。

「ちょっと！　杉すぎさま、きいてよっ！　アクタガワったら、ひどいのよっ！　チャトランにね、チャトランにね……工藤君ファンをやめろっていうのっ！　こんなひどいことって、ある？　別に、チャトランが工藤君ファンでも、いいじゃないのっ。ねえ？」

　しかし、お杉君はおどろおどろしい低音で、ひとこと、

「やめろ」

「……！」

　チャトランは、よろめいた。

　けど、体勢を直すと、フッと笑い、だれにともなくいう。

「やーね。今の聞いた？　『やめろ』ですって。この人ったら、もう亭主きどりで。ホホホ」

　シーン……。

　またもや、教室は沈黙につつまれてしまう。

　お杉君は、これっぽっちも表情を変えはしなかった。

　ただ、チャトランの背後にまわると、片手で猫をぶら下げるように、彼の襟首をつかんだだけ。

　とたんに、今まで女の子していたチャトランは、

「にゃーん、にゃーん」

　と、反射的にまねき猫ポーズをとる。

　そのまま、お杉君は、彼をズルズルとひっぱって行き、廊下にポイとすてた。

　そして、ピシャリと戸をしめる。

「みゃー、みゃー、みゃー」

　悲しげな猫の鳴き声（のまね）と、カリカリと戸を引っかく音。

　それにはかまわず、お杉君は、もどってきた。

「みゃー、みゃー、みゃー」

　あわれな鳴き声と、カリカリという切ない音はつづく。

　アクタガワは、お杉君にいう。

「なんだか、かわいそうだよ」

「同情するな。あとで後悔するぞ。ああいう状態のチャトランは、妖怪子泣きじじいのようなものだ。情けをかけて戸を開ければ、とりついて離れなくなる」

「じゃあ、妖怪猫鳴き小僧？」

「おまえ、うまいことをいうな」

　そして、お杉君とアクタガワは、ハハハとのんきに笑いあう。

　すると、廊下から、

「杉本！　アクタガワ！　ちゃんと聞こえてるぞ！」

　通常モードのチャトランの声が、とんできた。




＊




　お昼休み、あたくしは、佐伯をともなって体育館に。

　そこには、続々と女の子たちが集まってきていた。

「麗花さま、すごい人数ですね。これ、みんな、工藤君のことが好きな方々でしょうか？」

「どうせ、大部分がひやかしよ」

「でも、すごいことですよね。工藤君って、ほんとうに人気があったんですねぇ」

「今さら、なに言ってるのよ」

　さては、佐伯ったら、今まで全然、工藤君の価値を理解していなかったのね。

　マイクのスイッチが入る音。

　そして、恒子の声で――。

「みなさま、本日は、お忙しいところを、この緊急集会にお集まりいただきまして、まことにありがとうございます。それでは、これより、工藤君ファンの自主管理組織について、ご説明いたします」

　パチパチと拍手が前方であがると、それはたちまちにして広がり、体育館の空気を揺るがす。

　舞台のうえに、恒子があらわれた。

　みんなに向かって会釈をし、それから、中央の演台に向かう。

　ますます拍手は高まる。

　佐伯はあたくしにささやく。

「すごい熱気ですね」

「ふんっ。どうせ、サクラをまぎれこませているに決まってるわ」

「麗花さま……ひょっとして、あせりをかんじてませんか？」

「ば、ばかなこと言わないでちょうだいっ。どうして、この綾小路麗花が、あせりをかんじる必要があって？　よく考えてものをお言い」

「は、はい。もうしわけありません」

　恒子は壇上から、ゆっくりと体育館の女子生徒たちを見わたす。

　そして、落ちついた声で、切り出した。

「わたくしが、工藤君ファンの自主管理組織結成を呼びかけた、三年一組の如月恒子です。手短に終わらせますので、どうぞ、最後までご静聴おねがいいたします」

　彼女の声、自信に満ちている。

　聞く者に「この人ならだいじょうぶ」とかんじさせるような……。

「おそらく、ここにお集まりのみなさまは、程度の差はあれ、花はな園ぞの学園の王子さま・工藤圭一君に対して好意をお持ちの方ばかりであると思います。さいわいにして、現在、彼には交際中の女性はいません。ですから、彼に思いを寄せる人たちすべてに、チャンスがあるはずです」

　じゃあ、お杉君にも、チャンスがあるってわけ？

　ふんっ。

　よく考えてものを言いなさいよね。

「工藤君は、いわば、われわれに光をあたえてくれる存在です。われわれの青春時代を明るく照らし、そして数十年後も、ひとりひとりの心の中で、美しい思い出として輝きつづけるであろう人なのです。たとえれば、彼は太陽です！」

　工藤君と仲のいいアクタガワあたりに聞かせたら、笑いころげそうなセリフだわね。

　まあ、お杉君なら、大きくうなずいてしまうかもしれないけど。

「しかし、考えてもみてください。太陽の光を、たったひとりの人間が独占することがあるでしょうか？　そんなことは、許されません。いいえ、不可能です。仮に、わたくしの住居の前に高いビルを建てた者がおり、本来ならわたくしが受けるべき陽光をさえぎったとき、わたくしは、その者がわたくしの日照権を侵害したとして、訴訟を起こすことでしょう。このように、あるひとりの人間が受けるべき光を、べつの人間が奪っただけでも、争いになるのです。なのに、われわれの太陽、工藤君に関する場合は、いかがでしょう？　これまで、彼を常に独占している人物を告発した人がひとりでもいたでしょうか？　はっきり申しまして、われわれは泣き寝入りをしていたのではありませんか？」

　聴衆はどよめく。

　工藤君を独占している人物って……それ、ひょっとして、あたくしのこと？

　だったら、あたくしの行為がおのれの地位にふさわしいものであることを、舞台のうえで説明してあげてもよろしくってよ。

　恒子はつづける。

「よって、ある特定の人物が、彼から得られる〈恩恵〉を独占するという状態が、現在もつづいています。ここでいう〈恩恵〉とは、工藤君と接する時間のことです。例をあげれば、彼と話をしたり、彼の姿を見たりすることです。ところが、われわれ多くの工藤君ファンは、本来得られていたはずの〈恩恵〉からすでに疎外されているのです。これは、あまりにも不公平な状況です」

　工藤君ファンは拍手で盛りあげる。

「ここでは実名をあげることは避けますが、〈恩恵〉を独占している人物は、親の権力をバックに彼をおどし、従わせようとしています」

　やっぱり、それって、あたくしのこと……！

　聴衆の何人かは、あたくしのほうにチラチラと視線を走らせる。

「みなさん、考えてもみてください。われわれは中学生です。まだ、義務教育を終えていません。結婚もできない年齢です。意中の男の子の心を射止めても、法律によって承認されることはないのです！　なのに、ここで、みんなの太陽たる男の子を独占することは、許されることでしょうか？」

　ばかねっ。

　それは、あたくし綾小路麗花だけに許された特権なのよっ。

「おそらく、それは、許されないことです。なのに、最近はとみに、工藤君を独占しようと試みる傾向がその人物の態度に見られます。また、男子の中には、優秀な工藤君をやっかみ、いやがらせをする者がいます。その結果、引き起こされた事態に、みなさまは、お気づきでしょうか？」

　絶妙な間をおき、恒子はビシッと決める。

「最近、工藤君は、二枚目から三枚目へ落ちかけているのです！　今、彼は、不幸な立場にあります。権力者の影におびえ、彼をやっかむ男たちにボロボロにされ……こんなことが、許されるでしょうか？　みなさんは、学園のプリンスらしい工藤君にもどってほしいと思いませんか？　いいえ、われわれがこのまま見過ごすことは、人間として許されることでしょうか？　これは、われわれの良心の問題でもあるのです！」

　あなたがどこに良心をお持ちだっていうのよ？

「みなさん、勇気をもってください。たしかに、一人ひとりの力は弱いものです。しかし、ここで力をあわせれば、この悲しむべき状況を脱するのは、可能です。今こそ、われわれは、自分たちの権利を守り、工藤君を守り、そして、われわれの手に〈恩恵〉をとりもどすべきなのです！　そして、われわれ自身で〈恩恵〉を公平に分配するのです！　そのためには、まず、団結です！」

　聴衆は、恒子の迫力にシンとなる。

「具体的に、どんなことをするのか、ここでご説明いたしましょう。まず、この組織の名称は、親しみやすく『工藤君ファンクラブ』としたいと思います」

　えらそうなこと言ってたわりに、陳腐な名称だわね。

「ファンクラブ会員には、一日に一枚、一定時間の〈恩恵〉を受けるための配給切符が配られます。すなわち、彼と接する時間〈恩恵〉は、それを望むすべての人の間に平等に配られるのです。これが、わたくしのいう『機会均等』です。つまり〈恩恵〉は配給制なのです」

　感嘆のどよめきが起こる。

「会員が〈恩恵〉の配給切符を提示した際には、工藤君はたとえ他の人と話をしていても、それをすみやかにやめて、会員の話し相手をする義務があるのです。このようにして、会員は一日に一度、好きなときに配給切符を工藤君に提示し、〈恩恵〉の配給を受けることができるのです。これまで、工藤君に近づくことすらできなかった人にも、〈恩恵〉は平等に配給されるのです。以上のように、われわれ工藤君ファンは一致団結し、新しい秩序をつくるのです」

　でも、そんなことまで、工藤君は承知済みなわけ？

　と、あたくしが思ったとき、恒子はそれに答えるかのようなタイミングで、

「それではここで、工藤君からも、みなさんにご協力を呼びかけていただきます」

　舞台のそでから、工藤君があらわれた。

　聴衆のあいだから、「圭一くーん」だの「キャー」だの「ステキー」だのという黄色い声があがる。

　工藤君は、マイクの前でペコリと頭を下げる。

　そして、おずおずと切り出した。

「あの、おれ……如月さんの言ってることは、わりとおおげさなんじゃないかって思います。太陽がどうのこうのとか……おれ、そんなんじゃないし……」

　彼が顔を赤らめ、うつむくと、女の子たちの間から「キャー」という興奮ぎみの声があがる。

「それに、個人攻撃はよくないと思うし……」

　ふっ。

　工藤君、それでこそスーパー小路屋練馬店長の息子よ。

　恒子は、背後で、顔をひきつらせている。

「でも、如月さんが考えた方法に、おれは従いたいと思います」

　そんなことだろうと思ったけど……冗談ではなくってよ、工藤君。

「今まで、おれ、人間関係をうまく調整できなくて、みんなに迷惑をかけていたと思います。……ほんとうに、いろいろ不愉快な思いをさせて、すみませんでした」

　工藤君は深く頭を下げた。

　聴衆の間から「やーん」だの「工藤君は悪くないわ！」だのといった声があがる。

「おれ、もう、みんなに迷惑かけるの、やめようと思います。だから、如月さんの考えに賛成です。みなさんも、協力してください。おねがいします。ほんとうに、おれ、最近の状態はまずいって、自分でも思っていたし……。でも、自分じゃ、どうすることもできなくて……」

　工藤君の声は、だんだんと沈んでいく。

　聴衆もシンとなる。

「……すみません。しゃべるの、苦手で。あとは、如月さんに、おねがいします」

　工藤君は、ペコリと頭を下げた。

　パチパチとあちらこちらで起こった拍手は、すぐに広がり、割れるような拍手となった。

　晴々とした顔で、恒子が前に進み出る。

「みなさん、ご静聴ありがとうございます！　ファンクラブの入会手続きは、この後すぐに、この場所でおねがいします。これより、申込用紙をお配りします。用紙が足りなくなった場合も、ご心配なく。入会の受付は随時おこなっておりますので、三年一組のわたくし如月恒子のところで、手続きをおねがいします」

　申込用紙をもらおうと、聴衆がステージの下にワッと押し寄せる。

　それに向かって、恒子はうったえる。

「工藤君に平和を！　工藤君ファンに機会均等を！　そのためわたくしは呼びかけます――万国の工藤君ファンよ、団結せよ！」

　最後のほうは、拍手と歓声の中に消えてしまいそうなほどだった。

　あたくしは、感情をおもてに出さないようにして、佐伯に言った。

「佐伯、行くわよ」

「はい、麗花さま」

　あたくしは佐伯を従え、体育館を出た。

　これは、ゆゆしき事態だわ。

　またもや、綾小路麗花、最大のピンチだわ！











第三章　美少年なら、それぐらいはしなさいよね







　翌日、朝のうちは、これといった動きは見られなかった。

　休み時間になってすぐ、あたくしは、工く藤どう君に声をかけた。

「ねえ、工藤君」

「な、なに？」

　工藤君は、ビクッとする。

　なんで、一瞬のうちにおびえるのよ？

「今度の土曜日の午後、あたくし、佐さ伯えきのうちでティー・タイムを過ごすことにしているの。佐伯がケーキを焼いてくれるのよ。あなたもごいっしょに、いかが？」

「ははーっ。ありがたくお受けいたします。以後、ぼくのことは、犬とお呼びくださいっ」

　と答えたのは、工藤君ではなくアクタガワ。

「いきなり割りこむんじゃないわよっ！　あなたはさそってないでしょっ？」

　あたくしはアクタガワをしかりつけておいて、また、工藤君にニッコリ。

「拓たく人とも来るのよ。いかが？」

「もちろん行きます、お嬢さま。以後、おれのことは、小犬パピーちゃんとお呼びください」

　と言ったのは、お杉すぎ君。

「あなたまで、入ってこないでちょうだいっ！　よけいにややっこしくなるでしょっ？　なにが小犬パピーちゃんよっ！　高校生みたいな図体してっ！」

「でも、おれ、岡おか野のさんには目がないんです」

「ええい！　おやめっ！」

　と、あたくしがどやしつけたのに、お杉君は重々しい口調で、

「杉すぎ本もと晴はる信のぶ、一五歳。今、危険な愛にめざめて」

「あたくしの許可なく勝手にめざめるんじゃないわよっ！　太平洋の底で永眠してなさいよ、このゴジラは！」

　ゼエゼエゼエ……。

　あたくしとしたことが、思わず、つっこみ役に熱中してしまったわ。

　ここは、気をとりなおし、あらためて――。

「いかが、工藤君？」

「岡野さんが来るなら、おれも、おじゃましようかな……」

　彼が遠慮がちに答えた、そのとき。

「機会均等っ！」

　いきなり、あたくしと工藤君の間にとびこんできたのは――ぶりっ子アケミ！

　彼女の手には、水色の紙切れ。

　それには、こうあった。




恩恵配給切符　

発行　工藤君ファンクラブ

　　　代表　如きさ月らぎ恒つね子こ




　ご丁寧に「如月」の捺なつ印いんまでしてある。

　アケミは得意げに、それをあたくしの目の前につきつけて、言い放つ。

「綾あや小のこ路うじさん、どいてっ！　これから五分間、あたしが工藤君とおしゃべりするんだからっ！」

「んまっ！　あなた、失礼よっ！　いきなり割りこんでくるなんてっ！」

「でも、これは当然の権利なんだもんっ」

「当然の権利ですって？　ふんっ。笑わせないでいただきたいわ。『当然の権利』とやらがないと工藤君とお話できないなんて、お気の毒なこと。だいたい、あなた、脳のう味み噌そカラカラでかわいいっていうのがとりえのくせに、『当然の権利』なんてむずかしい言葉を使ったりして、熱が出ないこと？」

「ね、熱なんて出てないもんっ」

　アケミは否定する。

　けど、すでに熱にうかされているような口調。

　無理するんじゃないわよ。

　アケミはなおも、なにか言い返そうと、口を開きかけたけど――。

　パン、パン！

　いきなり、手を打つ音。

　だれかと思ったら、如月恒子！

「はい、はい、はい。山やま本もとさん、綾小路さんの相手は、そこまでにしてください。あとがつっかえているんです。すみやかに工藤君との会話に入ってください」

　見たら、数メートルはなれたところで、順番待ちの列ができている。

　この数秒のうちに、会員たちが集まってきたらしい。

　休み時間は一〇分間なのに、ご苦労なことね。

　ストップウォッチを手に、恒子はいう。

「山本さん、早くしてください。制限時間は、五分ですよ。綾小路さんは、わたしがなんとかしますから」

「なんとかするとはなによっ！　あなた、失礼ではなくってっ？」

　あたくしが恒子に抗議しているうちに、アケミは工藤君の横にすわる。

　いつのまにか、彼の席の横には、ファンクラブ会員用のいすがセットされていたのよ。

　アケミは工藤君に話しかける。

「ねえ、工藤君。今度の土曜日、ひま？」

「ううん。全然」

「ど……どうしてっ？　どうしてなのっ？」

「佐伯さんのうちに行く予定なんだ」

　ガタンッ！

　大ショックの表情を作ってよろめいたのは、アケミだけではなかった。

　なんと、順番待ちのファンクラブ会員が、ならんだままよろめいたのよ。

「いやっ！　フケツ！　佐伯さん、ひとりぐらしなんでしょっ？　そんなところに行っちゃいやっ！　青春のあやまちをおかさないでっ！」

　アケミが叫ぶと、順番待ちの子たちまでが、口々に、

「そうよ、そうよ！」

「工藤君は、みんなのものなのにっ！」

「佐伯さんとふたりきりで過ごすなんて、許さないっ！」

　工藤君には反論する余裕もない。

　すると、恒子が、鋭く彼女らを制する。

「みなさん、お静かに！　今は、山本さんが〈恩恵〉を受けているのですよ！　静粛にしてくださいっ！」

　そして、工藤君に目をうつすと、やんわりと、

「工藤君。会員のみなさんに不安をいだかせるような言動は、つつしんでくださいね」

「う、うん。ごめん」

　工藤君があやまると、恒子はすかさず、

「了解しました。土曜日、あなたが佐伯さん宅を訪問するという予定は、撤回です。はい、すみやかに、山本さんとの会話を再開してください」

　あたくしはカチンときて、身を乗り出す。

「ちょっと！　工藤君は、あたくしといっしょに佐伯のうちに行く予定だったのよ！　だから、これは、あたくしとの約束だったのよ！」

「綾小路さん。これ以上、妨害はなさらないでください」

「最初に彼と話をしていたのは、あたくしなのよっ！　それをなによっ！　アケミさんに割りこませたりしてっ！」

「工藤君に好意をいだいているという点では、あなたも山本さんも、立場はおなじです。あなたに工藤君とお話する権利があるように、山本さんにもその権利があるはずです。しかも、工藤君の合意のうえに発行されたこの配給切符により、山本さんの権利はあなたの権利よりも優先させるべきものとなっているのです」

　恒子はすました顔でこたえる。

「おふざけにならないでっ！　権利で人間関係を形成されちゃ、たまったものじゃないわよっ！」

「ご不満なら、あなたもファンクラブに入会されてはいかがですか？　一日五分、彼とお話する機会が、あなたにも与えられますよ」

「冗談じゃないわよっ！」

　あたくしは、立ちはだかる恒子を前に、工藤君に向かって声をはりあげる。

「ちょっと！　工藤君！　この人、なんとかしてちょうだい！」

　すると、恒子が、やんわりと、

「綾小路さん、あなたに要求します。すみやかに、山本アケミさんの権利を侵害することを、おやめください」

「な、なにが権利よっ！」

「綾小路さん、言葉では通じないのであれば、われわれ工藤君ファンクラブは、実力行使に出るまでです」

　そして、恒子は会員たちに声をかける。

「さあ、みなさん、こちらへ」

　そのとたん、列を作っていた子たちが、ササッと恒子の背後に横三列にならぶ。

　そして、となり同士、うでをガッシリと組む。

　工藤君は、その人間バリケードのむこう。

　勝ちほこったような微ほほ笑えみを浮かべ、恒子はあたくしにいう。

「さあ、このスクラムを突破して、工藤君のところまでたどりつけるとお思いなら、どうぞ挑戦してみてくださいな」

「くっ……」

　あたくしは、両手をグッとにぎりしめた。

　暴力で決着なんて、そんな無粋なことをしてたまるものですか！

　だいたい、ひとりで複数を相手にするなんて、あまりにも不利だわ！

　ズラッとならんだ会員たちの顔に、優越感を示す表情がジワジワと浮かび上がってくる。

　ま、負けてなるものですかっ！

　こうなったら、ここは、美しく決めてやるわ！

　せーのっ！

「オーッホホホホホホホホホホホホホホホホ……。すばらしいわ、恒子さん！　ついに、あたくしより優勢に立ったわね！　あたくし、ここはひとまず、退却させていただくわ。けど、勘ちがいしないでちょうだい。あたくし、まだまだ、負けはしなくってよ！　かならずや、あなたを打ち負かしてさしあげてよ！」

「それでは、わたしも楽しみにしていましょう。わたしを倒すのでしたら、いつでもどうぞ」

　むっ。

　できるものならやってみろ――と言わんばかりの態度。

「恒子さん、あなた、なかなかやるわね」

「綾小路さんこそ。ここで、しっぽ巻いて逃げ出すかと思いきや」

「あなたの期待を打ちくだいてしまったようね。ごめんあそばせ」

　あたくしたち、にらみあい、低く笑いあった。

　けど、じつはあたくし、顔がひきつるのをかくすのに、必死だった。

　如月恒子……これは、思ったより、手強いわ！

　まわりは、シーンと静まりかえっている。

　その中で、アクタガワが、かすれた声でつぶやく。

「あ、綾小路さんが負けた……」

　カッカッカッ……。

　あたくし、くつを鳴らしてアクタガワに歩みより――。

　パンッ！

　と、華麗なる平手打ちを、彼にプレゼントしてあげた。

「いっ……たぁー」

　アクタガワは、左頰をおさえて、声をしぼり出した。

　そんな彼に向かって、あたくしは言ってやる。

「雑草は早めに摘んだほうがいいのとおなじで、無礼な発言は早めに撤回させておくべきなのよ。さあ、さっきの発言を取り消しなさい！」

「だからって、ぶつことないじゃないかーっ」

　抗議するアクタガワに、あたくしはさらに迫力をにじませて言ってやる。

「雑草は根まで取りのぞかないと、ふたたび生えてくるわ。それとおなじように、あなたの無礼な発言も、あなたを消し去らないかぎり、くりかえされるものかしら？　だったら、あたくしには、あなたを雑草のように葬り去る必要が出てくるけど……いかが？」

「わ……ご、ごめんなさいっ。ぼくが間違ってましたっ。お許しくださいっ」

「ふっ。わかれば、よろしくってよ。以後、言葉に気をつけることね。オーッホホホホホホホホホホホホホ……」

　シーン。

　……決まったわ！

　やっぱり、こうこなくっちゃね！




＊




　そして――。

　四時間目が終わるまで、休み時間になると、決まって女の子がワラワラ集まって来て、配給切符を提示しては、工藤君を独占する。

　会員たちは、すでに順番待ちの人が大勢いても、あきもせずに列を作る。

　どうやら、会員以外の者の妨害を防ぐために、監視しているようね。

　あるいは、ファンクラブの力を誇示しようとしているのか。

　こっちは、もう、イライラするったらないのよ！

　工藤君の席は、あたくしのとなりなのよ。

　恋愛ボケで脳味噌ドロドロ、っていうかんじの女の子が来ては、甘ったるい口調で工藤君とおしゃべり――それを休み時間のたびに、すぐとなりでやられるんですもの！

　まあ、工藤君のほうは、口ごもったり、絶句したり、もう内心の動揺がボロボロ出ているんだけど……。

　それがまた、傍はたで聞いていて、歯がゆいのよっ！

　なんで、ファンクラブ会員の子たちは、自分が工藤君の心の負担になっていることに気づかないのよっ！

　だいたい、工藤君も工藤君よっ！　恒子なんかの言いなりになって！

　ばかばかしいったら、ありゃしないわ。もう、あたくし、知らないわよっ。

　けど――。

　そもそも、工藤君は、あたくしの大切な持ち駒ごま。

　彼は、あたくしの美、あたくしの地位を引き立てるのに欠かせない人材なのよ。

　それを、あんな群れるだけしか能のない十じつ把ぱ一ひと絡からげ軍団に横取りされて……。

　やっぱり、このまま、引き下がれるものですかっ！

　お昼休み、一番のりで、お弁当持ってこのクラスにやってきた会員は、一年生の女の子が六人。

　その中には、アクタガワの後輩にあたる文芸部の子もふたりいる。つぶらな瞳をしたウサギみたいにかわいい子と、細くつりあがった目がキツネみたいなユニークな顔の子。

　ウサギちゃん（仮名）は、その六人の代表らしい。

　みんなより一歩前に進むと、工藤君に六枚の配給切符を見せて、言ったのよ。

「五分の券が、全部で六枚――あわせて三〇分です。あたしたち六人といっしょに、お昼ごはんを食べてくださいっ。おねがいしますっ」

　そして、ペコリと頭を下げた。

　ほかの五人も、礼儀正しく、頭を下げる。

　だけど、そこに、

「そんなの、許さないっ！」

　と、しゃしゃり出てきたのは、ぶりっ子アケミ。

「あたしは五分だけだったのよ！　なのに、あなたたちは、三〇分も！　そんなの、ずるいっ！　ずるすぎるっ！」

　アケミの迫力に、一年生たちは、びびりまくって声も出ない。

　そこへ、恒子がやって来ると、アケミをやんわりとたしなめる。

「山本さん、おやめなさい。三年生なのに、みっともない」

「でも、この子たち、ずるいんだもんっ！」

「ずるくありません。あなたは、五分間だったとはいえ、工藤君とふたりきりで言葉を交わすことができたのですよ。彼女らは三〇分、工藤君と共にいることができますが、それは六人いっしょなんですよ」

「でも……」

　まだグズグズとなにか言いたそうなアケミを無視し、恒子は一年生たちに優しくいう。

「さあ、どうぞ。三〇分、工藤君とお過ごしください。空いている机は使っていいですよ。ただ、あとで元の位置にもどしておいてくださいね」

「ありがとうございますっ」

　一年生たちは、ペコッと頭を下げる。

　恒子ったら、会員たちには信頼されているようね。

「な、なによっ！　工藤君は、あたしのおさななじみなのにっ！」

　アケミは、ついにお得意のセリフを言い放った。

　すると、すかさず恒子は、黄色い札を出して、アケミにつきつけた。

「警告！」

　おお！　イエローカード！

　いきなりサッカーの審判になってしまうわけ？

「山本さん、以後、工藤君のおさななじみだという立場は口に出さないように、おねがいいたします。当会は機会均等をモットーにしております。よって、おさななじみなどという特権階級は、排除されるべきものなのです」

「でも、あたし、工藤君のおさななじみなんだもんっ」

　あいかわらず、頭の悪そうな受け答えをする人ね。

　恒子はフッと軽く笑い、アケミを無視すると、工藤君と一年生の会員たちに、

「どうぞ、あなた方は、お食事をはじめてください。ほら、もう、順番待ちの方もいらっしゃってるんですよ」

　見たら、配給切符を手に、もう一〇人ほどがならんでいる。

　工藤君プラス六人は、あたふたと、机をくっつけて、お昼ごはんのセッティング。

　恒子はアケミのほうに向き直り、言った。

「山本さん、あなたが警告に値することをさらになさった場合、わたしはレッドカードを示し、退場――つまり、この場を去ること――を要求いたします。よろしいですか？　それ以上、異議を申される場合は、そこのところも考慮なさってくださいね」

「そ、そんなっ……」

「なんなら、退場だけでなく退会していただくという手も、こちらにはあるのですよ」

「……！」

　アケミは両手のにぎりこぶしを口もとにそえて、いつもの「ぶりっ子大ショック・ポーズ」をとる。

　この人、これしかできないのかしらね。

　大きな目に涙をためて、アケミはクスンクスンはじめる。

　一年生たちは、申しわけなさそうに、アケミを見やる。

　そんな彼女らに、幸さち子こが声をかける。

「こっちは、気にしないでいいよ。遠慮せずに、楽しくやって」

　そして、アケミには、

「ばっかだねぇ。あんなくだらない会に入るからだよ」

　どうどうと言ってのけた幸子を、恒子はジロリとにらみつける。

　すると、幸子はふざけた口調で、

「おお、こわ……。にらまれちゃった。けど、こっちは別に、なんのダメージも受けないもんね。わたしは会員じゃないし、元々、工藤君にあこがれていたわけでもないもんね。きらわれたって、平気だよー」

　幸子は幸子なりに、やっぱり、恒子のやり方が気に入らないらしいわね。

　彼女、気が強くて、性格がまっすぐなものだから。

　ただ、あたくしに対してはいつも無礼なのよね。

　幸子と恒子は、にらみあう。

　両者の間に、激しい火花が散る。

「やめてっ！」

　べそをかきながら、アケミが幸子にとりすがった。

　幸子は憮ぶ然ぜんとした顔で言い返す。

「なに言ってるんだよ。こんな会、やめちゃえ、やめちゃえ！」

「いやっ！　いやよっ！　ファンクラブをやめたら、工藤君と、全然お話できなくなっちゃう！　だったら、一日五分でもお話できたほうがいいもんっ！　だって……だって、あたし……」

　そこで、アケミは涙にぬれた顔をバッとあげ、

「だって、あたし、工藤君が好き！」

　そんなこと、みんな知ってるわよ。

　今さら、えらそうに告白するんじゃないわよ。

　けど……このぶりっ子、意外とけなげじゃないの。

　工藤君は、お箸を持つ手を宙に浮かせたまま、硬直していた。

　シーンとしてしまった中、アケミはワッと泣きくずれた。

「退場！　退場！」

　そこへ恒子が、今度はレッドカードを手に、ズイッと出てきた。

「山本さん、工藤君に告白することは、会則で禁止されている行為です！　当会は機会均等をモットーにしているのです！　よって、特権階級を作ることは、断じて許されません！」

「ごめんなさい、ごめんなさいっ。すぐに退場しますから、退会だけは、許してくださいっ」

　アケミは泣きながらあやまる。

　そのみじめな様子を見て、恒子は満足したように笑う。

「わかればいいのです。ただし、退場命令には従っていただきますよ。それから、今後、このような行為におよんだ場合には、すぐさま退会していただきますよ。おわかりですね？」

　アケミは、こくりとうなずいた。

　幸子は、彼女にいう。

「外に行こう。校庭でお弁当食べようよ」

　アケミはうなずくと、お弁当を手に、フラーッと教室を出て行く。

　幸子は一年生たちに、笑顔であやまる。

「いやな思いさせちゃって、ごめんねー」

　そして、アケミを追って、出て行った。

　工藤君は、青ざめていた。

　アケミに悪いことをしたと思っているのか、あるいは、アケミの報復をおそれているのか……たぶん、両方でしょうね。

　と、そのとき。

　ガバッ！

「うわぁっ！」

　いきなり、だれかが背後から抱きついてきたものだから、工藤君はお箸を落としてしまう。

　教室の空気は一瞬のうちに緊迫した。

　工藤君に背後から抱きついた者は……彼の肩に顔をうずめているけど、髪が特徴的だから、すぐにだれかわかったわ。

　全体的に茶色の髪で、後頭部の一部が黒と茶のシマシマ。

　そう。

　柔道部副部長のチャトランよ。

　この人、なんだか最近、神出鬼没だわね。

　これは、恒子にとっても、一年生六人組にとっても、列を作っているファンクラブ会員たちにとっても、思わぬ伏兵だったらしい。

　まさか、男子の中で、いきなり工藤君に抱きついてくる者がいるとはねえ……。

「あー、びっくりした。男か」

　――ってねえ、工藤君、あなた、相手が男だからって安心するんじゃないわよ。これは、あまりにも危険すぎる傾向よ。

　安あん堵どしきっている工藤君に、チャトランは悲痛な声でうったえる。

「工藤っ。おれは……おれは、ひどいあやまちをおかしてしまったんだ！」　

「どうしたんだよ？」

「三角定規をわすれてしまったんだよぉーっ！　数学の育いくちゃんにいじめられるよぉ！　工藤、助けてくれーっ！」

　チャトランにどう対処すればいいのか、恒子は迷っているらしく、たたずむばかり。

　その間に工藤君は机の中をさぐり、三角定規を取り出すと、

「はい」

　と、肩ごしにチャトランに渡した。

　チャトランはそこではじめて工藤君からはなれると、

「感謝だっ！　工藤、おまえは、おれの命の恩人だ！　おれは、工藤に身も心もささげたぞーっ！」

「退場っ！」

　われにかえった恒子がいきなりレッドカードをつきつけたところ、チャトランは、

「きゃんっ」

　と、女の子の声色になって、背後にとびのく。

　そんな彼に、さらに恒子はドラキュラに十字架をつきつけるようなポーズで、レッドカードを手につかつかと攻めていく。

「退場っ！」

「やんっ」

「退場っ、退場っ！」

「やんっ、やんっ」

　じりじりとせまる恒子に、チャトランは「やん、やん」言いながら、あとずさる。

「退場っ、退場っ、退場っ！」

「やんっ、やんっ、やんっ」

「退場ぉーっ！」

「やーんっ！」

　ついに、恒子に壁ぎわまで追いつめられ、チャトランは声をはりあげる。

「なんでっ？　なんで、なんの罪もないうえにかわいいチャトランを、退場処分なんかにするのっ？」

「工藤君ファンクラブは、目ざわりなあなたに退場を要求しますっ！」

　恒子が宣言すると、列を作っていた会員たちが、パチパチと手をたたく。

　アケミのときとおなじように、一年生六人はすまなさそうな顔でチャトランを見つめ、工藤君は青ざめている。

　恒子は勝利を確信したのか、チャトランにクルリと背を向けると、自分が元いた場所までもどって行く。

「ひどいーっ！」

　チャトランはわめき、今度はすぐそばにいたお杉君に――。

　ガバッ！

　またもや、背後から抱きついた。

　このお昼休み、お杉君はアクタガワといっしょに窓ぎわまで移動して、お弁当を広げていたのよね。

　彼とならんでお弁当をつっついていたアクタガワは、ギョッとした顔で身を引いた。

　それにはかまわず、チャトランはうったえる。

「杉すぎさまーっ。女の子がね、女の子がね、チャトランをいじめるのーっ。こんなにかわいいチャトランをいじめるのーっ」

「おまえは、いつも楽しそうだな」

　お杉君は、むっつりとこたえる。

　あいかわらず無愛想だけど、今日はいつにも増して、おどろおどろしい口調。

　工藤君に近づくことができなくて、彼なりに不機嫌になっているみたいだわね。

　けど、チャトランは、しっかと抱きついたまま、はなれようとしない。

　よって、ついに、お杉君はボソッと言った。

「いいかげん、はなれろ」

「でも、チャトラン、人のぬくもりが恋しくて……」

「おれは恋しくない」

「……つめたい人。愛に飢えているチャトランの心は、ますます冷えるばかり」

「だったら、さっさとはなれろ」

「そうね。杉さまの体、もう知りつくしちゃったから、さわってもつまらないし」

　ひええ！

　教室にいた全員の耳がダンボになった。

「つまらないのは、おたがいさまだ」

　お杉君がむっつりと答えると、チャトランはやっと彼の背中からはなれた。

　アクタガワは顔をひきつらせ、ひとりごとのようにいう。

「今の会話、最後の部分が、すごくいやだったな……」

「あら。アクタガワも柔道部に入れば、このチャトランの体もさわり放題よ。いかが？」

「やだよぉっ！」

　チャトランはフッと笑うと、

「そんな露骨にいやがらなくたって、いいじゃない。つれない人ね」

　それだけ言って、教室を出る。

　けど、もう一度、廊下から顔を出すと、工藤君に、

「返すときも、背後から襲うからねっ」

　工藤君は返事のかわりに、こまったように笑い、恒子はレッドカードをチャトランにつきつける。

「やんっ」

　ひと声あげて、チャトランは消えた。

　あいかわらず、わけわからない人だわね。

　彼のおかげで、すでに教室全体が疲労ムードよ。




＊




　土曜日、学校が終わってから、あたくしは佐伯のうちに行った。

　アクタガワもいっしょ。

　拓人はバイト、お杉君は部活を、それぞれ終えてから来る予定。

「まったくもう、いやになるよな。今日なんか、全然工藤としゃべってないんだよ」

　アクタガワは黒いテーブルに頰ほおづえついて、不機嫌な顔でいう。

　部屋は、モノトーンで統一されて、無機質的なかんじ。

　佐伯は、たったひとりの肉親である父親がニューヨークに単身赴任しているために、このマンションでひとりぐらしなのよね。

「きのうの夜は、何度も電話したのに、ずっと話し中なんだよ。学校であの配給切符とやらを使えなかった子は、かわりに、電話でお相手してもらえるんだってさ。まったく、ばかばかしい」

　あのさわぎ、男子はさめた目で見ているようね。

「工藤君も、よくやるわよね。きまじめというか、人がいいっていうか……」

「ほんと。よくアホくさいって投げ出さないもんだよ。あれなら、綾小路さんだけに支配されていたほうが、まだましだったよな」

「当然よ。あたくし、心優しく慈悲深く寛大な主人になれてよ。ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「高笑いしてる場合じゃないよ、もう……。綾小路さん、完全に負けてるじゃないか……」

　あたくし、ちょっとムッときたけど、むきになるのも見苦しいと考えて、やんわりとこたえる。

「あら。負けてなんかいなくってよ。あたくし、出方を検討しているだけですのよ」

「負けおしみに聞こえるんだけど……」

「なんですってっ？」

　あたくし、片手をふりあげ、華麗なる平手打ちの準備体勢に入る。

　とたんに、アクタガワは、あたふたと、

「わっ。ごめんなさいっ。冗談ですっ」

「冗談でもよくってよ、アクタガワ。一度、ひっぱたかせてちょうだい。あたくし、イライラしてるんだからっ」

「やだよぉ！」

　アクタガワは素早く部屋のすみに逃げる。

　時々、逃げ足の速さを発揮するのよね。

　おかげで、こっちは、ストレスがたまってしまうわ。

「おまたせしました」

　佐伯がティー・ポットを手に、やって来た。

「ケーキ、できあがりましたけど、拓人さんと杉本君がいらしてからのほうがいいですよね。クッキーも焼きましたので、まずは、そちらにしませんか？」

「わーいっ」

　アクタガワはよろこびにピョンピョンとびはねながら、テーブルにもどってくる。

　佐伯は紅茶をカップにそそぐ。

　それから、一度キッチンのほうに行って、クッキーをのせたお皿を手にもどってきた。

　そして、クッキーの説明をはじめる。

「この緑色のがミント入り。こっちがラベンダーです。それに、この赤いのがバラの花びら。そして、紅茶、シナモン、レーズン、くるみ。以上、七種類です」

「わーいっ。いただきまーすっ」

　アクタガワは、ひょいとシナモン・クッキーをつまみあげる。

　あたくしはカップを片手に、佐伯に切り出す。

「おまえ、なにか、いいアイデアはないの？」

「はい？」

「あの思春期軍団、なんとかできないもの？」

「工藤君ファンクラブに対抗するのですか？」

「そうよ」

「そうですね……。あの全体主義組織に対抗する勢力として立ちあがるのでしたら、わたしたちは『工藤君解放戦線』と名乗るのがいいと思います」

「それのどこが、いいアイデアよっ？　その武装革命組織みたいなネーミングは、一体、なんなのよっ？」

「なんとなくイデオロギー的に近いような名称だから、如月さんが仲間だと誤認してくれるのではないかと……」

「誤認するわけないでしょっ。そんなことより、具体的な対策よっ。なにかないのっ？」

　すると、佐伯はもじもじと、

「すでに、手は打ってあるんですけど……」

「んまっ！　それ、本当なのっ？　説明してちょうだい、佐伯っ」

　あたくしが詰め寄ると、佐伯はしかられると思ったのか、おどおどと、口を開く。

「だから、あの……。まともにぶつかっても、数で敗れますよね」

「あたりまえじゃないの。あのファンクラブ、人数だけはやたらとウジャウジャの『枯れ木も山のにぎわい』組織ですもの」

　あたくしと佐伯がこの最重要課題について話しあっているあいだ、アクタガワはのんきに七種類のクッキーを食べくらべている。

　しょせん男には、華麗なる女の戦いは理解できないのでしょうね。

「工藤君ファンクラブが売りにしているのは、会員が毎日おなじ時間、工藤君と過ごせるっていうことですよね」

「ええ。あの、いまいましい〈恩恵〉の配給とやらでね」

「だから、あの配給制をくずせばいいと、わたしは考えたのです」

「おまえ、一体、どんな手を打ったのよ？」

　あたくしがきくと、佐伯はきっぱりと、

「こういうことは、資本主義の権化のようなあの人が得意だと思いまして、話はつけておきました」

「あの人？　だれよ、それ？」

「越えち後ごゆかりさんです」

「まあ！　あの守銭奴にっ？」

　あたくしは思わず声をあげ、アクタガワも心配そうな顔で、

「越後さん、協力するかわりに、なにか見返りを求めてこなかった？」

「いいえ、別になにも求められませんでした」

　越後ゆかり――彼女は、大手デパート越えち後ご屋百貨店の社長令嬢。

　そして、わが花園学園中等部の珠算部の部長。

　あこぎで、お金が大好きで、お金もうけに関しては天才的な手腕を発揮する。

　簡単にいえば、時代劇で悪代官とつるんでいる悪徳商人越後屋――まさに、あれなのよ。

「佐伯、おまえ、ずいぶんと思いきったことをしてくれたじゃないのっ。あの越後屋に協力を求めたりして、下手したら、骨までしゃぶりつくされるわよ。だいじょうぶなの？」

「あの……本当は、わたし、越後さんに面と向かっておねがいしたわけじゃないんです。ただ『いい話があります』とお伝えして、ファンクラブを利用すればお金もうけができるって、教えてさしあげたのです。たぶん、越後さんは、こっちの思惑どおりに動いてくれると思います」

「どうして、そんなことが言えるわけ？」

「いつも、ファンクラブの人たちは、工藤君から〈恩恵〉を受けるために、ズラッとならんでいますよね。あれでは、毎日、あぶれる人がいるはずです」

　すると、アクタガワが口をはさむ。

「そうだよ。だから、工藤は家に帰ってからも、あぶれた女の子ひとりひとりと電話でお相手する羽目になってるんだよ」

「今、工藤君の〈恩恵〉は足りなくなっているのです。供給が需要においついてないのです。その証拠に、〈恩恵〉の配給量は、すでに切り詰められています。今は配給切符一枚で、三分しかお話できなくなっているのです」

　まあ！

　そうだったの？

「こうなると、さらに、会員の間では不満がつのります。三分では満足できない人が、大勢あらわれてくるはずです。それに、学校で〈恩恵〉にあずかることができなかった人は、工藤君が電話でお相手するということにしても、そのこと自体に不満をかんじる人はいるはずです。ですから――」

「あ！　そうか！」

　アクタガワが、ポンと手を打つ。

「越後さんは配給切符の闇取引でもうけようって気になっている――っていうことだよね？」

「そうです」

　佐伯はうなずいた。

　それって、どういうことよ？

　アクタガワは目を輝かせていう。

「そうだよね。会員の中でも工藤にはそれほど執着してない子から、配給切符を買い取って、のどから手が出るほどほしがっている子に高く売りさばけば、越後さんはボロもうけだ！」

　なるほど、そのとおりだわ！

「そうして、ひとりの人間のところに二枚も三枚も配給切符が集中して、その結果、ファンクラブの機会均等の理念はくずれるのです」

「佐伯、おまえ、さえてるわよ。そうなれば、会員の間に、恒子に対する不信感が広がるわけよね？」

「そうです」

　けど……。

「そんなにうまく、行くものかしら？」

「越後さんは資本主義の道をまっしぐらですから、なにがなんでも成功させて、ガッポリもうけると思います」

「おまえ、ずいぶんと、彼女を信用してるわね」

「越後さんは信用できない人ですが、越後さんのお金に対する情熱は信用できますから」

　あまりありがたくない評価だわね。

　そのとき、チャイムの音。

　佐伯はインターホンを取り、

「はい……。いらっしゃいませ。どうぞ」

　そして、オートロックになっているマンションの入り口を開け、あたくしに告げる。

「拓人さんと杉本君です」

「あら。途中でいっしょになったのかしら」

　佐伯は、ふたりを迎えるため、玄関のほうに行く。

　アクタガワは、あたくしにいう。

「ねえ、綾小路さん。ひょっとしたら、お杉、岡野さんにベタベタするかもしれないけど、許してやってくれないかな」

「お杉君が拓人にベタベタ？　どうしてよ？」

「あいつ、欲求不満なんだ。ほら、学校で、工藤に近づけない状態だろ？　だから、かわりに岡野さんに――」

「許可は出さないわよ」

　あたくしはアクタガワにズイッとせまる。

「お杉君の欲求不満を解消するのは、あなたの役目でしょっ？　美少年なら、それぐらいはしなさいよね。なんのために、かわいい顔に生まれてきたと思ってるのよ、このジルベールは」

「その呼び名はやめてよっ。それに、ぼくはお杉のために生まれてきたわけじゃありませんっ」

　アクタガワはむくれて言い返す。

「まったくもう、役に立たない美少年だわねっ。そんなだから、めがねかけるとギャグまんが顔になるのよっ」

「顔のことは言わないでよっ」

「でも、お杉君は、あなたの顔が気に入っていてよ」

　すると、アクタガワは、言いにくそうに、

「……きのうまでは、ぼくもお杉にベタベタされたよ。けど、ついに撃退に成功したんだ」

「撃退に成功するんじゃないわよっ。親友でしょっ？」

「あと、お杉のやつ、鈴すず木きその二にもベタベタしてたけど、あいつ、涙浮かべてお杉を拒絶したんだよな」

　彼、よっぽど、お杉君がこわいのね。

　アクタガワはため息まじりにいう。

「代だい官かん山やまはクラスがちがうし、志し村むらさんはたまに会えばおびえるし、チャトランじゃお互い知りつくしちゃって物足りないみたいだし、ケンさんは学校がちがうし、ミツグちゃんはすでに育ちゃんのおもちゃだし、育ちゃんはとりつく島もないし……。あと、お杉が気に入ってる人っていうと、岡野さんぐらいなんだよな」

「気に入らないでいただきたいものね」

　それにしても、よくもまあ、お杉君、これだけお気に入りの男性がいたものね。

「こんにちはー」

　拓人が来た。

　そして、彼の背後には、お杉君が背後霊のようにボーッと憑ついていた。

　なんだか、今日はやたらと暗いじゃないの。

　拓人は、ニコニコしながら、あたくしたちにいう。

「ねえ、ねえ。今日は杉本君、すごくいい香りがするんだよ。部活が終わってから、シャワーあびてきたんだって」

　すると、お杉君、重々しい口調で、

「ボディ・ソープもシャンプーもコンディショナーも、シトラス系で統一したんです」

　そして、お杉君は拓人の目をひたと見つめ、

「もっとそばに来ると、よくわかりますよ」

「え？　ほんと？」

　拓人はうれしそうにいうと、お杉君の耳元に顔を近づけ、香りをかぐ。

　こ、これは……あまりにも、あぶなすぎる構図よっ！　やめなさいってばっ！

　こっちでは、あたくしとアクタガワが沈黙しているというのに、拓人はうれしそうにお杉君に報告する。

「ほんとだ。レモンかライムみたいな香りだね」

「岡野さん……ずっとこうしていても、いいですよ」

　お杉君が低く拓人にささやいたとき――。

　ぶちっ！

　ついに、あたくしの堪忍袋の緒が切れた！

　拓人はのんきに「ずっとこうしていたらつかれちゃうよー」なんて言いながら、笑ってる。

　あたくし、バッと立ちあがる。

　そして、アクタガワのうでをガッとつかむと、無理矢理立たせる。

「な、なに？」

　戸惑うアクタガワから、あたくしはめがねをうばい、そして、彼をドンとつきとばした。

「わっ」

　チビのヤセだから、アクタガワは、簡単にふっとぶ。

　そして、彼は、お杉君の足元に、ドタッと両手をついた。

「麗れい花かちゃん、乱暴はいけないよ」

　拓人がこまったように言い、アクタガワは、

「あ、綾小路さん、いきなり、なにするんだよぉ……」

　と、抗議口調で、顔をあげる。

　そのとたん、お杉君の目は、ピタッと彼の素顔にくぎづけ。

　ふっ。

　お杉君の興味は、拓人からアクタガワにうつったわ。あたくしの思惑どおり。

　まるで吸い寄せられるように、お杉君はスーッとアクタガワの前に片ひざつくと、無言のまま、彼の両うでをとり、立たせる。

「お杉……？」

　そのまま動きをとめたお杉君に、アクタガワは不審げな目を向ける。

　と、いきなり、お杉君はスッとアクタガワに顔を近づけ――。

「わあっ！」

　間一髪で、アクタガワはお杉君の手をふりほどき、背後にとびのいた。

　けど、お杉君は、なおもアクタガワにせまる。

　肩をつかみ、壁に押しつけ――。

「わあっ！　バカッ！」

　バシッ！

　おお！　アクタガワ、反撃！

　なんと、お杉君のほっぺたをひっぱたいたのよ！

　お杉君は、ハッとしたような顔で身を引く。

　アクタガワは、壁に背中をくっつけ、ガタガタふるえていた。

　無理もないわよね。親友に唇をうばわれそうになったのでは。

　おびえきっているアクタガワを前に、お杉君はがくぜんとした顔で、つぶやく。

「おれは……一体、なにを……？」

　そして、両手を見つめる。

　ところが、そんな彼に向かって、アクタガワは、

「とぼけるなっ！　おまえ、それ、わざとだろっ？　最初から、みんな演技だったんだろっ？」

「……」

　お杉君は、そのまま、両手を見つめていた。

　やがて、彼の肩が、こきざみにふるえ出した。

　どうも、笑いをこらえていたらしいわね。

　お杉君はついに、低く笑いながら、ひとこと言った。

「ばれたか」

「おまえ、たちの悪い冗談はやめろよなっ」

　アクタガワは、めがねをかけながら、はきすてるように言った。

　そのうしろでは、拓人がうんうんとうなずきながら、

「ふたりとも、仲がいいよねぇ」

　すると、お杉君、

「そうなんです。すごく仲がいいんです。まるで愛しあっているかのように」

「やめろよなっ！」

　すかさず、アクタガワが、抗議する。

　そこへ、佐伯がケーキを手にやってきた。

「洋よう梨なしのタルトです」

　とたんに、みんなの意識はケーキにうつる。

「ううっ……工藤にも食べさせてやりたい……」

　アクタガワが泣きまねをしながらいうと、お杉君は深々とうなずいた。

　今ごろ、工藤君、どうしているかしら？

　きっと、女の子に〈恩恵〉を与えていることでしょうね。

　そう思うと、あたくしの心にムカムカの素が……。

　けど、あんなファンクラブ、もう先は見えているわ。

　なんたって、悪徳商人越後屋に食いものにされたのではね。

　ざまあごらんあそばせ！

　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。











第四章　佐伯、知恵を貸してさしあげなさい







　放課後のこと。

　あたくし、佐さ伯えき、お杉すぎ君は、部室棟に向かった。

　そして、二階の文芸部の部室へ。

　あたくしたちを迎えたアクタガワは、小声で告げる。

「すでに、となりで闇取引が始まっているよ」

　となりは、越えち後ごゆかりが部長をやっている珠算部の部室なのよね。

　あたくしたちは、そろって、壁に耳をくっつける。

　安っぽいベニヤ板だから、となりの音が筒ぬけなのよ。

「ひぃ、ふぅ、みぃ、よぉ、いつ、むぅ、なな……あわせて七枚ですね」

　ゆかりったら、どうやら、配給切符を数えているようね。

「一枚一〇〇円で買い取らせていただきますから、合計七〇〇円。はい、どうぞ」

「いやぁ、すまないねぇ、越後屋さん」

　へっへっへと笑いながら、下品な口調で答えたのは……ミハルだわ！

　彼女は、あたくしの所属する茶道部の会計担当。

　お軽い性格のミーハーで、手下にするには下品すぎる女よ。

　しかしまあ、こんなところで、小金かせぎをしていたなんて！

「ミハルさんも、油断のならないお方ですね。ひとり一枚とかぎられている配給切符を七枚も集められるとは」

「まわりの女どもに声かけたんだ。配給切符を一枚五〇円で買ってやるから、ファンクラブに入って毎日こっちにまわしてくれ、って。やつら、別に工く藤どうのことなんてなんとも思っちゃいないから、ホイホイくれるんだぜ。なんたって、一日五〇円ずつ、懐に入ってくるんだもんな。一か月もすれば……ええと……いくらだ？」

　パチパチとそろばんをはじく音につづいて、ゆかりが答える。

「一か月のうち二五日登校するとすれば、一二五〇円ですよ」

「そう、そう。一二五〇円」

　ミハルは、あたかも暗算で出したかのように、調子をあわせる。

「今日、ミハルさんは、これで三五〇円のもうけということですね」

「おまえは、それを一枚三〇〇円で売るんだろ？　ってことは、一枚あたり二〇〇円のもうけだよな。七枚あるから、これで一四〇〇円のもうけってわけだ。おまけに、あたし以外のやつにも声かけて、配給切符を集めているんだろ？　あいかわらず、あこぎだねぇ」

　すると、ゆかりはフフと、貪どん欲よくそうに笑い、

「こう見えても、将来は、越後屋百貨店を背負っていく身ですからね。お金もうけの練習ですよ、これは」

「こわい女だぜ……。おまえとは、あんまり深くかかわりたくねえな」

「おやおや。冷たいことをおっしゃる」

　ゆかりはこびるような声で応じた。

「これからも、どんどん人数を増やしてやるからな」

「たよりにしていますよ、ミハルさん」

　ふたり、低く笑いあう。

「どいつもこいつも、工藤、工藤って、さわぎやがって。まるで発情期だぜ」

「あいかわらず工藤君も苦労の多いお方ですね」

「ありゃあ、かわいそうな男だよな。学園のプリンスのわりに、気が小さいからな」

「そうですね。工藤君にはお気の毒ですが……おっと」

　ゆかりはあわてて、口をつぐむ。

「お金もうけに、同情は禁物ですよ。われわれは自己愛のみにより、利潤を追求する――それが、資本主義経済というものです。『非情』の二文字は市し場じようのおきて」

「けっ。おまえと話してると、だんだん自分がうすぎたない人間になっていく気分になるぜ。そろそろ、失礼させてもらうからな」

「またのご来店、お待ちしておりますよ」

　ガラリと戸を開ける音。

　そして、ミハルは出ていった。

　あたくしたち四人は、そろそろと、壁からはなれる。

「越後さん、やる気まんまんだね」

　アクタガワが声をひそめていうと、佐伯も、

「ミハルさんも、なかなかやりますよね」

「あのふたり、結局、気が合うんじゃないかなぁ……」

　そのとき。

「くーださーいなっ」

　廊下で、ぶりっ子アケミの声がひびきわたった。

　そして、珠算部の戸が開く音につづき、ゆかりのヒソヒソ声。

「山やま本もとさんっ。そんな堂々と来ないでくださいよっ」

「あっ、ごめーん。あたし、ドジでおっちょこちょいだから。てへっ♡」

　舌を出してお茶目ぶりっ子しているのは、見なくてもわかるわ。

　ドジというよりは単なるバカじゃないかしら、この子の場合。

　ゆかりはアケミを部室にまねき入れた様子。

　あたくしたちは、ふたたび、壁に耳をくっつける。

「ここで、工藤君ファンクラブの配給切符が買えるって、本当なの？」

　と、アケミの声。

「ええ。ただし、おひとりさま三枚までと限らせていただきますよ」

「一枚いくらなの？」

「三〇〇円です」

「えーっ！　高いーっ！」

「いやなら、いいんですよ。いやなら。この配給切符をほしがってる人なら、五万といるんですからね。なにもわざわざ山本さんに買ってもらわなくたってねぇ……」

「ええっ！　か、買うわ！　買う、買うっ！」

　アケミったら、単純なことこのうえないわね。

「何枚ですか？」

　ゆかりの声が、笑いをふくむ。

「えっとぉ……」

　アケミはお財布の中身をたしかめているらしい。

「……に、二枚っ。二枚ちょうだいっ」

「おや、おや。二枚だけですか？　おひとりさま三枚まで買えるというのに」

「でも、お金が……」

「いいですか、山本さん。この配給切符がいつまでもあると思っていちゃ、いけませんよ。じつをいえば、こいつはいつも品薄でねぇ。せっかくここまでいらしていただきながらも、売り切れのために、手ぶらでお引き取りねがうことだってあるんですよ。三枚買えるこのチャンスをみすみすのがすなんて、そんな、ばかなことはしちゃいけませんよ、山本さん」

「だって、お金が……」

「いいですか？　これはお金の問題ではなく、愛情の問題なんですよ」

「えっ？　愛情っ？」

「そうです。工藤君に対する愛情です」

　よくいうわ。人の心よりお金を優先する守銭奴が。

「ここであなたが買いそこねた一枚は、ほかの女の子の手に渡るのですよ。工藤君と過ごす三分間が、ほかの人のものになってしまうのですよ。そのたった三分間で、工藤君が彼女に魅了されないともかぎらないんですよ」

「ええっ！　そんな……そんなのイヤッ！」

「ならば、たった二枚などとおっしゃらずに――」

「買うっ！　三枚買うわっ！　三枚ちょうだいっ！」

　アケミは簡単にのせられ、興奮ぎみに叫ぶ。

「シッ！　山本さん、声が高いですよ」

「あっ、ごめーん。あたし、ドジでおっちょこちょいだから。てへっ♡」

　……また言ってるわ、この子。

　それにしても、あっけなくのせられたものよねぇ。

　まあ、ずるがしこい越後ゆかりの手にかかっては、ぶりっ子アケミなんて、カモがネギしょって来るようなものでしょうけど。

「まいどありがとうございます。ご健闘を祈っておりますよ、山本さん」

「うんっ。あたし、がんばるっ」

　だまされやすいアケミは、本当に応援されたと思ったらしく、力をこめてこたえる。

　しかしまあ、能天気もここまでくると、あわれよねぇ。

　アケミは出て行き、あたくしたちは、壁から離れる。

　アクタガワは感心した様子でいう。

「越後さん、佐伯さんの思惑どおりに動いてくれてるよね」

「そうよね。あの人、利用されているとはまったく思ってないわよね」

「佐伯さん、頭いいよな……」

　アクタガワはつぶやき、そこで、ギョッとしたようにお杉君を見る。

「おいっ。お杉、おまえ、財布なんか出して……なんのつもりだよっ？」

「なんのつもり、って……」

　お杉君は言い、お財布を開けると、一〇〇円玉を三つ取り出して、ささやくような低い声で、

「買い物をするつもりに決まっているだろうが」

「お、おまえ、なにを買うつもりだよっ？」

　うわずった声でアクタガワがきくと、お杉君は珠算部の方をフッと見つめて、

「至福の三分間を」

「うっわぁぁぁぁーっ！」

　アクタガワは、頭をかかえてわめく。

　彼の反応を見て、お杉君はひそかにニヤリと笑う。

　友達からかって、遊んでるんじゃないわよ。

　お杉君ったら、工藤君と接することができない寂しさを、こんなところでまぎらせていたのね。

　お杉君の冗談がわからなかったアクタガワは、のたうちまわる。

「やめろーっ！　やめてくれーっ！　おまえが女の子といっしょに列作っているところを想像するだけでも……うわーっ！　こわいよーっ！」

　……お茶目な光景を想像しておびえるものではなくってよ、アクタガワ。

　お杉君は錯乱する親友をまじまじと見つめ、質問する。

「アクタガワ……なぜ、おれを止める？　……ジェラシーゆえか？」

「うっわああぁぁぁーっ！　ぼく、もう、おまえの友達やめるぞっ！」

　もう涙を流さんばかりのアクタガワに、お杉君はボソッという。

「そんな殺生な」

「お、おま、おまえっ、変な受け答えするなよっ！」

「おれ、アクタガワとは、いいお友達でいたい。だから、それ以上になることなんて……」

「うっわあああーっ！　もう、こんな友達、やだーっ！」

「おまえがそんなにいうなら、仕方がない。友達でなく、それ以上になるしかないな。さあ、手に手をとって、大人になろう」

「わーっ！　寄るなっ！　ばかっ！　おまえなんか、きらいだーっ！」

　あいかわらず、うるさい子ねっ。

　お杉君も、工藤君に近づくことができない分、欲求不満でしつこくなっているのではなくって？

　わめきちらすアクタガワとせまるお杉君に、あたくしは、ビシッと言ってやる。

「ええいっ！　静かにおしっ！　ふたりとも、いつまでも、いちゃついてるんじゃないわよっ！」

「いちゃついてなんかいないよぉっ！」

　アクタガワは反論したけど、お杉君はボソッと、

「いや、充分いちゃついていたぞ」

「おまえは肯定するんじゃないよっ！」

　そのとき、トントンとノックの音。

　そして、戸があいて、ゆかりが顔を出した。

　小柄でほっそり、長い髪につりあがった大きな目をしていて、小悪魔的な愛らしさがあるのよね。性格は悪徳商人だけど。

「文芸部のだんな、なんのさわぎですか？」

「な、なんでもないよっ。ごめんっ。うるさかった？」

　アクタガワがあわててこたえ、お杉君と佐伯もそれぞれ「すみません」とわびる。

「おや」

　ゆかりは佐伯の姿をみとめると、うれしそうに目を細める。

「佐伯さん、いらっしゃったのですか」

「はい」

「感謝しますよ。あなたのアイデアのおかげで、ガッポガッポとボロもうけです」

「いいえ、どういたしまして」

「では、また」

　そして、ゆかりは、あたくしと目をあわせ、

「小路こうじ屋さんも、ごきげんよう」

　それだけ言い、戸をしめた。

　あたくしたちは、顔を見合わせた。

　アクタガワは、声をひそめていう。

「やっぱり、越後さん、佐伯さんに利用されたとは思ってないね」
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　ムカムカムカムカ……。

　休み時間になると、あいかわらず、あたくしのとなりの席には、女の子が入れ替わり立ち替わり。

　恒つね子こったら、工藤君のとなりにいすをひとつ置いて、そこにファンクラブ会員をすわらせるのよ。

　で、自分はストップウォッチを持って、数メートルはなれたところで監視役。

「はい、三分経過です。つぎの人！」

「はぁい」

　恒子の指示に従って、工藤君に配給切符を提示していすにすわったのは、アケミだった。

「工藤君、今日はいい天気ねぇ」

　ガクッ。

　いきなり天気の話？

　それはあまりにも不毛だわよ。

　工藤君はささやき声で、アケミに問う。

「ね、ねえ、アケミちゃん、今日、これで二回目じゃない？」

　たしかに、アケミが来たのは二回目よ。

　闇屋から買った配給切符があるものね。

「気のせいよ、気のせい。それとも、工藤君、あたしに会いたくて、あたしの夢を見てしまったのかしら？」

「あ。気のせいだね。うん、うん。気のせいだ」

　工藤君……露骨にアケミをおそれているわね。

「あたし、思うの。こんないい天気の日には、工藤君とふたり、花はな園ぞの公園でデートしたいな、って……」

　アケミが言ったとたんに、恒子の目がギラリと光り、順番待ちの女の子たちも、表情をけわしくする。

　当の工藤君はといえば、アケミの言葉に青ざめるばかり。

　アケミはつづける。

「でも、もう、工藤君には告白しちゃいけないのよね。だって、工藤君は、みんなのものなんだもん。工藤君にあこがれる女の子みんなに、工藤君は平等にやさしくしてくれて……これって、とってもうれしいことよね」

　恒子の表情は、少しばかりやわらいだ。

　しかし、アケミは――。

「でも……でも、あたし、なんだか悲しいの。だって、みんなを平等に愛してくれる工藤君なんて……工藤君なんて……」

　アケミの目からポロッと涙が落ち、

「そんなの、あたしの工藤君じゃないっ！」

　ぶぶっ！

　いつ、工藤君が、あなたのものになったのよ？

　おまけに、ワッと派手に泣き伏したりして……一体、なんなのよ？

「あ、あの、アケミちゃん……」

　工藤君があわてて声をかけようとしたところ、サッと恒子が割って入った。

「はい、次の人！　交代です！」

「そんなっ！　まだ三分たってないわよぉ！」

　アケミが泣きながら抗議すると、

「いいえ、山本さん、あなたは退場です！」

　ビシッとレッドカードをつきつけられ、アケミはぶりっ子ポーズでびびる。

　そんなアケミに、恒子は非情にも言い放つ。

「退場でなければ、退会していただきます！　あなたは、どちらを選びますか？」

「そんなっ……」

「退会ですか？」

「いやっ！」

「では、退場です！」

　レッドカードをつきつけられ、アケミは、両手で顔をおおい、ワッと泣きながら走り去る。

「アケミ！」

　いつものように、親友の幸さち子こが後を追う。

　けど、途中で止まってふりかえると、彼女は言った。

「工藤君っ！　あんた、いつまで、こんなことやってる気っ？　いいかげん、目をさましてよねっ！」

　そして、走り去る。

　工藤君は、真っ青だった。

　アケミの反応と幸子の言葉に、衝撃を受けたらしい。

　なのに、となりのいすには、すでに次の女の子が待っている。

「ねえ、工藤君、あたしの名前、知ってる？」

　とろけそうな笑顔できく相手に、工藤君は青ざめたまま、

「ごめん。知らない」

「じゃあ、おぼえてね。あたしはね――」

　くどくどと自分のことを話す相手に、時々、工藤君はあいづちを打つ。

　けど、あきらかにうわの空。

　すると、恒子の声がとぶ。

「工藤君っ！　しっかりお相手をしてあげてくださいっ！　会員の方々には、ちゃんと誠意を見せてくださいよっ！　誠意を！」

「ご、ごめん」

　あやまる工藤君の横顔に、疲労の色が浮かぶ。

　考えたら、昼間に〈恩恵〉を受けることができなかった会員の女の子からの電話が、毎晩ひっきりなしだとか。

　この人、だいじょうぶなのかしら？

　そのとき、あたくしはフッと視線をかんじ、そちらを向いた。

　恒子だった。

　勝ちほこった笑みを浮かべて、あたくしを見ている。

　あたくしが工藤君に声をかけることもできないと思って、優越感にひたっているようね。

　あたくしはにらみ返してから、席をたつ。

　いつになったら、ゆかりのばらまいた配給切符で、あきらかな不平等があらわれはじめるのかしら。

　ああ、じれったいわね！
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「五〇〇円っ？　どうしてっ？」

　となりの珠算部の部室で、アケミの声がひびきわたる。

　ここは、おなじみ文芸部の部室。

　壁に耳を寄せながら、あたくしと佐伯とアクタガワは、視線を交わしあう。

　お杉君は、部活が終わってないから、まだ来ていない。

「きのうまでは一枚三〇〇円だったじゃないっ！」

　すると、ゆかりの声がこたえる。

「この配給切符をほしがる人の数が、枚数を大幅に上回っているのです。あぶれる人もいるほどなんですよ。だから、少々高くても手に入れたいという人が、続出するという状況なのです。よって、あたしは、値上げをしました。三〇〇円じゃないと買わないという方には、あきらめていただくまでです」

「でも、あたし、もう、お小遣いののこり、四八三円しかないのよっ。これで最後の一枚を買うつもりだったのに……」

「あきらめるしかありませんね」

「ねえ、おねがい、まけてよ。四八三円で、一枚売って。一七円だけ、おまけしてよ。ねえ？」

「お気の毒ですが、あたしゃ、一円もまけるつもりはありませんよ」

「そんなっ……あなた、あこぎよ！」

「あこぎでけっこう。あたしだって、伊だ達てや酔狂でやってるわけじゃないんです」

「でもっ……どうして、きのうまで三〇〇円だったものが、いきなり五〇〇円になるのよっ？」

「これが市場原理というものです。需要が供給をうわまわったがゆえに、価格が上昇したのですよ」

「むずかしいこと言ってごまかさないでっ！」

「まあ、経済学の父アダム・スミスのいう〈見えざる手〉が、この配給切符を三〇〇円から五〇〇円にしたわけですよ」

「いいかげんなこと言わないでっ！」

「いいかげんではありません。これが資本主義経済というものなのです」

　ゆかりは冷酷に言い放つ。

　相手の言ってることが理解できないアケミは、やけになって、わめきちらす。

「なによっ！　越後さんのいじわる！」

「ええ、ええ、なんとでもおっしゃってくださいな」

「ケチ！　あこぎ！　守銭奴！　悪徳商人越後屋っ！」

「なんと言われようと、あたしゃ、びた一文たりともまける気はありませんからね。あなたが買わないっていうなら、ほかの人に売るまでです。さあ、帰った、帰った」

「越後さんなんて、きらいよぉっ！」

　アケミは、珠算部の部室をとびだし、走り去って行った。

　最近、この子、こればっかりね。

　あたくしたち、三人そろって、そろそろと壁からはなれる。

　声をひそめて、アクタガワが切り出す。

「これって、なんだか、越後さんばかりがいい目を見てるだけじゃない？　本当に、これで、ファンクラブは打撃を受けてるの？」

「もうそろそろです。ファンクラブの中で不平等が生じ、会員の間に不満が広がるはずです。この調子で、越後さんが配給切符の値段をつりあげていけば、ひそかにそれを購入していた会員も、そのバカバカしさに気づくはずです。現に、アケミさんはそのことに気づきました」

「あ。そうか。そういうことか」

　アクタガワは感心したように言い、あたくしは、

「けど、ゆかりさんったら、いくらなんでも、もうけすぎよ。なんで、あの人ばかりがいい思いをするのよ。あたくしの目的は、越後屋の利潤を増大させることではなくってよ」

「でも、越後さんは、ピンチに立たされるかもしれません。アケミさんがどんな態度に出てくるか、それによりますが……」

「どういうことよ？」

「越後さんのやっていることを、アケミさんが如きさ月らぎさんに言いつけたら、越後さんは一巻の終わりです」

「佐伯、おまえ、そのときには、どうするつもりなの？」

「如月さんの出方によって、対策を立て直します。たぶん、越後さんはわたしをたよってくれると思いますから、そのときには、麗れい花かさまが越後さんに恩を売ることができますよ」

「まあ！　それは楽しみだわ！　佐伯、おまえ、やっぱり頭がいいわ。ほめてあげてよ！」

「麗花さまによろこんでいただき、わたしもしあわせです」

　すると、アクタガワがぶつくさと、

「また、佐伯さん、綾あや小のこ路うじさんを調子づかせてるんだから……」

「なんですってっ？　アクタガワ、もう一度言ってごらんなさい！」

「い、いいえ、なんでもありませんっ」

「あわてて取り消すのなら、命にかかわる発言は最初から口にしないことね」

「ははーっ」

　アクタガワは、深々と頭を下げる。

　ひょっとして、あたくし、馬鹿にされているのではないでしょうね。

　そのとき、いきなり、校庭の方から――。

「工藤っ、平気かっ？」

「ごめん……だいじょうぶだから、ちょっと休ませて……」

　工藤君と、あと、もうひとり……だれかしら？

　あたくしたち三人、この二階の窓からそっとのぞく。

　ちょうど、この部室の下。

　芝生のうえに、体操着姿の工藤君が、あおむけに寝転がっていた。

　苦しそうに目をとじ、顔色も悪い。

　工藤君のわきで、おろおろしているのは、彼とおなじサッカー部員――たしかゴールキーパーの人。

　がっしりとした体格にいかめしい顔つきで、工藤君とならぶとまさに「美男と野獣」といったかんじなのよね。

「工藤、しっかりしてくれよぉ……」

「ごめん。すぐなおると思う……」

「保健室、行くか？」

「だいじょうぶ。ちょっと休めば……」

　キーパー君（仮名）は、かいがいしく工藤君の額の汗をタオルでぬぐい、それから、そのタオルでパタパタと風を送ってあげる。

「ありがと」

　工藤君は、目をとじたまま、弱々しく礼をいう。

「工藤……おまえ、最近、やつれたぞ」

　キーパー君は思わず声をつまらせ、それから、そっと涙をぬぐう。

　それを見て、アクタガワはギョッと身をこわばらせる。

　おそらく、キーパー君は工藤君の崇拝者。

　敏感なアクタガワは、そのことに気づいてしまったようね。

「工藤、あんな女ども、もう、相手にするなよ」

「だめだよ。おれ……今まで、さんざん人の気持ちをふみにじってきたから……。そのつぐないもしなくちゃ……」

「そんな、おまえが思いつめるようなことじゃねえよ。あんなバカな女ども……」

　返事はない。

　キーパー君は工藤君に目をうつし、そして、異変に気づく。

「おいっ？　工藤っ？　どうしたっ？」

「あ……ごめん。ちょっとねむくて……。たのむ……ねむらせて……」

　そして、ふたたび、工藤君はスーッとねむりに落ちていった。

「工藤……」

　キーパー君は、そっと涙をぬぐう。

　これは、完全に、工藤君にぞっこん状態だわね。

　アクタガワは、すでに真っ青。

　お杉君につづき、工藤君に執着している人が出てきてしまったんですものね。

　キーパー君は、ふたたび工藤君の額の汗をぬぐい、それから、乱れた彼の前髪を直してあげる。

　その手がフッと止まった。

　と思ったら、そろそろと工藤君の頰ほおに移動する。

　そのまま、キーパー君は、じっと工藤君の寝顔を見つめる。

　そして、すいこまれるように、工藤君の顔に、自分の顔を近づけていって――。

「うっわぁぁぁーっ！」

　とつぜんわめいたのは、アクタガワ。

　きわどいところで、キーパー君はハッと顔をあげる。

「き、きさま、文芸部のアクタガワ……！」

「そ、そこのおまえなぁ、名前は知らないけど、工藤からはなれろよぉっ！」

「チッ！　おしいところで、じゃまが……！」

　キーパー君はつぶやいたけど、いきなり、開きなおったらしく、アクタガワに向かって言い放つ。

「ほざけ！　このギャグまんが顔が！」

「なにぃっ？」

　けっこう短気なアクタガワは、たちまちムッとして言い返す。

　そのとき、佐伯がいきなり、アクタガワの黒ぶちめがねを取りあげた。

　そして、大まじめな口調で、

「アクタガワ君はギャグまんが顔ではありません。ごらんのとおり、美少年です」

「さ、佐伯さん、やめて……」

　アクタガワは、一瞬にしてげんなりとした顔になる。

　ところが、キーパー君はうってかわって、目をキラキラさせると、

「アクタガワ……かわいいっ」

「やめろぉぉぉーっ！」

　アクタガワは力いっぱいわめく。

　その間にも、工藤君はスヤスヤとお休み。

　そんな彼に、サササッと近づいてきた、ひとつの影！

　柔道着に茶色の帯……あれは、茶帯のチャトラン！

「うわーっ。こんなところに工藤が落ちてるーっ。ひーろった！」

「ひろうなっ！」

　キーパー君、ナイスつっこみ！

　そして、彼はムンズとチャトランの襟首をつかまえる。

　すると、チャトランは反射的に、

「にゃーん、にゃーん」

　と、まねき猫ポーズ。

「ええい！　猫になってごまかすなっ！」

「あら。動物はおきらい？」

「女にもなるなっ！」

「あら。女性はおきらい？」

「おまえは男だろうがっ！」

「……」

　しばしチャトランは考えこみ、それから、あいかわらずねむりこけている工藤君に目をうつし、

「えーん、工藤ーっ、キーパー君がいじめるよぉっ」

「だれがキーパー君だっ？」

「だって、本名知らないんだもんっ。そういうおまえは、おれの名前知ってるのかよぉ？」

「茶帯のチャトラン」

「そりゃ、単なる通り名じゃないかっ！」

「あ。そっか」

　キーパー君はみとめ、それから、きき返す。

「ところで、おまえ、アクタガワの本名、知ってるか？」

「ええっ？　アクタガワって……芥川って苗みよ字うじじゃないのかっ？」

「うわさによると、ちがうらしいぜ」

「えーっ！　チャトラン、知らなかったっ！」

　そこで、アクタガワ、

「本人を目の前に、うわさ話に興じるなよっ！」

　まったくだわね。

　こんなふうに、キーパー君とチャトランが盛りあがっているときに、どうしたことか、お杉君があらわれた。

　彼はまっすぐ工藤君に向かってスタスタ歩いてくる。

　そして、迷うことなく、彼の横にゴロンと横になって、おなじように目をとじた。

「うわっ！　杉すぎ本もと、いつの間に！」

　キーパー君が気づき、チャトランはササッと、お杉君とは反対側、工藤君のとなりにゴロンと横になり、目をとじる。

「おまえら、一体、なにやってるんだよぉっ！」

　キーパー君は、工藤君をはさんで寝ている柔道部員ふたりをどやしつける。

　ところが、チャトラン、目を開けると、

「シイッ！　工藤が目をさますだろっ！」

　小声でキーパー君を制して、

「おまえも仲間に加わりたいのなら、おれのとなりに来い」

　そして、目をとじる。

「ちくしょー、先にいい席とりやがって……」

　キーパー君はぶつくさ言いながら、チャトランの横に寝転がる。

　サッカー部員ふたりと、柔道部員ふたりが、市場のマグロのように、ならんで転がっている……なかなか、すごい光景だわ。

「な、なんだか、よくわからない世界だ……」

　アクタガワがつぶやく。

「もう、ほっときましょ」

　あたくしは佐伯とアクタガワに言い、テーブルのところにもどる。

　そのとき、となりの部屋で、話し声。

　あたくしたち、ピタリと動作を止める。

　あれは、恒子の声だわ！

　よって、三人そろって、壁ぎわに移動。

「越後さん、こんなことをされてはこまるんですよねぇ」

「こんなことと申されますと？」

　ゆかりがすっとぼけた声で答えると、恒子はズバリ、

「配給切符の闇取引ですよ」

「おや。あたしはただ、おのれの利潤を追求しているだけですがねぇ。それが、あなたをこまらせることになったとは……これはまた、どうしたことでしょうねぇ」

「工藤君ファンクラブは、計画をもって秩序を形成しようという目的から生まれた組織です。そこに市場経済を持ち込まれてはこまるんですよね、越後さん」

「しかし、あなたのなさっている計画経済は、やがては破は綻たんしますよ。社会主義諸国をごらんなさいな」

　……いつから経済問題になったのよ？

「東西冷戦も終わったことだし、自由経済でいきましょうよ。ねえ？　恋も経済も、自由放任で」

「ふっ。ゆずらないおつもりですか、越後さん」

「あなたにおどされて尻しつ尾ぽまいて逃げるような越後屋ではございませんよ」

「よろしい。こちらにも、あなたのような悪徳商人を肥え太らせるつもりは、まったくありません。明日からは予防策をとりましょう。あなたが闇ブローカーとして暗躍できる余地はもうないと、考えておいてくださいよ、越後さん」

「おもしろい。できるものなら、やっていただこうじゃございませんか。平等なんてくそくらえ、ですよ」

「ふん。この資本主義の病理が」

「なんとでもおっしゃってくださいな」

　ゆかりは平然とこたえる。

「如月さん。ひとつ、あなたに教えてあげましょう。だれもかれもが平等になったら、今度は他人より少しでも豊かになりたいという欲求を、全員が持ちはじめるものですよ。だって、そもそも生物は生存のための競争をくりかえしてきたものでしょう？　競争のない日常なんて、あたしゃ、まっぴらごめんですよ。あなたも、他人を蹴け落おとす快楽をみなさんから取り上げようなんて、そんな酷なこと、しちゃいけませんよ」

「ならば、越後さん、わたしはあなたを蹴落とし、その屈辱をあなたに味わわせてあげましょう」

「おもしろい。楽しみにしていますよ、如月さん」

　戸のしまる音。

　そして、立ち去って行く足音。

　恒子は帰ったようね。

「これって、どっちもどっちの争いだよな……」

　アクタガワはつぶやき、佐伯は、

「緊迫したやりとりでしたねぇ」

　と、緊張感のない口調でいった。

　外を見れば、あいかわらず、お杉君・工藤君・チャトラン・キーパー君が、ならんで寝ていた。

　男の子たちは平和だわ。ただし、工藤君はのぞいて。
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「佐伯さん、佐伯さんっ」

　休み時間、教室にゆかりがやって来た。

　そして、佐伯に耳打ちし、廊下に連れ出そうとする。

　佐伯はあたくしのほうをちらりと見る。

　どうも、ゆかりは佐伯に助けを求めてきたようね。

　あたくしは、ゆかりに声をかけた。

「越後屋さん。佐伯はあたくしの部下です。彼女になにか相談ごとでしたら、まずは最初にあたくしを通していただけませんこと？」

　ゆかりは、ちょっと考え、それからニヤリとした。

「小路屋さん、あなたにも、ご協力いただけませんかねぇ？」

「あら。どんなことかしら？」

「資本家の威信をかけた戦いですよ。まずは、廊下でご相談を」

「わかったわ」

　あたくしは、ゆかりと佐伯の後について、廊下に出た。

「おい、越後屋っ！」

　廊下のむこうからゆかりを呼び止めたのは……ミハルだった。

「見てくれよ、この配給切符！　もう、おまえに協力できなくなっちまったよぉっ」

「わかってますよ」

　ミハルが見せた配給切符には、ボールペンで今日の日付とミハルの氏名が書かれていた。

　当日かぎり有効、本人以外の使用をみとめず――というわけだわ！

　ということは、ゆかりは今までやっていた商売ができなくなるということ。

　それで、ゆかりはあせって、佐伯の知恵をかりにきたわけね。

　ふっ。

　恒子ったら、なかなか、やるわね。

　こっちにしてみれば、ますます倒し甲が斐いがあるというものだわ。

「おい、どうするんだよ、越後屋」

　すがりつくミハルを無視し、ゆかりは佐伯にうったえる。

「このままじゃ、あたしも、商売あがったりです。佐伯さん、たのみますよ。なにかいいアイデアはありませんか？」

「麗花さまのご命令であれば、わたしも働きます。まずは、麗花さまにおねがいしてください」

　佐伯がいうと、ミハルが背後で、

「また、佐伯が綾小路を調子づかせるような発言をしてらぁ！」

　んまっ！

　どこまで無礼なの、この女は！

　ゆかりはあわてていう。

「ミハルさん、あなたはだまっていてください」

　そして、あたくしにニッコリ。

「小路屋さん、おねがいです。佐伯さんのお知恵を拝借したいのですが、お許しいただけませんか？」

「ふっ。あなたがそんなにこまっていらっしゃるのなら、よろしくってよ。佐伯、知恵を貸してさしあげなさい」

「はい、麗花さま」

　佐伯はこたえ、教室に向かって、いきなり――。

「二に階かい堂どうさん！」

　なんで、二階堂律りつ子こを呼ぶのよ？

　あたくしとゆかりとミハルは、佐伯の意図がわからず、顔を見合わせる。

　二階堂律子――彼女は、アパレル・メーカー（株）アトリエ・ニカイドーの社長を父親に持つ。

　そして、母親は、服飾デザイナーの二階堂ゆりえ。

　律子は、いぶかしげな顔をして、廊下に出てきた。

　あたくしたちの取り合わせが、どうも意外だったらしいわね。

「なにか用？　佐伯さん」

「二階堂さん、おねがいがあります。麗花さまと越後さんと三人で、お嬢さま同盟を結んで、戦っていただきたいのです」

　お嬢さま同盟、って……？

　佐伯ったら、一体なにをたくらんでいるのかしら？

　でも、ここは、佐伯にまかせておいたほうがよさそうね。

　きっと、佐伯は、律子を仲間に入れたほうが得策と考えているんだわ。

　律子は、

「お嬢さま同盟……？」

　とだけ言って、眉をひそめる。

　すると、ゆかりがズイッと前に出て、

「これは、資本家の威信をかけた戦いなんです。あなたもあたしたち同様、社長令嬢であるならば、戦うべき立場にあるのです。そもそも、あたしたちは、あなたを必要としているんですっ」

「あら。あたくしは別に、律子さんなんて必要じゃなくってよ。ゆかりさんが助けてほしいって泣きついてきたから、協力しているだけですわ。でも、律子さんだけをのけ者にするのでは、将来、社交界で同席したときに、おたがい気まずい思いをしますでしょ？　だから、あたくし、律子さんを仲間に入れてさしあげたいと思いましたのよ。オホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「こ、小路屋さんっ。勝手に自分の世界を作らないでくださいっ」

　抗議してきたゆかりを、あたくしは無言でにらみつける。

「ふぅん。ようするに、わたしに協力させたいわけか」

　律子は、あたくしとゆかりを交互に見ると、ニヤリとして、佐伯にきく。

「ふたりは、だれを敵にまわしてるんだ？」

「工藤君ファンクラブです」

「……おもしろい」

　律子は切れ長の目をスッと細め、

「で、どうやって戦うんだ？」

「二階堂さんには、これを大量に偽造していただきたいのです」

　佐伯は、ミハルが持っていた配給切符を見せた。

　そうだわ！

　律子は、美術部員！　彼女の技術をもってすれば、配給切符の偽造なんて、たやすいものよ！

　佐伯ったら、さえてるじゃないの！

　佐伯は律子に説明する。

「日付と氏名欄は空白にしておいてください。その部分は手書きですから」

　律子は、その配給切符を受け取ってから、あたくしにいう。

「ちょうどいい。あの組織は、あたしも目ざわりだと思っていたところだよ」

「ふっ。たよりにしていてよ、律子さん」

　あたくしは手をさし出した。

　そして、あたくしたちふたり、がっちりと握手。

　おなじように、ゆかりと律子も握手を交わす。

　それまでだまって見物していたミハルは、

「おっかねーの。あたしは、かかわらないぜ」

　それだけいうと、そそくさと退散した。

　ふん。

　ことなかれ主義のミーハーなんて、あたくし、必要とはしていなくってよ。
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　翌朝、あたくしとゆかりと佐伯は、偽造した配給切符の出来ばえを確認するために、美術室に行った。

　律子は不敵な微ほほ笑えみを浮かべつつ、あたくしたちを招き入れた。

　そして得意げに、水色の紙をあたくしたちに見せる。

　それには、切手シートのように、ズラーッと配給切符が印刷されていた。

　裁断するまえの配給切符だわ。

　本物とおなじように、「如月」という捺なつ印いんも、ちゃんとある。

「どうだい？」

　律子は、それを本物の配給切符とならべてみせる。

　寸分のちがいもないわ！

　まったくおなじ紙に、おなじ書体で印刷され、「如月」の印影もまったくおなじ！

「すごいわ、律子さん……」

　あたくしが思わず声をあげると、律子は満足そうに、

「紙は近くの画材屋で簡単に手に入れることができたよ。それからこの書体は、わたしは生徒会のワープロのものにちがいないと見て、実際に印刷してみたらピッタリだった。印鑑は、よく似た三文判を買って、さらに細工をしてそっくりにしたんだ」

「完かん璧ぺきだわ」

　あたくしがつぶやき、ゆかりはニマーッとしながら、

「これを売りさばけば、また、がっぽりボロもうけですねぇ」

「それは、やめてください」

　すかさず佐伯が言ったので、ゆかりは目を丸くする。

「じゃあ、どうしようっておっしゃるんです、佐伯さん？」

「これを、会員の間にうまくばらまくのです」

「まさか、ただで？」

「はい。ただでです」

「そんな、もったいないことを……」

　ゆかりはわざと泣きそうな顔をしてみせたけど、佐伯は心動かされた様子もなく、

「お嬢さま同盟の目的は、ボロもうけではありません。打倒・工藤君ファンクラブ、なのです」

「そ、そりゃまあ、そうでしたけどねぇ」

「これを会員の間にばらまいて、ファンクラブに対する不信感を高めたいのです。ファンクラブの作った平等が、いかに不自然でくずれやすいものだったか、会員の人たちに気づいてもらうためです。つまり、こちらはゲリラ戦で対抗するのです」

「けど……」

　なおも不満げなゆかりに、律子はいう。

「あきらめな、越後さん。ここで、偽造配給切符をモタモタ売りさばいていては、先に足がついてしまうよ。ここは、佐伯さんのいうとおりにしときな」

「でも、そもそも、あたしはボロもうけするつもりで、佐伯さんに話を持ちかけたんですよ」

「そりゃ、あんた、最初から佐伯さんにのせられてたんだよ」

「ええっ？」

　ゆかりは、信じられないというように、佐伯を見る。

「佐伯さん……あたしを利用したんですかっ？」

「はい。すみません」

　佐伯があっさりみとめたので、あたくしは美しく決めることにする。

「ホホホホホホホホホホホ……。ごめんあそばせ、越後屋さん。佐伯はあたくしの忠実な部下。彼女はいつでも、あたくし綾小路麗花の利益を最優先に考えて行動しておりますのよ。ですから、これはひとえにあたくしの責任。悪く思わないでちょうだい。オーッホホホホホホホホホ……」

「れ、麗花さま。そんな、わたしをかばってくださらなくても……」

「おだまり、佐伯。あたくしは、別におまえをかばっているのではなくってよ。ご同輩であるゆかりさんと律子さんに、あたくしの力を見ていただいてるだけなのよっ！」

「は、はあ……。もうしわけありません」

　佐伯はこたえ、律子はゆかりに、

「綾小路さんと佐伯さんには、ケチつけてもしょうがないよ。すでに救いようのない人たちなんだからさ」

「んまっ！　律子さん、それ、どういう意味かしら？」

「ほめてるんだよ、綾小路さん」

　そして、律子はさらにゆかりにいう。

「越後さん、ボロもうけなら、将来、いくらだってできるでしょう？」

「……それもそうですね」

　ゆかりは納得した様子。

「それじゃあ、まあ、打倒・工藤君ファンクラブ！――と、いきましょうかねぇ」

「その調子だよ、越後さん」

　律子は不敵に笑い、あたくしは、

「そうよ。お嬢さまの威信にかけても、あの組織をつぶすのよ！　この偽造配給切符をばらまいてしまえば、もう、こっちのものよ！」

　あたくしとゆかりと律子は、顔を見合わせ、笑みを交わした。

　ゆかりはいう。

「将来、あたしたち三人がそれぞれ親の事業を継いだ際にも、こうやって助け合いたいものですよねぇ」

　そして、もう一度、あたくしたち社長令嬢三人、ニマーッと笑いあった。

　おたがい、油断できない相手だということは、あたくしたち、ちゃんとわかっているのよね。











第五章　あたくしの勝ちは、もう決まっていてよ







「ちょっと、あなた！」

　順番待ちの列で、鋭い声があがった。

「さっきの休み時間、すでに〈恩恵〉を受けていなかった？　あなた、今日はこれで二回目じゃないっ？」

　指摘したのは、めがねをかけた小柄な子。

　指摘されたのは、ひょろりと背の高いロング・ヘアの子。

　沈黙の中、彼女はへらーっと笑うと、

「へへっ。ばれた？」

　それを合図のように、列を作っていた女の子たちの間から、次から次へと、

「あたし、この人も、さっき見たわよ！」

「あーっ！　この人も！」

「あんたたちも、二回目でしょっ？　一時間目休みに、ふたりで〈恩恵〉を受けていたはずだよ！」

「うん、あたしも見た！　見おぼえある！」

　そして、指摘されたほうは、それぞれ、

「へへへ」

　と、笑ってごまかしたり、

「え？　あたし、今日ははじめてだよ」

　と、すっとぼけたり、

「ばれたか」

　と、開きなおったり。

　その中には、ミハルもいる。

　まあ、内心の動揺を一〇〇パーセントうまくかくした者はいないわね。

　なにが起こっているのか、恒つね子こはとっさには把握できなかったらしい。

　いぶかしげな顔で、さわぐ会員たちを見つめるだけ。

　あるいは、へたに割りこまないほうがよさそうだと、彼女なりに判断したのかもしれないわね。

　工く藤どう君と、となりで〈恩恵〉を受けていた女の子も、ポカンとしている。

　さわぎは、ますます拡大する。

「ずるーいっ！　どういうことよっ？」

「なんで、配給切符を二枚も持ってる人がいるわけ？」

「如きさ月らぎさんが、特定の人に横流ししてるんじゃないっ？」

「えーっ！　サイテー！」

　恒子は、ようやく事態がのみこめた様子。

「みなさん！　これは、どういうことですかっ？　二枚目の配給切符は、一体どこで手に入れたのですかっ？」

　と、二回目の人たちにせまる。

　不正をした子たちは、視線を交わしあう。

　まるで、いたずらが見つかった子供みたいに。

　そのとき、ミハルが、

「みんな、逃げろーっ！」

　と叫ぶなり、ダダッと駆け出した。

　それを合図に、みんな、キャーだのワーだのと声をあげつつ、クモの子を散らすように走り去ってしまった。

　やっぱり、ノリがいたずらっ子だわ。

　秩序と規律で固められた人たちは、こういうときは弱いもので……。

　不正をあばいた側の子たちは、一歩も動けなかった。

　ただ、信じられないというようなポカンとした顔で、たたずむだけ。

「同志諸君！」

　気を取りなおしたかのように、恒子が声をはりあげる。

「これは陰謀です！　何者かが、われわれの秩序を破壊せんがために工作したことです！　しかし、この破壊工作は失敗に終わりました！　勇気ある告発により、不正を未然に防ぐことができたのです！」

　それは、よかったわねぇ。

　でも、まわりの会員たちは、いちじるしく盛りあがりに欠けてるわよ。

　どうやら彼女たち、自分は馬鹿正直で損をしているのではないかと、ひそかに考えているようね。

　それでも、恒子はめげない。

「これからも、われわれは積極的に、組織内部の腐敗分子を排除する必要があります！　以後は、徹底的に不正を追放し、秩序を確固たるものにするのです！　よって、ここで団結の力を弱めてはなりません！」

　そこで、あたくしは、効果的なひとことで、割りこんでさしあげる。

「正直者は損をする」

　恒子は、あたくしをギッとにらみつけた。

　けれども、一瞬後には、いつものようにやわらかな口調を作って言い返す。

「綾あや小のこ路うじさん、妨害はやめてください」

「あら。ひとりごとだったのに、あなたのお気にさわってしまったようね。ごめんあそばせ。オーッホホホホホホホホホホホホ……」

「……ひょっとして、このような破壊工作をしたのは、あなたではありませんか？　綾小路麗れい花かさん」

「あら。そうだったら、なんだとおっしゃるの？　あなたが負けをみとめてくださるとでも？」

「イエスかノーで答えてくれませんか？」

「ふっ。たしかに、偽造配給切符をばらまいたのは、このあたくしよ」

「ついにしっぽを出しましたね！」

「まあ、いやだ。あたくしが敵だということは、あなたは百も承知のはず。なのに、そんなにとりみだしてしまって。負けをみとめないがための虚勢かしら？」

「なっ……」

　恒子は絶句。

　そこで、あたくしは、ならんでいる会員たちに言ってさしあげる。

「正直者は損をする。だから、あなた方もうまくたちまわったほうが、よろしくってよ。ホホホホホホホホホホホ……」

「同志諸君！　このような反革命分子のたわごとに耳をかしてはなりません！」

　いつから、あなた、革命のつもりでいたのよ？

「工藤君は、われわれの味方です！　工藤君は、われわれの賛同者なのです！　そのことを、われわれは片時もわすれてはなりません！」

「あら。工藤君なら、すでに寝ていてよ」

　あたくしは指摘してさしあげる。

　恒子は、ギョッとして工藤君を見る。

　彼は机に突っ伏して、スヤスヤお休み中。

「よっぽど、恒子さんの演説がたいくつだったのねぇ。ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「く、工藤君っ！」

　恒子に一喝されたものの、工藤君はムニャムニャと、

「う……ん……あと五分……」

　よっぽど、彼、ねむりたかったのね。

　さすがの恒子も、とっさに彼をしかりとばすことはできなかった。

　しかし、ちょうどそのとき――。

「こらぁ！」

　数学のサディスティック育いくちゃんの怒声がひびきわたった。

　工藤君は、ガバッと飛び起きる。

「休み時間は、とっくに終わっているんだぞ！」

　ファンクラブの子たちは、脱だつ兎とのごとく、それぞれの教室に逃げ帰り、このクラスの子は、あたふたと席につく。

「勝負はおあずけのようですね」

　恒子はささやき、自分の席に向かう。

　その背中に、あたくしは言ってやる。

「ふっ。あたくしの勝ちは、もう決まっていてよ」

　だって、すでに会員の間にファンクラブに対する不信感が芽生えているもの。

　けど、工藤君の負担が増してしまったのは、ちょっと気の毒だったわよねぇ。

　ここは、早いところ決着をつけてあげなくちゃ、工藤君がかわいそうだわ。

　ハッ！

　あたくしとしたことが、家来なんかに同情してしまったわ！

　いいえ。たわむれに、心にもないことを思ってみただけよ。

　別に、あたくし、工藤君なんかに同情してはいなくってよ！
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　そして、数学の授業中。

　あたくし、となりの席をチラリと見て、ギョッとする。

　工藤君ったら、居ねむりしてるのよ！

　よりによって、サディスティック育ちゃんの授業で！

　それにしても……工藤君、なんだか顔色が悪い。

　やつれたようなかんじだし……。

「こらぁ！　工藤っ！」

　育ちゃんに見つかったわ！

　工藤君はビクッと飛び起きる。

「立てっ！　工藤！」

　育ちゃんの命令に、工藤君はあたふたと立ちあがる。

　通り名どおりにサディスティックな微笑を口もとにきざみ、育ちゃんは教壇をはなれる。

　工藤君は、もう、真っ青。

　そんな彼に、育ちゃんはジワジワとせまる。

「わたしの授業で居ねむりとは、たいした度胸だな、工藤」

「は、はい……」

「はい、ではないっ！」

「す、すみませんっ」

　工藤君に同情の視線が集中する。

「工藤、おまえは、この花はな園ぞの育いく夫おの授業で居ねむりができるほど、成績優秀なのか？　ん？」

「い、いいえ」

「ならば、そのまま立って授業を受けろ。それでねむれるというのなら、ねむってもいいぞ」

　ふくみ笑いをしつつ、育ちゃんは教壇にもどる。

　彼にしては、異様に生ぬるい措置だったわね。

　けど、疲労困こん憊ぱいの工藤君にとっては、つらいにちがいないわ。

　ガサゴソ、ガサゴソ……。

　音源は、あたくしのななめうしろの席――つまりお杉すぎ君の席。

　そこでは、彼が授業中にあるまじき行為におよんでいる気配。

　育ちゃんの切れ長の目が、キラリと光る。

「杉すぎ本もと、なにをしている？」

　意外とおだやかに、育ちゃんは問う。

「食事です」

　と、お杉君も、平然とこたえる。

　あきれたことに、この人、机のうえに堂々とお弁当を広げているのよ。

　育ちゃんは、お杉君をにらみつけようとしたけど、工藤君がじゃまだったらしく、

「工藤。一歩、横に行け」

　工藤君は言われたとおりにする。

　あらためて育ちゃんはお杉君をにらみつけ、

「食事です、だと？」

「はい」

「立てっ！　杉本っ！」

　育ちゃんは命じ、それから、無気味に静かな声でつづける。

「おまえは、今、わたしの怒りをあおっているのだぞ。その理由を、おまえはわかっているのか？」

　お杉君は、ちょっと考え、大まじめな顔で、

「美しいことが罪だからですか？」

　ぶぶっ！

　教室では、吹き出す者が続出。

　工藤君は、立ったまま、青ざめている。

「――というのは、冗談です」

「きさま、言っていい冗談と悪い冗談があるぞ。鏡をよく見てから物を言え」

「先生、きつい……」

　お杉君はボソッとつぶやき、それから、くそまじめな顔でつづける。

「じつは、おれは、自ら早弁を実践することにより、先生の考えの甘さをするどく指摘したかったのです」

「わたしが甘いだとぉ？」

「はい。先生は、工藤を立たせました。そのように、罰として生徒を立たせるということは、教室に死角――つまり、先生からは見えない場所を、作ることになるのです。そうすると、その場所は、当然、悪の温おん床しようとなります。ですから、ほら、このように早弁をする生徒も出てくる始末です」

　始末です、ってねぇ……。

　育ちゃんは冷ややかに笑った。

「だから、さっさと工藤をすわらせろというわけか？　たいした友情だな」

「いいえ。おれは、ただ……このまま放置しておけば、おれの席の治安がますます悪化するということを、危き惧ぐしているだけで……」

「きさま……わたしを愚ぐ弄ろうしているのか？」

「いいえ。おれは育夫先生を心から敬愛しています」

　それが、あながちうそでもないところが、お杉君のこわいところよね。

　育ちゃんはさらに低く笑った。

　教室中に戦せん慄りつが走る。

　無言のまま、育ちゃんはチョークをとり、黒板に向かった。

　そして、数式の余白に――。

『三歩下がって』

　そこまで書いて、育ちゃんは振り向く。

　三歩下がって師の影をふまず――意味・生徒は教師を尊敬し、影もふまないように気をつけるものである。つまり、生徒は教師を尊敬し、礼儀を失ってはならないということ。

　まあ、ようするに育ちゃんは「杉本晴はる信のぶ君は花園育夫先生をうやまい、影さえもふんではいけないのだよ」ということを教えたいわけね。

　育ちゃんは、お杉君をまっすぐににらみつけ、問う。

「わたしが黒板に書いたこの文の先は、どうつづけるべきだ？　杉本、答えてみろ」

　お杉君は、黒板をじっと見つめ、

「三歩下がって……」

　師の影をふまず、よ！

「三歩下がって……」

　お杉君は、必死に考えている。

「三歩下がって……」

　教室の空気がピンと緊張する。

　そして、ついに、彼は納得したように大きくうなずき、

「三歩下がって背後から襲う」

　シーン。

　だれも、なにも言えなかった。

　育ちゃんは、頰ほおをひきつらせながらも、

「杉本。きさまは、ついに劣等生の道を極めたようだな。まあ、愚鈍なきさまをあわれんで、ヒントをやろう」

　ふたたびチョークを持つと、育ちゃんは黒板に書く。

『三歩下がって師の○○を○○○』

　そして、がまん強く、お杉君にきく。

「どうだ、杉本？　わかったか？」

　すると、お杉君は、大きくうなずいて、

「先生。その丸の中には、それぞれ、ひらがなが一文字ずつ入るんですね？」

「そうだ」

「しかし、伏せ字にすると、なにやら淫いん靡びな想像が自然とかきたてられるのですが……」

「自然とかきたてるなっ！」

　育ちゃんはするどくつっこみ、それから、わざと、おだやかな口調でいう。

「わたしのことをうやまっている者には、簡単すぎる問題だろう。常日頃から教師に対しどのような態度をとればよいと思っているのか、おのれの胸に問えばよいことだからな」

「おのれの胸に問う、ですか？」

「そうだ。わたしに対しどのような態度で接したいと考えているか、おのれの胸に問うてみよ！」

　お杉君は考えこみ、それから、ひとりでうなずいた。

「わかりました、先生」

「そうか。ようやく、おまえも悟ったか。答えてみろ」

　すると、お杉君は、重々しい超低音で、

「三歩下がって師のしりをなでる」

　ひええ！

　いきなり、おのれの欲望を吐露するんじゃないわよっ！

　どこまで馬鹿正直なの、この人は！

　しかし、育ちゃんも、めげずにつっこむ。

「杉本、きさまは女子社員にきらわれているセクハラ課長かっ？　ええ？」

「だって……おのれの胸に問え、って先生がおっしゃるから……。これが、いちばん、おれにとっては納得のいく答えなんですが……」

　すでに、教室の空気はピキーンと凍りついている。

「ふ……ふふ……」

　育ちゃんは低く笑った。

　凍りついた空気に、ピシッとひびが入る。

「これで、このクラスの国語能力の低さが判明したな。国語担当の教師に、よく注意しておくからな」

　ということは、ミツグちゃんをいじめるということね。

　あいかわらずだわ、育ちゃん。

　お杉君はボソッとつぶやく。

「そんな殺生な」

　そのとき。

　ガタッ！

　いきなり、工藤君、よろめいて床にひざをついた！

　机につかまり、かろうじて倒れるのをふせいだ格好。

　けど、そのまま手から力がぬけ、彼は床にくずれた。

「工藤君っ！」

「工藤っ！」

　みんな、動揺して立ちあがる。

　貧血なの？

　顔にはまったく血の気がない。

　彼、すでに意識を失っている。

「どきなさいっ」

　育ちゃんは、生徒を押しのけると、工藤君をひょいと抱きあげた。

　そして――。

「杉本っ！」

「はいっ」

「戸を開けろっ！」

「はいっ」

　それまでぼうぜんと立ちすくんでいたお杉君は、育ちゃんに命じられたとおりに動く。

　育ちゃんは、クラス全員に向かって声をはりあげる。

「わたしが保健室からもどるまでに、黒板の問題を解いておくこと！　いいなっ？」

　そして、育ちゃんは工藤君を抱いたまま、ダダッと出て行った。

　あとには、戸に両手をそえたままぼうぜんとするお杉君がのこされた。

　もうちょっと機敏に行動していたら、彼が育ちゃんの役をモノにできたかもしれないのに。

『とんびに油あげをさらわれる』とは、まさに、このことね。

　ズル……。

　シーンと静まっている中、お杉君は床にひざをついた。

　そして、悲しげにつぶやく。

「おれも保健室に行きたい……」

　……お気の毒にねぇ。

　結局、お杉君、育ちゃんに敗れたわけね。

　アクタガワはどうしていることかと見てみたら、当然のことながら、お杉君のつぶやきに顔をひきつらせ、青ざめていた。
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　明るい光に満ちた放課後の保健室。

　この安らぎの空間の、いちばん窓ぎわのベッドに、工藤君は横になっていた。

「綾小路さん……」

　あたくしが声をかける前に、工藤君はあたくしに気づいた。

「どう、気分は？」

「だいぶよくなったよ。まだ、ちょっとだるいけど」

「あきれた人ね。過労で倒れる中学生が、どこの世界にいるのよ？」

「ごめん。心配かけて」

「別に、あたくしは、あなたのことなんて心配していなくってよ。ただ、クラスのみんなは心配していたようね。だから、さっさと健康になりなさいよね。あなた、あれから、ちゃんとねむったの？」

「うん、ちょっとだけ。気分よくなってきたら、目がさえちゃって……」

「育ちゃんの授業で居ねむりだなんて、たいした度胸よ。今、ねむれるようなら、三〇分でも一時間でも寝ておいてから、帰りなさいよ。はい、これ、今日の分のノート」

「ありがとう」

「別に、お礼なんて言ってくださらなくてけっこうよ。あたくしは五班の班長の義務として、ノートを持ってきただけなんだから」

「綾小路さん……ありがとう」

「お礼なんて言わないでって言ってるでしょ。まるで、あたくしが好きこのんであなたに親切にしたみたいじゃないの。いいこと？　あなたは、この綾小路麗花を裏切ったもおなじなのよ。あたくしが申し出た奴隷契約を拒否し、如月さんのほうに逃げたんだから」

「ごめん。おれ、もう、好きだのなんだのでさわぐ変なトラブルはさけたかったから……だから、如月さんの考えた方法が、すごくいい解決策に思えたんだ。けど……」

　工藤君は言葉を切り、それから、沈んだ声でつづける。

「おれの考え、甘かったよ」

　工藤君は、弱々しくまぶたをとじる。

「ばかねっ。あれは、お嬢さま同盟の妨害工作があったから、派手にボロが出たのよっ。本来だったら、もっとつづいていたはずよ」

「お嬢さま同盟？」

　工藤君はいぶかしげにきき返す。

　こうなったら、もう、真相を教えてさしあげるわよっ。

「如月さんは、あたくしと対立していたのよっ。だから、あたくしの敵だったわけ。ふたりして、あなたをダシに戦争ごっこをしていたのよっ。……悪かったわよっ。あなたにつらい思いをさせたりしてっ。あやまるわよっ」

「おれこそ、ごめん。如月さんが綾小路さんを攻撃目標にしているってことに、途中で気がついたのに、止めることができなくて……」

「別に、あなたが悪く思うことなんてないのよっ。ばかねっ」

「おれ、自分でちゃんと、かたをつけるよ」

　工藤君は、身を起こす。

　そして、だまって、あたくしに一枚の紙切れを見せた。

　あたくしはハッとした。

　それは、恒子が工藤君ファンクラブの会員の間にばらまいた、緊急集会を知らせるビラだったのよ。

　工藤君が見れば動揺するだろうから、あたくし、彼には知らせないようにしていたのに！

　一体、だれが、わざわざ彼のところに持ってきたのよ。

　ビラの文面は、いたって事務的なもの。




【工藤君ファンクラブ会員のみなさまへ】

――緊急集会のお知らせ――　　　　





　　　本日、午後六時より、体育館にて、緊急集会を開きます。

　　　全員が参加されるよう、おねがいいたします。



工藤君ファンクラブ代表　如月恒子　　　　




「一体、だれが、ここに持ってきたのよっ？」

「お杉だよ。『自分でかたをつけろ』って」

　工藤君は答える。

　自分でかたをつけろ、って……。

　お杉君ったら、けっこう工藤君を信用しているようだけど、彼にすべてまかせてしまってだいじょうぶなの？

　こんな、心優しくたよりない人に……。

　工藤君は、うで時計で時間を確認し、つぶやく。

「始まるまで、まだ時間があるな」

「あなた、行く気なの？」

「うん」

「どうするつもりよ？」

「かたをつける」

　かたをつける、ってねぇ……。

　工藤君ったら、どうするつもりよ？

　別に、あたくしが、止めることもないでしょうけど……。
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　あたくし、体育館の裏にまわった。

　そして、床に接した通気用の窓から、中の様子をうかがう。

　まったくもう……ほこり高い綾小路麗花が、どうして、こんなことをしなくちゃならないわけよ？

　泣けてくるわね。

　中では恒子が演説をしている。

「みなさん！　これは、何者かがしくんだ陰謀なのです！」

　ここは『何者かが』じゃなくて、ちゃんと『ほこり高き綾小路麗花が』と言ってほしかったわね。

　恒子ったら、あたくしの実力をみとめないつもり？

　まあ、実際、あの計画は、佐さ伯えきのアイデアだったけど。

「大量に出まわった偽造配給切符は、当会をつぶそうともくろむ者のしわざです！　当会の理念である機会均等をくずし、当会を崩壊に導こうとする黒幕が存在するのです！」

　だから、はっきり、あたくしの名を出しなさいよ。

　恒子ったら、結局、自分が綾小路麗花に敗れつつあるということを、かくしておきたいのではないかしら？

「みなさん！　このような時にこそ、われわれは団結し、戦うべきなのです！　そのためには、まず、不正は断固許してはなりません！　よろしいですか？　これは、みなさん一人ひとりの責任でもあるのですよ！　偽造配給切符を使用した者は、ほかならぬ会員の方々なのです！」

　恒子は間をおき、会員たちをにらみつけてから、つづける。

「胸におぼえがある方は、今すぐ、ここに出てきてください！　名乗り出るのであれば、反省の色ありとして、水に流しましょう！」

　会員たちはざわめき、互いに顔を見合わせる。

　ところどころで、あからさまな不満の声もあがる。

　やはり、会員の不満は、積もりに積もっていたみたいね。

「さあ！　ひとりもいないということは、ないはずです！　不正を行った人は、正直に名乗り出てください！」

　恒子の声が、ヒステリックな響きを帯びた、そのとき。

「ちょっと、いいかな？」

　緊張感にいちじるしく欠けた割りこみ方をした者がいた。

　それは……工藤君！

　会員たちは、ざわめく。

「キャー！」

「工藤くーんっ！」

　と、中には黄色い声をあげる者も。

「ちょっと、工藤君っ――」

　恒子があわてて、工藤君を止めようとしたけど、それを見た会員の間からブーイングが始まる。

「悪いけど、ここはおれにしゃべらせてくれないかな……」

　工藤君が遠慮がちにいうと、会員の手前もあり恒子は拒むことができず、不満そうな顔をしながらも引き下がった。

　工藤君は戸惑いながらも、しっかりした声でいう。

「あの……聞いてください。おねがいします」

　彼がペコリと頭を下げると、会場はシンと静まりかえる。

　それこそ、あっけないほど簡単に。

　工藤君は恥ずかしそうにへらーっと笑い、それから、完かん璧ぺきかっこいい声で切り出した。

「おれ、あやまらなくちゃいけません。みなさんに平等に接しようとしたのに、それがかえって、変な不公平を生んで、みなさんに不愉快な思いをさせてしまいました。すみません」

　工藤君は、深々と頭を下げる。

　ふたたび、恒子があたふたと出てきて、工藤君を止めようとした。

　けど、会員の間から、

「ひっこめー！」

　のひと声。

　それを合図に、帰れコールが始まる。

　工藤君は恒子に手をあわせ、つづけさせてくれるよう、たのんでいる。

　もはや、恒子はそれ以上、強い態度に出ることができなくなってしまった。

　工藤君が、前に向き直ると、会場は静まる。

「やっぱり、だれにでも平等に接することなんて、おれには不可能だったんです。おれは、聖人君子じゃなくて、凡人なんです。正直言って、好ききらいはあります。それを自分でみとめなくちゃいけなかったんです」

　あいかわらず、聴衆はシンとしている。

「許してください。おれの読みが甘かったんです。みんなに平等に接することなんて、おれには無理だったんです。だから、この会は解散してください。おねがいします」

　とたんに、ざわめきが起こる。

　中には歓声をあげる者もいたけど、それはほんの一部。

　やっぱり、工藤君を遠くから見つめることしかできなかった人は、簡単には、ファンクラブ解散に賛成することはできないんでしょうね。

　よって、恒子は、勇気を取りもどしたらしい。

　工藤君を押しのけ、演台を前に、声をはりあげる。

「みなさん！　あきらめてはいけません！　完全なる機会均等は実現できるものです！　われわれが団結し、協力しあえば、簡単なことなのです！　さあ、手に手をとって、工藤君に機会均等を要求しましょう！」

　恒子ったら、工藤君の協力が得られないと見るや、彼に対しても強行手段に出てきたわね。

　工藤君は動揺したりしなかった。

　横から手をのばすと、恒子の前にあったマイクをサッとうばい、落ちついた口調で切り出す。

「おれ、如月さんには、悪いと思っています。ここまで、おれのことを考えて、面倒を見てくれたのに……恩をあだで返すようなことして……」

「わたしがここで問題にしているのは、そのような個人的な問題ではありませんっ！」

　恒子はきつい口調で言い返す。

「でも、この会の代表者は如月さんだし……。如月さんが賛成してくれないと、この会は解散できないし……」

「ええ、わたしは解散を許可するつもりはありませんよ」

「……」

　恒子の迫力に、工藤君は絶句する。

　工藤君、もう、負けてしまうのっ？

　あと少し、がんばってみなさいよ！

　ここに集まっている女の子たちは、みんな、恒子じゃなくて工藤君の味方なのよっ！

　たまには、かっこいいところを見せてあげなさいよっ！

　まあ、だまって立っているだけでも、充分かっこいいけど。

　しばしの沈黙の後、工藤君は、淡々とした調子で、

「如月さん、おねがいです。ファンクラブを解散して、おれとつきあってください」

　なんですってぇ？

　工藤君、ついに人生すてたのっ？

　会場は水を打ったように静まりかえる。

　会員はみんな、ショック状態だわ。

「これが、おれの感謝とおわびのしるしです」

　工藤君は恒子をまっすぐに見て、きっぱりと言った。

　感謝とおわびのしるし、って……。

　どこまで、彼、本気なの？

　まさか、本当に恒子に惹ひかれているとか？

　恒子はあきらかにうろたえながらも、

「き、機会均等の理念をこわすような発言は、つつしんでくださいっ」

　けれども、工藤君は、引き下がりはしなかった。

「今まで、如月さんほど、おれのことで真剣になってくれた人はいませんでした。それに、如月さんは、あいまいな態度をとることがいかにいけないものか、おれに気づかせてくれました。だから、おれ、如月さんとは、うまくやっていけると思います。おねがいです。おれと交際してください」

　工藤君は、恒子に深々と頭を下げた。

　まさか、本気なの？

　恒子は、熱くなったほっぺたを冷やそうとしてか、両頰を手でつつむ。

　その恥じらいのポーズに、ついに、会員たちの怒りは爆発した！

「なにが平等よっ！　なにが機会均等よっ！」

「結局、おいしいところは、如月さんが持っていくんじゃないのっ！」

「サイテー！」

「信じらんなーい！」

「ひっこめ！」

　会場のあっちこっちで、配給切符が宙を舞う。

　恒子は目を見開き、その光景を見つめる。

　そして……。

　いきなり、笑い出した。

　豪快に、顔をのけぞらせ、ゲラゲラと。

　どうかしてしまったかのように。

　今度は、会員のほうがぼうぜんとして、恒子に注目する。

　恒子は、笑いながら言った。

「みとめますよ！　わたしの負けですよ！」

　まあ！　恒子が負けをみとめたわ！

　ということは、やっぱり、さっきの告白は工藤君の作戦なの？

　恒子は、ピタリと、笑うのをやめた。

　そして、真顔で工藤君を見ると、

「なかなかの策略家ですね、工藤君」

「……」

　工藤君は、ちょっとびびって、身を引く。

「お礼につきあってもらうなんて、そんなみじめな状態、わたしにはたえられませんよ。だって、別に、あなたはわたしのことを愛しているわけでもないんでしょう？」

「うん。全然」

　と、工藤君はキッパリ。

　すると、今度はちがう意味で、会員たちはさわぎ出す。

「うわーっ！　ひっどーいっ！」

「工藤君、サイテー！」

「如月さんがかわいそうっ」

　わめくファンの子たちに、工藤君はニッコリ。

「まあ、結局、おれって、この程度の人間なんです。すみません。だから、ファンクラブは解散です」

　会員の約三分の二ほどは、拍手する。

　けど、のこりは、まだ、未練がありそう。

　恒子は、体育館を埋めつくしている会員たちを見つめた。

　どこか寂しげな、遠い目で。

　と思ったら、不敵に笑い、前に出ると、

「それでは、ファンクラブは解散です」

　おお！

　ついにやったわ！

　恒子は、会員たちにいう。

「みなさん、工藤君にアタックしたい方は、もうご自由にどうぞ。これで本当に、すべての人が機会均等です」

　恒子はニヤリとし、工藤君はちょっと顔をひきつらせた。

　すべての人が機会均等、って……。

　そうよ！

　そもそも、恋は機会均等だったのよ！

　工藤君にアタックしちゃいけない人なんて、最初からいなかったのよ！

　だれにだって、チャンスはあったのよ！

　一瞬の沈黙の後、会場は、割れるような拍手につつまれる。

　会員たちの表情は、それぞれ希望に満ち――というか「欲望に満ち」というか。

　なにやら、目をギラギラさせ、工藤君を見ている。

　やっぱり、みんな、欲求不満だったのね。

　平等になったら、今度は全員が、他人よりも豊かになりたいとねがうようになる――それは、ゆかりも言っていたこと。

　ひょっとしたら、これからが、工藤君の試練の日々かもしれないわねぇ。

　あたくしは、体育館をあとにした。

　結局、最後は、あたくしの出る幕ではなかったじゃないの。

　工藤君ったら、うまくやったわね。

　ふっ……。

　見直してあげてよ。

　けど、あなたがあたくしの家来であるということに変わりはなくってよ。
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　そうしてまた、あたくしにとって平和な日々が、おとずれた。

　休み時間の教室、あたくしは窓に手をかけ、ぼんやりと外をながめていた。

　そのとき、すぐ横に人の気配。

　恒子だった。

　あたくしとおなじように、彼女もまた、窓に手をかけて外をながめている。

　そうしながら、彼女は声をかけてきた。

「綾小路さん」

「なあに？」

「わたしの負けですね」

「そのセリフをあたくしにのこして去って行った人なら、もうすでに何人もいてよ」

「わたしも、その中のひとりというわけですか。……ちっぽけなものですね」

　おたがいを見ずに、あたくしたちは、言葉を交わす。

「でも、あなた、なかなか手強かったわよ。それに、美しく散ったと思うわ」

「負けたとわかったら、あとはいかに美しく散ることができるかに全力をつくすしかないんですよ。わたしは、ただ単にいさぎよく退いただけでしたが」

「あたくし、あなたのことは、一生わすれないと思うわ」

　恒子はおどろいたように、あたくしのほうに顔を向けた。

　けど、あたくしは気づかないふりをした。

「それ、ほめ言葉ですか？」

「そう思ってくださってけっこうよ」

　すると、恒子はフフと笑い、言った。

「いつか、だれかがあなたを倒す日も来るのでしょうか？」

「そんなことは永遠になくってよ」

　あたくしは答えたのに、恒子は、

「あなたがだれかに倒されたら、わたしがかたきをとりますよ」

「けっこうよっ」

　あたくしがちょっと不機嫌な声で言ったら、恒子は笑いながら、

「そうくると思いましたよ」

　そして、この場所から去って行った。

　あたくしは、まわれ右して、今度は教室をながめる。

　みんな、友達とおしゃべりしたり、ふざけあっていたり、ひとりでやりたいことやっていたり……。

　やっぱり、平和そのものの光景。

　そこに――。

「く・ど・う・くんっ♡」

　いきなりアケミのキャピキャピ声が響いた。

　それまで、お杉君＆アクタガワとふざけあっていた工藤君は、ギクリと身をこわばらせ、アケミにきく。

「な、なに？」

「ううん。ちょっと呼んでみたかっただけ♡」

　シーン。

　休み時間だというのに、教室は沈黙に支配され、一気に南極・昭和基地あたりの気温になる。

　アケミったら、新婚さんみたいなやりとりを工藤君にさせるとは！

　けど、工藤君はすでに凍りつき、アケミの相手どころじゃないわ。

　そこへさらに――。

「くーどうくんっ♡」

　声をかけたのは、なんと恒子だった。

「な、なに？」

「ううん。ちょっと呼んでみたかっただけ♡」

　おお！

　恒子ったら、ぶりっ子ポーズをビシッと決めたわ！

　なかなかやるじゃないの！

　アケミの方は、予期せぬライバルの出現に、やっぱりぶりっ子ポーズで大ショックを表現している。

　すると、それまで黙って見ていたお杉君が、重々しい口調で、

「工藤」

「なんだよ、お杉」

「いや。ちょっと呼んでみたかっただけだ」

　お杉君はしぶく決め、アクタガワは顔をひきつらせる。

　けど、工藤君はお杉君にきっぱりと、

「呼んでみたくなるなよ。変なやつだな」

　彼、お杉君相手だったら、強くなれるのにねぇ。

　けど、きっとお杉君、めげずに心の中でアケミの大ショックぶりっ子ポーズを決めたにちがいないわ。

　ガバッ！

「うわっ」

　いきなり工藤君に背後から抱きついてきたのは――。

「工藤ーっ」

「な、なんだ、チャトラン……なにか用？」

「ううん。ちょっと抱きついてみたかっただけ♡」

「……」

　この人、一体、なんなのよ？

　さすがはお杉君といっしょに柔道部を率いてきた人というべきか……。

「にゃ？」

　チャトランは、サッとまねき猫ポーズをとった。

　お杉君とアクタガワが、同時に、彼の襟首をつかんだのよ。

「にゃーん、にゃーん」

　すっかり猫になっているチャトランのあごを、工藤君は指先でコチョコチョする。

「にゃーん、にゃーん、ゴロゴロゴロ……」

「あ。チャトランがなついた」

　うれしそうに言った工藤君に、アクタガワはすかさず、

「こんなの、かわいがるなよっ！」

　そして、お杉君は重々しく、

「かわいがるだけで世話をしないなら、飼うんじゃありません」

　それだけ言って、チャトランの襟首をつかんだまま、ズルズルと廊下にすてに行く。

　お杉君が戸をしめると、例のごとく、

「みゃー、みゃー、みゃー」

　悲しげな猫の鳴き声と、カリカリと戸をひっかく音がはじまる。

「妖怪猫鳴き小僧だ……」

　アクタガワはつぶやく。

　さてと。

　つぎは、あたくしが注目を集めてみようかしらね。

「工藤君」

　あたくしが彼に声をかけたとたん、また教室は静まりかえった。

「なに？　綾小路さん」

「ちょっと呼んでみたかっただけ――というのは、大きないつわり。あたくし、別に、あなたを呼んでみたくなるほど、愛には飢えていなくってよ。オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

　すると、工藤君、ニコーッと笑って、

「わかってるよ。綾小路さんは、岡おか野のさんひとすじだもんね」

「な……」

　あたくしとしたことが、思わず絶句してしまう。

「麗花さま、顔が赤いですよっ」

　佐伯がささやき声で、指摘してくれる。

　ちょっとはなれたところでは、恒子がニヤニヤしながら見ている。

　ええい！

　ここはビシッと決めてさしあげてよ！

「工藤君っ」

　あたくしの声色の変化に、工藤君はビクッとする。

「な、なに？」

　そこで、あたくし、ぶりっ子ポーズをとって、

「ちょっと呼んでみたかっただけ♡」

　シーン……。

　空気は一気に南極ブリザード。

　ふっ。

　いつもとはまったくちがうあたくしの魅力に、みんな、凍りついてしまったようね。

　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。











文庫版あとがき







　時々、初対面の人に「作品を読んで、もっとこわい人かと思っていました」と言われることがあります。

　たしかにわたくしは、一〇代のころには、まわりの人からこわいと言われておりました。

　しかし、相手が笑いながら「こわいーっ」とわざわざ申告してくるのだから、実際どれだけこわい少女だったのかは疑問です。

　現在、わたくしは心優しい人がとても好きなので、自分もなるべくまわりをこわがらせないように、優しく優しくふるまっています。

　ゆえに、今のわたくしは、こわくないです。ご安心ください。

　そういえば「あなたの性格はどのキャラクターに似ているのだ？」というご質問を、お手紙ではよくいただきます。

　はたして、作者・森奈津子は、作品中のどの人物と似ているのか？

　友人たちの間では、つぎの三つの説が有力です。




①〈森奈津子は杉すぎ本もとだ〉説

　ある日、わたくしは高校時代からの友人あおい嬢に、打ち明けた。

「じつは、いちばん書きやすいキャラは、杉本なんだよね」

　すると、あおい嬢こたえていわく、

「だって、杉本は奈津子さんだもん」

　彼女がいうには、杉本の性格は、わたくしの性格なのだそうな。

　どうりで、友人たちは、わたくしが少女小説でデビューすると知ったときに「げっ！　奈津子が少女小説をっ？」と驚愕したわけだ。

　たしかに、杉本が少女小説を書くと言い出したら、わたくしも驚くぞ。

　――なんて、納得している場合ではない。

　杉本と性格がおなじだなんて、かなりの問題ではなかろうか。




②〈森奈津子は佐さ伯えきだ〉説

　百合族で女王様な性格の友人イライザ（仮名）は言った。

「ひょっとして、奈津子、佐伯に感情移入して書いてない？　佐伯って、あなたそっくりよ」

「ほんと？」

　ききかえしたわたくしに、イライザはさらに言った。

「佐伯って、ぜったいにあぶないわよ。もっと佐伯を出してちょうだい。わたしは佐伯が好きなのよっ！　だから、佐伯の名前もちゃんと出してちょうだい！」

　あああ……女王様、お許しくださいっ。佐伯の名前だけは、どうか……。

　ちなみに、イライザはわたくしがデビューすると知ったときには「先生っ。足でもなんでも舐めますっ」と言ってくれたものだった。

　足でもなんでも、ってねぇ、あんた……。

　つくづく良い友を持ったものである。




③〈森奈津子はケーコだ〉説

　イライザとわたくし共通の友人・ロージー（仮名）の説。

「ケーコって、森さんそっくり。この暗い性格が、そのものだよ」

　ケーコというのは、あぶない学園シリーズの主人公です。

　ちなみにレズです。杉本＆佐伯とおなじく、異性をちっとも大切にしない不心得者です。

　そして、やはり、杉本＆佐伯のように、重々しい性格です。

「あまりにもそっくりで、笑えるよー」

　ロージーは笑いながら言ったが、わたくしはなんだか笑えなかった。

　そんなにわたくしは、ケーコなのだろうか……。




　これで、わたくしの性格は「杉本・佐伯・ケーコ系」に属するものだということが、判明しました。すなわち、暗くて重々しい。

　また、時々、花はな園ぞのアキも似ていると指摘されますね。うう……暗すぎる。重々しすぎる。

　あおい嬢からは「麗花ちゃんも、基本的には奈津子さんだね」とも言われました。一応、ほめてくれたらしいのですが……よろこんでもいいものでしょうか？

　それから『グースカ夢見る問題児』のミノルのさめたギャグのとばし方は、じつは一〇代のときのわたくしに近いものがあります。自分のギャグなんて自分ではおもしろくもなんともないのですが、若さゆえに、思いついたら言わずにはおれないのですね。

　それに『帰ってきた女王様』の竜りゆ子うこは、かっこつけてるうちにどんどん損をしてしまい、それでもなおかっこつけてしまう馬鹿なところが、やっぱり、自分と似ているような……。

　それから、ええと……ほかに、似ているやつは……。まあ、こんなところだと思います。……たぶん。

　――以上、作品に見られる作者の影を、自分で検証してみました。

　今回のお話は、『お嬢さま帝国』の独裁者・二に階かい堂どう律りつ子こ、『お嬢さまボロもうけ』の悪徳商人・越えち後ごゆかりも活躍するところが、セールス・ポイントでしょうか。

　で、あいかわらず、麗花は〈どっちもどっち〉的な戦いをくりひろげております。

　一方、アケミは、彼女お得意のぶりっ子ポーズがついに三年一組で流行するきざしを見せはじめ、山やま本もとアケミ症候群に発展するおそれも出てきたという大躍進（？）。

　みなさんに大好評だった茶帯のチャトラン（みんな、変なキャラが好きですねぇ）も、今回は神出鬼没です。この子の存在は、ほとんど妖よう怪かいですね。

　ところで、なにをかくそう、本書は記念すべき一冊であります（って、作者ひとりが記念しているだけですが）。

　わたくしのデビューからちょうど丸四年が経ち、ついに、お嬢さまシリーズ一〇冊目と相成ったのでございます。

　同時に、二〇冊目の森奈津子の本でもあります。じつは、学研レモン文庫の一七冊の他に、あと三冊――ログアウト冒険文庫の『冒険はセーラー服をぬいでから』と、小学館キャンバス文庫の『惑星ヒミコの貴婦人』（上下巻）という著書があるのです。

　で、この二〇冊、すべてコメディーです。

　考えたら、デビュー以来四年間、わたくしはひたすら他人を笑わせることばかり考えてきたのでした。つくづく変な仕事をしてきたものです。

　しかし、わたくしがここまでつづけてこられたのも、ひとえに、みなさまのご声援のおかげ。心より感謝しております。ありがとうございました。

　これまで度々「あなたはどんな顔をしているのだ？」というご質問をお手紙でいただきましたが、じつは、著書の中には、わたくしの写真が載っているものもあるのですよ。ひえー。

　あれほど、無礼者な弟その二から「読者ががっかりするから、顔だけは見せるな」と言われてきたのに、無謀にも……。

　見たいという方は、どうぞご覧ください。でも、がっかりしても知りませんよ。

　わたくし、弟その二とは顔がそっくりなんですのよ。ホホホ。

　それでは、ここでとつぜん、作者にとってはうれしいニュースをひとつ……。

　現在、お嬢さまシリーズは台湾でも続々と翻訳、発行されています。ありがたや〜。

　今のところ、『お嬢さまとお呼び！』から『お嬢さまの学園天国』までの八冊の翻訳が予定されています。

　シリーズ名は〈天之嬌女〉。日本語読みだと〈天の嬌女〉。

　加珈文化事業有限公司というところが出版元です。

　日本の文庫本とおなじサイズで、飯いい坂さか友ゆ佳か子こ先生のかわいいさし絵もそのままです。

　また、『帰ってきた女王様』と『あぶない学園大さわぎ』も、これから翻訳されることが決まりました。

　台湾と香港とマカオで売られるそうなので、あちらにご旅行の際には、書店をのぞいてみてくださいませ。

　それから。

　いつも、楽しいお手紙をありがとうございます。

　今回も、また、気軽にご感想をお聞かせくださいね。

　時々、食べ物を送ってくださるお優しい方もいらっしゃって、とってもうれしいのですが、どうか生なま物ものだけはさけてくださいませ。作者が編集部からファンレターを渡されるのは、到着から一か月以上経ってからということもあるのです。

　キャラあてのバレンタインのチョコも、大変うれしいのですが、手作りのものはヤバかったりするのですよー。

　しかし、これまでいただいた食べ物はみんな平気だったので、作者がおいしくいただきました。どうも、ごちそうさまでした。

　それから、ファンレターの返事が確実にほしいという方は、どうか、切手を貼ってあて先を書いた返信用封筒を同封してくださいませ。

　よく、切手を同封してくださる方がいらっしゃるのですが、開封したときに見落としてしまったり、なくしてしまうおそれもありますので、返信用封筒にしっかと貼って送ってくださいね。どうぞご協力おねがいいたします。

　お返事は、近況報告のペーパーと、それに、できるかぎりは手書きのメッセージも同封して、お送りいたします。

　それでは、みなさま、お元気で。

　つぎの本（あぶない学園シリーズ三作目です）でお会いできることを祈っております。

　さようなら。

一九九四年一一月　　　森　奈津子　　




















第一章　秋――受験戦争勃発







　今日、ぼくは日直だった。

　なので、放課後には学級日誌をつけ、職員室に行き、担任のミツグちゃんにそれを渡した。

　その後、教室に戻る途中、階段にさしかかったところで、いきなり変な方向から呼び止められた。

「アクタガワ」

　二階に続く階段下のまったく有効活用されていない空間になぜか一人の人間がひそんでおり、ぼくを呼んだのだ。しかも、それはお杉すぎだった。

　奥のほうの狭い場所に、でかい図体を丸めるようにして体育座りではまり込んでいる様さまは、まるでそこに古くから棲み着いている妖怪だ。つまりは「不気味」のひとこと。

「なにやってるんだよ？　もしかしたら、体がひっかかって出られなくなったとか？」

「いや。おれは意図的にここにひそんでいるだけだ」

「あのさ……そんなことをされても、正直、気味が悪いんだけど」

「しかし、非常に落ち着く。おまえもやってみないか？」

　お杉はやっぱり妖怪のようにユラユラと手招きする。

　すると、どうしたことか、ぼくもついついその空間に入ってしまったのだ。まるで妖怪に操られるように。

　しばらくぼくは、お杉と並んで無言のまま、階段下の居心地を味わってみた。

　時折、頭の上で階段を昇り降りする足音が響く。あるいは、階段の横の廊下を通り過ぎてゆく生徒もちらほらいるものの、だれもぼくたちに気づかない。

「どうだ？　落ち着くだろう？」

「うーん……落ち着きはしないよ。なんだか、江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの短編に出てくる変な人になったみたいだよ。『人間階段』とか『階段下の体育座り者』とか」

「一生、おれと一緒にこうしていたいと思わないか？」

「思うわけないだろっ」

　ぼくはお杉の言葉をしりぞけてから、ハッと気づいた。

「もしかしたら、お杉、現実逃避してたわけ？」

「そうかもしれん」

　彼の返事に、ぼくは無意識のうちにため息をついていた。

「なんか、いやな時期だよね」

「特に今日はいやな一日だ。明日になれば、覚悟も決められるのだが」

「わかる、わかる」

　と言うのも、明日には高等部への内部推薦入試の合否結果が出るからだ。

　この花はな園ぞの学園中等部三学年の生徒約四百人のうち、内部推薦入試で高等部に進めるのは三百人。

　推薦入試と言っても、特に面接等があるわけではなく、志望者の中から中等部三年間の成績と素行により上位三百人を選ぶという、ひっそりとした「ふるいがけ」が行われるのだ。

　おそらくは、成績優秀であるがゆえに花園学園高等部よりレベルが上の高校を目指す生徒や、合格圏内にいながらもなんらかの理由で進学先として花園学園高等部を選ばなかった者もいるはずだが、それはほんの一握りに過ぎない。つまりは、高等部への推薦入試を目指すには、とにかく学年三百人以内に入っていないとかなりやばいということなのだ。

「やっぱり、ぼくはだめかもなぁ」

　ぼくがぼやくと、お杉はいつもの重々しい口調でこたえる。

「おまえ、頭はいいと思うのだが」

「入学したときには、はっきり言って成績優秀だったよ。小学生のときに受験勉強をがんばってたからね。けど、いざ花園学園に入学したら、勉強よりも読書や創作のほうがずっと面白くてねぇ。だから、一年の二学期から成績はガタ落ち」

「おれは工く藤どうを追って、花園学園中等部を受けたのだが……」

「あ、そ」

　ぼくは軽く受け流す。少しでも動揺を見せてなるものかと思いつつ。

　お杉は淡々と続ける。

「幸い合格したものの、ギリギリの成績だったから、成績もずっと低空飛行のままだった。工藤が中学受験のときに花園学園ではなく完全にエスカレーター式の学校をねらってくれていればとも思うのだが……それでは、おまえとも出会えなかっただろう」

「花園学園は『エスカレーター式』というよりは『階段式』だからなぁ。自由な校風が売りだけど、生徒の学力レベルもキープしようって方針なんだろうな。それで、中等部に入学しても、成績が悪いと高等部には進ませてくれないわけだよ。それがわかっていたのに……ああ、なんでぼくは、真面目に定期試験の勉強をしてこなかったんだろう！」

「正直、おまえよりもおれのほうが学力は下だ。もう、確実に落ちると思う」

「お杉は柔道部の部長だから、そこを少しは汲み取ってもらえるんじゃないかな？」

「おまえも、文芸部の部長だろう」

「それはまったくプラスにならないよ。ぼく、ミツグちゃんや育いくちゃんをモデルにした小説を発表してたんだよ。こんなことなら、育ちゃんを心優しい善人として描くんだった……」

「それはまた格別な嫌味ではなかろうか」

「うーん。言われてみれば、そうかも……」

　ひとつわかっていることは、もう過去のことをあれこれ考えても遅いっていうことだ。だから、ここは、もっと前向きに――。

「推薦、落ちたらどうしようかなぁ」

「どうしようか」

「高等部の一般入試は、結構な難関だし……。今から受験勉強しても、遅いかも。だったら、やっぱり地元の公立かなぁ。ぼくは埼玉県立高校、おまえは東京都立高校」

「おまえと別れ別れか……」

　それまで少々投げやりになっていたぼくだったが、お杉の沈んだ口調になんだか胸を突かれてしまい、思わず言っていた。

「私立、一緒に受ける？　花園学園みたいな自由な校風の」

「そうか。それもいいな」

　お杉の口調がちょっと明るさを帯びたので、ぼくはホッとして言った。

「じゃあ、明日、不合格がわかったら、二人で進学資料室に行って、どの高校を受けるか決めようよ」

「わかった」

　お杉はふっ切れたようにこたえ、ぼくもさっきよりはずっと気分が楽になっていた。




＊




　高等部の内部推薦入試の合否通知票は、一組の生徒から名簿順に会議室に出向き、高等部部長から直々に手渡される。名簿は五十音順だから、綾あや小のこ路うじさんが一番最初、ぼくは四番目だ。

　成績優秀で高慢な綾小路さんのことだから、合格を知るなりオーッホホホホと勝利の高笑いをするかも……と、ぼくは自分の合否通知票が入った白い封筒を受け取っている瞬間にも、廊下からオホホ笑いが聞こえてこないかとこっそり聞き耳を立てていたのだが、実は綾小路さんはそこまでデリカシーに欠けてはいなかった。

　しかし、ぼくが白封筒を手に廊下に出ると、綾小路さんはズイッとせまってきて命令口調で言ったのだ。

「ほら、さっさと中身を確認なさい、アクタガワ」

「綾小路さんは？」

「合格に決まってるでしょ」

　さもつまらなそうに合否通知票をヒラヒラさせて、続ける。

「あたくしは家来のあなたの合否のほうが心配なのよっ」

「はいはい。申し訳ありませんね、ご心配をおかけしまして。それと、ぼくは綾小路さんの家来なんかじゃありませんっ」

「ペラペラ喋しやべってるひまがあるなら、さっさと確認なさいよっ！」

　綾小路さんはぼくの手から封筒をひったくるなり、通知票を取り出す。

「やめて！」

　ぼくがわめいた次の瞬間、綾小路さんはいきなりオーッホホホホと高笑いをし、続けて言った。

「合格よ、アクタガワ！」

「ええっ？」

　ぼくは信じられない思いで綾小路さんに突きつけられた通知票を見た。けれど、そこには確かに、ぼくの名前と「合格」の文字があったのだ。

「やった……！」

　ぼくは振りしぼるような声を出していた。

　ほんの数十秒前までの憂ゆう鬱うつな気分は跡形もなく吹き飛んで、今は明るい未来に舞いあがるような心持ちだ。

「ずっと成績が振るわなかったあなただけど、高等部でもあたくしに仕えたい一心で、ラストスパートをかけたわね。ほめてさしあげてよ！」

　綾小路さんの傲慢な物言いも丸ごと受けとめてあげてもいいっていうぐらい、ぼくは浮遊感をともなう幸福感に酔っていた。

　続いて、工藤も佐さ伯えきさんも、廊下に出て合格を確認した。まあ、二人は成績優秀だから、合格確実ではあったのだけれど。

　やがて、お杉が会議室からゆらりと出てきた。手には、すでに封筒から出した合否通知票。無表情だが、全身からは異様なオーラを発している。

「お杉！」

　彼のどんよりとしたオーラに怖じ気づいた様子もなく、真っ先に駆け寄ったのは、幼なじみの工藤だった。

　工藤はお杉の通知票をのぞき込むなり小さく息を呑み、体をこわばらせる。

　ぼくたちが駆け寄る前に、お杉は通知票をこちらに見せて、きっぱりと言った。

「落ちた」

　そこには、確かに「不合格」の三文字があったのだ。

　ぼくは天国から地上に叩き落とされた。

　お杉だけ不合格だなんて……。

　ぼくも一緒に落ちると思っていたのに……。

「一般入試を受けろ」

　工藤が低く言った。顔は青ざめていたが、その口調は猛々しいと言っていいほど力強かった。

「そ、そうよっ。高等部の一般入試を受けなさいよねっ」

　綾小路さんが工藤に同調する。常に「命令する側の者」としてふるまっている彼女としては、工藤に遅れをとってしまったという図だ。

「そして、合格しろ」

　と、確固たる口調で工藤。

「そうよっ。絶対、合格なさいっ」

　と、あわてて綾小路さん。

「これは命令だからな、お杉」

「そうよっ。命令よっ！」

　またしても、綾小路さんは遅れをとった。

　正直、ぼくは工藤の男らしさを見直した。やるときには、やる。言うときには、言う。

　綾小路さんの傲慢ぶりから一時的にキレと冴えが失われても、佐伯さんはいつものポジションを保って、綾小路さんの背後でお杉を励ますように大きくうなずいた。

　そして、当のお杉はなにを思ったか、突然工藤の手をがしっと握って言ったのだ。

「瀬をはやみ　岩にせかるる滝川の　われても末に　逢はむとぞ思ふ」

「え……？　それ、百人一首だっけ？」

　あっけにとられる工藤の問いに、お杉はこたえる。

「つまり、推薦入試では別れ別れになってしまったが、高等部の入学式では一緒になろうということだ」

「よしっ！」

　工藤はお杉の手をグッと握り返す。

「高等部の一般入試、がんばるんだぞ。そして、絶対、合格しろよ！」

　いや、違うよ、工藤。その歌の意味は、違う。

　祟す徳とく院いん作のその和歌は、ズバリ、恋の歌だ。

　今はあなたと別れ別れだが、川の流れが岩で二つに分かれてもまた一つになるように、将来は結ばれましょう――といった意味の。

　お杉も変に教養はあるくせに、どうして学校の勉強がだめだったのか……。

　気づいたら、綾小路さんと佐伯さんが、ぼくをじっと見つめていた。

　綾小路さんは変な笑みを浮かべているし、佐伯さんは純粋に興味深げな表情だ。

　二人とも、お杉があの歌で表現した工藤への想いを知っているし、それで、ぼくの反応を興味津々で観察しているんだ。

　もう、ぼくは知りません！――そうこたえる代わりに、ぼくはプルプルと首を横に振ったのだった。











第二章　冬――高等部戦線異状なし







　体育の授業を終えて、更衣室で着替え、廊下に出たところで――。

「佐さ伯えき！」

　更衣室の中から、麗れい花かさまがわたしを呼ぶ声が聞こえました。

「はい！　ただいま！」

　麗花さまを廊下でお待ちするつもりだったわたしはただちにこたえ、更衣室に戻ります。

　すでに体操服からいつもの華やかないでたちに戻られた麗花さまは、わたしに命じます。

「リボンが曲がっちゃったの。直してちょうだい」

「はい。かしこまりました」

　わたしはこたえ、麗花さまの背後にまわり、美しいローズピンクのリボンを結び直します。

「ありがとう、佐伯」

　麗花さまのひとことに、わたしは天にも昇る心地を味わいます。

　麗花さまに必要とされる瞬間を重ねる――それこそが、わたしにとっては「生きる」ということなのです。

　誇り高いばかりではなく、麗花さまは本当に慈悲深いお方です。秋、麗花さまの親衛隊員の一人である杉すぎ本もと君が、高等部の推薦入試に失敗したとき、麗花さまはご自分の彼氏である拓たく人とさんに、杉本君の家庭教師をしてくれないかと打診なさったのです。

　拓人さんが杉本君の勉強を見てあげるとなると、その分、麗花さまが拓人さんと過ごす時間も削られるということです。それでも麗花さまは、高等部に進学したいと強く望んでいる杉本君のことを思い、そのような提案をされたのでした。

　そして、頭脳明晰、成績優秀、性格温厚な拓人さんもまた、それを快諾されたのでした。

　また、現在、杉本君は進学塾にも通っているという話です。彼は、目標に向かってひたすら努力されているのです。

　歯がゆいことに、わたしはなんのお役にも立てず、今はただ、杉本君の努力が見事に実を結ぶことを願うばかりです。

　身仕度を終えられた麗花さまと共に教室に戻ったわたしは、おやと思いました。体育の授業が始まる前に気分が悪いと言って保健室に向かったはずの山やま本もとアケミさんが、早くも回復されたようで、教室に戻っていたのです。

　おまけに、彼女は元気に杉本君に言い放ったのです。

「今日から、杉本君があたしのライバルよ！」

「ええっ！」

　と驚きよう愕がくの声をあげたのは、当の杉本君ではなくアクタガワ君でした。

　彼は小声でコソコソッと山本さんに訊ききます。

「そ、それって、どういうこと、山本さん？　い、いや、やっぱり、理由は言わなくていいよ。たのむから言わないで！」

　アクタガワ君は一人で動揺しています。彼は、杉本君が山本さん同様、工藤君に想いを寄せていることをご存じで、その点では少々神経質になっているようなのです。

　山本さんはチラッとアクタガワ君を見やったものの、すぐに視線を杉本君に戻します。

「あたし、わかったの。あたしって、ドジでおっちょこちょいで、なにをやってもダメな子だけど、ライバルがいないと、ますますダメになっちゃうのよ。だから、これからはあたし、杉本君をライバルにするわ！」

　アクタガワ君は「うわーっ」とわめきつつ頭をかかえ、杉本君は無表情のまま山本さんを見つめ返します。

　山本さんは闘志を示してかわいい握りこぶしを作ると、続けます。

「さっきの体育の時間だって、保健室に参考書を持ち込んで勉強してたんだけど、全然はかどらなかったし」

　なるほど。体育はサボりだったわけですね。山本さんはかわいいけれど、なかなかしたたかなところもお持ちなのです。

「あたしも杉本君と同じで、高等部の推薦に落ちちゃって、今では一般入試をねらっているわ。だから、いいわね、杉本君。これからはお互いをライバルとみなして、猛勉強よ！」

　アクタガワ君は一気に脱力し、机に突っ伏しました。大きく背中で息をしている様子が、それまでの緊張の強さを物語っています。

　工藤君とアクタガワ君が推薦入試で合格し、杉本君が不合格だったように、山本さんの場合も、親友の幸さち子こさんは推薦で合格を決めているのです。

「うむ」

　杉本君は渋くうなずいて、山本さんに言いました。

「お互い、がんばろう」

「ええ。だけど、あたし、杉本君には絶対に負けないわ！」

　可憐な山本さんと硬派の杉本君がライバル同士だとは、なんと不思議なとりあわせでしょう。けれども、元々、山本さんと杉本君は恋のライバルであり、今、勉学のライバルにもなっただけのことだとも言えます。

　――と、ちゃんとオチがついたのですから、ここで終わらせればよかったものを、山本さんは麗花さまをキッとにらみつけ、言い放ったのです。

「そういうわけで、もう、綾あや小のこ路うじさんはあたしのライバルじゃないわよっ」

「ちょっと！　聞き捨てならないことをおっしゃるわねっ。この誇り高いあたくしがアケミさんのライバルであったことなんて、今までの人生では一瞬たりともなくってよ！」

　麗花さまは抗議しましたが、山本さんは聞いちゃいません。

「綾小路さんには悪いけど、もう、あたしにはかまわないで。それよりも、さっさと代わりのライバルを探したら？」

「あなた、人の話をお聞きなさいよっ！」

「綾小路さん、ごめんなさい。あたし、綾小路さんの相手をしていられるほどひまじゃないの」

「なんで、あなたがそんなに偉そうにしてるのよっ！」

　確かに、麗花さまのおっしゃる通りです。推薦入試に関しては、麗花さまは勝者、山本さんは敗者なのですから。

　けれど、よくよく考えてみれば、これまで麗花さまに戦いをいどんでも敗退しなかった人は、山本さん一人なのではないでしょうか。

　白しら鳥とり清さや香かさん、二に階かい堂どう律りつ子こさん、越えち後ごゆかりさん、朝あさ比ひ奈な杏あん里り君、如きさ月らぎ恒つね子こさん……今、思いついただけでも、これほど強力なライバルが次々と麗花さまの前に現われ、戦いをいどみ、そして、敗れ去っていったのです。

　けれど、いまだに山本さんは負けてはいません。

　まあ、麗花さまのほうが山本さんのことをライバルとみなしていらっしゃらないのですから、勝負もなにもないのかもしれませんが。

　とはいえ、山本さんが非常に打たれ強く、したたかであることは、確かなことでもあり……。

　すでに山本さんは、自分の席で英単語カードをめくっています。

　慈悲深くお優しい麗花さまは、山本さんの必死の受験勉強の邪魔をすることもできず、ただワナワナと身を震わせ、立ちつくすだけです。

　そんな麗花さまに、杉本君がさも申し訳なさそうに声をかけます。

「すみません。おれは、お嬢さんの彼氏ばかりでなくライバルまで奪ってしまって……」

「ええい！　アケミさんは最初からあたくしのライバルではないし、あたくしはあなたに彼氏を奪われたりはしていなくってよ！」

「けれど、今の岡おか野のさんは、お嬢さんよりもおれと一緒に過ごす時間が長いことも確かであり……。お嬢さんとしては、おれに対して『彼氏を奪われた感』がないわけでもないのではありませんか？」

「あ、あるわけないでしょっ！」

　麗花さまが一瞬動揺を示されたように思えたのは、わたしの錯覚でしょうか？

「まあ、おれとしては、岡野さんを独り占めできるのは大変うれしいことで、つまりは転んでもただでは起きなかったわけです」

　すると、横から、

「いいなー、お杉」

　工藤君が言い、アクタガワ君も同意を示します。

「お杉、ずるーい」

　優しくてほんわかとした雰囲気の拓人さんは、後輩にも人気があるのです。

「しかし、結果としてお嬢さんが寂しい思いをすることになってしまい、おれは正直、申し訳なく感じています」

「さ、寂しい思いなんてしてないわよっ」

　やはり、麗花さま、ちょっと動揺されたような……。

　けれど、すぐに麗花さまはビシッとお杉君におっしゃいました。

「いいことっ。あたくしも拓人もあなたに本当に合格してほしいって思ってるんだから、その期待にこたえなさいよっ。特に、アケミさんには負けるんじゃないわよっ」

「はい。脳味噌内の筋肉を総動員させて、がんばります」

　杉本君は力強くこたえました。

　しかし、脳味噌内に筋肉をお持ちだとは、冗談にしてもちょっと心配なお言葉でした。











第三章　春――受験戦争終結







　あたくしと工く藤どう君の間にある丸テーブルの上には、大きなグラスに入ったピンク色のジュース。

　ストローは二本ささっていて、おまけにそれぞれ途中でハート形を描いて曲がりくねっている。

「これが『アベックジュース』……」

　工藤君はその名称をおずおずと口にし、呆然とした表情で続ける。

「『アベック』って、もう、死語だよね？」

「ええ、たぶん……」

　あたくしも、そうこたえるしかない。

　喫茶店で二人掛けのテーブルを陣取り、工藤君を向かいの席に引きずり込んで、さらにはメニューの中から「アベックジュース（おひとつで二人分です♡）」との表示があるジュースを選んで注文したところ、ウェイトレスが運んできた現物が、これ。

　いつものように父親の立場をバックに、見目麗しい工藤君をおどしてラブラブ状態を演じて店内の客をうらやましがらせてやるつもりだったあたくしだけど、このアベックジュースなるものにはさすがに尻込み。

「それに、いまどき、このストローってないわよね」

「趣味が完全に六十年代か七十年代だよね」

「この店が開店したときから存在してたメニューにちがいないわ」

　素焼きレンガを使った内装は明らかに最近のカフェ的なセンスではないし、黒光りしている傷だらけの木のテーブルと椅子は長い歴史を感じさせる。

「おれ、喉が渇いたから、とりあえず先にいただくよ」

　工藤君はハート形のストローを一本とり、ゴクゴクとジュースを飲む。

「ちょっと、工藤君っ。このジュースは二人同時に飲まないと意味がないのよっ」

「ええっ？　そうなの？」

「アベックジュースっていうネーミングからそれぐらいは察してくださらないことっ？」

　けれど、工藤君は遠慮がちにこたえる。

「で、でも、そういう飲み方って、なんだかバカみたいじゃない？」

「……そうね」

　あたくしも素直に認めた。

　それに、ここでわざわざ「学園の王子さまとアベックジュースなるものを仲むつまじく味わう図」を作っても、アケミの邪魔は入らないし、お杉すぎ君が変なツッコミを入れてくることもなくて、まあ、正直、物足りないのよね。

　今、お杉君は花はな園ぞの学園高等部構内の掲示板に貼り出された一般入試の合格発表を見にいっている。そして、おそらくはアケミも。

　あたくしは佐さ伯えきを従え、工藤君、アクタガワ、タカりんを誘い、こうして花園学園近くの喫茶店でお杉君が合否結果を知らせにくるのを待っているわけだけど、せっかくなら工藤君と二人で美少年美少女カップルでも装ってさしあげようかと、この席をキープしてみたわけよ。

　佐伯とアクタガワとタカりんは別の四人掛けの席で、ソワソワと結果待ち。

「杉すぎ本もと君なら、絶対、大丈夫ですよ」

　佐伯がきっぱりと言い、タカりんがこたえる。

「そうだよね。あんなに一生懸命、勉強してたんだし。彼、一般入試をねらうって決めてから、体力も総動員してガンガン攻めてたもんね」

「それに、杉本君は元々、本番に強そうですし」

「なんたって、花園学園中等部の柔道部の部長で、試合でもいい成績を出してきたんだから、入試でも大目に見てもらえるにちがいないよ」

「それはどうでしょうか……。推薦ならともかく……」

「ああ、もうっ。ここは、とことんプラス思考でいってよ、佐伯ちゃん！」

「す、すみません。まあ、ギリギリ合格するかどうかっていう点数のときには、学業以外の実績も強みになるでしょうね」

「佐伯ちゃん、クールすぎ！　もっと熱くなろうよ！」

「はぁ。すみません」

　アクタガワは無言のまま、暗い面持ちでコーヒーを飲んでいる。

　推薦入試にお杉君と仲よく落ちることを覚悟していた彼にとって、この待ち時間はなかなかに辛いものでしょうね。

　あたくしだって、内心ではどうしても落ち着くことができない。

　時折、「不合格」の三文字が脳裏をよぎって、柄にもなく暗い気分になりかけるけど、数秒後にはそれを完全に振り切る。それでも、やっぱりまた、不吉な三文字が頭に浮かんできて――その繰り返し。

　このあたくしをここまで心配させるなんて……。もし、不合格だったら許さなくってよ、お杉君！

　ここ数ヵ月の間、ずっとお杉君の勉強を見てあげていた拓たく人とは、今、彼につきあって高等部に行っている。

　もう、二人とも、合格発表の掲示板は確認している頃。ああ、結果はどうだったのかしら。

　タフなお杉君だけど、最近は明らかに疲れきっていた。迫力の硬派オーラはそのままで、全身からは疲労がにじみ出ているものだから、まるで瀕死の猛獣みたいな風情だった。

　けれど、その一方で、猛勉強の成果はそれなりに出ていたらしい。

　年末には、拓人はのほほんと言っていた。

「杉本君、あれからグングン学力がついてきて、合格できるかできないかっていうレベルになってきたよ。この分なら、入試当日にはギリギリ合格できるぐらいになっているんじゃないかな」

　いるんじゃないかな、って……そんなんじゃ、困るのよっ！　確実に合格できるぐらいじゃないと、こっちは安心できないのよっ！

　そんな状況だったから、あたくしもずっと、お杉君の家庭教師役である拓人を気軽にデートに誘ったりはできなかったわけで……。

　いいえ、そもそも、どうしてあたくしが拓人をデートに誘えなくてイライラしなくてはならないわけっ？　拓人のほうから、この気高く麗しいあたくしをデートに誘うべきものでしょっ！

　なのに、最近は、拓人ったらお杉君につきっきりで……。

　やっぱり、あたくし、ここのところお杉君に拓人を取られていたようなものじゃないのっ！　ああ、イライラする。ここは、ささやかなうさ晴らしでもしてさしあげようかしら。

　あたくしはアクタガワに声をかける。

「アクタガワ君、ちょっと来てちょうだい」

　一人でどんよりとしていたアクタガワはふらりと立ちあがると、思いつめたような顔でこっちに来る。

　あたくしが席を立ち、「ここにお座りなさい」と勧めると、アクタガワはボーッとしたまま操られるように椅子に座る。

　けれど、次の瞬間、彼はテーブルの上のアベックジュースに気づいて目を見開いた。

「なんだよ、このジュース！」

　あたくしは力を込めてこたえる。

「ラブラブの恋人たちが一緒に飲めるようにと考案されたラブリーな飲み物、アベックジュースよ」

「うげっ」

　アクタガワは変な声を出す。自分と一緒にその意味深なジュースをはさんで座っているのが工藤君であり、第三者からはその光景がどう見えるかということに気づいたようね。

「アクタガワ君、これ、あたくしの代わりに工藤君と二人で飲んでもよろしくってよ」

「ええっ。い、いいよ」

「遠慮はなさらないで」

「遠慮じゃなくて、本気でいらない」

「あら。いかに特殊な演出がされているとはいえ、たかがジュースよ。なにもそんなふうに躊ちゆう躇ちよすることはないのではなくって？　たとえば『自分がこれを飲めば、必ずや、杉本晴はる信のぶは花園学園高等部の入学試験に合格する』とでも思って飲めば、どうということはないのではなくって？」

「よし。飲むよっ」

　こたえたのは、アクタガワではなく工藤君だった。

「アクタガワ、これを一緒に飲んで、お杉が合格できるよう願をかけようっ！」

「ええっ！」

　アクタガワが尻込みしても、工藤君は一歩も引く気はなさそう。変な熱情と確信に取り憑かれてしまっている様子。ジンクスや縁起かつぎが生まれる瞬間って、こんな感じかしらね。

「ほら、早くっ」

　躊躇するアクタガワを急かすと、工藤君はストローをとり、ジュースを飲みはじめる。

「ああ、もう、しょうがないなっ」

　アクタガワは言い捨てると、ついにストローを手にする。

　そして、二人そろってアベックジュースを……ああ、なんておバカ……。

　でも、こういう重苦しい状況では、あえてバカをやって緊張をやわらげたくなるのも確かよね。

　そのとき、この店の木のドアがキィキィ鳴りながら開くのに続き――。

「おまえら……」

　店に入ってきたお杉君の第一声は、それだった。もちろん、彼が目撃したのは、親友二人がハート形のストローを使って大きなグラスに入ったピンク色のジュースを仲よく飲んでいる図で――。

「ち、違うんだ、これは……！」

　と、あわてて立ちあがったのはアクタガワ。

「お杉、結果は？　どうだった？」

　と、同じように立ちあがりながら訊きいたのが工藤君。

「合格だ」

　重々しいお杉君の返事を聞いた瞬間、みんな、一斉に「やったぁ！」と歓声をあげた。

　あたくしも心底ホッとして、全身の緊張がジワーッと解けてゆくのを感じた。

　ああ、これでもう、ハラハラせずに済むんだわ。そう思うと、爆発的な喜びが体の内から湧いてきて、オーッホホホホホと「最終お嬢さま笑い」を炸裂させたくなる。

　けれど、こんな場面でうっかり狂喜して、「友達思いのいい人」なんてレッテルを貼られたりしたら、たまらないってものだわ！

「よかった、お杉！　よかったぁ……」

　眼鏡を外して、浮かんできた涙をこぶしでゴシゴシこすっているアクタガワの横を、工藤君はすり抜け、いきなりお杉君にガシッと抱きついた。サッカー少年はつくづく熱いわねぇ。

「お杉！　四月からは、一緒に高等部に通えるな！」

「ああ」

　こたえたときには、お杉君はクシャクシャの笑顔になっていた。珍しくも不気味なことに。

　ふたたび眼鏡をかけたアクタガワは、目の前の熱いシーンとお杉君の表情に気づいてちょっと顔をひきつらせたけれど、今日ぐらいは気にしないことにしたのか、あるいは邪魔をしてやろうとでも思ったのか、笑いながらお杉君と工藤君の間に割り込んだ。そのまま三人はどつきあうようにじゃれあって、「やったー！」「合格だー！」などと繰り返す。

　佐伯は笑顔で拍手を続け、タカりんは「バンザーイ！」と両手を上げつつピョンピョン跳びはねている。

　そして、拓人はのほほんと「杉本君、本当にがんばったもんね」とコメントする――って、拓人、いつからそこにいたのよ？　お杉君のことばかり気になっていて、気づかなかったわよ。

　ああ、このあたくしが、彼氏という名の第一の家来である拓人の存在が目に入らなくなってしまうなんて……。これでは、主人失格だわ！

　とりあえずは、拓人にねぎらいの言葉をかけてあげなくてはいけないわね。

　あたくしは拓人に言う。

「よくやったわ、拓人。あんなに勉強が苦手だったお杉君を一般入試で合格に導いたなんて、あたくし、心からほめてさしあげてよ！」

「ありがとう、麗れい花かちゃん」

　拓人のほんわかとした笑顔に、ついついこちらの頰もゆるみそうになるけれど、それをおさえて、あたくしは威厳を保ってお杉君にも声をかける。

「それに、お杉君もよくやったわ。あたくしを慕い、ついてゆきたいという一心で難関を突破するなんて、まさに『あっぱれ』のひとこと！　高等部では、この綾あや小のこ路うじ麗花の親衛隊員として、心ゆくまであたくしのために働くことね！」

　すると、アクタガワとタカりんがそろって吹き出す。

　ええい！　冗談で言ったわけではなくってよ！

　お杉君は素直にうなずいてから、あたくしに言う。

「それから、お嬢さんのライバルの山やま本もとさんも合格でした」

　お杉君の報告に、みんなをとりまく空気がホッとやわらぐのが感じられた。みんな、あまり口には出さなかったけど、やっぱりアケミのことも心配していたのね。

　でも、あたくしは断じてアケミの合否なんて気にしてはいなかったわ。今日は朝からアケミの存在すら忘れていたぐらいよ。

　それに――。

「お杉君っ。アケミさんは、あたくしのライバルではなくって、あなたの恋のライバルではなくって？」

「うわわーっ！」

　アクタガワがすかさず変な声をあげて、あたくしの言葉をかき消そうとする。

「どうしたんだよ、いきなり、アクタガワ……」

　けげんな顔で訊いた工藤君に、アクタガワは、あわてて苦しい言い訳。

「な、なんでもないっ。喉がちょっといがらっぽくて、つい発声練習を……」

　この人たち、高等部に進んでからも、こんなやりとりを繰り返すにちがいないわ。

「お嬢さん」

　お杉君は、あたくしをまっすぐに見て言った。

「ご心配をおかけしましたが、無事合格することができましたので、岡おか野のさんはお返ししますね」

　すると、拓人ものほほんとした口調で言う。

「麗花ちゃん、ここ数ヵ月、杉本君と浮気していてごめんね」

「ええい！　わざわざお杉君に調子を合わせるんじゃないわよっ！」

　あたくしはどやしつけ、アクタガワは独り言のように言う。

「さすがは岡野さん、あんなに怖い冗談をさらりと口にできるなんて……。ぼくにはとてもできない……」

「それはそうですよ」

　と、アクタガワのつぶやきにこたえたのは佐伯。

「もし、アクタガワ君がその手の冗談を口にしたら、本気にとる人が続出して、混乱が生じることでしょう」

「ええっ？　なんでっ？」

「杉本君とアクタガワ君はお似合いですから」

「やめてっ。冗談でも、そういうことは言わないで、佐伯さんっ」

　べつに佐伯には冗談のつもりはなかったでしょうけどね。

　拓人は、アベックジュースが放置してある席の隣のテーブル席に座り、心底幸福そうに「麗花ちゃん」と声をかけてくる。

　拓人の誘いに応じて、あたくしはその向かいに座る。

　メニューを広げながら、彼はうれしそうに言う。

「四月からは、麗花ちゃんも同じ高等部の生徒になるんだね。うれしいな」

「ええ。そうね」

　あたくしは短く同意する。

「ぼくたち、校舎の廊下でバッタリ会っちゃったりしてね」

「それぐらいは、当たり前でしょ」

「なんだかワクワクするなぁ」

　単純な人ね。

　まあ、あたくしもワクワクしてはいるけれど、それを無防備に口に出すほど単純ではなくってよ。

「これ、一緒に注文しない？」

　拓人がメニューの中のアベックジュースを指さす。

　ああ……変なものに反応して……。

　もちろん、あたくしは突き放す。

「オーダーしたければ、ご自由にどうぞ。だけど、一人で飲んでいただくわよ」

「えーっ。そんなの、虚しいよ」

　少々寂しげに拓人が言うと、横からお杉君が申し出る。

「では、岡野さん、おれと一緒に飲みませんか？」

「いいの？　杉本君、つきあってくれるの？」

「もちろんです」

「杉本君は優しいなぁ」

　あたくしはついに二人をどやしつけた。

「ええい！　うっとうしいことはなさらないでっ！」

　もしかしたら……もしかしたら、あたくし、高等部に進んだら、お杉君と拓人のこんなやりとりを年中聞かされることになるの？

　だとしたら……。

　ああ……想像するだけで、めまいが……。










あとがき







　実は、本書のために書きおろした「受験戦争と平和」は、学研レモン文庫時代から頭の中に構想だけはありました。お嬢さまシリーズが続いていたら、このネタは中等部編の最終巻、つまりは長編として執筆されていたはずです。

　一度は葬り去ったそのネタをここで作品として発表できたのは、まさに僥ぎよう倖こうでありました。

　また、レモン文庫でのシリーズ最終巻『お嬢さま大戦』の原稿を読み返して感じたのは、「この作品は、自分が傑作であると信じていた『お嬢さま帝国』に匹敵する面白さではないか！」という驚きと喜びと安堵でした。

　もちろん、こういったシリーズでどの作品を一番の傑作と見るかは、読む人によって異なるはずです。作者である私自身も、時代劇のお約束を随所にちりばめた『お嬢さまボロもうけ』、古典的美少年ＢＬをお笑いネタにした『お嬢さまと青バラの君』、育いく夫おの異常性を存分に描くことができた『お嬢さまの学園天国』、杉すぎ本もとのホモセクハラ攻撃が冴える『お嬢さまと無礼者』などは、それぞれの理由で気に入っているのですが、やはり、麗れい花かが仲間の助けを借りながら手ごわいライバルと頭脳戦を繰り広げて最後に勝利をおさめるというパターンの『お嬢さま帝国』『お嬢さま大戦』を個人的には最も出来がよいと感じたのでした。作者の自己満足ではありますが。

　ちなみに、『お嬢さま大戦』の「万国の工く藤どう君ファンよ、団結せよ！」というスローガンは、マルクス・エンゲルス『共産党宣言』の「万国の労働者よ、団結せよ！」のパロディです。如きさ月らぎ恒つね子この理論も一部、『共産党宣言』のパクリですので、ご興味がおありでしたら実際に『共産党宣言』をご確認くださいませ。恒子の敗北も、共産主義体制の崩壊をなぞっています。

　それから、『お嬢さま大戦』には次のような会話もありますが――。




　工藤「こ、これって『家畜人ヤプー』ごっこ？」

　麗花「どうせなら『毛皮を着たヴィーナス』と言ってほしかったわね」




　沼ぬまし正よう三ぞう『家畜人ヤプー』では、主人公の男は女に無理やりいたぶられますが、マゾッホ『毛皮を着たヴィーナス』では、男は望んで女と奴隷契約を結ぶのであり、つまりはこの会話に、麗花と工藤の認識の差が表われているわけです。

　同じように「年若い読者にわかるかどうかわからないネタ」としては、『お嬢さまの学園天国』に、こんなのもあります。




　育夫「ふざけるな。金を出せば、わたしの気がおさまるとでも思うか？」

　　貢みつぐ「じゃあ、一体、どうすれば、あなたの気はおさまるんですかーっ」

　育夫「おまえも、すみれとおなじようにしてやる」

　　貢「わーっ！　あ、あなた、やっぱり変だっ！」




　これは、貢の愛車「すすむ君」が育夫の愛車「すみれちゃん」に追突してしまった後のやりとりですが、べつに育夫は貢に殴る蹴るの暴行を加えたいわけではありません。

　車で追突することを、俗に「カマを掘る」と言いますよね。で、育夫の脳内ではすみれちゃんは男の子という設定なので、つまり、育夫は貢を……というわけです。

　どうも、これらの会話に隠された意味に、当時の担当編集者（五十代男性）は気づいてはいなかったようで、私はなにも言われませんでした。さすがに、高校時代の友人には「これ、やばいんじゃ……？」とは言われましたが。

　それから、突然ではありますが――。

　本書が復刊版お嬢さまシリーズ最終巻ですので、「小ネタ」とでも呼ぶべき裏話や裏設定を、ここでぶちまけさせていただきます。




■アクタガワに風流な響きのある苗字を与えたいと考え、「岩いわ清し水みず」に決めたのは、『愛と誠』（梶かじ原わら一いつ騎き原作、ながやす巧たくみ作画）の岩清水君と同じ黒ぶち眼鏡をかけているからという単純な理由である。

■その『愛と誠』には「悪の花園」と呼ばれる不良の吹き溜りのような「花園実業高校」なる学校が出てくるが、長い間、私はそれを忘れていたらしく、お嬢さまシリーズ終了後に『愛と誠』を読み、正直、ぶっ飛んだ。

■杉本の名前「晴はる信のぶ」は、武たけ田だ信しん玄げんの名を拝借したもの。

■ご存じの方も多いと思うが、杉本の誕生日四月四日は俗に「おかまの節句」と呼ばれている。三月三日と五月五日の間ということで。

■お気づきの方も多いかと思うが、綾あや小のこ路うじ家は決して名家ではなく、単なる成り金である。今で言う（誤用の）「セレブ」に相当するかと思われる。

■拓たく人との名は、私が母から聞いた「近所の方の知人である本ほん田ださんという人に息子が生まれ、拓人と名づけたが、どこかで聞いた名前のような気がする。やがて、ホンダタクトというスクーターの存在に気づいたときには、すでに役所に出生届を提出した後であった」というアホな実話からいただいた名前なのであるが、姓はさすがに「本田」にはしなかった（江え口ぐち寿ひさ史し『ストップ!!　ひばりくん！』に、その名のキャラがいたし）。

■育夫の愛車がサンダーバードであるという設定は、プラトニック・レズビアン映画『テルマ＆ルイーズ』に出てくるサンダーバードがかっこよかったので、つい……。

■裏設定ではアクタガワは大宮市に住んでいることになっていたのだが、すでに大宮市は浦和市、与野市と合併して、さいたま市になってしまっている。

■加えて、裏設定では、麗花宅、佐伯宅、花園学園は世田谷区にある。

■花園公園のモデルは、東京都武蔵野市と三鷹市にまたがる井の頭公園（井の頭恩賜公園）である。




　――と、小ネタを吐き出しスッキリしたところで、今度は少女小説家としての自分を振り返ってみたいと思います。

　ここ十年ほど、私は、読者の皆様やまわりの方々からお嬢さまシリーズを評価していただくたびに、うれしく思うと同時に複雑な気分も味わっていました。

　お嬢さまシリーズを終わらせたのは私の意志ではなく、学研レモン文庫の市場撤退というどうにもならない事情だったのであり、だからこそ、私はお嬢さまシリーズを含めた十九冊の著書が一度に絶版という形で消えてしまった痛みを「過ぎたこと」として忘れようとしていたのに、多くの人がその消えたシリーズをずっと心に留め、「面白かった！」と評価してくださっているのです。

　ああ、お嬢さまシリーズを自分の意志できちっと終わらせていれば、もっと堂々とかまえていられたのに！

　レモン文庫消滅後も私は細々と少女小説を発表し、中でも角川ＡＳＵＫＡノベルスで上梓した『耽美なわしら』と題した同性愛コメディ・シリーズは、今でも私自身が非常に気に入っており、加えて、シリーズの何編かは私の中で「創作の神が私に書かせてくれたとしか思えない、明らかに私の才能を超越した大傑作」という位置づけであり、その点では、私は決して不幸な作家ではありませんでした。

　ただし、『耽美なわしら』はちっとも売れませんでした（ありがたいことに二〇〇四年には、ＡＳＵＫＡノベルス未収録分も加えた完全版がフィールドワイより上下巻で復刊されましたが、これもさほど売れてはいない印象です）。

　さらには、私が作品を発表したライトノベル・レーベルは次々と市場から撤退してしまい、業界の方々には「森奈津子が歩いたあとは草一本生えない」と言われていたのです。

　どうせ発表先のレーベルがすぐに消滅してしまうのだから、こうなったら本当に書きたいものを書こうじゃないか！――と開き直った私は「百合小説を書かせろ〜」とあっちこっちの版元に迫り、しかし「そんなのは売れません！」と拒まれ、やがて、一九九八年頃にはライトノベルの仕事は私の許に来なくなりました。

　それよりも少し前に、数人の編集者からは「あなたの変な作風は、読者には受け入れにくいと思われる」「ここはオーソドックスな少女小説を書いてはどうか」というご助言もいただいていたのですが、私は従う気にはなれなかったのです。

　無難な作風になってしまっては、森奈津子という作家の存在意義はなくなってしまう！　それはもう、作家を廃業したも同じだ！

　私はついに、一編の百合小説すら書かせてくれないライトノベル界に自分の作品を売り込む気をなくしました。「もう、やめたっ！　ライトノベル界で百合を志す奴は、俺の屍を越えてゆけーっ！」といった気分でした。

　一方、ライトノベルでの仕事が減少するのに反比例して、私のところには大人向きの一般小説の注文が来るようになり、その分野では編集者も読者もこの作風を面白がってくれるということが判明し、私は廃業せずに済んだのでした。

　世間ではライトノベル作家が一般小説のジャンルに移行することはステップアップとみなされているようですが、実は私はライトノベル界を卒業したのではなく、放逐されたのです。私がライトノベルを棄てたのではなく、ライトノベルが私を棄てたのです。

　よって、今回のお嬢さまシリーズ復刊で、私は非常に救われた気持ちになり、また、新作短編四本を執筆するチャンスをいただいたことは、ささやかな再チャレンジであり、リベンジでもありました。

　さらには、十数年前に私の作品を読んでいた少女たちが成人し、今も私を応援してくれている。あるいは、一般小説で森奈津子を知った読者の方々が、改めて私の少女小説作品をチェックしてくれている。なんとありがたいことでしょう！

　十数年前のライトノベル界では正直、報われないことも多かったけれど、私は決して不運な作家、不幸な作家ではなかった。それを、今はひたすら実感しています。

　そして、ここまで私におつきあいくださいました皆様には、深く深く感謝しております。

　ありがとうございました。

二〇〇八年三月　　　森　奈津子　　










解説







細ほそ谷や正まさ充よし




「オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」




　目め出で度たい。とにかく目出度い。あまりの目出度さに、綾あや小のこ路うじ麗れい花かのお嬢さま高笑いで言こと祝ほいでしまった。森奈津子のお嬢さまシリーズ、ここに堂々の復刊である。作品について書きたいことは山ほどあるが、その前に、まずは作者紹介から始めることにしよう。なお、この解説には多少のネタバレがあるのでシリーズ未読の人は注意してもらいたい。

　森奈津子は、一九六六年、東京の練馬区に生まれる。その後、埼玉で成長した。十歳のときに作家になりたいと思い、十五歳でＳＦ作家になる決意をしたという。東京女子大学短期大学部英語科、立教大学法学部法学科卒。ＳＦ系創作サークルでの活動を経て、「スタジオぬえ」に所属。「スタジオぬえ」のスタッフ経由で、編集者の紹介を受け、一九九一年、少女小説『お嬢さまとお呼び！』で、作家デビューを果たす。以後、少女小説家として活躍するが、ゲイ・レズビアン・バイセクシャル・ノンセクシャルが入り乱れるラブコメ「耽美なわしら」シリーズを経て、しだいに一般文芸に進出。現在は、性愛をテーマにしながらＳＦから官能小説まで、幅広い作品を発表している。

　作者のデビュー作となった『お嬢さまとお呼び！』は評判もよく、そのままシリーズ化され一九九五年の『お嬢さま大戦』まで十冊を数えた（イラストは漫画家の飯いい坂さか友ゆ佳か子こ）。版元である学研レモン文庫の撤退により終了してしまったが、それがなければ、まだまだ続いたかもしれない。また『いつでもこの世は大霊界！』『帰ってきた女王様』も花はな園ぞの学園が舞台であり、お嬢さまシリーズとリンクしている。

　学研レモン文庫の名前が出たところで、当時の少女小説を巡る状況にも簡単に触れておきたい。ある程度の年齢の読者なら覚えていると思うが、かつて少女小説が売れに売れた、狂きよう瀾らん怒ど濤とうのブームがあった。八十年代後半から、九十年代にかけてのことである。火付け役となったのは、コバルト文庫だ。新あら井い素もと子こ・氷ひ室むろ冴さえ子こ・久く美み沙さ織おりなどにより、新たなタイプの少女小説へとシフトしたコバルト文庫が、八十年代後半になって爆発。藤ふじ本もとひとみや唯ゆい川かわ恵けいなどのコバルト大賞受賞作家も加わり、一大ブームとなった。八七年には、講談社Ｘ文庫ティーンズハートが創刊され、こちらも成功を収める。それに刺激を受け、ＭＯＥ文庫スイートハート、いちご文庫、レモン文庫、徳間文庫パステル・シリーズなど、次々と各社が少女小説レーベルに参入したのである。

　さて、そのような状況の中、膨大な少女小説が生まれたが、多くの作品は忘れ去られた。思春期の女の子をターゲットにしたのだから、当然といえば当然だろう。少女はいつか、大人になるのだから。

　しかし中には、忘れ去られることのない作品がある。作家がいる。それが森奈津子の一連の少女小説だ。お嬢さまシリーズを始めとする少女小説は、発表から十年以上を経ても、なお熱烈な読者を獲得し、絶版となった作品の復活を望む声が、根強く上がり続けたのである。

　このような声を受けた作者は、二〇〇五年八月に、同人誌として『グースカ夢見る問題児』を復刊。以後、『あぶない学園大さわぎ』『あぶない学園キケンな少年』『愛と青春のあぶない学園』『禁断のあぶない学園』と、同人誌での復刊が続いた。そして今、ついにお嬢さまシリーズ全巻が、エンターブレインから、全四巻で復刊されることになったのである。しかも各巻には、新作短篇が付いている。佐伯の名前が判明する「佐伯の一日」や、杉本の高等部進学の可否が分かる「受験戦争と平和」など、積年のファンには感涙ものの内容だ。復刊を待ち望んでいた人にとって、これほど嬉しいことはない。

　ではなぜ、森奈津子の作品は、忘れ去られなかったのか。お嬢さまシリーズは、復刊されたのか。それは当時の少女小説の中でも、ずば抜けた個性をもった、面白い作品だったからだ。その個性とは 〝お笑い〟である。ユーモラスな作品は他の作家も書いていたが、ここまで〝お笑い〟に徹したものは、少女小説では初めてだったのではないだろうか。なにしろ主人公にしてヒロインである綾小路麗花の存在自体がギャグである。

　高級スーパーマーケット・小路こうじ屋の社長令嬢にして、私立花園学園中等部の二年生（後に三年生）の綾小路麗花は、たてロールの髪がトレードマーク。小学校三年のときに読んでいた少女マンガの最終回で、お気に入りの悪役のお嬢さまが改心するのに怒り、主役的悪役お嬢さまになることを決意した。以来、悪役お嬢さまの道を貫いている。自分の価値観のみに忠実に従い、孤立することすら恐れない麗花は、しばしば高笑いを響かせながら、突拍子もない行動に出るのだ。傍若無人な麗花は、たしかに笑える。だが、笑い転げているうちに、彼女がとても魅力的に見えてくるのである。

　麗花の一人称（この語り口もギャグになっている）で進むシリーズの基本は、彼女とライバルの対決に周囲が振り回されるというものだ。お嬢さまの脇を固めるのは、小学校時代にいじめから助けられ、麗花に尽くすことを生きがいにしている佐さ伯えき。麗花のボーイフレンドで、底抜けのお人好しの岡おか野の拓たく人と（注１）。学園のプリンスと呼ばれる美少年だが、気が弱い工く藤どう圭けい一いち。その工藤に本気で惚れている柔道部主将の杉すぎ本もと晴はる信のぶ。文芸部部長のアクタガワこと岩いわ清し水みず是これ清きよ。かわいこぶりっ子の山やま本もとアケミ。タカりんと呼ばれる伊いじ集ゆう院いん貴たか子こ。生徒想いの担任だが、すぐに腰砕けになるミツグちゃんこと花園貢みつぐ。ミツグちゃんの叔父で、彼をいじめまくる数学教師の花園育いく夫おといった面々だ。愉快なことに麗花が彼らを振り回す一方、場面場面では、彼らの方が麗花を振り回したりする。ボケとツッコミが縦横無尽に入れ替わる漫才のような会話は、爆笑の連続なのである。

　登場人物の関係が一方的にならないのは、麗花以外の人物も、はっきりとした個性と価値観をもっているからだ。自分の趣味を隠さない杉本や、麗花一筋の佐伯はもちろん、気弱な工藤や、腰砕けのミツグちゃんも、ギリギリのところで自分の意思を貫く。アクの強い綾小路麗花というヒロインを中心に据えながら、他のキャラクターも位負けしていない。それぞれの存在を、しっかりと主張するのである。

　そんな彼らのドタバタ騒ぎは、第三弾『お嬢さま帝国』で、ひとつの頂点を迎える。この作品は制服の着用を風紀委員の二に階かい堂どう律りつ子こから強制されそうになった麗花が、クラス内で独立を宣言。「綾小路麗花帝国」を樹立して対抗するというものだ。クラス内独立国というアイディアが抜群に面白い。

　さらに、どんどんエスカレートしていく律子の行動が、ファシズムのカリカチュアとなっている。中学生や高校生の頃というのは、特に具体的な理由などなくても、学校や社会に抑圧されているという意識をもちやすい。それだけに当時の若い読者は、律子の野望を粉砕する麗花の活躍に、痛快な気持ちを覚えたことだろう。シリーズ屈指の傑作である。

　こうした思いは作者も同じらしく、怨念バッテリー（注２）が出した同人誌「森奈津子ファンブック１　お嬢さまふたたび！」（二〇〇二・十二）に掲載されている、作者へのインタビューでは、

〝私も「帝国」が一番気に入ってます。執筆中は「これを書きあげるまでは死ねない」と思ってました。書きあげてからは「帝国」を越えるコメディがなかなか書けませんでしたが、『耽美なわしら』第二話の「同性愛者解放戦線の陰謀」で、やっと越えられたと感じたものでした〟




　といっている。また作者は『お嬢さま帝国』の他に、一気に書き上げた作品として、第五弾『お嬢さまボロもうけ』と第十弾『お嬢さま大戦』を挙げている。再びインタビューから引用させてもらう。




〝テーマが明確だったので、ストーリーを作りやすかったんですよ。この三作それぞれのテーマは、「帝国」が「悪の帝国の独裁者と対決」、「ボロもうけ」が「なぜか展開が時代劇」、「大戦」が「共産主義体制の崩壊」ですね〟




　シリーズの中でも、この三冊が特に面白いのは、そのあたりに理由があるのだろう。だが三冊を読み比べてみると、もうひとつ共通点があるような気がする。登場する麗花のライバルの性格だ。

『お嬢さま帝国』の二階堂律子。『お嬢さまボロもうけ』の越えち後ごゆかり。『お嬢さま大戦』の如きさ月らぎ恒つね子こ。彼女たちは麗花と対立して、最終的には負ける。そして負けを認める。しかし、それまでの自分の行為は反省しない。麗花と同じように、彼女たちもはっきりした個性と価値観を持っているのだ。

　だから『お嬢さま大戦』で、麗花が恒子に立ち向かうための協力者として選んだのが、律子とゆかりなのだ。第二弾『お嬢さまの逆襲！』のライバル・白しら鳥とり清さや香かのように、最後に自分の行為を反省してしまう人は、お呼びでないのである。麗花と拮抗する個性の持ち主がライバルとなっていることも、この三冊が特に面白い理由のひとつではないだろうか。

　おっと、誤解のないよういっておくが、あくまでも比較の問題で、その他のシリーズ作品も、ムチャクチャに面白い。ストーリーのテンションはシリーズを通じて落ちることなく、たとえば第八弾『お嬢さまの学園天国』の「花の中三トリオ」のくだりなど、この解説のために再読していて、笑いが止まらなくなってしまったほどだ。まったくもう、よくぞこれほど大量のギャグを考えたものである。しかも今読んでも、まったく古びていない。時代を超越する、作者のギャグ・センスには脱帽だ。

『グースカ夢見る問題児』の「同人誌版あとがき」によれば、作者は少女小説家の寿命は短いとデビュー当初から覚悟しながら、




〝私の作品をきっかけに、読書の喜びに目覚めてくれる女の子がいますように。つまらない日常を忘れる手段として、私の作品を選んでくれる女の子がいますように。

　そのような願いと共に、私は仕事の依頼がなくなるまで、少女小説家を続けました〟




　と述べている。森奈津子の少女小説が忘れ去られなかった理由が、作品の面白さにあると先に記したが、そこに、女の子たちの人生の一時を楽しくしようと全身全霊を傾けた、作家としての姿勢も加えなければならないだろう。

　思春期の少女たちは、その鋭敏な精神で、作者の真剣な想いを受けとめた。そして自分たちを愛してくれた森奈津子という作家を、忘れることなく愛し続けた。もう贅言を費やす必要はない。お嬢さまシリーズが復刊したということ。この本が、ここにあるということ。その事実に、作者と読者の、すべての想いが込められているのである。

二〇〇七年三月　　　文芸評論家　　




注１　麗花の外付け良心回路である　　　注２　サークル名
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